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    プロローグ　魔王２１４９．終極防衛都市エンドゲームシティ・ワシントン

    序章　魔王2149・终极防卫都市・华盛顿

   

   


   


   統合暦２１４９年。

   统合历2149年。

   水精ウンディーネの月31日、18時22分。

   水精月31日，18时22分。

   


   「秋葉原から連れ出してもらって、五十年か。長いようで……短い旅路だったわね」

   「从秋叶原被带出来，已经五十年了啊。这段旅程……感觉好像很长，又好像很短呢。」

   


   ワシントン市、防衛空域圏外。

   华盛顿市，防卫空域圈外。

   その一いっ閃せんを以もって、一つの戦いが終わりを迎えた。

   这一剑，为一场战斗划下了句点。

   鮮烈であった。

   那是一道鲜明强烈的剑光。

   《勇者》がその手に持つ白銀の剣から放たれた斬撃は、一条の光となって大気を切り、霊素エーテルを裂き、執念を断ち──禍福の女神を斬った。

   『勇者』手中白银之剑所释放的斩击化为一道光，切开大气、撕裂灵素、斩断执念——斩杀了祸福女神。

   竜が墜おちる。

   龙坠落了。

   鋼で補強され、大量の武装を積んだ鋼鉄の飛竜リンドブルムが高度を落としていく。

   以钢铁补强、装载大量武装的钢铁飞龙逐渐降低高度。

   巨大な機竜の背の上、灰色の雲が覆う空の下、流れる景色の中で相対するは二つの影。

   在巨大机龙的背上、被灰色云层覆盖的天空下，两道身影在流逝的景色中对峙。

   此方こなた、色素の薄い金色の髪を三みつ編あみにし、戦いによってボロボロになった白い戦闘祭服を着て、左腕に赤しゃく銅どう色の篭手を着けた少女。

   一方是将色素淡薄的金发绑成三股辫，身穿因战斗而变得破破烂烂的白色战斗祭服，左臂戴着赤铜色手甲的少女。

   彼方かなた、色鮮やかな金色の髪をツーサイドアップにし、黒のバイザーで目元を隠し、金の王冠クラウンを頭部に戴いただき、金の剣ブレイドを握り、純白の礼装ドレスを纏まとい、背光ハイロゥが如ごとき黄金に輝く歯車を背負ったハーフエルフの少女。

   另一方则是将鲜艳的金发绑成双马尾，以黑色护目镜遮住眼睛，头上戴着金色王冠，手握金剑，身穿纯白礼服，背后背着宛如背光般闪耀着黄金光辉的齿轮的半精灵少女。

   三編みの少女の持つ白銀の剣が光となって霧散する。

   三股辫少女手中的白银之剑化为光雾散去。

   ツーサイドアップの少女の背に浮かぶ歯車が音を立てて崩れ落ち、膝をつき、金色の剣ブレイドと王冠クラウンも消え失うせた。

   双马尾少女背后浮现的齿轮发出声响崩落，她跪倒在地，金剑和王冠也消失了。

   「生きてるのって、案外楽しかったわね……」

   「活着意外地有趣呢……」

   ツーサイドアップの少女がうなだれ、忌いま々いましそうにそう吐き捨てる。

   双马尾少女垂下头，忿忿地如此唾弃。

   「ただ我わたしの剣が届かなかった……それだけ。あんだけあの子に訓練付き合ってもらったのにね……あんたのその強さ、本物みたいね、《勇者》」

   「只是我的剑没有碰到你……就只是这样。亏我还请那孩子陪我做了那么多训练……看来你的实力是货真价实的呢，《勇者》。」

   「──肯定です」

   「——肯定。」

   《勇者》と呼ばれた少女は、無機質な声音で首を縦に振った。

   被称为《勇者》的少女以无机质的声音点头。

   「当機は最強である事を存在理由とし、またそうあると自負しております」

   「本机以最强为存在理由，也以此为傲。」

   しかし、とその無機質な声の中にどこか熱と畏敬の念を感じさせながら続ける。

   不过——无机质的声音中带着某种热情与敬畏，她接着说道：

   「貴方あなたも強かったと、そう分析できます。真六魔侯の一ひと柱はしら──禍か福ふく侯こう。私の強さと、そしてカワイさが上だった、それだけの話です」

   「你也很强，可以如此分析。真六魔公之一——祸福侯。我的实力与可爱度胜过你，就只是这样。」

   「機械の癖に冗談が上手うまいわねあんた。可愛さは負けてないつもりよ、我わたし」

   「明明是机械，你还真会开玩笑呢。我可不觉得自己可爱度输给你哦。」

   「否定です。私が敗北しているのは胸部装甲のサイズ一点のみかと」

   「否定。我败北的只有胸部装甲的尺寸这一点。」

   「ならもっと盛ってもらいなさい、ポンコツ」

   「那就再加点垫吧，废物。」

   禍福侯と呼ばれた少女が苦笑を口くち許もとに浮かべると、その身体からだが罅ひび割われ、末端から塵ちりとなり、崩れていく。

   被称为祸福侯的少女嘴角浮现苦笑，身体出现裂痕，从末端化为尘埃，逐渐崩落。

   魂が不可逆な程のダメージを負い、肉体の再生ができなくなった際に発現する概念。〝滅び〟。

   灵魂受到不可逆的损伤，肉体无法再生时会显现的概念——「毁灭」。

   それこそはこの世界の理ことわりから外れ、生の軛くびきから解き放たれた不死の霊的死である。

   那正是脱离这个世界的常理，从生的桎梏中解放的不死的灵之死。

   そう、目の前で崩れ行く者は死を超克した存在、不死なのだ。

   没错，眼前崩解的人是超越死亡的存在，是不死之身。

   禍福侯は、滅びを目まの当あたりにしながら尚なお、凶悪な笑みを浮かべる。

   祸福侯亲眼目睹毁灭，脸上却浮现凶恶的笑容。

   「だけど覚えてなさい、機械人形。終世魔王は必ずや、あんた達の護まもる定命を鏖おう殺さつし、人類廃滅の悲願を達成する。その日は近いわ、せいぜい束つかの間まの平穏を嚙かみしめなさい」

   「不过你给我记好了，机器人偶。终世魔王必定会将你们守护的定命屠杀殆尽，达成人类废灭的夙愿。那一天已经不远了，你们就尽情享受这短暂的和平吧。」

   そして最さい期ごに、禍福侯は呟つぶやいた。

   最后，祸福侯喃喃低语。

   


   「ごめんね──マキナ……」

   「对不起——玛姬娜……」

   


   黒のバイザーが割れ砕け、鮮やかな緋ひと色いろ褪あせた金のオッドアイが露あらわになる。

   黑色的面罩碎裂，露出鲜艳的绯红与褪色的金色异色瞳。

   彼女の呟きは、塵となりゆく己の身体と共に風に吹かれて消え去った。

   她的低语随着自己化为尘埃的身体一同随风消逝。

   「禍福侯の消滅反応を確認……」

   「确认祸福侯的消灭反应……」

   壮絶な戦闘によって、内蔵魔力は消耗してほぼ底をつき、メインフレームは摩耗し、度重なるダメージに疑似生体パーツは衰耗し、視界の端に表示されているステータス・ウィンドウの数値は自身の機体からだに〝疲労〟が蓄積している事を示している。

   经过壮烈的战斗，内藏魔力几乎消耗殆尽，主框架磨损，反复的伤害使拟似生物零件衰竭，显示在视野角落的状态视窗数值，显示出自己的机体已经累积了『疲劳』。

   即座にメンテナンスが必要だ。

   必须立刻进行维护。

   荒涼とした灰色の空と寂せき寞ばくとした赤い大地の狭はざ間ま。

   在荒凉的灰色天空与寂寞的红色大地之间。

   機竜が空から地面に墜落するほんの僅かな時間だけ休もう。

   就让机龙在从空中坠落地面的短暂时间休息吧。

   少女はそう考える。

   少女如此思考。

   この勝利は反撃の嚆こう矢しか、あるいは終しゅう焉えんの喇らっ叭ぱの音か。

   这场胜利是反击的嚆矢，抑或是终焉的喇叭声？

   少女はこう考える。

   少女如此思考。

   願わくは、自分が製造された意義が達成できるように。

   但愿自己被制造出来的意义能够达成。

   「まずは、カワイイ私の凱がい旋せんする姿を見せて、みんなを安心させないといけませんね」

   「首先，必须让大家看到我凯旋而归的可爱模样，让大家安心才行呢」

   終わりを迎える空と大地に、その声は融とけていく。

   她的声音，渐渐消融在迎来终结的天空与大地之中。

   


   ◆

   ◆

   


   ──人類は、滅びの時を迎えようとしていた。

   ——人类，即将迎来灭亡之时。

   


   正式名称、合衆国特別保護領域ワシントンＤ．Ｃ．──通称ワシントン市。

   正式名称为合众国特别保护领域华盛顿D.C.——通称华盛顿市。

   大陸東部に存在し、執政機関である白亜の館ホワイトハウスと呼ばれる建造物を中心に市街地が形成され、聖五角結界ペンタゴンによって守護されている都市だ。

   位于大陆东部，以作为执政机关的白色官邸为中心形成街区，是一座被圣五角结界守护的都市。

   総人口は約百万人。その数は、この惑星に生存する人類の数と同数であり、それ即すなわちワシントン市こそが人類最後の砦とりでという事を意味するのである。

   总人口约一百万人。这个数字，与生存于这个星球上的人类总数相同，也就是说，华盛顿市正是人类最后的堡垒。

   今から五十年前、統合暦２０９９年、水精ウンディーネの月31日。

   距今五十年前，统合历2099年，水精月31日。

   地球の暦で言うならば、12月31日。

   以地球的历法来说，是12月31日。

   終世魔王ベルトールを名乗る不死が、全人類に対し宣戦を布告。

   自称终世魔王贝尔多尔的不死者，向全人类宣战。

   真六魔侯と呼ばれる六柱の不死を筆頭に編成された人類廃滅機関《新生魔王軍》は極東の都市を足がかりに西方へ進軍。

   以被称为真六魔侯的六柱不死者为首组成的，人类废灭机关《新生魔王军》以极东的都市为据点向西方进军。

   《新生魔王軍》は日に日に勢力を増していき、人類の生存圏は縮小の一途を辿たどっていった。

   《新生魔王军》的势力日益增长，人类的生存圈不断缩小。

   生き残った人類は、ワシントン市へと逃げ込み、神秘を蒐しゅう集しゅうして世界の滅びの危機に備えていた《救世教会ギルド》を中心として武装抵抗組織を結成し、反撃の機会を窺うかがっているのである。

   幸存下来的人类逃入华盛顿市，以搜集神秘，为世界灭亡的危机做准备的《救世教会》为中心组成武装抵抗组织，等待反击的机会。

   その要所こそがワシントン市、白亜の館ホワイトハウスの東棟イーストウィング。その地下に存在する中枢と呼ぶべき施設。

   而其中的关键，正是华盛顿市，白垩之馆的东栋。位于其地下的，堪称中枢的设施。

   通称司令室バンカーだ。

   通称司令室。

   


   「勝利に乾杯！」

   「为胜利干杯！」

   


   司令室バンカーにいる多くの人々が、グラスやジョッキを片手に口々に祝杯の声を唱和する。

   司令室里的许多人，单手拿着玻璃杯或啤酒杯，齐声高呼庆贺。

   普段は厳かな空気に包まれている司令室バンカーだが、今日ばかりはお祭り騒ぎだ。備蓄された貴重な酒や食料が大盤振る舞いで提供されている。

   平时笼罩着严肃气氛的司令室，今天却像庆典一样热闹。储备的贵重酒类和食物，都大方地提供给大家享用。

   損害は大きかったものの、《新生魔王軍》と《救世教会ギルド》の長い戦いの中で、都市機能や非戦闘員に被害が出ず、幹部クラスを討伐できたというのは、この五十年の戦いで間違いなく快挙であった。

   虽然损失惨重，但在《新生魔王军》与《救世教会》的漫长战斗中，都市机能和非战斗人员没有受到损害，还成功讨伐了干部级的敌人，这在五十年的战斗中无疑是壮举。

   その最大の功労者が、金の長い髪を三編みにし、ホットミルクの入ったカップを手に持った少女だ。

   而最大的功臣，正是将金色长发绑成三股辫，手上拿着装了热牛奶的杯子的少女。

   「ほんとおめーは大したもんだよマトイ！」

   「你真的太了不起了，缠！」

   「《アインヘリアル》最高傑作というのは伊達だてじゃないわね」

   「《艾茵赫里亚》的最高杰作果然名不虚传。」

   マトイと呼ばれた少女を中心とし、彼女の戦友たる定命の戦闘員が口々に褒めそやす。

   以被称为缠的少女为中心，她的战友——有寿命限制的战斗员们纷纷称赞她。

   「失礼ながら、確かに出来た妹ですが、戦闘経験値は同期済みですので、実質的に私達も最高傑作というロジックになります」

   「恕我失礼，她确实是优秀的妹妹，但战斗经验值已经同步，所以逻辑上我们也是最高杰作。」

   「同感です。それに妹にスペックでは負けていても愛あい嬌きょうで勝っていると分析できます」

   「我有同感。而且就算规格输给妹妹，可爱度还是赢过她。」

   マトイの〝姉〟達が、戦友達に無表情ながら不満げに抗議の声を上げた。

   缠的『姐姐』们面无表情地对战友们的发言表达不满。

   「いや、愛嬌は別にどっちも同じような……わかった、わかったよ、無表情で頰に両手を当ててポーズを取るのやめろお前ら」

   「不，可爱度是不分轩轾……好啦好啦，别面无表情地用双手捧着脸颊摆姿势啦。」

   戦友と、〝姉〟達の言葉が疑似中枢神経から感情系へと伝でん播ぱし、微量の佳良的ノイズ──つまりは気恥ずかしさを覚えながら、マトイは応える。

   战友和『姐姐』们的话语从模拟中枢神经传到感情系，缠在感受到微量的舒适噪声——也就是害羞的同时做出回应。

   「今回の作戦における当機の戦果としましては更なる称揚があっても不思議ではないと分析できます。が、しかしながら、今回の勝利は当機だけの力では成立しないものでした。他の皆様がその命を賭として戦った結果です」

   「根据分析，本次作战本机的战果就算受到更多赞扬也不奇怪。不过，这次的胜利并非只靠本机的力量，而是其他各位赌上性命奋战的结果。」

   まあ、とマトイは言いながら、指を二本立て、顔の前に持っていき、横向きのピースの形に指を開きながら目の横にスライドさせて真顔のままポーズをキメた。

   缠说着竖起两根手指，将手举到脸的前方，以横向的胜利手势形状将手指移到眼睛旁边，一脸认真地摆出姿势。

   「私が最高にカワイイ事だけは否定できない事実でありますが」

   「我最可爱这件事是无法否定的事实。」

   マトイのカワイイポーズを見た姉の一人が、無表情のまま悔しさに打ち震える。

   看见缠可爱的姿势，其中一名姐姐面无表情地悔恨颤抖。

   「くっ、新しいカワイイポーズを考えましたねマトイ。後で同期を要求します」

   「唔，缠想出了新的可爱姿势呢。之后我要要求同步。」

   「流石さすがは第五アンゼ型人造精霊搭載の最新機、喋しゃべりも上手うめえな」

   「不愧是搭载了第五型人造精灵的最新机种，连说话都很厉害。」

   「んな事より、今日は飲もう！」

   「先别管这个了，今天来喝吧！」

   そして勝利の宴うたげが始まった。

   然后胜利的宴会开始了。

   もみくちゃにされながら、マトイはカップを置き、塩の効いたフライドポテトを一つ摘まんでから人混みの喧けん騒そうを抜け出した。

   在被众人簇拥的同时，缠放下杯子，抓起一根咸味十足的薯条，接着便从人群的喧嚣中抽身。

   司令室バンカーの隅で一人、グラスを掲げて宴を眺めている男にマトイは声をかける。

   缠向独自在司令室角落举杯眺望宴会的男人搭话。

   「ヘイグラムス司令」

   「黑格莱姆斯司令。」

   「マトイか。任務ご苦労だったな、よくやった。大金星だな」

   「是缠啊。任务辛苦了，你做得很好，立下了大功。」

   「ありがとうございます」

   「谢谢。」

   「今日は君が主役だ」

   「今天你是主角。」

   「はい。当機は最良の結果を出したと自負しております」

   「是的。本机自认做出了最好的结果。」

   「頼もしいな」

   「真可靠啊。」

   「おまけにカワイイです」

   「而且还很可爱。」

   と言いながら、マトイは横向きピースのポーズをキメる。

   缠边说边摆出横向的胜利手势。

   「ハハハ、マトイには敵かなわん」

   「哈哈哈，真是败给缠了。」

   マトイの言葉に声を上げて笑う男の名はアルバート゠ヘイグラムス。

   听到缠的话而放声大笑的男人名叫亚伯特・黑格莱姆斯。

   《救世教会ギルド》の現戦闘総司令官で、ワシントン市の執政機関の長おさ、即ち大統領プレジデントでもあるエルフの男性だ。

   他是《救世教会》的现任战斗总司令官，也是华盛顿市的执政机关首长，也就是身为总统的精灵男性。

   年齢は七十手前で、エルフの中ではまだ若いと言える年頃だが、その顔に刻まれた深い皺しわは壮年、あるいは中年のようにも見える。

   年龄将近七十岁，在精灵中仍可说是年轻，但刻划在脸上的深深皱纹，让他看起来像是壮年或中年。

   それは、彼が過ごしてきた五十年間の過酷さが刻まれていると言える。

   那可以说是他度过五十年岁月的残酷所留下的痕迹。

   マトイの記憶領域にあるデータによれば、彼は極東にあった秋葉原市の貴族であり、《新生魔王軍》から逃れてここワシントン市までやってきたようで、彼が司令になってから十年も経たっていない。

   根据缠记忆领域中的资料，他是位于极东的秋叶原市贵族，似乎是从《新生魔王军》逃亡来到华盛顿市，他成为司令官也才经过不到十年。

   どこか遠い目をしながら、アルバートは呟いた。

   艾伯特露出遥望远方的眼神，轻声低语。

   「禍福侯……か。彼女がこんな結末を迎えるとは、学生時代には考えもしなかったな」

   「祸福侯……吗。学生时代时，我完全没想过她会迎来这样的结局啊。」

   「如何いかがなさいました？」

   「请问怎么了吗？」

   [image: ]

   「いや、なんでもないよ。君も祝勝会楽しんでくればいいのに」

   「不，没什么。你也去参加庆功宴享受一下不就好了。」

   「端的に申し上げますと、あまりヒトが多い場所は得意ではありません。ちやほやされるのは悪い気分ではありませんが」

   「恕我直言，我不太擅长应付人多的场合。虽然被捧上天的感觉并不坏就是了。」

   「ハハッ、人混みが苦手と言うマギノロイドは初めて見たよ。まあ、君の親もそういうヒトだし似ているのかもな」

   「哈哈，我还是第一次见到说自己不擅长应付人群的机动魔神啊。不过，你的父母也是这种人，或许你们很像吧。」

   そう、マトイはヒトではない。

   没错，缠并非人类。

   人造精霊を搭載した機械人形。

   而是搭载了人造精灵的机器人偶。

   不死を討滅し、人類を守護する為ために設計、開発された《アインヘリアル》シリーズと呼ばれるマギノロイドであり、《勇者》と称される《救世教会ギルド》の実働部隊でもある。

   她是被设计、开发出来讨灭不死、守护人类的机动魔神，名为《艾茵赫里亚》系列，同时也是被《救世教会》称为《勇者》的实战部队。

   「……すまない、型に嵌はまった見方と物言いをしてしまうのは学生の頃からの悪い癖だ。魔王直々に矯正されたというのに、秋葉原にいた頃から変わっていないな、私は。君と私で、どれほど違いがあろうかと言うのに」

   「……抱歉，我从学生时代就有这种一板一眼的思考和说话方式的坏习惯。明明被魔王亲自矫正过，我却还是跟在秋叶原的时候一样。明明你跟我之间，有着如此巨大的差异。」

   そう言ってアルバートは自嘲気味に笑った。

   艾伯特说完，自嘲地笑了。

   「質問です。魔王直々に、とはどういう事でしょうか？」

   「请问，魔王亲自矫正是什么意思？」

   「──私がまだ秋葉原市のル・クセル魔法学園に通っていた学生だった時に終世魔王ベルトールと同名の人物が留学して来てね、当時はまだ世の中を舐なめていた貴族のボンボンだった私は、色々あって彼に自信をポッキリと折られたのさ。あの〝彼〟と〝アレ〟が同一人物だとは……今でも信じたくないけどね。あの頃はまさか《救世教会ギルド》に入って大統領をやるだなんて、人生わからないものだ」

   「——在我还是秋叶原市的路・奇尔魔法学园的学生时，有一位和终世魔王贝尔多尔同名的人物前来留学。当时还是个看不起世间的贵族少爷的我，因为各种原因，自信被他彻底粉碎了。那个『他』和『那个』是同一个人……我到现在还是不敢相信。那个时候的我，没想到会加入《救世教会》当上总统，人生真是难以预料啊」

   そう言ってアルバートは言葉を切った。

   艾伯特说完，停顿了一下。

   疑問は残るが、これ以上は答えが返って来ない事は、マトイは学習済みであった。

   虽然还有疑问，但缠已经学到了，再问下去也不会得到回答。

   故に、話題の方を変える事にした。

   因此，她决定改变话题。

   「大姉様……いえ、失礼しました、ゼロの予測演算はどうなっているのでしょうか。現在控えめに言ってお祭り騒ぎですが、これに敵戦力を合わせられたら問題なのでは？」

   「大姐……不，失礼了，零的预测演算怎么样了？现在，说得保守点，是祭典的气氛，如果和敌方战力结合在一起，会不会有问题？」

   「未アイ・オ来ブ・ジ・眼オロディクの正確な演算結果はまだだ。両眼が揃そろっていれば正確な予測演算ができたんだろうけどな……しかし真六魔侯の一ひと柱はしらが陥おとされたんだ、すぐに仕掛けてくる可能性は薄いだろうというのが大凡おおよその予測だ。が、予断は許さない。警戒はしなければならないが……まあ今くらいはな」

   「未来眼的正确演算结果还没出来。如果双眼都在的话，应该就能做出正确的预测演算了……不过，真六魔侯之一被攻陷了，他们马上发动攻击的可能性应该很低，这是大致的预测。但是，不能掉以轻心。必须保持警惕……不过，现在就先这样吧」

   人類は常に厳しい戦いの中に置かれている。

   人类总是处于严峻的战斗之中。

   マギノロイドであるマトイに精神的負担というものはないが、常時ストレスを掛けられているヒトにとっては息抜きが必要なのだろう。

   虽然魔导装甲缠没有精神上的负担，但对随时处于压力之下的人类来说，应该需要喘口气吧。

   そうマトイは判断したところで、メッセージログが表示された。

   缠如此判断后，信息记录显示了。

   「真六魔侯を打倒したカワイイ英雄と楽しく歓談している最中に申し訳ありません司令。博士ドクから連絡が。マトイに研究室ラボまで降りてきてほしいとの事です」

   「在和打倒真六魔侯的可爱英雄愉快聊天时打扰真是抱歉，司令。博士有联络，希望缠到研究室一趟。」

   「そうか。行ってくるといい」

   「是吗，你就去吧。」

   「戦闘終了後のメンテナンスは終わっているはずなのですが」

   「战斗结束后的维修应该已经结束了才对。」

   「親心、というやつだろう。察してやれ」

   「这就是所谓的父母心吧，体谅一下。」

   首を傾かしげるマトイを見て、アルバートは笑った。

   看到歪头的缠，亚伯特笑了。

   アルバートと別れて司令室バンカーから退出し、研究室ラボへと続く長い廊下へと出る。

   跟亚伯特道别后，缠离开司令室，来到通往研究室的长廊。

   廊下の先に、人影が見えた。

   在走廊前方，可以看见人影。

   床に付きそうな程に長い黒髪のサイドに一房赤いメッシュを入れ、頭には丸いサングラスを載せてドワーフ・ジャケットにチャイナ・ドレスといった特徴的な出いで立たちの少女が、正面から歩いて来る。

   黑发长到几乎要碰到地板，侧边有一撮红色挑染，头上戴着圆形墨镜，身穿矮人夹克与旗袍，打扮很有特色的少女从正面走来。

   「ハロハロ〜」

   「哈啰哈啰～」

   「はい、ハローでございます」

   「是的，哈啰。」

   すれ違いざま、マトイは挨拶をしてくる少女にペコリとお辞儀をした。

   擦身而过时，缠向前来打招呼的少女点头行礼。

   （おや？）

   （咦？）

   と、頭イデアサーキットの中に疑問符が浮かび、顔を上げる。

   脑袋浮现问号，缠抬起脸庞。

   （あのような方おられましたっけ？）

   （有这种人吗？）

   走査しようと、少女を視界に収めると、システムメッセージが表示される。

   缠打算扫描少女，将她纳入视野，系统信息却显示出来。

   『不死因子パターン特螳夲[image: シ夐]㍼蟄仙・縲・

   『不死因子模式特螳螂㍼蟄仙・縲・

   一瞬だけノイズが入った。

   噪声只出现一瞬间。

   振り返れば、長い廊下の先には誰もいなくなっていた。

   回头望向长廊前方，那里已经空无一人。

   システムメッセージも、そこに誰がいたのかも、どんな顔だったのかも記憶領域から消え去っていた。

   无论是系统信息，还是刚才在那里的人是谁，以及对方长什么样子，都从记忆领域消失无踪。

   「あら、マトイちゃん」

   「哎呀，缠。」

   「わぴゃあっ!?」

   「哇呀啊！？」

   背後から突然声をかけられ、マトイは跳ね上がった。

   背后突然传来声音，缠吓得跳起来。

   声の方に目を向けると、そこには剝き出しネイキッドの四本義腕が特徴的な、オーガの中でも特に大柄な全機身フルボーグの男がいた。

   她望向声音来源，一名在鬼人之中身材特别高大，全身上下特征是四只裸露义臂的男性站在那里。

   「どうしたの？　こんなところに突っ立って」

   「怎么了？呆站在这种地方。」

   「あ、氷ひ桜お様、今ここに兎うさぎが──」

   「啊，冰樱大人，刚才这里有一只兔子——」

   「ウサギ？」

   「兔子？」

   「え？」

   「咦？」

   自分の口から自然と出た「兎」という単語があまりにも突拍子がなさすぎて、自分で驚いてしまい言葉に詰まった。

   自己口中自然说出的「兔子」这个单词实在太过莫名其妙，连她自己都吓到语塞。

   （──ここに、何があったのでしたっけ？）

   （——这里刚才发生了什么事？）

   何もない、廊下の先を見る。

   她看向空无一物的走廊前方。

   マトイの認識能力と記憶領域から、今何かと廊下ですれ違ったという事実すら失われてしまっており、この都市で彼女が顔を知らない者がいるという事自体が異常事態であるという認識すらなかった。

   缠的认知能力与记忆领域，甚至丧失了刚才在走廊与某人擦身而过的事实，她甚至不认为在这座都市里有自己不认识的人，本身就是异常事态。

   「……大丈夫？　さっきの戦いでどっか悪くした？」

   「……没事吧？刚才的战斗有哪里受伤吗？」

   「否定です。自己診断の結果、問題はありませんでした」

   「否定。自我诊断的结果，没有问题。」

   「んー、でも一応博士ドクに診て貰もらいなさい？」

   「嗯——不过还是让博士看看吧？」

   「はい。ちょうど今向かっているところです」

   「是。我正要过去。」

   「あらそうなの、すごい戦いの後だものねぇ、ゆっくり休むのよ」

   「哎呀，这样啊。毕竟刚经历一场大战，要好好休息哦。」

   と言って四本義腕を振りながら、氷桜と呼ばれたオーガの大男は司令室バンカーの方へと向かっていった。

   被称为冰樱的食人魔大汉挥动四只义臂，走向司令室。

   氷桜と別れたマトイは、廊下の先にあるエレベーターへと足を運ぶ。

   缠与冰樱道别，走向走廊前方的电梯。

   エレベーターで白亜の館ホワイトハウスの最下層へと降り、短い廊下へ出る。

   她搭乘电梯来到白亚之馆最底层，来到一条短走廊。

   その先にあるのが研究室ラボの扉だ。

   走廊尽头就是研究室的门。

   研究室ラボの自動扉が開かれると、たくさんの機器や何に使うのかすらわからないガラクタが部屋の隅に放置され、いくつもの旧式アナログ時計が乱雑に棚に置かれている混こん沌とんとした見慣れた光景、その中央。

   研究室的自动门开启，许多机器与用途不明的破铜烂铁堆放在房间角落，好几座旧式时钟杂乱地放在架子上，一片混沌的熟悉光景。

   安楽椅子に腰掛け、フード付きの白衣を纏まとう老年の女性を視覚センサ内に収めた。

   在光景中央，一名身穿连帽白袍的老年女性坐在安乐椅上。

   「博士ドク。到着しました」

   「博士，我到了。」

   「お、来たね」

   「哦，你来啦。」

   博士ドクと呼ばれた女性はニコニコと笑顔を浮かべながらマトイを迎え入れた。

   被称为博士的女性面露微笑迎接缠。

   「祝勝会が終わってからでよかったのに」

   「等庆功宴结束再来就好啦。」

   「実はヒトの多いところは苦手なのです」

   「其实我不喜欢人多的地方。」

   「ヒトが多いところが苦手なマギノロイドなんて、やっぱり君は面白いな」

   「不喜欢人多的地方的机神人偶，你果然很有趣。」

   「司令にも似たような事を言われました」

   「司令也说过类似的话。」

   「大統領様が言うんなら間違いないねぇ」

   「既然总统阁下这么说，肯定没错。」

   そう言って博士ドクは笑う。

   博士笑着说道。

   博士ドクの本名はマトイも知らない。

   缠也不知道博士的本名。

   《救世教会ギルド》のデータベースにも、彼女の過去の記録は保存されていない。

   《救世教会》的数据库里也没有她的过去纪录。

   戦闘用マギノロイド《アインヘリアル》の中枢管理制御システムであるThe OrAcleシリーズと呼ばれる完全自律思考型人造精霊を製作、管理をしている人物であり、研究室ラボの技術主任でもある女性で、マトイにとっては直接的な創造主──親でもある。

   她是战斗用魔导机具《艾茵赫里亚》的中枢管理控制系统——The Oracle系列的完全自律思考型人造精灵的制作者、管理者，也是研究室的技术主任，对缠而言是直接的创造主——亦即母亲。

   「おや？」

   「哎呀？」

   マトイの視界に、女性用のパンツが一枚、研究所の隅で物干しスタンドにぶら下がっているのが映った。

   缠的视野里，看见一件女用内裤挂在研究所角落的晒衣架上。

   「あの、博士ドク。カワイく高性能な私からの疑問なのですが、あのおパンツは一体」

   「那个，博士。可爱又高性能的我有个疑问，那件内裤究竟是？」

   「ふふ……よく聞いてくれたね、さっきの戦闘の余波でちょっと漏らしちゃったのさ」

   「呵呵……问得好，刚才的战斗余波害我漏了一点。」

   「……お年寄りになると膀ぼう胱こうが弱くなるとデータにあります。博士ドクももう歳としですし、ご隠居なされたほうがよろしいかと分析できます」

   「……资料指出年长者的膀胱会变弱。博士也上了年纪，建议您隐居比较好。」

   「ババア扱いするんじゃないよ」

   「别把我当成老太婆。」

   「ふふふふ……統計的におばあちゃんだと分析できます」

   「呵呵呵呵……统计上来说您是老太婆。」

   マトイは無表情に笑みを貼り付け、横ピースをキメた。

   缠面无表情地露出笑容，比出横向的胜利手势。

   「なんだいそのポーズは……」

   「那是什么姿势……」

   「私が発明した最新型のカワイイポーズです。姉様達よりカワイくできているかと」

   「这是我发明的最新型可爱姿势。比姐姐们可爱多了。」

   「全く、どこでそんなもん覚えてくるのやら……ま、確かにカワイイけどね」

   「真是的，你从哪里学来这种姿势的……不过确实很可爱。」

   「肯定です。私は博士ドクの最高傑作なので」

   「肯定。因为我是博士的最高杰作。」

   「ふん。嬉うれしい事言ってくれるじゃないか。おや、髪がほつれているね。おいで」

   「哼，你嘴巴真甜。哎呀，头发乱了。过来。」

   「はい」

   「是。」

   マトイは研究室ラボにある丸椅子の一つを動かして、博士ドクに背を向けて座る。

   缠移动研究室的其中一张圆椅，背对博士坐下。

   決まったいつものやりとり。

   这是两人固定的一连串互动。

   博士ドクは散らかった自身のデスクへと視線を向ける。

   博士看向自己凌乱的办公桌。

   掃除の苦手な博士ドクのデスクの上は非常に散らかっており、ガラクタや、六つ目を象かたどったオロディク信仰のミスリル製の円盤型聖徴アミュレットや、置き時計等が乱雑に置かれている。

   不擅长打扫的博士桌上非常乱，破铜烂铁、象征欧罗迪克信仰的六眼圆盘型秘银圣征、座钟等物品杂乱摆放。

   博士ドクは引き出しの中からヘアブラシを取り出し、マトイの髪を梳とかしはじめた。

   博士从抽屉取出梳子，开始帮缠梳头发。

   ヘアブラシの先端が髪に入り、先端が覆皮カバー・スキンを撫なでる感覚が神経系を伝う。

   梳子前端进入头发，前端梳过发根的感觉沿着神经系统传达。

   マトイはこの時間がたまらなく好きだ。

   缠非常喜欢这段时间。

   この記憶だけは、姉達と同期しないマトイだけのものにしていた。

   只有这个记忆，是和姐姐们没有同步的专属于缠的回忆。

   「博士ドク」

   「博士。」

   「んー？　なんだい？」

   「嗯？什么事？」

   「疑問です。以前から思っていたのですが、何故なぜ私達《アインヘリアル》に戦闘に不要な機能が備わっているのでしょうか。髪など、戦闘タイプには非効率だと思いますが」

   「疑问。我从以前就在想，为什么我们《艾茵赫里亚》具备战斗不需要的功能？头发这种东西，我认为对战斗型来说很没效率。」

   ふむ、と博士ドクはブラッシングの手を止めた。

   博士「嗯」了一声，停下梳子。

   マトイは、自分は一振りの剣であると考えている。

   缠认为自己是一把剑。

   一本の槍やりであり、一条の矢であり、一発の弾丸、竜の牙、獣の爪。

   一把长枪、一支箭矢、一发子弹、龙牙、兽爪。

   そういうモノだと、マトイは自分を定義付けている。

   缠如此定义自己。

   世界を救う事こそが《救世教会ギルド》の至上命題であり、それ以外の機能は余計だ。

   拯救世界是《救世教会》的最高命题，除此之外的机能都是多余的。

   ヒトのように振る舞いこそすれ、兵器であるという事を第一に自分に課していた。

   她要求自己以兵器为第一优先，行为举止则模仿人类。

   博士ドクはしばらく考え込んだ後に、ブラッシングを再開しながら口を開いた。

   博士沉思片刻，继续梳头并开口说：

   「嫌だったかい？」

   「你不喜欢吗？」

   「否定です。嫌ではありません。抱いた疑問を独力で解く事ができなかっただけです」

   「否定。我不讨厌。只是无法独力解决心中疑问。」

   「何故戦闘用マギノロイドに戦闘に不要で非効率な機能が備わっているのか、だったね」

   「你问，为什么战斗用魔导人偶会具备战斗不需要的多余机能，对吧？」

   「肯定です。我々の製造理由を考えれば、非効率的な機能が多数実装されているのは理念に反するのではと分析できますから」

   「肯定。从我们的制造理由来想，安装许多多余机能，与理念相违背。」

   ヒトの生活を補助する目的の補助型マギノロイドならば外見や機能をヒトに寄せる意味はあるが、戦闘用のマギノロイドはその必要性がない。

   如果是辅助人类生活的辅助型魔导人偶，外观和机能接近人类是有意义的，但战斗用魔导人偶没有那种必要。

   故に非効率であると、マトイは思考する。

   所以那是多余的，缠如此思考。

   博士ドクが、幼い子供に絵本の読み聞かせをするような優しい口調で語り始めた。

   博士以念故事书给小孩听的温柔口吻说：

   「人造精霊The OrAcleシリーズ搭載純戦闘用マギノロイド《アインヘリアル》」

   「人造精灵The Oracle系列搭载纯战斗用魔导人偶《艾茵赫里亚》。」

   「……」

   「……」

   「その中でも最高傑作、──《錬鉄フォージ》の《勇者》、マトイ」

   「其中的最高杰作——《炼铁》的《勇者》缠。」

   「はい」

   「是。」

   「確かに君の言う事は正しい。破壊される事も想定した使い捨ての兵器である事は否定できない。ただでさえヒト型というのは感情移入しやすい、君達をヒトの見た目に近づけているせいで、君達が破壊された時に精神を病んでしまう者もいる。それは組織全体にとっても不利益だ」

   「你说的没错，我们无法否认你们是设计成会遭到破坏的抛弃式兵器。人型本来就容易让人投入感情，你们的外观又与人类相近，所以有人在你们遭到破坏时精神失常，这对组织整体而言也是弊大于利。」

   「それがわかっていながら、何故？」

   「既然如此，为何还要这么做？」

   「矜きょう持じの話さ、この戦いは命ある者達が生き延びるための戦いなんだ。だから、私は君達を機械ではなく命あるものとして作ったし、扱っている。命のない機械を使い捨てていくのでは、彼らと何も違わないのではないか、とね」

   「这是自尊的问题。这场战争是为了让有生命的人存活下去，所以我将你们视为生命，而非机械制造。如果将没有生命的机械用完即丢，不就跟他们一样了吗？」

   私はね、と博士ドクは言って続ける。

   博士接着说：

   「君達には戦うだけの機械ではなく、人形ではなく──ヒトになってもらいたいのさ」

   「我希望你们不只是战斗用的机械，不是人偶——而是成为人类。」

   「ヒトに、ですか？」

   「成为人类吗？」

   それは不可能な話だった。

   那是不可能的事。

   現在ヒトとは、魂を搭載して高次に思考し、自律する存在であると定義されている。

   现在的人类被定义为搭载灵魂，能够进行高次元思考的自律存在。

   魂とは生命のみが宿すもの。

   只有生命能寄宿灵魂。

   如何いかに優れ、ヒトと寸分違たがわぬ感情表現を可能とした人造精霊を搭載するマギノロイドであろうと、魂だけは獲得する事はできないのである。

   无论搭载了多么优秀，能与人类分毫不差地表现情感的人造精灵的魔导装甲，都无法获得灵魂。

   それを承知で、マトイは言った。

   缠明白这点，说道：

   「善処します」

   「我会妥善处理。」

   「あっはっは、やはり君は姉達とは違うねマトイ、そういうところも可愛らしい」

   「啊哈哈，你果然和姐姐们不一样呢，缠。这点也很可爱。」

   そう言って、博士ドクは子供のような笑顔で笑った。

   博士说完，露出孩子般的笑容。

   年齢の割に子供っぽい所があると、マトイは常々思っている。

   缠常觉得博士虽然上了年纪，却依然有孩子气的一面。

   「肯定です。姉様達もカワイイですが、私は最強にカワイイので」

   「肯定。姐姐们也很可爱，但我最可爱。」

   言って、横ピースのポーズを取る。

   说完，她比出横向的胜利手势。

   「ほら、終わったよ」

   「好了，结束了。」

   ブラッシングを終え、マトイは博士ドクに背中を押された。

   梳完头发后，博士推了推缠的背。

   戦闘後にあったイデアサーキットが発する興奮状態も、ストレス指数もいつの間にか消え去っており、心地よい高揚感と幸福感が、彼女の中枢回路を巡る。

   战斗后，精神电路发出的兴奋状态和压力指数不知不觉间消失，舒畅的昂扬感和幸福感在她的中枢回路中循环。

   「ありがとうございます、博士ドク。私はこうして貰う為ために戦っているのかもしれません」

   「谢谢你，博士。我或许就是为了得到这种感觉而战的。」

   「こんくらいなら、いつだって何度だってやってあげるよ」

   「这点小事，要我做几次都行。」

   これは誓いだ。

   这是誓言。

   （──ああ、この幸せを護まもる為なら……私は何とだって戦えます）

   （——啊啊，为了守护这份幸福……我什么都愿意战斗。）

   絶対にこの世界を護るという、一人の《勇者》の固い誓い。

   这是《勇者》绝对要守护世界的坚定誓言。

   その数時間後に、世界が終わる事など知るよしもなかった。

   她还不知道，世界将在几小时后终结。

   


   ◆

   ◆

   


   「防衛空域内の空間歪わい曲きょく、依然増大中！」

   「防卫空域内的空间扭曲依然持续增大！」

   「《聖五角結界ペンタゴン》正常に稼か働どう中！」

   「《圣五角结界》正常运作中！」

   「市民のシェルター退避率50％！」

   「市民的避难所避难率50％！」

   「大霊脈ジゴ・エーテラインより供給！　疑似魂こん魄ぱく転生反応開始、新型六りく道どう機関最大効率で稼働！　《神槍グングニル》、64門、《三連神槍トリシューラ》８門発射準備よろし！　《五連神槍ブリューナク》充塡中、発射可能まで残り２１２秒！」

   「大灵脉供给！疑似魂魄转生反应开始，新型六道机关以最大效率运作！《神枪》64门，《三连神枪》8门发射准备完毕！《五连神枪》填充中，距离发射还有212秒！」

   「《終極対応型聖釘EGCM-HN》まだか！　各員戦闘準備急げ！」

   「《终极对应型圣钉》还没好吗！所有人快点准备战斗！」

   司令室バンカーは蜂の巣をつついたような騒ぎになっていた。

   司令室变得像捅了蜂窝般吵闹。

   オペレーター達が忙せわしなくコンソールパネルを操作し、怒号に近い報告が飛び交う。

   通讯员们忙碌地操作控制面板，近似怒吼的报告此起彼落。

   宴うたげが終わり、禍か福ふく侯こうとの戦いに出ていた主力部隊が休憩に入った隙を突かれた。

   宴会结束，主力部队在与祸福侯战斗后进入休息状态时，被敌人趁虚而入。

   現在マトイは、戦闘祭服を着用して司令であるアルバートの隣に立っていた。

   现在缠穿着战斗祭服，站在司令艾伯特的身旁。

   「提言。司令、状況から鑑かんがみて、私も即座に出撃するべきだと考えます」

   「提议。司令，从状况来看，我认为我也应该立刻出击。」

   「いや、マトイの消耗は避けたい。ここで別命あるまで待機だ」

   「不，我想避免缠消耗。在收到其他命令前，你先在这里待命。」

   「……了解しました」

   「……了解。」

   そう言うマトイはやや所在なげだ。

   缠说完后，显得有些无所适从。

   自身が《勇者》であるという自負、皆を護らなければならないという自覚、だが命令を無視して独断で飛び出すわけにはいかないというジレンマ。

   身为《勇者》的自负，必须保护大家的自觉，以及不能无视命令擅自出击的两难。

   「空間歪曲98……99……転移反応あり！　大型転移門ポータル開きます！」

   「空间扭曲98……99……有转移反应！大型转移门开启！」

   巨大なモニタに映し出されたワシントン市の上空。

   巨大的屏幕显示出华盛顿市的上空。

   防衛空域、つまり《聖五角結界ペンタゴン》の探知領域内の空が歪ゆがみ、巨大な門が出現する。

   防卫空域，也就是《圣五角结界》的探测领域内的天空扭曲，出现巨大的门。

   空間と空間の座標を繫つなげる転移門ポータル。

   那是连接空间与空间座标的转移门。

   虚こ空くうに開いた門の先には、また別の空が覗のぞいている。

   在虚空中开启的门后，又是一片天空。

   その門から、鋼に覆われた竜ドラゴンの群れが飛び出た。

   从那道门中，飞出一群被钢铁覆盖的龙。

   「機竜反応、亜竜ワ級きゅう４３２、飛竜リ級きゅう36、竜ド級きゅう12！」

   「机龙反应，亚龙级432，飞龙级36，龙级12！」

   鋼の竜達はその翼に推進装置を取り付け、竜翼効果との併用で超高速空戦を可能とした空の覇者だ。この世界の空は、完全に機竜によって制圧されていた。

   钢铁龙群的翅膀上装有推进装置，是能与龙翼效果并用，进行超高速空战的空中霸者。这个世界的天空，完全被机龙压制了。

   だが、人類側にも備えはある。

   不过，人类这边也有准备。

   「《神槍グングニル》全門発射可能！」

   「《神枪》全门可发射！」

   「《神槍グングニル》全門、発射！」

   「《神枪》全门，发射！」

   「発射！」

   「发射！」

   アルバートの号令により、六十四の地対空光学魔導兵器による赤い光の槍が鋼を纏まとう竜の群れに直進した。

   在艾伯特的号令下，六十四门地对空光学魔导兵器射出的红色光枪，笔直地朝钢铁龙群前进。

   次いで爆発、モニタに表示された映像が乱れる。

   接着爆炸，屏幕上的影像变得混乱。

   「やったか!?」

   「成功了吗？」

   「いえ、敵全機反応あり！未いまだ健在！」

   「不，敌方全机反应正常！依然健在！」

   乱れていた映像が戻る。

   混乱的影像恢复。

   爆煙の中から、機竜の群れが姿を現す。

   机龙群从爆炸的烟雾中现身。

   「馬鹿な、《神槍グングニル》の直撃だぞ！」

   「怎么可能，那可是《神枪》的直击啊！」

   機竜であってもベースとなるのは生体の竜、魔法を弾く竜りゅう鱗りん効果は発動し、《神槍グングニル》にも効果はある。

   即使是机龙，基础也是活体龙，能发动弹开魔法的龙鳞效果，《神枪》也有效果。

   しかし、効果はあるといっても《神槍グングニル》の威力もまた絶大。一機も撃墜できないなどという事はありえない。

   不过，虽然有效果，但《神枪》的威力也十分强大，不可能连一架都没击坠。

   それはつまり、機竜以外の存在が《神槍グングニル》を防いだ事を意味する。

   也就是说，有除了机龙以外的存在防御了《神枪》。

   「超巨大竜鱗効果反応あり！」

   「超巨大龙鳞效果反应！」

   超巨大竜燐効果。

   超巨大龙鳞效果。

   その鱗うろこを持つ竜は、この空に一翼しか存在しない。

   拥有这种鳞片的龙，在这片天空中只有一只。

   「超ちょう竜ド級きゅう機竜戦艦、黒こく竜りゅう侯こう出現！」

   「超龙级机龙战舰，黑龙侯出现！」

   機械の鎧よろいによって拡張された全長三百メートルに及ぶ巨大な黒竜が、空に開いた門から姿を現した。

   全长三百米，被机械铠甲扩张的巨大黑龙，从天空中打开的门中现身。

   真六魔侯と呼ばれる終世魔王ベルトールの強力な配下の一ひと柱はしらである。

   是被称为真六魔侯的终世魔王贝尔多尔的强力部下之一。

   「ワシントン市周辺に小型転移門ポータル開きます！」

   「华盛顿市周边出现小型转移门！」

   「不死因子パターン特定！瀆とく聖せい侯こう、雷らい斬ざん侯こう、鉄てつ丸がん侯こう、転移門ポータルより出現！」

   「已确定不死因子模式！渎圣侯，雷斩侯，铁丸侯，从转移门出现！」

   モニタ上でズームされる姿は三つ。

   屏幕上放大了三个人影。

   一つ目、赤黒く錆さび付いた銀の聖剣を持つ金髪の青年。

   第一个，是手持红黑色生锈银圣剑的金发青年。

   二つ目、鞘さやに収められた刀を携えた、スーツ姿の女性。

   第二个，是身穿西装，手持入鞘之刀的女性。

   三つ目、全高十メートルを超える巨大かつ冒ぼう瀆とく的フォルムの魔ま導どう鎧がい骨こっ格かく。

   第三个，是全高超过十米，巨大且亵渎的魔导铠骨骼。

   「戦闘用真六魔侯を全て投入か！　雷斬侯はまともに相手をせずに〝浮かせ〟ろ！　ただし完全なフリーにはするなよ！　鉄丸侯は《サンダーボルト》を可能な限り投入しろ！」

   「战斗用真六魔侯全部投入了吗！雷斩侯不要正面交战，想办法让他『浮起来』！但是不要让他完全自由！铁丸侯尽可能投入《雷霆》！」

   「瀆聖侯は如何いかがいたしますか！」

   「渎圣侯要怎么处理！」

   「瀆聖侯は──《剣聖》に任せる」

   「渎圣侯——交给《剑圣》」

   アルバートはオペレーターに指示を出しつつ、個別回線を開き、通信を行った。

   艾伯特一边向操作员下达指示，一边打开个别线路进行通讯。

   「《剣聖》、状況は」

   「《剑圣》，状况如何？」

   『はいはーい、お姉さんですよー。完全に奇襲が成功しちゃってるねー』

   『来了来了，是姐姐哦——奇袭完全成功了呢——』

   アルバートの問いかけに答えるのは、状況に対して緩い口調の若い女性の声だ。

   回答艾伯特问题的，是与状况相反，语气轻松的年轻女性声音。

   『お姉さんもさー、長生きな方だと自負してるけど、例がないくらいには状況悪いねー』

   『姐姐我啊——虽然自认活得够久，但这次的状况还真是糟到前所未见呢——』

   「いけると思うか？」

   「你觉得行得通吗？」

   『いけるの定義にもよるけど私一人生き延びるならなんとか、ね。でも今の状況だと組織が勝つのは結構厳しいかもしれない』

   『虽然要看行得通的定义是什么，但如果只是要我一个人活下去，应该勉强可以。不过以现在的状况来看，组织要赢恐怕很难。』

   「……そうか。君には瀆聖侯の相手を頼みたい。恐らく、君にしか相手ができない」

   「……这样啊。我想拜托你对付渎圣侯。恐怕只有你能够应付他。」

   『オッケーオッケー、じゃあ西側と東側を厚めにしといて、南側にいる堕落した元勇者の相手はお姉さんが一人でなんとかするから任せときなさい』

   『OKOK，那西侧和东侧就加强防御，南侧那个堕落的前勇者就交给姐姐一个人来想办法，包在我身上吧。』

   それに、と《剣聖》は付け加える。

   『而且』，《剑圣》补充道。

   『勇者という役割ロールを忘れた馬鹿弟子を叱るのは、師匠の役目だしね』

   『斥责忘记勇者职责的笨蛋弟子，也是师父的职责。』

   「頼りにしている。君をスカウトしてよかったよ」

   「拜托你了。幸好有挖角你。」

   『私が何かに肩入れをするなんてあんまりないんだぞー？　終わったらとびっきりの酒を海ほど用意しておいてくれ』

   『我可是很少偏袒哪一方的哦——？等事情结束后，要准备多到像海的顶级美酒给我哦。』

   「約束しよう」

   「我答应你。」

   《剣聖》との通信が切れた。

   与《剑圣》的通讯切断了。

   状況は明らかに不利、オペレーター陣にも焦あせりと不安の色が見える。

   状况明显不利，通讯员们也露出焦虑与不安的神色。

   「真六魔侯が三柱も……たった一柱だけであれだけ被害が出たのに……」

   「真六魔侯竟然来了三尊……明明只有一尊就造成那么大的损害……」

   「狼狽うろたえるな！　こちらには《聖五角結界ペンタゴン》がある。奴やつらは指一本触れる事はできない」

   「不要慌！我们这边有《圣五角结界》，他们一根手指都碰不到我们。」

   ワシントン市はその外周を《聖五角結界ペンタゴン》によって守られている。

   华盛顿市的外围被《圣五角结界》守护着。

   非常に強力な防御結界であり、物理的、魔法的な干渉を遮断する。

   这是非常强力的防御结界，能够阻断物理和魔法的干涉。

   如何に真六魔侯が強力であろうと、この防壁を正面から突破する事は不可能である。

   无论真六魔侯再怎么强大，也不可能从正面突破这道防壁。

   「大型転移門ポータルに更に空間歪曲反応！　これは……」

   「大型转移门出现更进一步的空间扭曲反应！这是……」

   黒竜侯が出現した転移門ポータルが更に広がった。

   黑龙侯出现的转移门进一步扩大。

   そこから現れるのは、巨大な影。

   从那里出现的是巨大的影子。

   「天空魔城都市・新宿、出現！」

   「天空魔城都市・新宿，出现！」

   都市だ。

   是都市。

   宙に浮かぶ巨大な都市が防衛空域に出現した。

   浮在空中的巨大都市出现在防卫空域。

   天を衝つく摩天楼、都庁型超級転生炉が妖しく光り、魔王城が山のように聳そびえている。

   直冲天际的摩天大楼，都厅型超级转生炉发出妖异的光芒，魔王城如山一般耸立。

   これぞ空を駆ける移動要塞、天空魔城都市・新宿。

   这就是驰骋天空的移动要塞，天空魔城都市・新宿。

   終世魔王ベルトールの住まう都市にして居城である。

   是终世魔王贝尔多尔居住的都市兼居城。

   「本丸のお出ましね……！　あっちからやってきてくれるだなんて、向かう手間が省けたじゃない……！」

   「主城登场了呢……！对方居然主动过来，这下省了我们过去找他的工夫……！」

   巨大空中都市を睨にらみながら、オペレーターの一人、四本義腕のオーガの氷ひ桜おが呟つぶやく。

   一名操作员，四只义手的食人魔冰樱瞪着巨大空中都市喃喃说道。

   そこで、大きく新宿を映していたモニタが、暗転した。

   这时，大大映照着新宿的屏幕突然转暗。

   「なんだ、電気系統の不具合か？」

   「怎么了，是电力系统出问题吗？」

   「い、いえ、電源は生きています。制御権が──」

   「不、不是，电源还在。是控制权——」

   「《神槍グングニル》、《三連神槍トリシューラ》、《五連神槍ブリューナク》、使用不能！」

   「《神枪》、《三连神枪》、《五连神枪》无法使用！」

   「《聖五角結界ペンタゴン》消失！」

   「《圣五角结界》消失！」

   「消失!?どういう事だ!?」

   「消失！？怎么回事！？」

   「何者かの干渉によって白亜の館ホワイトハウスのメイン制御システムが奪われています！」

   「白亚之馆的主控制系统遭到某人干涉，被夺走了！」

   「ハッキング……？　エーテルネットワークには接続されていないんだぞ！」

   「骇客……？这里没有连接以太网络啊！」

   ２１４９年現在、真六魔侯の一柱、霊れい竄ざん侯こうによってエーテルネットワークが掌握され、人類の叡えい智ちとも言えるエーテルネットワークは、人類に牙を剝むく脅威へと変貌していた。

   2149年，真六魔侯之一的灵窜侯掌握了以太网络，堪称人类智慧结晶的以太网络，变成了威胁人类的威胁。

   その結果、人類はエーテルネットワークに依存した魔導・機械文明から、部分的にではあるが電気・機械文明へと回帰したのである。

   结果，人类从依赖以太网络的魔导・机械文明，部分回归到电气・机械文明。

   白亜の館ホワイトハウスも、電子システムで制御を行っており、エーテルネットワークを通じて絶大な力を発揮する霊竄侯であるが、白亜の館ホワイトハウスのシステムには干渉できない──はずであった。

   白亚之馆也是以电子系统进行控制，灵窜侯虽然能透过以太网络发挥绝大的力量，但无法干涉白亚之馆的系统——本来应该是这样。

   暗転したモニタに、再び光が灯ともった。

   暗转的屏幕再度亮起。

   グロテスクなドクロウサギと共に。

   伴随着诡异的骷髅兔。

   「ファントムランナー……やっぱりうさぎちゃんの仕業ね……！　どんな魔法を使ったのかわからないけど、いいわ、決着を付けましょう。メインからシステム切り離して制御権全部こっちに回して！　量子の兎うさぎは箱に入らないから、味み噌そ転がしにしちゃいましょ！」

   「亡灵跑者……果然是小兔子干的好事……！虽然不知道她用了什么魔法，不过没关系，来分个高下吧。把系统从主系统分离，把控制权全部转移到这边！量子之兔进不了箱子里，就让她变成味噌拌饭吧！」

   氷桜はそう言うと、四本の義腕から更に副腕を二本ずつ、合計八本伸ばし、その先の五指を細かく枝分かれさせ、コンソールパネルの物理キーボードと周囲に展開した３Ｄキーボードに超高速で呪文をタイプしていく。

   冰樱说完，四只义手又各自伸出两只副手，共计八只，前端的五指再细分成更多分支，以超高速在控制台的物理键盘和周围展开的3D键盘上输入咒文。

   「ちっ……！流石さすがうさぎちゃん、相変わらずえげつない手を使う……！」

   「啧……！不愧是小兔子，手段还是一样卑鄙……！」

   そこで、画面上のドクロウサギが消えた。

   这时，画面上的骷髅兔消失了。

   「映像復旧したのか!?」

   「影像恢复了吗！？」

   「いいえまだよ！　これは──」

   「不，还没！这是——」

   声が聞こえた。

   声音传了过来。

   


   『静聴せよ、生の苦しみを味わいし定命の者共』

   『静听吧，品尝生之苦的定命者们。』

   


   男とも、女とも、子供とも、老人ともわからない声が聞こえた。

   分不清是男是女、是小孩还是老人的声音传了过来。

   次いで〝それ〟が映し出される。

   接着，『那个』映照在屏幕上。

   天を衝くような、捩ねじくれた二本の角を持つ竜の頭蓋のような頭部。

   仿佛要冲破天际、长着两根扭曲犄角的龙头般的头部。

   闇を剝いで仕立てたかのような外がい套とう。

   宛如将黑暗剥下制成的外套。

   影を染しみ込ませた体たい軀く、枯れ枝のように節くれだった四肢。

   染上影子的躯体，如枯枝般节节分明的四肢。

   竜の頭蓋の奥には、炎のように赫かく々かくと灼あかく燃える瞳が覗く。

   在龙头的深处，可以窥见如火焰般熊熊燃烧的瞳孔。

   「不死因子パターン特定……あれは……」

   「不死因子模式特定……那是……」

   その姿を見た司令室バンカーの全員が息を吞のみ、そしてそれは自らの名を名乗った。

   司令室的所有人看到那个身影都倒抽了一口气，接着那个报上了自己的名字。

   


   『終世魔王ベルトール、即すなわち我である』

   『终世魔王贝尔多尔，即是我。』

   


   人類廃滅機関《新生魔王軍》を組織した真六魔侯の頭領。

   组织人类废灭机关《新生魔王军》的真六魔侯首领。

   不死たる魔族の王。

   不死的魔族之王。

   人類の敵。

   人类的敌人。

   『我は貴き様さま達定命に、慈悲を与えようと思う』

   『我打算对你们这些定命者施予慈悲。』

   終世魔王は、頭蓋の眼がん窩かから血涙を流しながらそう言った。

   终世魔王从头盖的眼窝流着血泪如此说道。

   『自決を許そう』

   『我允许你们自尽。』

   その言葉は、確かに聞いていた者達の耳に音の振動として入り、電気信号へと変換されて脳へと伝わっている。

   这句话以声音的振动传入确实听到的人们耳中，转换成电子讯号传达到脑部。

   だというのに、あまりにも突飛な内容で、言葉として認識するのに時間が掛かった。

   尽管如此，由于内容太过突然，要认知为话语需要花上一些时间。

   『どうした？何故なぜ自決しない？　我はこれから貴様達定命の者共をできるだけ長く、できるだけ苦しめて殺すつもりだ。その前に、死に方を選ばせてやると言っている。これが慈悲でなくてなんと言うのだ』

   『怎么了？为何不自尽？我打算接下来尽可能地折磨你们这些定命者，尽可能地杀掉你们。我是在说，在那之前，我会让你们选择死法。这不叫慈悲，那叫什么？』

   終世魔王は続ける。

   终世魔王继续说道：

   『命に意味などない、輝きなどない、限り在る命に価値を見み出いだすなど、ただの幻想である。愛する者が失われた世界が存続する理由もない。故に我は断じる。貴様らの生になんの意味もないと』

   『生命没有意义，没有光辉，从有限的生命中找出价值，只是幻想。失去所爱之人的世界也没有存续的理由。因此我断言，你们的生命没有任何意义。』

   「ふ……」

   「开……」

   最初に口を開いたのは、司令官であり、大統領であるアルバートだった。

   最先开口的是身为司令官兼总统的亚伯特。

   「ふざけるな！　そんな馬鹿げた話で私達の心が挫くじけると思うな！　私達は戦う！　この命輝く限り！　それがヒトだ！」

   「开什么玩笑！别以为那种蠢话能挫败我们的心！我们会战斗！只要这条命还闪耀着！这就是人类！」

   『そうか』

   『是吗？』

   アルバートの言葉が届いているようで、心底つまらなそうに、終世魔王は言った。

   亚伯特的话似乎传达到了，终世魔王打从心底感到无趣地说道：

   『では──我は貴様らを滅ぼそう。何度でも』

   『那么——我来消灭你们吧。不管几次。』

   巨大なモニタの中、終世魔王はやせ細った腕を天へと向ける。

   在巨大的屏幕上，终世魔王将瘦骨嶙峋的手臂朝向天空。

   


   『《滅星デル・ステル》』

   『《灭星》』

   


   そして、終わりが始まった。

   然后，终结开始了。

   空気の断熱圧縮によって生じる煌きらめきを纏まとう赤い炎の流星が、《聖五角結界ペンタゴン》を失ったワシントン市に飛来した。

   因空气的绝热压缩而闪耀着的红色火焰流星，飞向了失去《圣五角结界》的华盛顿市。

   「第一から五十二番までの装甲板破損！」

   「第一到五十二号的装甲板破损！」

   「都市部に被害！　深刻です！」

   「市区出现损害！情况严重！」

   「真六魔侯、侵攻開始しました！」

   「真六魔侯，开始进攻！」

   「瀆とく聖せい侯こう、冒瀆イクサソル聖剣デ・ディル解放！　反応増大！　《剣聖》と会敵！」

   「渎圣侯，解放冒渎圣剑！反应增大！与《剑圣》遭遇！」

   「雷らい斬ざん侯こう、鉄てつ丸がん侯こう、戦闘開始！」

   「雷斩侯、铁丸侯，开始战斗！」

   轟ごう音おんと衝撃の後にあったのはオペレーター達による報告の嵐だ。

   在轰鸣和冲击之后，是通讯员们如暴风雨般的报告。

   「行かなくては……！」

   「我必须去……！」

   マトイには、この窮地を黙って見ている事などできなかった。

   缠无法对这个困境坐视不管。

   「司令、私も出ます！」

   「司令，我也要出击！」

   「ああ！　マトイはまず防衛隊と協力して《聖五角結界ペンタゴン》復旧までの時間稼ぎを。復旧したら終世魔王ベルトールの元へ向かってくれ！」

   「好！缠先和防卫队合作，争取时间直到《圣五角结界》修复。修复后就去终世魔王贝尔多尔那里！」

   「真六魔侯はどうしますか？」

   「真六魔侯怎么办？」

   「他の者達に任せるしかない。終世魔王に勝てる可能性があるとすれば、君だけだ」

   「只能交给其他人了。只有你有可能战胜终世魔王。」

   「了解です。マトイ、出撃します！」

   「了解。缠，出击！」

   そう言って、司令室バンカーから廊下に出た所で、マトイの手を摑つかむ者がいた。

   说完，当她从司令室走到走廊时，有人抓住了她的手。

   「待ちな！」

   「等等！」

   博士ドクだ。

   是博士。

   「はぁ……はぁ……よかった、間に合った」

   「呼……呼……太好了，赶上了。」

   老体に鞭むち打うって急いで走ったのだろう、博士ドクは肩で息をしている。

   博士喘着气，应该是勉强着年迈的身体赶过来的。

   何やら切羽詰まったような、思い詰めた様子であったが、それはマトイも同じだ。

   博士看起来像是被逼到走投无路，但缠也一样。

   「申し訳ございません博士ドク！　緊急事態です、話は後で──」

   「博士，非常抱歉！现在是紧急事态，有话之后再说——」

   「マトイ！」

   「缠！」

   博士ドクのその強い語気は、マトイの記憶領域にないものだった。

   博士的语气十分强硬，缠的记忆领域中没有这种语气。

   「来るんだ」

   「跟我来。」

   「ですが……」

   「可是……」

   「最優先任務だ！」

   「这是最优先任务！」

   博士ドクはマトイの手を強く握って、無理やり引っ張っていく。

   博士用力握住缠的手，硬是拉着她走。

   人々が忙せわしなく走り回る廊下を二人は歩き、地下行きのエレベーターに乗った。

   两人走在人们匆忙来回的走廊上，搭乘通往地下的电梯。

   博士ドクはエレベーターの操作盤コンソールを使い、エレベーターは研究室ラボのある最下層まで下降していく。

   博士操作电梯的控制面板，电梯往研究室所在的最底层下降。

   「あの、博士ドク……最優先任務とは一体……？」

   「那个，博士……最优先任务究竟是……？」

   問いかけに答えはない。

   博士没有回答。

   《救世教会ギルド》の皆が戦っている最中だというのに、自分は何をしているのかという焦燥がイデアサーキットを駆け巡る。

   《救世教会》的成员们正在战斗，自己却在这里做什么？这种焦躁感在缠的脑中流窜。

   エレベーターの駆動音がいやに鮮明だった。

   电梯的驱动声听起来格外清晰。

   到着したのは、先程博士ドクに髪をブラシで梳とかしてもらっていた研究室ラボだ。

   两人抵达的地方，是刚才博士帮缠梳头发的研究室。

   博士ドクは研究室ラボの片隅まで足を運び、積まれたガラクタを雑に放り投げていく。

   博士走到研究室的角落，粗鲁地扔掉堆在那里的破铜烂铁。

   「マトイ、どかすのを手伝ってくれ」

   「缠，帮我把东西搬开。」

   「……了解」

   「……了解。」

   ガラクタを片付け、床が見えた。

   收拾掉破铜烂铁后，地板露了出来。

   床にあるのはフロアハッチだ。

   地板上有个地板门。

   ハッチには、第一研究室ラボの文字が彫られている。

   门上刻着第一研究室的字样。

   博士ドクがハッチを開くと、そこに見えるのは細長い階段だった。

   博士打开地板门，里面有一道细长的阶梯。

   「研究室ラボに更に下の階が……？　第一研究室ラボと書いてありますが……」

   「研究室还有更下面的楼层……？上面写着第一研究室……」

   「ああ。今いるここは正確には第二研究室ラボ。封印され、破棄された第一研究室ラボの上にこの第二研究室ラボが造られたんだ」

   「没错。我们现在所在的地方，正确来说是第二研究室。第一研究室遭到封印废弃后，第二研究室才盖在上面。」

   言いながら、博士ドクは第一研究室ラボへの階段を降りていく。

   博士边说边走下通往第一研究室的阶梯。

   階段の先にある分厚い扉を開くと、闇が広がっていた。

   打开阶梯尽头的厚重门扉，眼前是一片黑暗。

   壁に設置された電源装置のハンドルを博士ドクが下げると、唸うなり声のような低い起動音と共に、第一研究室ラボが息を吹き返す。

   博士将设置在墙上的电源装置把手往下拉，第一研究室随着低沉的启动声重新苏醒。

   電気が通い、照明が点灯しても、第一研究室ラボ内はまだ薄暗い。

   电力恢复，照明亮起，但第一研究室里依然很昏暗。

   地上での戦闘でキイキイ、と軋きしむ音を立てながら揺れる古臭い照明灯が一つだけだ。

   地上楼层的战斗让老旧的照明灯发出叽叽声，摇摇晃晃。

   部屋は長らく使っていなかったのであろう、埃ほこりが積もっている。

   房间似乎长期无人使用，积了不少灰尘。

   その中央。

   房间中央。

   隠すように大きな布で覆われているものがあった。

   有个东西被一大块布盖住，像是刻意隐藏起来。

   博士ドクが強引にその布を剝がすと、積もっていた埃が舞った。

   博士强行掀开那块布，积在上面的灰尘随之飞舞。

   布で覆われていたのは、何本ものケーブルと接続された一脚の椅子だ。

   布底下是一张椅子，接了许多条电线。

   彼女の記憶領域から、以前娯楽室で見た昔の映像作品で罪人を処刑する際に使用されていた電気椅子が想起された。

   缠从记忆领域中，想起以前在娱乐室看过的影像作品中，用来处刑罪犯的电椅。

   背もたれの縁に手を置いて、博士ドクが言う。

   博士将手放在椅背边缘，说：

   「座りなさい」

   「坐下。」

   地上の戦闘による震動が第一研究室ラボまで響き、天井からパラパラと欠片かけらが落下した。

   地上的战斗造成的震动传到第一研究室，天花板掉下许多碎片。

   「……なんですか、これ？」

   「……这是什么？」

   「時間がない。いいから、座りなさい」

   「没时间了。别问那么多，坐下。」

   博士ドクの言う通り、マトイは椅子へと座る。

   缠照博士所说，坐到椅子上。

   「ド、博士ドク……？」

   「博、博士……？」

   博士ドクはベルトでマトイを椅子に固定すると、慣れた手付きで機械を操作している。

   博士用皮带将缠固定在椅子上，熟练地操作机器。

   「これは……？」

   「这是……？」

   博士ドクは操作盤コンソールを使いつつ計器を確認しながらこう言い放った。

   博士一面操作控制盘，一面确认仪器，同时这么说：

   


   「タイムマシンだ」

   「是时光机。」

   


   その簡潔な言葉を処理するのに、少々時間を要した。

   缠花了一点时间，才理解这句简洁的话。

   「タイム、マシン……？」

   「时光……机……？」

   「時空魔法学ではこの世界は時として、一本の樹きにたとえられる。時空樹理論というやつだ。時空樹の枝……時空枝は一定間隔で無数に伸びており、その枝の一本の先端にあるのが、我々のいるこの時間となる。通常伸びる枝の先端から進む事も戻る事もできないが、その理ことわりを無視し、時間移動魔法を発動する装置の事をタイムマシンと言う」

   「在时空魔法学中，这个世界的时间被比喻成一棵树。也就是时空树理论。时空树的树枝……时空枝以一定的间隔无限延伸，我们所在的时间，就是其中一根树枝的前端。通常我们无法从树枝的前端前进或后退，但无视这个道理，发动时间移动魔法的装置，就叫作时光机。」

   「それは知ってます！　そういう話ではなく、そもそもそんなもの存在するはずが──」

   「这我知道！我想问的不是这个，再说，那种东西怎么可能——」

   「だから、これがその〝そんなもの〟の実物なんだよ、マトイ」

   「所以，这就是『那种东西』的实物啊，缠。」

   博士ドクは冗談を言っている様子はない。

   博士看起来不像在开玩笑。

   そもそも、この緊急事態で冗談を言うはずもない。

   再说，现在这种紧急状况，她不可能开玩笑。

   「今から約二十年前。《新生魔王軍》によって人類の生存圏は縮小の一途を辿たどっていた。その状況を打破する為ために、《救世教会ギルド》は一つの計画を立案したんだ」

   「距今约二十年前，《新生魔王军》使人类的生存圈不断缩小。为了打破这个状况，《救世教会》拟定了一个计划。」

   淡々と、博士ドクは語る。

   博士淡淡地说。

   「その計画の名は《未来への帰還計画》。それは過去に干渉、改変する事で未来の人類を救うという夢物語。だけど我々は、人類の叡えい智ちは、その夢を叶かなえる手段を手に入れたんだ。理論的には、だけどね。その計画には私も参加していた」

   「那个计划名为《回归未来计划》。那是借由干涉、改变过去，拯救未来人类的白日梦。不过，我们——人类的智慧，得到了实现那个梦想的手段。虽然只是理论上的。我也参与了那个计划。」

   博士ドクは簡単そうに言っている。

   博士说得简单。

   だが恐らくその道程は、マトイには想像もできない程に険しいものだったに違いない。

   但那条路恐怕艰辛到令缠无法想象。

   「理論は完璧だった。私の母──あのヒトが遺のこしたメモのおかげで装置自体もこの通り完成した」

   「理论很完美。多亏我的母亲——那个人留下的笔记，装置本身也像这样完成了。」

   「疑問です。完成しているのに使わなかった理由が不明です」

   「疑问。明明完成了，却不使用的理由不明。」

   「重大な欠陥があったのさ。現在の時空魔法学では、過去に戻り、因果発生点に干渉し、過去を改変してしまうと、今私らがいる２１４９年というこの時間軸と一緒に私らという存在が消滅するという見解が主流だ」

   「因为有重大的缺陷。以现在的时空魔法学来说，回到过去，干涉因果发生点，改变过去的话，我们所在的2149年这个时间轴，以及我们本身的存在都会消灭——这是主流的见解。」

   「存在が、消滅する……過去を変える事で発生する因果修正作用によって、因果発生点以降の時空樹の枝が論理矛盾を起こし消滅する、という理論ですよね」

   「存在，会消灭……因为改变过去而产生的因果修正作用，使因果发生点之后的时空树枝发生逻辑矛盾而消灭——是这个理论吧。」

   「そうだ。そして私達はそれを克服する手段が見つからなかったんだ。だからアルバートの前任の大統領閣下は計画を凍結した。自分達が生き残れないのならば、全滅するのと同じだと言ってね」

   「没错。然后我们找不到克服那个问题的手段。所以艾伯特的前任总统阁下冻结了计划。他说既然我们无法存活，那就跟全灭一样。」

   博士ドクは苦々しく呟つぶやいた。

   博士苦涩地低喃。

   「この研究室ラボも閉鎖し、タイムマシンも廃棄命令が出された。まぁ、私の独断でこうして隠して残しといたんだが。そして《救世教会ギルド》は並行して進められていたThe OrAcle型人造精霊搭載のヒト型自律式戦闘兵器、《アインヘリアル》の開発に着手する事になる」

   「这间研究室也被下令关闭，时光机也被下令废弃。哎，虽然我独断独行地像这样藏起来就是了。然后《救世教会》着手开发平行进行的The Oracle型人造精灵搭载的人型自律式战斗兵器《艾茵赫利尔》。」

   「それで完成したのが私や姉様達なのですね」

   「然后完成的就是我跟姐姐们吧。」

   「そういう事だ」

   「就是这么一回事。」

   と、博士ドクは頷うなずく。

   博士点头。

   「敵方の奇襲は完全に成功している。私は戦闘には明るくないけれど、この戦いがもう駄目だという事くらいはわかる。だから、強引にでも連れてきたんだ」

   「敌方的奇袭完全成功了。虽然我不擅长战斗，但至少明白这场战斗已经没救了。所以，就算来硬的我也要带你走。」

   「……」

   「……」

   今すぐに仲間達のもとへ駆けつけたい気持ちは、まだマトイにもある。

   缠仍然有立刻赶去同伴身边的念头。

   それはイデアサーキットの論理的思考とは別の部分の衝動だ。

   那是不同于理想电路的逻辑思考的冲动。

   勝ちの目もゼロではないが、彼女の演算結果でも敗色は濃厚であった。

   虽然胜算也不是零，但她的演算结果也是败色浓厚。

   「このタイムマシンも理論上完成はしているが、一度も試験をしていない代物だ。賭けなのには変わらないが、過去を変えて全てが消えるのも、終世魔王によって全てが死に絶えるのも、同じだからね。こっちにベットしようと思ってね」

   「这台时光机虽然理论上已经完成，却是从未试作过的物品。虽然一样是赌注，但无论是改变过去导致一切消失，或是被终世魔王消灭一切，结果都一样。所以我想赌看看这个。」

   「この事を司令は……」

   「这件事司令他……」

   「知らないし、当然相談もしてない。私の独断だ」

   「他不知道，我当然也没跟他商量过。这是我个人的决定。」

   博士ドクは手を止め、マトイを見据えて真剣な眼まな差ざしを向ける。

   博士停下手边的工作，用认真的眼神注视着缠。

   「人類最後の《勇者》、マトイ。最高技術顧問として君に最後のクエストを命ずる」

   「人类最后的《勇者》——缠。我以最高技术顾问的身份命令你进行最后的任务。」

   「はい」

   「是。」

   「これは死出の旅路だ。過去を改変するという事は、この時間と自らを消すという事。成功するにしろ、失敗するにしろ、君だけでなく、私や仲間達、君が護まもっていた世界そのものが消えてしまう。それでも尚なお、私は君に頼もう──未来を変えてくれと」

   「这是死亡之旅。改变过去就表示要消除这个时间和自己。无论成功还是失败，不只是你，我、同伴们，还有你保护的世界本身都会消失。尽管如此，我还是想拜托你——改变未来。」

   穴があったら入りたい、忸じく怩じたる、慚ざん愧きに堪たえない、苦虫を嚙かみ潰したような──

   如果地上有洞，真想钻进去；羞愧难当、无地自容、苦不堪言——

   そんな言葉の数々では到底表現しきれない程の無念さを纏まといながら、博士ドクはマトイにそう言ったのだ。

   博士带着这些词汇难以形容的懊悔对缠这么说。

   機械の身体からだであろうとも、魔法の脳であろうとも、博士ドクの心中を察する事くらいはできる。だから──

   无论是机械身体还是魔法大脑，都能察觉博士的心情。所以——

   


   「任務了解。任せてください、博士ドク」

   「任务了解。交给我吧，博士。」

   


   ──人類最後の《勇者》として、マトイは力強く頷いた。

   ——人类最后的《勇者》——缠坚定地点头。

   重要な任務だ。

   这是重要的任务。

   不確定要素ばかり、そもそも成功するのかどうかも不明。

   充满不确定因素，甚至不知道能否成功。

   それでも必ずやりきるという自負があった。

   即便如此，她也有自信完成任务。

   「終世魔王ベルトールが人類の廃滅を開始したのは２０９９年の極東から。恐らく因果発生点もその近辺だろう。機械のほうが因果発生点を特定して、近くの時間と空間に転移してくれる」

   「终世魔王贝尔多尔从2099年的极东开始毁灭人类。因果发生点恐怕也在那附近。机械会帮你确定因果发生点，转移到附近的时间和空间。」

   「過去へ行き、そこにいるはずの終世魔王ベルトールを討伐する、と」

   「去往过去，讨伐应该在那里的终世魔王贝尔多尔」

   「ああ、終世魔王ベルトールを倒せば滅びを回避できる可能性は高い。この状況を作り出したのは他でもない終世魔王ベルトールだ。だが──」

   「嗯，只要打倒终世魔王贝尔多尔，就很可能避免毁灭。制造出这个状况的不是别人，正是终世魔王贝尔多尔。但是——」

   博士ドクは一瞬思案し。

   博士思考了一瞬间。

   


   「もしかしたら、倒すべきなのはあのヒト自身じゃない可能性もある」

   「说不定，应该打倒的不是那个人本身」

   


   そう言った。

   她如此说道。

   「それは、一体……？」

   「这究竟是……？」

   「あらゆる可能性を考慮しなさい、という事さ。最終的には戦いは避けられないかもしれない。でも君の取れる選択肢は、戦い以外にもあるという意味だ。それと──」

   「我的意思是，要考虑所有可能性。也许最终无法避免战斗。但你的选择不只有战斗。还有——」

   博士ドクがマトイに触れると、接触暗号通信でリンクする。

   博士触碰缠，用接触暗号通信进行连接。

   接触暗号通信で、マトイのイデアサーキットにいくつかのプログラムと一緒に説明書もインストールされる。

   接触暗号通信将几份程序和说明书一起安装到缠的思维电路中。

   『疑似プセウド・アイ・オ未来視ブ・ジ・オロディクインストール完了』

   『模拟未来视安装完成』

   『時空枝変動率測定プログラムインストール完了』

   『时空枝变动率测定程序安装完成』

   『因果干渉値測定プログラムインストール完了』

   『因果干涉值测定程序安装完成』

   博士ドクが、ギュッとマトイの手を握った。

   博士紧紧握住缠的手。

   「どこに飛ぶかはわからない、そもそも成功するかどうかも未知数、支援はなく現地行動、君の任務遂行能力だけが頼りだ」

   「不知道会飞到哪里，说到底，连任务是否能成功都是未知数。没有支援，只能在当地行动，只能依靠你完成任务的能力了」

   「了解です。任せてください。私は優秀なので。それであの、博士ドクは……一緒に来られないのですか？」

   「了解。请交给我吧。我很优秀。所以，那个，博士……不能一起来吗？」

   「一人用だからね、それに任務達成の可能性が一番高いのが君だ」

   「因为这是单人用的。而且，最有可能完成任务的人是你」

   「そう、ですか……」

   「这样啊……」

   「任せたよ」

   「交给你了」

   博士ドクがマトイの手を握る力が、強くなる。

   博士握住缠的手的力道变强了。

   「──ごめん」

   「——对不起」

   そして謝った。

   然后她道歉了。

   涙を流しながら。

   流着泪。

   「ごめんね……」

   「对不起……」

   老いさらばえ、枯れた枝のような、だが美しい指に、涙が落ちた。

   泪水落在了她那衰老，枯萎，却美丽的手指上。

   「質問です。博士ドクが泣く合理的な理由がわかりません」

   「提问。我不明白博士哭泣的合理理由」

   「自分の子に、永遠の別れとなる命令をするなんて。こんな不幸な話があるかい……」

   「居然要对自己的孩子下达永远分别的命令。有这么不幸的事吗……」

   「──否定です。涙は不要と分析できます、博士ドク」

   「——否定。可以分析出不需要眼泪，博士」

   マトイは、博士ドクの言葉を否定する。

   缠否定了博士的话。

   「私は……」

   「我……」

   様々な感情が生成され、イデアサーキットの中で過剰演算が行われ、音声という媒体では、あまりにも伝えられる情報量が少なすぎる。

   缠产生了各种感情，导致思维电路中发生了过剩演算，而声音这种媒介能够传达的信息量实在太少了。

   上手うまく言葉が出力されない。上手く自分の気持ちが伝えられない。

   无法顺利输出话语。无法顺利传达自己的心情。

   その代わりと言うように、優しくその手を握り返す。

   取而代之，她温柔地回握了博士的手。

   「……ごめんなさい、博士ドク。上手く言葉が作れません」

   「……对不起，博士。我无法好好表达。」

   機能的に彼女の表情は大きく変わらない。だが、確かな笑顔をマトイは浮かべる。

   她的表情从功能上来说没有太大的变化。但是，缠确实露出了笑容。

   「でもお願いします。どうか、泣かないでください。だって私は貴方あなたに愛を貰もらったのですから。そして、言わせてください」

   「不过，拜托你了。请不要哭泣。因为我是被你所爱着的。然后，请让我这么说。」

   「マトイ……」

   「缠……」

   「カワイイ私を生んでくれてありがとうございます、と」

   「谢谢你生下了可爱的我。」

   マトイは横向きピースの、統合暦２１４９年最新のカワイイポーズをキメた。

   缠摆出了横向比V字手势的统合历2149年最新可爱姿势。

   「行って参ります、博士ドク。世界を救いに」

   「我出发了，博士。去拯救世界。」

   「行ってらっしゃい、マトイ。君の正義を信じなさい」

   「路上小心，缠。相信你的正义吧。」

   そしてタイムマシンが起動し、時を渡る魔法が発動する。

   然后时光机启动，穿越时空的魔法发动了。

   別れの言葉は尽きる事なく、しかしそれを全て伝える術すべも時間もない。

   离别的话语说也说不完，但没有方法和时间将它们全部传达。

   時間移動をする者に対し、物理的な衝撃等が働く事はない。

   物理冲击等不会对进行时间移动的人产生作用。

   「……ッ！」

   「……！」

   だが、空走車フライトビークルを急発進させた時のように、慣性の力が働いているかのような後ろへと身体を押し付ける感覚がマトイのイデアサーキットを誤認識させる。

   但是，就像空跑车突然发动时一样，缠的思维电路被惯性作用力将身体往后推的感觉误导了。

   時間遡そ行こうの魔法の発動によって周囲の霊素エーテルが強い風となって吹ふき荒すさぶ。

   时间回溯魔法发动，周围的灵素化为强风肆虐。

   思い出が飛んでいく。博士ドクの散らかったデスクも、その上に置かれていた時計や六つ目の聖徴アミュレットも。

   回忆飞逝而去。博士凌乱的桌子，以及放在上面的时钟和第六圣征。

   そして目の前にいる博士ドクの被かぶっていた白衣のフードも外れ、マトイは初めて博士ドクのフードの下を見た。

   然后，眼前博士戴着的白袍兜帽也掉了下来，缠第一次看见博士兜帽下的脸。

   その瞬間、記憶領域に保存されたこれまでのメモリデータが一瞬で参照された。

   在那个瞬间，保存在记忆领域中的所有记忆资料被瞬间参照。

   初めて起動した時の光景、姉達や《勇者》の仲間達、ワシントン市の市民達との記憶。

   第一次启动时的光景，姐姐们和《勇者》的伙伴们，以及华盛顿市市民们的记忆。

   イデアサーキットに解析不可能なノイズが走る。

   在灵子回路中出现无法解析的噪声。

   不意に目の端から、視覚素子レンズの洗浄液が溢あふれた。

   视觉元件的清洗液突然从眼角溢出。

   だから咄とっ嗟さに、声を上げてしまった。

   所以她情不自禁地喊了出来。

   


   「──■■■■！」

   「——■■■■！」

   


   時間遡行が開始した影響で、既に音は聞こえない。

   由于时间回溯开始的影响，她已经听不见自己的声音。

   今更遅いとわかっていても、手を伸ばそうと身体を動かす。

   即使知道为时已晚，她还是想伸出手而移动身体。

   だが己の動きが動かそうという意識に対して酷ひどく緩慢な事に気が付いた。

   但是她发现自己的动作和想要移动的意识相比，显得非常缓慢。

   目の前の博士ドクの姿が、周囲の景色と共に引き伸ばされていく。

   眼前的博士身影，和周围的景色一起被拉长。

   思考だけが先行し、景色はどんどんと引き伸ばされ、やがて真っ白な光だけとなり、それも引き伸ばされてやがて暗い闇が満たされた。

   只有思考在往前，景色不断被拉长，最后变成一片纯白的光，而那道光也被拉长，最后被黑暗填满。

   次に段々と浮遊感が彼女を包む。

   接着，飘浮感渐渐包围她。

   ただ一つ、上手く言葉を伝えられなかった後悔だけが残る。次は上手くやれるのに、と。しかしそんな機会は二度と訪れないのだ。

   只留下无法好好传达话语的后悔。明明下次就能好好传达了。但是那样的机会再也不会到来。

   一瞬とも永遠とも思える時間感覚の後、時間遡行は終わりを告げた。

   在感觉像一瞬间又像永远的时间感之后，时间回溯宣告结束。

   


   ◆

   ◆

   


   統■暦２■■９年、■■の月、■■日。■■時■■分。

   统一历2■■9年，■■月，■■日。■■时■■分。

   


   最初に感じたのは重力だった。

   最先感觉到的是重力。

   視覚には砂嵐のようなノイズが走り、周りの景色の判別は難しい。

   视觉出现沙尘暴般的噪声，难以判别周围的景色。

   「んっ……」

   「嗯……」

   広がるノイズが少しずつ収まっていき、視界が広がる。

   扩散的噪声逐渐收敛，视野也跟着变广。

   （ここは……）

   （这里是……）

   演算が可能という事は、無事時を渡ったという証左だ。

   能够演算，就证明自己平安穿越了时空。

   （成功……したのですね……）

   （成功……了呢……）

   広がった視界に映るのは当然ながら研究所の地下室ではなかった。

   在变广的视野中，映照出来的当然不是研究所的地下室。

   白骸石エスクリアで造られた祭壇の上で横たわっていた。

   她躺在以白骸石打造的祭坛上。

   イデアサーキットの推測候補では、どこかの神殿に飛ばされたらしい。

   根据IDeA circuit的推测候补，自己似乎是被传送到某座神殿。

   「博士ドク……」

   「博士……」

   当然の事ながら、周囲に博士ドクの姿はない。

   理所当然地，周围没有博士的身影。

   悲哀。後悔。そんな感情波形が形成されるのを必死に抑え、任務に向けて切り替える。機械だからできた、きっとヒトであったならば、できなかった。

   悲哀、后悔。缠拼命压抑形成这种感情波形，切换成任务模式。因为是机械才做得到，如果是人类，肯定做不到。

   視線を下げると、全裸の自身の身体が見える。

   视线往下，看见自己全裸的身体。

   着用していた戦闘祭服だけが、全て消失していた。

   只有原本穿着的战斗祭服全部消失。

   毛髪や覆皮カバー・スキン、各部神経系や魔力生成機関たる魔動機等には一見すると損傷はないように見える。

   毛发、表皮、各部位神经系统和作为魔力生成机关的魔动机等，乍看之下没有损伤。

   戦闘祭服は霊糸で縫製していた為ため、時間遡行の影響を受けて消滅したのだろうとマトイは自己分析する。

   战斗祭服是以灵丝缝制，所以缠自己分析，应该是受到回溯时间的影响而消灭。

   防御力が大幅ダウンしているが、仕方なかった。

   虽然防御力大幅下降，但也没办法。

   過負荷によって煙を上げているタイムマシンから立ち上がり、動作チェックをする。

   从因为负荷过重而冒烟的时间机器起身，进行动作检查。

   時間移動による衝撃でダメージは多少あるものの、彼女の骨格フレームは魔力を流し込む事で自己修復する生体金属製、覆皮カバー・スキンは自然治癒するレッドドラゴンセルで作られており、特に治癒に専念する事なく自然回復できる範はん疇ちゅうだ。

   虽然因为时间移动的冲击多少受到了一些伤害，但她的骨骼是由流进魔力就能自我修复的生物金属制成，表皮则是由能够自然治愈的红龙细胞制成，所以不需要特别专心治疗，也能自然恢复。

   「問題なし」

   「没有问题。」

   続いて自己診断プログラムを実行すると、すぐに結果が出た。

   接着她执行自我诊断程序，结果立刻出来了。

   『伝承執行兵装《グラガラッド》、制御システムにエラー発生。通常駆動ドライブモードで限定的に使用可能、全駆動フルドライブモード、超過動オーバーロードモード使用不可、システム復旧中』

   『传说执行武装《格拉格拉德》，控制系统发生错误。可限定使用通常驱动模式，不可使用全驱动模式、超驱动模式，系统修复中。』

   『不死因子測定、因果干渉値測定、両プログラム使用不可、システム復旧中』

   『不死因子测定、因果干涉值测定，两个程序不可使用，系统修复中。』

   『転移魔法《スワンプマン》使用不可、システム復旧不可』

   『不可使用转移魔法《沼泽人》，系统不可修复。』

   『外部記憶領域破損。システム復旧不可』

   『外部记忆领域破损，系统不可修复。』

   様々なシステムに不具合が出ており、いくつかは現状使用できない機能もある。特に転移魔法である《スワンプマン》と外部記憶領域の損傷は痛手であった。

   各种系统都出现了故障，有几项机能目前无法使用。特别是转移魔法《沼泽人》和外部记忆领域的损伤，对缠来说是相当大的损失。

   外部記憶領域は、自身の経験ないし同期によって得られる通常の記憶領域と違い、外部からインストールされたデータベースだ。

   外部记忆领域和自身经验或透过同步获得的普通记忆领域不同，是从外部安装的数据库。

   これにより、マトイは自身の経験、記憶だけを基準に判断しなければならなくなる。

   因此，缠必须只以自己的经验和记忆为基准进行判断。

   だが不確実な時間遡行で起きたのが、この程度の不具合だけなのは幸運だとも言えた。

   不过，不稳定的回溯时间只造成了这种程度的故障，可以说是幸运的。

   「とりあえず、移動しなくては」

   「总之，必须先移动才行。」

   周囲の地形や大気、霊素エーテルの状態から現在は地下にいると判断。

   从周围的地形、大气和灵素的状态来看，缠判断自己现在位于地下。

   地上に向かって、マトイは歩みを進めた。

   缠朝着地面迈开步伐。

   異界化した建築物の中を進み、停止した長いエスカレーターを登りきった先、迷宮の出口に辿たどり着いた。

   她走在异界化的建筑物中，登上停止的长手扶梯，最后抵达了迷宫的出口。

   重い鉄てっ扉ぴが開かれると、光が差し込み、マトイは目を細めた。

   沉重的铁门打开后，光线照射进来，缠眯起了眼睛。

   


   世界が、見えた。

   她看见了世界。

   


   マトイの目に飛び込んできた外の景色は、白亜の館ホワイトハウスで得た知識よりも膨大な情報量であった。

   映入缠眼帘的外界景色，其资讯量比在白垩之馆获得的知识还要庞大。

   圧倒的なまでの光だ。

   压倒性的光芒。

   彼女の視覚素子に焼き付かんばかりの霊素反応灯エーテルネオンの極ごく彩さい色しきの光。

   灵素反应灯的极彩色光芒，几乎要烙印在她的视觉元件上。

   ビルの窓から漏れる光。

   从大楼窗户透出的光。

   [image: ]

   ビル壁面の巨大なホログラム・ディスプレイの動画広告が発する光。

   大楼墙面上的巨大全像投影屏幕的视频广告发出的光。

   建物の軒先に吊つるされた赤い提ちょう灯ちんの光。

   挂在建筑物屋檐下的红色灯笼的光。

   地を這はうように道を行く旧式の地走車グラウンドビークルのテールランプの光。

   在地上爬行般行驶在路上的旧式地走车的尾灯的光。

   空を飛び交うドローンや空走車フライトビークルのナビゲーションライトの光。

   在空中交错飞行的无人机和空走车的导航灯的光。

   光、光、光、光…………。

   光、光、光、光…………

   人類最後の都市であるワシントン市の光の何倍もの眩まばゆく煌きらめく光。The OrAcleの演算能力とは別の、未知の情報量に、マトイは圧倒されていた。

   比人类最后的都市华盛顿市的光还要耀眼好几倍的光芒。不同于The Oracle的演算能力的未知资讯量，让缠感到震撼。

   『システム、一部復旧』

   『系统，部分复原。』

   システム音声が、今この場の座標と時刻を視覚素子インターフェイスに表示する。

   系统语音将目前的座标和时间显示在视觉元件界面。

   『霊素エーテル時計同期、現在時刻統合暦２０９９年鷲獅子グリフォンの月２日、08時12分。座標確定新宿市』

   『灵素时钟同步，现在时刻统合历2099年鹫狮子之月2日，08时12分。座标确定，新宿市』

   『疑似プセウド・アイ・オ未来視ブ・ジ・オロディクによる時空枝測定……設定された２１４９年への未来を辿る確率、99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９％』

   『以疑似未来视进行时空枝测定……抵达设定的2149年的概率，99・999999999999999999999999％』

   『時空枝分岐日時、鷲獅子グリフォンの月４日17時36分。残り57時間23分13秒』

   『时空枝分歧日时，鹫狮子之月4日17时36分。剩余57小时23分13秒』

   人類滅亡の因果発生点、即すなわち時空樹の枝の先──時空枝分岐まで残り約二日。

   人类灭亡的因果发生点，即时空树的枝条前端——时空枝分歧，距离现在约两天。

   「確かに、私は過去への旅路を果たしたのですね……」

   「我确实完成了前往过去的旅途……」

   確かに、マトイは時を超えたのだ。

   缠确实超越了时间。

   外部からの命令はない。

   没有来自外部的命令。

   「君の正義を信じなさい、ですか」

   「相信你的正义，是吗？」

   過去に渡る直前、博士ドクに言われた言葉を反はん芻すうする。

   她反复回味着在穿越到过去之前，博士对她说的话。

   故に自律思考が、これから何をすべきか最優先クエストを設定する。

   因此，自律思考将“接下来该做什么”设定为最优先任务。

   


   「最優先クエスト設定。博士ドクからの最後の任務──過去改変による滅びの回避」

   「最优先任务设定。博士最后的任务——通过改变过去来避免灭亡」

   


   未来が確定するまでもう時間がない。

   距离未来确定已经没有多少时间了。

   それまでに終世魔王ベルトールの誕生を阻止すべく、人類最後の《勇者》、マトイの戦いが始まる。

   为了在那之前阻止终世魔王贝尔多尔的诞生，人类最后的《勇者》——缠的战斗开始了。

   仮令たとえその先にあるものが、自分が護まもっていた未来の消滅であったとしても。

   即使在那之后，自己守护的未来将会消失。

  

 

  
   


   
    第一章時空誘クロノスト因都市リガーシティ・新宿

    第一章　时空诱因都市・新宿

   

   


   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、14時25分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，14点25分。

   


   「被害者はこの屋や敷しきの主、エリュ゠ディロウ氏、五十六歳男性、獣人セリアン。頭部にダメージ」

   「被害者是这栋宅邸的主人，艾琉・迪罗先生，五十六岁的男性兽人。头部有伤。」

   暗い部屋の中心に、複数の人影がある。

   昏暗的房间中心，有好几个人影。

   「余が思うに、やはりこれは単なる事故ではない」

   「依吾所见，这果然不是单纯的意外。」

   天井の照明が唐突に点灯し、一人の影を照らし、光と影のコントラストを作り出す。

   天花板的照明突然点亮，照出一个人影，制造出光与影的对比。

   「犯人は非常に狡こう猾かつだ。現場は浴室、窓はなく、通気孔は狭く、そして内側から鍵が掛かっていた、所謂いわゆる密室。被害者は未いまだに意識不明、痛ましい事だ」

   「犯人非常狡猾。现场是浴室，没有窗户，通风口狭窄，而且从内侧上了锁，也就是所谓的密室。被害者至今尚未恢复意识，真是令人痛心。」

   影の正体は、黒いスーツの上から黒いインバネスコートを羽織り、黒い鹿撃ち帽を被った背が高く、長い黒髪の人間の男だ。

   影子的真面目，是在黑色西装上披着黑色斗篷大衣，戴着黑色猎鹿帽，身材高挑的黑长发人类男性。

   その男に対し、周囲の影の中から複数の声が投げかけられる。

   周围的人影对那名男性投以复数的声音。

   「全く、なんだってこんな事に……」

   「真是的，为什么会变成这样……」

   「こんな所にいられるか！　俺は部屋に戻らせて貰もらう！」

   「谁待得下去啊！我要回房间了！」

   オークとドワーフの男達の言葉に、人間の男は宥なだめるように言葉を発する。

   半兽人与矮人男性的话语，让人类男性开口安抚。

   「落ち着け、まだ推理の途中だ。退室は許さん。犯人は如何いかようなトリックで犯行を成し遂げたのか……容疑者は犯行時間にいなかったこの場にいる六名。そのうち四人は犯行時間にアリバイがある。つまり犯人は残り二人──」

   「冷静点，推理才进行到一半。不准离开房间。犯人是用什么手法达成犯罪的……嫌疑犯是不在场的六名在场者。其中四人在犯罪时间有不在场证明。也就是说，犯人是剩下两人——」

   再び、影の中から声が聞こえる。

   影子中再度传来声音。

   「僕達の中に犯人がいると言うのですか！」

   「你是说我们之中有犯人吗！」

   「証拠は!?証拠見せてよ！」

   「证据呢？给我看证据啊！」

   エルフの少年と獣人セリアンの女の声に、男は鬱陶しそうに帽子を目ま深ぶかに被かぶる。

   精灵少年与兽人女性的声音，让男子厌烦地将帽子压低。

   「やれやれ、何かといえば其方そなたらは証拠証拠とうるさいな……」

   「真是的，你们动不动就证据证据的，吵死了……」

   「探偵の癖になんだその態度は！」

   「你明明是侦探，那是什么态度啊！」

   「恥を知れ恥を！　それでも探偵か！」

   「知不知耻啊！你这样还算是侦探吗！」

   「何か勘違いしているが、余は探偵ではない。助手である。そうだろう？　名探偵」

   「你们似乎误会了，吾并非侦探，而是助手。没错吧，名侦探？」

   そこで、だ。

   就在这时。

   「そうとも、探偵はここにいるのだから。そして、探偵がいるという事は、この事件の謎も明らかになる、という事さ」

   「没错，因为侦探就在这里。而既然有侦探在，就表示这个事件的谜团也会被解开。」

   影の中から凛りんとした声が響き、その声に向かって男は問い掛ける。

   影子中响起凛然的声音，男子对那道声音问道：

   「其方そなたは犯人がわかったのか？」

   「你知道犯人是谁吗？」

   「勿もち論ろん。Elemen初歩的なtary事だよ、助手君」

   「当然。Elementary，助手。」

   「ほう？」

   「哦？」

   「犯人は二人──と考えるのが普通だが、実はそうじゃないんだ。だけどこの中にはいない。この部屋にはいるけど、ね」

   「犯人有两人——正常会这么想，但其实并非如此。不过犯人不在这些人之中。虽然在这个房间里面。」

   「ほう、では聞かせてもらおうか、名探偵。其方そなたの推理を」

   「哦，那么就让吾听听你的推理吧，名侦探。」

   影から滲にじみ出でるように、ゆっくりと一人の女性が照明の下に姿を現す。

   一名女性宛如从影子中渗出般，缓缓地在照明下现身。

   ベストとコルセットを身に着けて白衣を纏まとい、チェックの鹿撃ち帽を挟むように立った狐きつねのような二つの耳と栗くり色いろの長い髪を持つ半獣人ハーフセリアンの女だ。

   那是一名穿着背心与紧身胸衣搭配白袍，戴着猎鹿帽，拥有宛如夹在帽子中、像狐狸的两只耳朵与栗色长发的半兽人女性。

   「それでは幕を開けようか、この私、新宿の名探偵──茶ちゃ畑ばたけ絵え美みと、その助手ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトの推理劇場こたえあわせを」

   「那么，就让我，新宿的名侦探——茶畑绘美，以及其助手贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特的推理剧场拉开帷幕吧」

   そう言って──

   说着——

   


   「謎はすべて解けた」

   「谜团已经全部解开了」

   


   ──探偵は、笑みを浮かべてウィンクをし、人差し指をこの事件の犯人に突きつけた。

   ——侦探露出笑容，眨了眨眼，用食指指向了这个事件的犯人。

   「犯人は、君だ」

   「犯人，就是你」

   部屋の隅、飼育ケースの中に収められた愛玩用の極彩色のスライムに。

   在房间的角落，被饲养在饲养箱中的，作为宠物的彩色史莱姆。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、08時12分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，08时12分。

   


   春。

   春天。

   桜が舞っている。

   樱花飞舞。

   出会いの季節。

   相遇的季节。

   そして──別れの季節でもある。

   同时——也是离别的季节。

   卒業式が終わり、卒業証書を手にした俺は晴れやかな気分で桜並木を歩く。

   毕业典礼结束，我拿着毕业证书，带着愉快的心情走在樱花大道上。

   少し変わった学園の、普通の学生でしかなかった俺はこの一年、これまでにない程に色んなヒトと出会い、色んな体験をしてきた。好きなヒトだってできた。

   在这所有些奇怪的学园里，只是一名普通学生的我，在这一年里，遇到了前所未有的各种各样的人，经历了各种各样的事。也有了喜欢的人。

   この桜並木を過ぎて、校門を抜けた先。

   穿过这条樱花大道，走出校门。

   俺のこの一年間の出会いや出来事の集大成が、待っている気がするんだ。

   我感觉，这一年来我所遇到的人和事的集大成者，正在等着我。

   そんな予感を胸に抱いだきながら、俺は校門を潜った。

   我带着这样的预感，穿过了校门。

   


   「やあ、ベルトール」

   「哟，贝尔多尔」

   


   校門の先にいたのは──爽やかな笑顔を浮かべた金髪の男だった。

   在校门的另一边——是一名露出爽朗笑容的金发男子。

   「なんだ……お前かよ。この胸のときめきを返せ」

   「什么嘛……是你啊。把我的这份期待还给我」

   「なんだとはなんだよ、一年間僕が腐れ縁の君に協力してやったの忘れたのか？」

   「什么嘛是什么意思啊，你忘了我这一年里帮了你这个孽缘对象多少次了吗？」

   「いいや、忘れてないさ。これからもよろしくな、相棒」

   「不，我可没忘。今后也请多关照了，伙伴」

   やれやれ。青春を甘あま酸ずっぱさで締めくくるとはいかなかった。

   哎呀哎呀。我的青春，没能以酸甜的滋味收尾。

   俺はもうしばらくこの金髪との腐れ縁を続ける事になりそうだ。

   看来我还要和这个金发男纠缠一段时间了。

   


   ◆

   ◆

   


   「なんでだあああああああああああああああああああ！」

   「为什么啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   エンディング主題歌『衆しゅう芳ほう散さん華げ』と共にスタッフロールが流れる中。

   在播放着片尾曲《众芳散华》的同时。

   ライブストリーマーであるベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトは吠ほえた。

   直播主贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特大吼道。

   「確実にミヤビを攻略できる流れだっただろあれ！何故なぜ毎回毎回この金髪男とエンディングを迎えなければならんのだああああああ！」

   「那明显是能确实攻略雅的路线吧！为什么我每次都要和这个金发男迎来结局啊啊啊啊啊啊！」

   ベルトールが配信していたのは全年齢版男性向け恋愛シミュレーションゲーム『あだなさけ〜桜の如ごとき、恋と散る也なり〜』。

   贝尔多尔直播的是全年龄版男性向恋爱模拟游戏《青恋物语～如樱般，恋与散也～》。

   所謂いわゆる学園モノに分類される恋愛シミュレーションゲームで、プレイヤーは学生となり、聖アルトレス学園で一年過ごし、攻略対象の女の子と恋を育む……というものである。

   这是被分类为校园类的恋爱模拟游戏，玩家将化身为学生，在圣阿尔托雷斯学园度过一年，与攻略对象的女孩子培育恋情……就是这样的游戏。

   ベルトールが攻略しようとしていたキャラクターは半獣人ハーフセリアンの『龍りゅう岳がく院いんミヤビ』。男友達のような近い距離感覚で接してくる女生徒だ。

   贝尔多尔想要攻略的角色是半兽人『龙岳院雅』。是与玩家有如男性朋友般亲近的女学生。

   『残念ながらミヤビちゃんは攻略対象外です』

   『很遗憾，小雅不是攻略对象』

   『ミヤビちゃんファンディスクで攻略できるよ。多分このサイトじゃ配信はできないよ』

   『在小雅的Fan Disk可以攻略哦。大概这个网站不会发布吧』

   『ぷりてぃーだよねミヤビちゃん。攻略したくなる気持ちわかるよ』

   『小雅很可爱吧。我懂你想要攻略她的心情』

   『下手だなあベルトール君、恋愛シミュレーションが下手！』

   『贝尔多尔你真逊，恋爱模拟游戏玩得真烂！』

   『恋愛シミュレーションというか、ゲーム全般下手だろ』

   『与其说是恋爱模拟游戏，不如说你所有游戏都玩得很烂』

   『配信は上手うまいのになぁ……』

   『明明直播很厉害……』

   『恋愛下手なベル様可か愛わいい。食べちゃいたい』

   『不擅长恋爱的贝尔大人好可爱。好想吃掉』

   好き勝手言い放つコメント欄を睨にらみつつ、ベルトールは愚痴をこぼす。

   贝尔多尔瞪着评论栏，抱怨道。

   「この金髪すごく良いい奴やつ感出してるのもまた腹が立つ！　しかもなんかこの男ちょっとグラムに似てるし……そこも嫌……」

   「这个金发男感觉人超好的，这又让我火大！而且他有点像古兰……这也让我讨厌……」

   『そいつもファンディスクで攻略できるぞ』

   『那家伙在Fan Disk里也能攻略』

   『ちゃんと肉体をＸＹとＸＸで選択できるから安心してほしい』

   『可以好好选择XY和XX的肉体，放心吧』

   『なんでそんなとこの福利厚生手厚いんだよこのメーカー……』

   『这家厂商为什么在这种地方福利这么好啊……』

   どっと疲れた様子で、ベルトールは配信の締めに入る。

   贝尔多尔一副疲惫的样子，准备结束直播。

   「必ずこのゲームで一人は攻略するとして、今日はこれから大事な用がある。其方そなたらのような暇人とは違うのでな」

   「我一定要攻略一个角色，今天接下来还有重要的事。我和你们这些闲人不一样」

   『後１０００時間配信してくれ』

   『再直播1000小时吧』

   『行かないで』

   『不要走』

   『おめーが暇人とか言ってるんじゃねえ！』

   『你才没资格说别人是闲人！』

   「ふん、言っていろ。投げ銭感謝だ。ああ、そういえば余の新しいアパレルグッズが出たので各おの々おのサイトを確認して購入しておくように。ではまたな其方そなたらに死の安らぎがあらんことを」

   「哼，随你们说。感谢打赏。啊，对了，我的新服装商品出来了，你们各自去网站确认购买吧。那么再见，愿你们得到死亡的安宁」

   『死のやす〜』

   『死亡的安～』

   『しのやす〜』

   『宁～』

   『し』

   『宁』

   『し』

   『宁』

   「略すな」

   「别省略」

   別れの挨拶を済ませたベルトールは、配信を切り、配信ソフトがちゃんと停止しているかを指差し確認をし、自身の配信チャンネルで配信が終了している事を別端末で確認した後で配信部屋を出た。

   贝尔多尔道别后，关掉直播，用手指确认直播软件是否已经停止，再用其他终端确认自己的直播频道是否已经结束，然后离开了直播房间。

   配信が終われば、彼はもう統合暦２０９９年の新宿市に突如現れた超新星配信者ベルトールではなくなる。

   直播结束后，他就不再是突然出现在统合历2099年新宿市的超新星直播主贝尔多尔了。

   彼にはもう一つの顔がある。

   他还有另一张面孔。

   今から五百年前、アースとアルネスという二つの世界が融合して、現在の世界になる前に、アルネスで不死の軍勢を束ね、その頂点に君臨し世界中から恐れられていた正真正銘の魔王である。

   距今五百年前，亚斯和阿尔内斯两个世界融合，成为现在这个世界之前，他在阿尔内斯统率着不死军队，君临于顶点，是受到全世界畏惧的真正魔王。

   不死戦争と呼ばれる戦争の末、勇者グラムによって滅ぼされたのだが、転生の魔法によって現代に復活した滅びすら超克した存在であり、配信者という顔も、五百年という時の中で弱体化した信仰力──指向性のある他者の感情の動き──を得る活動の一環である。

   在被称为不死战争的战争末期，他被勇者古兰所消灭，但通过转生魔法在现代复活，是连死亡都能克服的存在。直播主这一面也是为了获得在五百年间弱化的信仰力——他人的指向性情感波动——的活动的一环。

   ベルトールの〝城〟は新宿市の歌舞伎町ストリートにほど近い高級住宅街にあるタワーマンションの十三階だ。

   贝尔多尔的“城堡”位于新宿市歌舞伎町街道附近的高级住宅区的高层公寓十三层。

   人気配信者であるベルトールであっても生なま半なかに住めるような場所ではないのだが、とある事情によって格安で部屋を借りられている。

   即使是人气直播主贝尔多尔，这里也不是他能轻易住得起的地方，但因为某个原因，他以低廉的价格租到了房间。

   そのリビングには二人の少女がいた。

   客厅里有两名少女。

   「お疲れ様ですベルトール様」

   「辛苦了，贝尔多尔大人。」

   一人は幻獣・タヌキのＴシャツを着た、長い銀髪に薄紅色の瞳、初雪のような印象を受ける美しい少女。

   其中一人是穿着幻兽・狸猫T恤，有着银色长发与淡红色眼眸，给人初雪般印象的美丽少女。

   「おーうベルトール、終わったか」

   「哦，贝尔多尔，结束了吗？」

   もう一人は、最初の少女よりも更に幼い容姿で、少女というよりも童女と形容したほうが合っており、金の刺し繡しゅうが入った黒のジャージの下にカタカナで『ドラゴン』の文字がプリントされたシャツを着ている。

   另一人则是容貌比最初那名少女更加年幼，与其说是少女，更适合用女童来形容，穿着绣有金色刺绣的黑色运动服，底下则穿着印有『Dragon』字样的T恤。

   黒髪に金の竜眼、褐色の肌──そして頭には角、背には翼、腰には尾を付けている。

   黑发、金色龙眼、褐色肌肤——头上长着角，背上长着翅膀，腰间则有尾巴。

   事情を知らない者が見れば、彼女は特殊な外部換装器官アタッチメントを装着した少女型の全機身フルボーグだと思うだろうが、彼女の翼や尻尾は機械ではなく生身のものである。

   不知情的人看到她，应该会以为她是装着特殊外部换装器官的少女型全机身吧，但她的翅膀和尾巴并非机械，而是活生生的。

   銀髪の少女は『煌こう灼しゃく侯こう』マキナ゠ソレージュ。

   银发少女是『煌灼侯』玛姬娜・索雷朱。

   黒髪の少女は『黒こく竜りゅう侯こう』シルヴァルド。

   黑发少女是『黑龙侯』希瓦尔德。

   共に魔王ベルトールの配下であり、六魔侯と呼ばれる特に強大な力を持つ不死である。

   她们都是魔王贝尔多尔的部下，是拥有特别强大的力量，被称为六魔侯的不死者。

   当然ながら二人共見た目通りの年齢ではないし、シルヴァルドに至ってはヒトに化けている生きっ粋すいの竜、ドラゴンである。

   当然，两人的实际年龄都与外表不符，希瓦尔德更是化为人形的龙。

   マキナはリビングにあるソファーに行儀よく座り、シルヴァルドはそのマキナの膝の上にだらしなく座って空間投影モニタ上に流れるネット配信のアニメ番組を見ていたようであった。

   玛姬娜端庄地坐在客厅的沙发上，希瓦尔德则邋遢地坐在玛姬娜的腿上，似乎正在看空间投影屏幕上播放的网络动画。

   「姉上、マキナが邪魔そうにしていますが」

   「姐姐，玛姬娜好像觉得你很碍事。」

   「うるさい弟じゃのお、別にいいじゃろが！」

   「你这弟弟真啰嗦，有什么关系嘛！」

   姉上、弟と言っているが、ベルトールとシルヴァルドの二人に血の繫つながりはない。シルヴァルドが竜でベルトールが人間の不死なので当然なのだが。

   虽然贝尔多尔和希瓦尔德以姐弟相称，但两人并没有血缘关系。希瓦尔德是龙，贝尔多尔是人类的不死者，所以这也是理所当然的。

   今よりもはるか昔、両者の間でシルヴァルドはベルトールに姉として振る舞う、ベルトールはシルヴァルドを姉として敬うという取り決めがなされたのである。

   在比现在更久远的过去，两人之间曾有过约定，希瓦尔德要以姐姐的身份对待贝尔多尔，贝尔多尔则要以姐姐的身份尊敬希瓦尔德。

   「マキナも邪魔じゃないもんなー？儂わしに座られて嬉うれしいもんなー？」

   「玛姬娜也不觉得我碍事吧？被我坐在腿上很开心吧？」

   「はい、それは勿論。私もシルヴァルド卿きょうとまたお会いできて嬉しいですから。でもお家うちの仕事をしている時にちょっかいを掛けてくるのは控えて頂けると助かるかと……」

   「是的，当然。我也很高兴能再次见到希瓦尔德卿。不过，希望您在处理家务时不要来打扰我……」

   「マキナがいいなら構わんが……」

   「玛姬娜觉得没关系的话，那就算了……」

   何故か得意げな顔をしているシルヴァルドの顔を見ながら、ベルトールは不承不承ながら了承した。

   贝尔多尔看着不知为何一脸得意的希瓦尔德，不情愿地答应了。

   シルヴァルドがこの〝城〟に住むようになったのはごく最近の事だ。

   希瓦尔德是最近才住进这座『城堡』的。

   五百年前、勇者グラムに敗北したベルトールは２０９９年の新宿市にて復活を遂げ、元六魔侯の一人、血けつ術じゅつ侯こうマルキュスの裏切りと新宿市に潜む闇を解決。

   五百年前败给勇者古兰的贝尔多尔在2099年的新宿市复活，解决了前六魔侯之一的血术侯马尔库斯的背叛，以及潜伏在新宿市的黑暗。

   その後、他の六魔侯の消息を探る為ために秋葉原市の魔法学園へと潜入し、《救世教会ギルド》と呼ばれる組織の絡からんだ都市を二分する禍福の女神が引き金となった事件を阻止。

   之后，为了探查其他六魔侯的消息，他潜入秋叶原市的魔法学园，阻止了以《救世教会》这个组织为背景，由祸福女神引发的都市分裂事件。

   秋葉原市で手に入れた情報を元に隔絶された管理社会のアーコロジー、横浜市で封印されていたシルヴァルドと再会し、人造人間ホムンクルスの少女と多くの市民の犠牲の上で目覚めた機神を破壊。

   根据在秋叶原市获得的情报，他前往被隔离的管理社会生态建筑——横滨市，与被封印的希瓦尔德重逢，并破坏了在人造人少女和众多市民的牺牲下觉醒的机神。

   ──そして現在に至る、というのがベルトール達の状況だ。

   ——然后到了现在，这就是贝尔多尔他们的状况。

   シルヴァルドもベルトールと同じように、五百年に近い封印から解き放たれたので現代社会に馴な染じみがなく、余った部屋に住んでいる形である。

   希瓦尔德也和贝尔多尔一样，从将近五百年的封印中解放出来，不熟悉现代社会，所以住在空着的房间里。

   尤もっとも、元より奔放な性格な上に新宿市には彼女の朋ほう友ゆうもいるので、〝城〟と朋友の家を行ったり来たりしており、単なる寝床と言ったほうが適切である。

   不过，她原本就是奔放的性格，而且在新宿市也有朋友，所以她经常在『城堡』和朋友家之间往返，说只是单纯用来睡觉的地方更为恰当。

   マキナが、正面にある空間投影型モニタに目を向けた。

   玛姬娜看向正面的空间投影型显示器。

   「さて、ベルトール様も御公務を終えられた事ですし、遊んでいたシルヴァルド卿の為にも我々の抱えている問題をご教示させて頂きます。ええ、シルヴァルド卿の為にも」

   「好了，贝尔多尔大人也结束公务了，为了打发时间的希瓦尔德卿，就让我来说明我们所面临的问题吧。没错，这是为了希瓦尔德卿。」

   「ん？　遊んどったベルトールを待って儂らは時間潰しとったんじゃなかったか？　儂が遊んどったみたいな言い方じゃけどベルトールが遊んどったんじゃないか？」

   「嗯？我们不是在等贝尔多尔打发时间吗？虽然你说我是在打发时间，但其实是在等贝尔多尔吧？」

   「シ、シルヴァルド卿！　しー！　しー！」

   「希、希瓦尔德卿！嘘——！嘘——！」

   マキナが指を顔の前に一本立てた静粛のポーズを取った後、宙空に表示されたコンソールをタッチしてモニタを操作すると、録画されていた朝のニュース番組が流れ始めた。

   玛姬娜在脸前竖起一根手指，示意希瓦尔德安静后，触碰半空中显示的控制台操作屏幕，开始播放录好的晨间新闻。

   画面にはドワーフのニュースキャスターと、オーガのコメンテーターが並んでいる。

   画面中，矮人主播和食人魔评论员并排坐着。

   『本日未明、新宿市東部のマンションでオークのル・ルイジャさん三十二歳が殺害された事件ですが……』

   『今天凌晨，新宿市东部的公寓发生了一起半兽人鲁・鲁伊贾先生三十二岁被杀害的事件……』

   『ルイジャさんは何者かと争った形跡があり、片目が損傷、周囲に儀式的な魔法陣も存在。更にルイジャさんは魔眼オーナーでもあった事から、魔眼オーナー連続殺傷事件との関連を調べているみたいですねぇ……』

   『鲁伊贾先生有和人争执的痕迹，一只眼睛受伤，周围还存在仪式性的魔法阵。再加上鲁伊贾先生也是魔眼持有者，所以警方似乎正在调查这起事件是否与魔眼持有者连续杀伤事件有关……』

   『都市警察シティガードも捜査が難航しており、事件現場の共通項として異界化している場所である事から、周辺に異界化現象が存在する住人の皆様は十分に注意してください』

   『都市警察的搜查也陷入僵局，事件现场的共通点是异界化的地方，所以请周边的居民们务必注意异界化现象。』

   『何より不気味なのがこの犯人、防犯カメラ等にも捉えられていないそうなのです。カメラに映らないまさに透明人間と言った所でしょうか』

   『最令人毛骨悚然的是，犯人似乎没有被防盗摄像头拍到。简直就像不会被摄像头拍到的透明人一样。』

   『犯罪アナリストのレギオさんから見て、この事件の犯人像とは如何いかがなものでしょうか』

   『犯罪分析师雷吉欧先生，您认为这起事件的犯人会是什么样的人呢？』

   『私のプロファイリングでは犯人は人間もしくは獣人セリアン、あるいはオーク、または他の種族の可能性があり、身体からだは生身か一部ないしは全身を機械化していると考えられます』

   『根据我的犯罪侧写，犯人可能是人类或兽人，也有可能是半兽人或其他种族，身体可能是肉身，或是部分或全身机械化。』

   「あまりにもガバガバすぎませんかこのプロファイリング!?」

   「这个侧写也太随便了吧！？」

   マキナが尤もなツッコミを画面越しに入れた。

   玛姬娜隔着画面吐槽。

   ニュース番組から目を離し、ベルトールがマキナ、シルヴァルドへと向き直る。

   贝尔多尔将视线从新闻节目移开，转向玛姬娜和希瓦尔德。

   「新宿市内で蒐集家コレクターの事件がこれで四件目。新宿のローカルネットでも流石さすがに話題になっている」

   「新宿市内的收藏家事件，这已经是第四起。在新宿的当地网络上也成了话题。」

   「別に新宿市ここじゃ殺しなんぞ日常茶飯事じゃろ？　散歩しとると路地裏に死体転がっとる時あるし、話題になるんか？」

   「杀人这种事在新宿市不是家常便饭吗？散步时偶尔会在小巷子里看到尸体，这会成为话题吗？」

   「えーっとですね」

   「这个嘛——」

   シルヴァルドの問いに答えるのはマキナだ。

   回答希瓦尔德问题的是玛姬娜。

   「いくつか要因はあるのですがまず第一にこの犯人が数年前から様々な都市で出没している事ですね」

   「有几个原因，首先这个犯人从几年前开始就在各个都市出没。」

   「新宿だけじゃないんか」

   「不是只有新宿吗？」

   「はい。最初に蒐集家コレクターの事件があったとされるのはロンドン市でした。そこから世界の各都市で事件を起こしていますね。第二に、目撃情報も少なく、防犯カメラなどにも映っている様子がない。つまり犯人像がほとんど摑つかめていない事、第三に全ての被害者が魔眼所有者で、その犯行現場の全てで異界化現象が起きているという事です」

   「是的。最初发生收藏家事件的地点是伦敦市，之后在世界各地的都市都发生了事件。第二，目击情报很少，监视摄像头等也没有拍到犯人的样子。也就是说，几乎无法掌握犯人的形象。第三，所有被害者都是魔眼持有者，而且在所有犯罪现场都发生了异界化现象。」

   「ほーん、魔眼のう……」

   「哦～魔眼啊……」

   「更に事件現場に魔法陣を描いてなんらかの儀式を行っているという特異さから、『蒐集家コレクター』とあだ名が付く程になったんです。目撃証言もネットで同時多発的に報告されたりして、今や一種の都市伝説のようになってしまっていますね」

   「再加上犯人会在事件现场画魔法阵进行某种仪式的特殊性，甚至被取了『收藏家』的绰号。目击证言也在网络上同时多发性地被报告出来，如今已经变成一种都市传说了。」

   「なんで魔眼なんて集めとるんじゃろうな、食うんか？」

   「为什么要收集魔眼呢？难道要吃吗？」

   「流石に食べてるわけじゃないと思いますが……コレクション目的だの闇市場に流してるだのって噂うわさは山程ネットに流れてますけどね」

   「我想应该不至于要吃吧……不过网络上流传着很多传闻，像是收藏目的或是要流入黑市之类的。」

   「んで、その蒐集家コレクターと儂らの抱えとる問題とやらが関係あるのか？　当面の目標はメイをこっちに連れ戻す事じゃろ？　あとはゼノールを名乗る輩やからの正体もか」

   「所以那个收藏家和我们面临的问题有关吗？当前的目标是把梅带回来吧？还有那个自称泽诺尔的家伙的真面目。」

   「ちょうど高たか橋はしから、姉上がされた疑問を解決できるような情報を仕入れたとの話がありましたので、全員で確認しましょう。マキナ」

   「正好高桥说他得到了可以解决姐姐大人疑问的情报，所以大家一起确认吧。玛姬娜。」

   「はい。エレキレイト、お願い」

   「是。埃利裘特，麻烦你了。」

   ベルトールに促され、マキナは自身のファミリアに搭載された人造精霊に命じ、空間上に録画されたホログラムを投影する。

   在贝尔多尔的催促下，玛姬娜命令搭载在自己法米利亚的人造精灵，在空间上投影录影的立体影像。

   そこに映し出されていたのは一人の少女だ。

   投影出来的是一名少女。

   「お、高橋じゃ〜。はろはろ〜」

   「哦，是高桥啊～哈啰哈啰～」

   シルヴァルドはホログラム録画の高橋と呼んだ少女に向かって笑顔で手を振った。

   希瓦尔德对着立体影像中名为高桥的少女笑着挥手。

   ドワーフ・ジャケットにチャイナ・ドレスという格好の高橋は、やや緊張した面持ちで明後日あさっての方向を見ている。

   穿着矮人夹克和旗袍的高桥，表情有些紧张地看着其他方向。

   『あ、これもう録画始まってる感じ？』

   『啊，已经开始录影了吗？』

   『もう撮ってるわよ』

   『已经在录了。』

   「緋ひ月づきの声も載ってますね……」

   「绯月的声音也录进去了呢……」

   「段取り悪いな此奴こやつら。一度余が手ずから指導してやるか」

   「这些家伙做事真不干不脆。看来需要吾亲自指导一下。」

   ホログラムの高橋は一度咳せき払ばらいをすると、真面目なトーンで語り始めた。

   立体影像中的高桥清了清喉咙，用认真的语气开始说道：

   『えーと、ベルちゃんに頼まれてたもんの調査結果が出たよ。結果はー……見てもらったほうが早いか』

   『呃，贝尔拜托我调查的东西，结果出来了。结果是……直接给你们看比较快吧。』

   高橋が指を鳴らすと、彼女の周囲にウィンドウが開かれる。

   高桥弹响手指，她周围出现视窗。

   ウィンドウ内で再生されるのは動画ファイルだ。

   视窗内播放的是视频档。

   「これは……防犯カメラの映像か」

   「这是……监视器的影像吗？」

   ベルトールの言う通り、動画は防犯カメラの映像だった。

   如贝尔多尔所说，视频是监视器的影像。

   カメラの映像はどこかの街中のようであった。

   监视器的影像似乎是某个街道。

   「あ、ここ知っとるぞ。ゴアール市じゃよな」

   「啊，老夫知道这里。是戈尔市吧。」

   ゴアール市は崩落した鉄の孤島である横浜市の対岸にある都市の名だ。

   戈尔市是崩塌的铁之孤岛横滨市对岸的都市。

   そのゴアール市にある一軒の《家》系ラーメン屋の出入り口の様子が再生されている。

   视频播放的是戈尔市某间《家》系拉面店的出入口。

   ラーメン屋から出てくる複数人の客、映っているのは──

   从拉面店出来的多名客人，出现在视频中的是——

   「私と緋月と木きノの原はらさんと──あれ？」

   「我、绯月和木之原先生——咦？」

   マキナが違和感に声を上げた。

   玛姬娜感觉不对劲，出声说道。

   『マキナと緋月によると、ここにはもう一人映ってなきゃいけないはずなの』

   『根据玛姬娜和绯月的说法，这里应该还有一个人。』

   「メイ……いや、《天使アンゼ》か」

   「梅依……不，《天使》吗？」

   ベルトールの言葉に、マキナは頷うなずきで肯定した。

   玛姬娜点头肯定贝尔多尔的话。

   ベルトールとシルヴァルド、そして高橋が対岸の横浜市にいた時、ラーメン屋からは四人出てきたはずなのである。

   贝尔多尔、希瓦尔德和高桥在对岸的横滨市时，应该有四个人从拉面店出来。

   それが六魔侯の一ひと柱はしら、天てん忌き侯こうメイの肉体を乗っ取っていると目される、《天使アンゼ》というコードネームで呼ばれる、《救世教会ギルド》のエージェント──《勇者》である。

   那就是《救世教会》的特务，代号《天使》，据信是占据了六魔侯之一天忌侯梅依肉体的《勇者》。

   『あたしらが今まで《救世教会ギルド》の連中と接触した都市、秋葉原とゴアールの防犯カメラと防犯ドローンの録画データを洗ったんだけど、どのカメラにも連中の姿は映ってなかった。ゴアールの港湾地区でマキナ達が会ったって言ってたゼノールを名乗る奴やつもね』

   『我们调查了至今接触过《救世教会》的秋叶原和戈尔市的监视器和监视无人机的录影档，但每台监视器都没有拍到他们。在戈尔市的港湾地区，玛姬娜你们说遇到的自称泽诺尔的家伙也是。』

   ゼノールの名前が出た瞬間、映像を見ていた三人からほのかに緊張が走った。

   泽诺尔的名字一出现，看着视频的三人顿时紧张起来。

   それは六魔侯の一柱、業ごう剣けん侯こうゼノール。メイと同じくベルトールの家臣であり、マキナ、シルヴァルドと肩を並べる人物だ。

   泽诺尔是六魔侯之一的业剑侯，和梅依一样是贝尔多尔的家臣，与玛姬娜、希瓦尔德并驾齐驱。

   過去に不死を裏切った六魔侯の一柱、血術侯マルキュスが行った不死狩りによってマキナを逃す為に捕らえられ、不死炉という動力炉に焚くべられ、そして滅びた。

   过去背叛不死的六魔侯之一血术侯马尔库斯为了帮助玛姬娜逃走，将他抓起来投入名为不死炉的动力炉，最后消灭了他。

   そう思われていたのだが、同じゼノールを名乗る者がゴアール市に現れ、マキナと邂かい逅こうしたのである。

   原本以为是这样，但戈尔市出现了同样自称泽诺尔的人，与玛姬娜相遇。

   『録画映像自体が改かい竄ざんされた痕跡はなかった。一緒にいたマキナと緋月の目撃証言がある以上光学迷彩系の魔法ではないのは確定。連中が全員あたし並みの筋金入りプロの霊竄士エーテルハッカーで、リアルタイムに映像を書き換えて一切痕跡残してない可能性もない事はないけど、まあそれよりは別の可能性のほうが高いよね』

   『录影画面本身没有被窜改的痕迹。既然有玛姬娜和绯月的目击证词，可以确定不是光学迷彩类的魔法。虽然他们所有人都是和我一样实力坚强的灵术士，即时窜改画面不留痕迹的可能性也不是没有，但其他的可能性更高。』

   それは──

   那就是——

   『防犯カメラに映らない魔法を使ってる？』

   『使用了不会被监视器拍到的魔法？』

   画面外から、緋月の言葉が入った。

   画面外传来绯月的声音。

   『そゆことだと思う。特化させた認識阻害系魔法かな。そんでこれ見て』

   『我想是这样。是特化过的认知阻碍类魔法吧。然后你看这个。』

   ホログラムの高橋が、また別のウィンドウを展開する。

   立体影像的高桥又开启了另一个视窗。

   どこかの路地のような暗い道が映っており、防犯カメラ映像の高画質化が進んだ昨今では珍しく非常に不鮮明な映像である。

   画面中是某条暗巷，以监视器影像的高清化不断进步的现在来说，是非常不清晰的影像。

   「なんじゃこれ」

   「这是什么？」

   まるでシルヴァルドの疑問に答えるように、録画画面の高橋が口を開いた。

   仿佛在回答希瓦尔德的疑问，录影画面中的高桥开口了。

   『これは新宿都市警察シティガードのサーバーに潜ってた時に偶然見つけた映像なんだけどー』

   『这是我潜入新宿都市警察的服务器时偶然发现的影像——』

   『なんであんた新宿の都市警察シティガードのサーバーに潜ってたの……？』

   『你为什么潜入新宿都市警察的服务器……？』

   『いやーなんか《救世教会ギルド》に関する情報ないかなーって思ってたら今話題の殺人鬼の映像があってついつい……でもあたしのこの暇つぶ気まぐれで凄すごい事がわかったの！』

   『没有啦，想说会不会有跟《救世教会》有关的情报，结果发现现在话题正热的杀人鬼的影像，忍不住就……不过我这个打发时间的随兴之举，却发现了不得了的大事！』

   『あんた今暇つぶしって言おうとしなかった？』

   『你刚才是不是说了打发时间？』

   不鮮明な映像に、二人の人物が映った。

   不清晰的影像中，映出两个人物。

   一人はボロ布のような服を纏まとい、包帯に巻かれた獣人セリアン。

   一个是穿着破布般的衣服，缠着绷带的兽人。

   もう一人はオークの男だ。

   另一个是半兽人男性。

   包帯の人物がオークの男に襲いかかり、抵抗されるも素手で絞め殺した後、魔法陣を描いてから目玉を抉えぐるまでの一部始終が映像に収められていた。

   绷带人物袭击半兽人男性，即使遭到抵抗仍徒手将其勒死，接着画出魔法阵，挖出对方的眼珠，从头到尾的过程都被拍了下来。

   『グロ映像流すなら先に言いなさいよ……気持ち悪くなってきた』

   『要播血腥画面的话先讲一声啦……我开始觉得不舒服了。』

   『これは新宿市で起きてる魔眼オーナー連続殺傷事件、その一件目の映像。現場に設置されていた防犯カメラが偶然捉えてたみたいで、多分どのメディアにも流れてないと思う』

   『这是在新宿市发生的魔眼持有者连续杀伤事件的第一起案件的影像。似乎是设置在现场的监视器偶然拍到的，我想应该没有在任何媒体上播放过。』

   『確か蒐集家コレクターって防犯カメラに映った事ないんじゃなかった？　なんかで見たわよ私』

   『我记得收藏家没有被监视器拍到过吧？我有看过。』

   「さっきニュースでも言っとったな」

   「刚才新闻也有提到。」

   シルヴァルドが、録画映像の緋月の言葉に相あい槌づちを打ちながら言った。

   希瓦尔德一边附和着录影画面中绯月的话，一边说道。

   『そこなんよね。確かにこれ以外に付近の防犯カメラに蒐集家コレクターの姿は映ってなかった。今回の映像で他と違うのは、この防犯カメラは一般的に普及してる魔法制御系じゃなくてほとんど骨こっ董とう品ひんみたいな古い電子制御系カメラだったって事』

   『就是说啊。除了这个以外，附近的监视器都没有拍到收藏家的身影。这次的影像和其他影像不同，这个监视器不是一般普及的魔法控制型，而是几乎跟古董没两样的旧型电子控制型。』

   『電子制御系……』

   『电子控制型……』

   『んでもしかしてと思って洗い直したら、ゴアールにあった電子制御系の防犯カメラに《天使アンゼ》の姿がちょっとだけど映ってた。という事は、《天使アンゼ》達と蒐集家コレクターは同じ「魔法制御系のカメラに映らない魔法」を使っているのではないかと推論が立てられる』

   『我抱着说不定有拍到的想法重新检查影像，结果在戈尔的电子控制型监视器中，虽然只有短短一瞬间，但还是拍到了《天使》的身影。也就是说，我推论《天使》和收藏家可能使用了相同的「不会被魔法控制型监视器拍到的魔法」。』

   『……あ！　それってつまり蒐集家コレクターは──』

   『……啊！也就是说，收藏家——』

   「──《救世教会ギルド》の関係者の可能性がある」

   「——有可能是《救世教会》的关系者。」

   ベルトールと画面外の緋月の声が重なった。

   贝尔多尔和画面外的绯月的声音重叠在一起。

   『そゆこと。あ、それとベルちゃーん。例の魔法の件ちょっとあたしじゃ専門外の部分が出てきたから術式の構造入れたメッセージ送っとくー。読んどいてねー。んじゃねー』

   『就是这样。啊，还有小贝～那个魔法的术式构造中有些我无法处理的部分，所以我把信息传给你了～记得看一下哦～那就这样～』

   と高橋は言って、ホログラムの録画映像は動作を停止し、高橋の姿が消えた。

   高桥说完，全像投影的录影画面停止动作，高桥的身影消失了。

   「成程な……蒐集家コレクターの犯行そのものには興味はないが、《救世教会ギルド》のメンバー、そうでなくとも何らかの繫つながりがあると予想されるのならば話は別だ」

   「原来如此……虽然我对收藏家的犯行本身不感兴趣，但若他和《救世教会》的成员有关，或是有某种关联的话，那就另当别论了。」

   ベルトールは、マキナとシルヴァルドに向けて言う。

   贝尔多尔对玛姬娜和希瓦尔德说：

   「メイを救出するための情報を集めるには、現在新宿にいるであろう蒐集家コレクターから入手するのが一番確実だ」

   「为了收集救出梅依的情报，从现在应该在新宿的收藏家身上取得是最确实的。」

   腕を伸ばし、そうベルトールは高らかに宣言した。

   贝尔多尔伸出手臂，高声宣言：

   「というわけでここからは別行動となる。余は以前高橋から紹介された歌舞伎町ストリートの探偵とやらに会ってくる。この広い新宿市を闇雲に探すより、捜し物の専門家に頼んだほうが効率よかろう。マキナは高橋、緋月と共に引き続き情報収集を継続せよ。両面からの情報収集を、此こ度たびのクエストに設定する！」

   「所以接下来要分头行动。余去见见高桥以前介绍的歌舞伎町的侦探。比起在广大的新宿市内盲目地寻找，委托寻物专家应该更有效率。玛姬娜和高桥、绯月一起继续收集情报。这次的任务设定为从两方面收集情报！」

   「承知いたしました、お任せください。まあ情報収集系の仕事は主に高橋に頼る事になってしまうんですけど……」

   「遵命，请交给我吧。不过收集情报的工作主要还是得拜托高桥就是了……」

   「ねえ儂わしは？　ねえねえ儂は？　儂は？」

   「那我呢？我呢？我呢？」

   「シルヴァルドは……」

   「希瓦尔德……」

   ベルトールは口許に手を当てて、深く考え込む。

   贝尔多尔手抵着嘴边，陷入沉思。

   今この場で彼女を姉上と呼ばないのは、弟から姉へではなく魔王から六魔侯へ指示を出している為ためである。

   他之所以没有称呼希瓦尔德为姐姐，是因为他现在不是以弟弟的身份对姐姐下达指示，而是以魔王的身份对六魔侯下达指示。

   「マキナに面倒を……マキナの面倒を見てやれ。柔軟性を維持し臨機応変に対応せよ」

   「你去照顾玛姬娜……好好照顾玛姬娜。保持柔软性，临机应变。」

   「応！　儂に任せておけ！　マキナ、大翼に乗ったつもりでおれ！」

   「好！包在我身上！玛姬娜，你就当作是坐在大翅膀上吧！」

   「それはもう。頼りにしてますよ」

   「那当然，我很仰赖你哦。」

   「では少し早いがマキナ、後は頼んだぞ」

   「那么虽然有点早，玛姬娜，之后就拜托你了。」

   「はい、こちらはお任せください」

   「是，这边就交给我吧。」

   そう言うマキナの笑顔は、一見すると普段と変わらないように見える。

   玛姬娜这么说并露出笑容，乍看之下和平常没什么两样。

   「……」

   「……」

   だがベルトールは、気付いていた。

   但是贝尔多尔注意到了。

   本当にうっすらと、不満という程でもない彼女の心の機微に。

   她心中那真的只有一点点，称不上不满的细微情绪。

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   「はい？」

   「是？」

   疑問符と共にマキナが首を少し横に傾けた。

   玛姬娜带着问号，稍微歪了歪头。

   「いや……なんでもない」

   「不……没什么。」

   ベルトールは、一瞬発しようとする言葉を飲み込んだ。

   贝尔多尔瞬间把想说的话吞了回去。

   「おいお主ら！」

   「喂，你们两个！」

   「どうしました？　シルヴァルド卿きょう」

   「怎么了？希瓦尔德卿。」

   「どうせマキナは『ゴアールでは離れ離れになってしまったし、最近ベルトール様とご一緒してないなー。絶対言わないし、自分に課せられた任に不満なんて一切ないけど私もお供したい気持ちはとてもあるなー』とか考えとるんじゃろ！」

   「反正玛姬娜一定在想『在高仑那里分开后，最近都没和贝尔多尔大人在一起呢～虽然绝对不会说出口，对被赋予的任务也完全没有不满，但我还是非常想跟去呢～』对吧！」

   「どっどどどど読心術を習得したのですか!?あと声を寄せないでください！」

   「你你你你你学会读心术了吗！？还有请不要把脸凑过来！」

   「そしてベルトールはベルトールで『マキナが一緒に行きたいと思ってるのは気付いてるけど効率を考えれば他の情報収集の任に就かせたほうがいいし、自分の今回の目的にマキナ程の手て練だれを帯同させる必要もない。それに王である自分が命じ、家臣である者がそれを是ぜとして応じたのであれば、翻ひるがえす事はマキナの忠義に泥をかける事と同義。だから其方そなたも共に参れと言えない』みたいな事を考えとるんじゃろ！」

   「然后贝尔多尔也一样，心里想着『虽然我有注意到玛姬娜想一起去，但考虑到效率，还是让她去收集其他情报比较好，而且我这次的目的也不需要带玛姬娜这种高手同行。再说身为国王的我下令，身为家臣的她也遵从了，要是反悔的话，等于是污蔑了玛姬娜的忠义。所以我不能叫你一起来』之类的对吧！」

   「思考のトレースの細かさが凄いですね姉上……」

   「姐姐大人连思考的细节都模仿得这么仔细，真是厉害……」

   「声に出して言え声に出して！　そういうのがわだかまりになり後々面倒な事になるんじゃ！　この前高たか橋はしんちで緋月と『メビウスプロトコル』シーズン２見たから知っとる！」

   「要说就说出来！这种事会成为芥蒂，之后会变得很麻烦！之前我在高桥家和绯月看了《梅比乌斯协议》第二季，所以我知道！」

   憤慨するシルヴァルドの言葉に、ベルトールは苦笑を浮かべながら肩をすくめる。

   希瓦尔德愤慨地说，贝尔多尔则露出苦笑，耸了耸肩。

   「姉上には敵かなわんな。と、いうことだが、どうする？　マキナ、一緒に来るか？」

   「真是敌不过姐姐大人。事情就是这样，玛姬娜，你要一起来吗？」

   王の命令ではない、個人の誘いの言葉。

   不是国王的命令，而是个人的邀请。

   ほんの少しも悩まず、迷わずに、マキナはこう返した。

   玛姬娜没有丝毫犹豫，立刻回答：

   「いいえ、大変ありがたきお誘いですが、私は私に与えられた主命を果たします。それが臣下である私の、最大の歓よろこびでございます。ベルトール様と共に参りたいという気持ちは真実ですが、主命を果たす事に歓びを感じる事もまた真実でございます」

   「不，虽然很感谢您的邀请，但我还是得完成自己被赋予的使命。这是身为臣子的我最大的喜悦。虽然我确实想与贝尔多尔大人同行，但完成使命也让我感到喜悦，这也是事实。」

   「そうか……わかった」

   「这样啊……我明白了。」

   それ以上は、言わなかった。

   贝尔多尔没有再多说什么。

   「行ってらっしゃいませ、ベルトール様。お帰りの際は、カレーをお作りしますね」

   「路上小心，贝尔多尔大人。您回来的时候，我会为您做咖喱的。」

   マキナは舞い降りる雪の花のような儚はかなく美しい微ほほ笑えみを浮かべていた。

   玛姬娜露出如雪花飘落般虚幻而美丽的微笑。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、09時20分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，09时20分。

   


   （さて……）

   （那么……）

   マトイはイデアサーキットをフル回転させて演算する。

   缠让Idea circuit全速运转，进行演算。

   自分は五十年後の未来から、身一つでタイムスリップして情報が何もない。

   自己是从五十年后的未来，孤身一人穿越时空而来，没有任何情报。

   最重要のメインクエストは『滅びの未来を回避する事』だ。

   最重要的主要任务是『回避毁灭的未来』。

   それらの難しい目的を補助する機能は、博士ドクによって時間遡そ行こうする寸前にインストールされている。

   为了辅助这些困难的目的，博士在她穿越时空之前，为她安装了功能。

   マトイはインストールされた説明書を開き、仕様を声に出してインプットする。

   缠打开安装的说明书，将规格念出来输入。

   一つ、疑似プセウド・アイ・オ未来視ブ・ジ・オロディク。

   第一项，模拟未来视。

   「こちらは《アインヘリアル》の大姉様が持つ未来視のアルゴリズムをイデアサーキットの演算能力で擬似的かつ限定的に再現したもの……後の二つのプログラムを補助する為のものですから、これ単体では機能しないみたいですね」

   「这是用idea circuit的演算能力，将《艾茵赫里亚》大姐头拥有的未来视算法以模拟且限定的方式重现……因为这是为了辅助后两个程序而存在的，所以好像无法单独运作呢。」

   二つ、時空枝変動率測定プログラム。

   第二项，时空枝变动率测定程序。

   「こちらは今私がいる時間軸が、私が来た２１４９年の未来に変動する確率を測定するプログラムですね。％で表示され、この値が高い程、滅びの未来に分岐する可能性が高くなり、１００％でこの未来が確定する、と。そして現在は──99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９％……ほぼ確定している、という事ですね」

   「这是测定我现在所在的时间轴，变动到我所来的2149年未来概率的程序。以％表示，这个数值越高，未来分歧到毁灭的可能性就越高，100％的话，这个未来就确定了。然后现在是——99・999999999999999999999999％……几乎确定了，是这样吧。」

   三つ、因果干渉値測定プログラム。

   第三项，因果干涉值测定程序。

   「こちらは測定した対象が滅びの未来へどの程度干渉するのかを数値化するプログラム。この数値が高い程、未来の分岐に対する影響力を持っている事になるわけですね。あくまで因果に干渉しているのを数値化するだけで、その対象が直接滅びの未来へ導こうとしているかは不明、と。この数値の上限は１００……ですか」

   「这是将测定对象对毁灭的未来干涉到什么程度数值化的程序。这个数值越高，对未来的分歧就越有影响力。这终究只是将干涉因果的数值化，无法得知对象是否直接引导到毁灭的未来。这个数值的上限是100……吗？」

   以上の情報から、マトイは総括する。

   缠根据以上的情报做出总结。

   「終世魔王ベルトールを消去、もしくはこの因果干渉値の高い未来の分岐に強く影響する人物を特定し、破滅の未来へ変わる時空枝変動率を０にする。それが私の目的です」

   「消除终世魔王贝尔多尔，或者找出对这个因果干涉值高的未来分歧有强烈影响的人物，将变动率降到0，这就是我的目的」

   しかし、一部の機能は現在時間遡行の影響で復旧中だ。

   但是，一部分机能由于现在时间回溯的影响，正在修复中。

   メインクエストを達成するには様々なサブクエストを達成する必要があった。

   要达成主要任务，必须先完成各种各样的次要任务。

   機能復旧に関してはどうする事もできない。

   关于机能修复，我无能为力。

   まず何から手を付けるべきか。と演算していると、周囲の人々がマトイに視線を向け、何やらひそひそと話をしている。

   首先应该从哪里开始着手呢。缠正在演算的时候，周围的人们看向缠，窃窃私语。

   「なんであんな格好なのあの子」

   「那孩子为什么穿成那样啊」

   「寒くないのか……？」

   「不冷吗……？」

   「あのくらいの女の子でもこういう事すんだな……」

   「那种年纪的女孩子也会做这种事啊……」

   「いやああいう変態は大抵中身おっさんだぜ。ファミリア見えねえけど内蔵型なのか？」

   「不，那种变态里面大多是大叔。虽然看不到法米利亚，是内置型的吗？」

   「まじかよ……もしかして昨日行った『ＶＢＮＫ館』の女の子も中身おっさんって可能性もあったわけか……」

   「真的假的……难道昨天去的『ＶＢＮＫ馆』的女孩子里面也可能有大叔吗……」

   「いやあそこは普通に全部中身おっさんの全機身フルボーグだろ？　それが売りだし」

   「不，那里应该全都是大叔吧？那是卖点」

   「………………………………………………………………………………え？」

   「………………………………………………………………………………诶？」

   何やらいらない情報が混ざった。

   好像混入了什么多余的情报。

   まずは衣服を手に入れるのを優先すべきだろう、と結論付ける。

   首先应该优先得到衣服，缠得出结论。

   消失してしまった戦闘祭服は完全オーダーメイドで、２０９９年の技術では入手する事は難しいと判断する。

   缠判断消失的战斗服是完全量身订做的，凭2099年的技术很难取得。

   先程からずっと視線を向けられており、最初は自身に対する可か愛わいさが注目を集めているのだと思っていたが、実はヒトで言えば裸に近い状態だからそれが奇異の視線を集めているのだと認識を改めた。

   从刚才开始就一直有人盯着自己，一开始以为是因为自己太可爱才引人注目，但其实是因为自己处于接近全裸的状态，才引来奇异的视线，缠修正了认知。

   「私のカワイさが注目を集めるのは仕方のない事とはいえ、それ以外の要素で目立つのは任務の特性上あまり好ましくない、そう分析できます」

   「虽然我的可爱会引人注目是无可奈何的事，但除此之外的要素引人注目，就任务性质而言并不好，可以如此分析。」

   以前、限りなく本物に近い造形にしたと博士ドクは言っていたが、ちょっと可愛く造られすぎてしまったのではないかと思う。

   以前博士说过，缠的造型与真人极为相似，但缠觉得博士把自己做得有点太可爱了。

   「推察します。私のカワイさは罪、という事でしょうね」

   「推测。我的可爱就是罪吧。」

   このまま通りを歩いていると本当に罪に問われそうだったので、マトイはこちらに視線を向ける人々に横向きピースのカワイイポーズを無表情ドヤ顔で一度キメてから人ひと気けのなさそうな路地裏へ向かって歩みを進めた。

   再这样走在路上，真的会被问罪，所以缠对看向自己的人们面无表情地摆出横向比V的可爱姿势，接着走向人烟稀少的巷弄。

   迷路の壁のように立ち並ぶビルの壁面には、血管のように、あるいは蔦つたのように鉄のパイプが這はい、飛び出た室外機が低い音を立てながらファンを回転させている。

   大楼墙面有如迷宫的墙壁般林立，铁管有如血管或藤蔓般攀爬其上，突出的室外机发出低沉的声音转动风扇。

   路地裏に足を踏み入れたその時だ。

   就在缠踏进巷弄时。

   「おいおい。こいつはとんでもねえマブいスケが現れたもんじゃねえか」

   「喂喂，这下子可不得了，出现了一个超级正妹啊。」

   「何っつー格好してんのさあんた、変態？　ていうかマブいスケってどういう意味？」

   「你这身打扮是怎么回事啊，变态？话说回来，超级正妹是什么意思？」

   人間の浮ストリー浪トチル児ドレンの男女。

   是人类的流浪儿男女。

   ファミリアは装着しているものの肉体の機械化はされておらず、二人とも人間で、自分の外見年齢と同じくらい、十代半ばから十代後半といったところ。女はナイフを、男は長い鉄の棒を持っている。

   虽然身上穿着法米利昂，但肉体并未机械化，两人都是人类，年龄和自己的外表年龄差不多，大约是十五岁到十九岁。女子拿着匕首，男子则拿着长铁棒。

   もし時空枝変動率測定と因果干渉値測定が復旧していれば、この二人の測定もできて漏らしがないのに、とマトイは内心で嘆くも、復旧を待つしかなかった。

   如果时空枝变动率测定和因果干涉值测定恢复的话，就能测定这两个人的数值了，真可惜——缠在内心叹息，但也只能等待恢复了。

   「全機身フルボーグ？」

   「全机身？」

   「バラして中身売っちまうか。知り合いのヤクザに伝つ手てがあんだ」

   「拆开来把里面的东西卖了吧。我认识的黑道有门路。」

   その言葉に、マトイは敵意を検知した。

   听到这句话，缠检测到敌意。

   こちらに向かって男女が足を踏み出し、その手に持った鉄の棒を振り上げたその時。

   就在男女朝自己踏出脚步，举起手中铁棒的时候——

   『《グラガラッド》、一部能力限定的に復旧。《金属総そう攬らん》解放、効果範囲が二メートルに制限されます』

   『《格拉格拉德》部分能力限定恢复。《金属总揽》解放，效果范围限制在两米。』

   システムの復旧を知らせるメッセージが表示される。

   系统显示恢复的信息。

   敵意はあろうが殺しはしない、無力化するだけだ。

   虽然有敌意，但不会杀掉，只是使其无力化。

   能力が制限されている状態での性能調査を兼ねて、マトイは赤銅色の篭手《グラガラッド》を自己仮想領域から召喚、装着し、手マニピュレータを掲げる。

   缠从自我假想领域召唤出赤铜色的护手《格拉格拉德》并装备，举起手，兼作能力限制状态下的性能调查。

   「せっかくです、一部復旧のテストをしておきましょう」

   「机会难得，就来测试一下部分恢复功能吧。」

   掲げた手の中指と親指の腹を合わせる。

   缠举起手，将中指和拇指的指腹贴在一起。

   「《グラガラッド》、起動」

   「《格拉格拉德》，启动。」

   そして、そのまま擦り付けるようにして指を弾いた。

   然后，就这样摩擦似地弹响手指。

   所謂いわゆる、指パッチンである。

   也就是所谓的弹指。

   路地裏に、金属に金かな槌づちを叩たたきつけたような甲高い音が響き渡った。

   金属被铁锤敲打的尖锐声响，响彻了小巷。

   すると──

   接着——

   「はぁ!?ナイフが勝手に……！」

   「啊！？匕首自己……！」

   「な……なんだあっ」

   「什……什么啊！」

   ──周囲の金属が、まるで生き物のように動き出した。

   ——周围的金属，仿佛生物般动了起来。

   女の持つナイフが、男の持つ鉄の棒が、ビルの壁面を蛇のように伝う金属のパイプがその剛性を失い、くねり、しなりながら浮ストリー浪トチル児ドレンの男女に襲いかかる。

   女子手中的匕首、男子手中的铁棒、大楼墙面上如蛇般爬行的金属管，全都失去了刚性，弯曲、扭曲，袭向流浪儿男女。

   蛇のように、あるいは縄のように浮ストリー浪トチル児ドレン達に絡からみつき、壁面へと押さえつけ、その動きを完全に封じ込めた。

   金属如蛇，又如绳索般缠住流浪儿们，将他们压在墙面上，完全封住了他们的行动。

   《金属総攬》。

   《金属总揽》。

   それは《グラガラッド》の持つ三つの能力の一つ。通常駆動ドライブ状態で使用できる能力。

   这是《格拉格拉德》拥有的三种能力之一，可在通常驱动状态下使用的能力。

   篭手である《グラガラッド》の指を打ち付け、その音の届く範囲内の金属を意のままに操る能力だが、現在は完全に力が戻っていない故に範囲が著しく制限されている。

   只要敲击手甲《格拉格拉德》的手指，就能随心所欲地操纵声音可及范围内的金属。但由于现在力量尚未完全恢复，因此范围明显受到了限制。

   「てめぇ！　なにしやがもっ──」

   「你这家伙！搞什么——」

   拘束された浮ストリー浪トチル児ドレンの少女が、罵声を浴びせようとする前にもう一度マトイが指を鳴らすと、パイプは形状を変え、鉄のマスクとなって二人の口を覆った。

   在被束缚的流浪儿少女破口大骂之前，缠再次弹响手指，金属管随即改变形状，化为铁面具，盖住两人的嘴。

   「カワイイ私を手に入れたい気持ちは痛いほどに理解を示せるのですが、大変申し訳ございません。私には大事な任務がありますのでそれは叶かなわないと断言します。そして今からの行為を先んじて重ねて謝罪致します。申し訳ございません。と」

   「我非常能够理解你们想要得到可爱的我的心情，但非常抱歉，我有重要的任务在身，所以无法实现你们的愿望。我在此先为接下来的行为向你们道歉。对不起。」

   とマトイは謝罪をしながら、自分の五指をワキワキと開閉する。

   缠一边道歉，一边开合自己的五指。

   「んー！　んんー！」

   「嗯——！嗯嗯——！」

   「んんんー！　んー！　んんん！」

   「嗯嗯嗯——！嗯——！嗯嗯嗯！」

   「衣服を借りていきます。返却はいつになるか不明ですが。よろしいですね？　ああ口が塞がれているんでした」

   「衣服我就借走了。虽然不知道什么时候才能还给你们。可以吧？啊，你们的嘴被堵住了呢。」

   男女から衣服をそれぞれ剝ぎ取って、自身に着用する。

   缠从男女身上分别剥下衣服，穿在自己身上。

   「しばらくしたら解放されますので、そこで頭を冷やしていてください。次からは他人を襲ったりしないように」

   「过一阵子就会放你们走，请在那里冷静一下。下次别再袭击别人了。」

   そう少年少女を諭しながら、マトイはその場を離れた。

   缠这么告诫少年少女后，离开了现场。

   目下の目標である衣服の入手は完了。サブクエストの達成項目が一つ埋まった。

   目前的目标——取得衣服已经完成。支线任务的达成项目又完成了一项。

   「次は情報収集ですね。未来が確定するのは二日後、時間がありません」

   「接下来是收集情报。确定未来是两天后，没有时间了。」

   イデアサーキット内では音声でのデータ以上に、もっと膨大な情報を処理して次の目標を設定しようとしているのだが、最も重要な情報を音声出力する事でイデアサーキット内の情報処理がしやすいように整理しているのだ。

   在艾迪欧的内部，正在处理比语音数据更庞大的情报，试图设定下一个目标，但最重要的情报是以语音输出的方式，整理成方便艾迪欧内部处理情报的格式。

   「この時代の《救世教会ギルド》に救援要請を──いえ……否決です。記憶領域には当時の《救世教会ギルド》の記録もありますが、コンタクトのしようもありませんし、２１４９年の《救世教会ギルド》とは大きく異なっています。そもそもそんな時間は残されていませんし……」

   「向这个时代的《救世教会》请求救援——不……否决。虽然记忆领域里也有当时的《救世教会》的纪录，但没有联络方式，而且和2149年的《救世教会》大不相同。说起来，也没有那么多时间……」

   とはいえ、情報を集めるには足を使うしかない。迷路のような路地裏を彷徨さまよっていると、袋ふくろ小こう路じに入り込んでしまった。

   话虽如此，要收集情报只能靠双脚。在迷宫般的巷弄里徘徊，不知不觉走进了死胡同。

   そこで聞こえた。

   这时，她听见了。

   


   「教えてもらおう！　真実を！」

   「告诉我真相吧！」

   


   切羽詰まったような叫びを。

   那是走投无路的呐喊。

   マトイの視覚センサに、微量の空間歪わい曲きょく反応と共に二人の人物が捕捉された。

   艾迪欧的视觉感应器捕捉到两名人物，同时侦测到微量的空间扭曲反应。

   一人は袋小路の中央でこちらに背を向けて立っている半獣人ハーフセリアンの女性。

   其中一人是站在死胡同中央，背对着这边的半兽人女性。

   背中しか見えないが、その格好は研究室ラボのライブラリで見た大昔の探偵を彷ほう彿ふつさせる。

   虽然只看得见背影，但她的打扮让人联想到研究室数据库里的古代侦探。

   もう一人は袋小路の奥、ビルの壁を背にしたそれは、こちらに目もくれない。

   另一人则在死胡同的尽头，背靠着大楼墙壁，看也不看这边一眼。

   ボロ布の下に祭服を着て、血の滲にじんだような錆さび色の包帯を全身に巻き、異様な程に澄んだ蒼あおい瞳を片かた眼めだけ出した獣人セリアン。

   破布底下穿着祭司服，全身缠着渗血般的锈色绷带，只露出一只异常清澈的苍蓝眼眸的兽人。

   その姿は一言で言うなれば『ミイラ司祭』だろう。

   那副模样，一言以蔽之就是『木乃伊祭司』吧。

   （探偵の格好をした人物とミイラの格好をした人物……見た目で判断するのはよくありませんが、99％の確率でミイラが不審者だと分析できます）

   （打扮成侦探的人物与打扮成木乃伊的人物……虽然不该以貌取人，但分析起来，木乃伊有99％的概率是可疑人物。）

   マトイには滅びの未来を変えるという最優先のクエストがあり、無駄に使える時間はない。

   缠有必须改变毁灭的未来这个最优先的任务，没有时间浪费。

   最新型機械人形マギノロイドの核たるイデアサーキットは、実に合理的に干渉しない事を提案する。踵きびすを返かえし、見て見ぬ振りをしてクエストを優先すべきだと。

   作为最新型机器人偶核心的理装回路，提出非常合理的不干涉建议。建议她应该转身装作没看见，以任务为优先。

   （この諍いさかいは、きっと私のクエストには関係がないものです。しかし──）

   （这场争执肯定与我的任务无关。但是——）

   彼女の《勇者》としての在り方が、設計思想が、人造精霊の育成が、イデアサーキットの合理的判断を凌りょう駕がした。

   她身为《勇者》的生存方式、设计思想、人造精灵的培育，凌驾了理装回路的合理判断。

   自分の中の正義とは、時に不合理である。

   自己心中的正义，有时是不合理的。

   故に声を上げる。

   因此她出声了。

   弱きを助け、正義を為なす《勇者》はここにいるのだと、人々に知らしめるように。

   仿佛要让人们知道，帮助弱者、伸张正义的《勇者》就在这里。

   「待っ──」

   「等——」

   だがマトイの言葉は、別の声によって遮られた。

   但是缠的话语，被别的声音打断了。

   


   『待てい！』

   『且慢！』

   


   袋小路に響いたそのくぐもった機械音声は、マトイのものではない。そして半獣人ハーフセリアンの女性でも、ミイラ司祭のものでもない。

   在死巷中响起的那道模糊机械语音，并不是缠的声音。也不是半兽人女性，更不是木乃伊祭司。

   袋小路、その中央。半獣人ハーフセリアンの女性を庇かばうようにミイラ司祭の前に降り立つ者がいた。

   在死胡同的中央，有个人降落在木乃伊祭司面前，像是要保护半兽人女性一样。

   『路地裏で女の声、悪行の臭においに駆けつけてみりゃ間に合ったみてーだな。このゼノール様の目の黒いうちは悪行から……ってそこのミイラ、エミリアじゃねーか!?』

   『小巷里传来女人的声音，闻到恶行的臭味后赶过来一看，似乎赶上了。只要我泽诺尔大人还有一口气在，就不会让恶行……呃，那边的木乃伊，你不是艾米莉亚吗！？』

   ミイラ司祭の動きが止まり、半獣人ハーフセリアンの女性の視線が注がれる。

   木乃伊祭司停止了动作，半兽人女性的视线也集中在他身上。

   『探す手間が省けたぜ。重要規定違反だかなんだったか忘れたがそういうあれで討伐クエストが出てんだ。そんでヒットマンが俺、悲しいよなぁ下したっ端ぱは』

   『省了我找你的工夫。虽然忘了是违反重要规定还是什么的，总之因为那个原因，出现了讨伐任务。然后我就是杀手，底层人员真是可悲啊。』

   それは巨大な剣を持つ、全身を覆う黒い鎧よろい、第五世代型の小型ＭＧマギノ・ギアだ。

   那是拿着巨大剑，全身覆盖黑色铠甲的第五世代型小型MG。

   ゼノールと名乗ったＭＧは頭を搔かくような仕草をする。

   自称泽诺尔的MG做出搔头的动作。

   『ん？　もしかしてエミリアって呼んだらまずかったか……？　《司祭プリエステス》って呼んだ方がよかったのか……？　まあいいや多分除名されてるしセーフだろ、規定書読み返すのめんどいし。んで──おいそこの女』

   『嗯？难道叫你艾米莉亚不太好……？还是叫你《祭司》比较好……？算了，反正你大概已经被除名了，应该没问题吧。重新读一遍规定书太麻烦了。所以——喂，那边的女人。』

   と、ゼノールはマトイに語りかける。

   泽诺尔对缠说道。

   『こいつは危ねえから下がってろ。いや見た目でもう危ねえ奴やつってわかるか』

   『这家伙很危险，你快退下。不，从外表就能看出这家伙很危险吧。』

   「え、いや私は──」

   「咦，不，我是——」

   よくわからない連中の集まり、正直わけのわからない状況だ。

   聚集了一群莫名其妙的人，老实说，状况令人摸不着头绪。

   戸惑うマトイの声に反応するように、ミイラ司祭──エミリアがようやく片方だけ覗のぞかせている異様に蒼い眼めでマトイを視認し、その口を笑みの形へと歪ゆがめた。

   仿佛对缠困惑的声音做出反应，木乃伊祭司——艾米莉亚总算用只露出一边的异常蓝眼看向缠，嘴巴扭曲成笑容的形状。

   「おお……おお！」

   「哦哦……哦哦！」

   エミリアはその巨大な手で顔を覆い、天を仰ぐ。

   艾米莉亚用巨大的手遮住脸，仰望天空。

   「おおおお前は！　君は！貴方あなたは！　見えたぞ！　億でも兆でも京でも垓がいでも足りず、辿たどり着ついた先、一秭し通りの一が！　呼び水が来た！　おお、我が娘は成し遂げた！」

   「你你你你你！你！你！我看见了！亿兆京垓都不够，抵达的尽头，一秭之一！引子来了！哦哦，我的女儿成功了！」

   袋小路に、狂気を孕はらんだ歓喜の絶叫が反響する。

   死胡同里回荡着蕴含疯狂的欢喜尖叫。

   「視みえた看みえた観みえた！　当然だ！　実像なくしてどうして見えようか！彼方かなたより飛来せし希望！　最後の一欠片かけら！」

   「看见了看得见看得到！当然！没有实体要怎么看见！从彼方飞来的希望！最后的一片！」

   声のボリュームは、一言放つ度に大きくなっていく。

   每说一句话，音量就越来越大。

   「黒い風！　我が娘！　竜！　最後の《勇者》！　滅びの火を消す者達！　なんたる僥ぎょう倖こう！　救いは舞い降りた！　だからより確実により精密により正確に見なければ視なければ看なければ観なければ！　我が使命のため！　終世を回避するために！　もう眼も目もも芽揉めも眼目もメモも必要ありませえええええん！　いや、眼はいります」

   「黑风！我的女儿！龙！最后的《勇者》！消灭毁灭之火的人们！多么侥幸！救赎降临了！所以必须更确实更精密更正确地看必须看见必须看得见必须看得到！为了我的使命！为了回避终世！已经不需要眼睛也不需要眼珠也不需要眼目也不需要笔记了————！不，需要眼睛。」

   エミリアの見た目や様子から、マトイはこう判断した。

   从艾米莉亚的外表和模样，缠如此判断。

   ──１００％の確率で不審者だと分析できます……！

   ——可以分析出百分之百是可疑人物……！

   『なんだこいつめちゃくちゃやべえ奴じゃん……』

   『这家伙怎么这么不妙啊……』

   げんなりした様子でゼノールがぼやいた。

   泽诺尔一脸疲惫地抱怨道。

   この様子のおかしい不審者を最優先に、この場にいる三人の因果干渉値を測定したい気持ちが強いが、不具合から復旧中なのが歯がゆかった。

   虽然很想优先测量这个可疑人物的因果干涉值，但机器故障中，实在令人着急。

   とにかくこの異常者から女性を離すのが先決だ。ＭＧの搭乗者の方はよくわからないがとりあえず敵ではないと判断する。

   总之，当务之急是让女性远离这个异常者。虽然不清楚MG的搭乘者是谁，但暂且判断为非敌对。

   女性を助けようと動き出すマトイの初動は、エミリアの言葉によって遮られた。

   缠正要采取行动帮助女性时，艾米莉亚的话打断了她。

   「だが時空枝の分かれ目はここではない。再び見まみえましょう──未来からの同胞よ」

   「但时空枝的分歧点不在这里。让我们在将来再会吧——来自未来的同胞啊。」

   その声はそれまでとは打って変わって穏やかで、怜れい悧りで、理知的な声色だった。

   她的声音与先前截然不同，变得沉稳、伶俐而理性。

   （──!?どうして私が未来から来た事を……!?）

   （——！？为什么她知道我来自未来……！？）

   突然の発言に一瞬だけイデアサーキットの処理が遅れた。

   突如其来的发言，让艾迪欧的处理速度慢了一瞬间。

   その隙を突くように、エミリアは身を翻ひるがえし、足下に魔法陣が出現し、そして纏まとっていた祭服の背が見えた。

   艾米莉亚趁隙转身，脚下出现魔法阵，缠看见了她身上的祭服背部。

   祭服の背に刻印されているもの、それは──

   刻在祭服背部的图案是——

   （銀剣を抱く金竜、《救世教会ギルド》のシンボル……！）

   （抱着银剑的金龙，《救世教会》的象征……！）

   そして空中でその姿が一瞬ぶれ、消えた。

   接着，她的身影在空中瞬间晃动，消失了。

   マトイのセンサが空間転移反応を検知していた。

   缠的感应器检测到空间转移反应。

   （そして旧型のスワンプマン式転移反応……あのヒトは《救世教会ギルド》の《勇者》……？）

   （而且是旧型的泥沼人式转移反应……那个人是《救世教会》的《勇者》……？）

   『あんにゃろうまだ転移使えてんのか。おいおめーら、あいつとどういう関係かは知らんがあんま首突っ込むなよ！　そんで危ねえから一人で出歩くんじゃねえぞ！　じゃあな！　歯ぁ磨けよ！』

   『那家伙还能使用转移吗。喂，你们几个，虽然不知道你们和那家伙是什么关系，但别太深入啊！还有，因为很危险，所以别一个人出门！再见啦！记得刷牙啊！』

   そう言って、ゼノールはビルの屋上へと大きく跳躍してその姿を消した。

   泽诺尔说完，便高高跳上大楼屋顶，消失了身影。

   袋小路に残されたのは、二人。

   只剩下两人留在死胡同里。

   「行ってしまったか……ようやく見つけたと思ったのに」

   「走掉了啊……还以为终于找到了。」

   半獣人ハーフセリアンの女性が安あん堵どのような、未練があるような溜ため息いきを吐ついた。

   半兽人女性发出像是安心，又像是遗憾的叹息。

   「……しかしやはりというべきか……一人で対たい峙じするのは無謀だったか」

   「……不过该说果然如此吗……一个人和他对峙果然太鲁莽了。」

   俯うつむきながら何やら考え込んでいる女性が、マトイの存在にようやく気付いたかのように顔を上げた。

   低头沉思的女性，似乎终于注意到缠的存在，抬起头来。

   「あの、君。もしかして助けに来てくれたりしたのかい？」

   「那个，你该不会是来救我的吧？」

   「肯定です。私が出る幕ではなかったようですが」

   「肯定。虽然似乎没有我出场的余地。」

   「その心意気だけで十分さ、ありがとう。さっきの彼にもお礼を言いたいが……まあ仕方ないか」

   「有这份心意就够了，谢谢你。虽然也想向刚才的他道谢……不过没办法。」

   「お怪け我がなどはありませんか？」

   「您没有受伤吧？」

   「うん、大丈夫だ」

   「嗯，我没事。」

   「それならよかった」

   「那就好。」

   ではこれで、と狐きつね型半獣人ハーフセリアンの女性は、立った耳をぴょこりと動かし、尻尾を左右に振りながらマトイの横を過ぎて立ち去ろうとする。

   「那么我先告辞了。」狐型半兽人女性动了动竖起的耳朵，左右摇着尾巴，从缠的身旁走过，准备离开。

   その前、イデアサーキットの処理に微細な違和を感じ、処理を完了する前に呼び止めてしまっていた。

   在那之前，她对处理idea circuit时感觉到细微的违和感，在处理完毕前叫住了对方。

   「あの……！」

   「那个……！」

   「ん？　なんだい？」

   「嗯？怎么了？」

   「……いえ、なんでもありません」

   「……不，没什么。」

   「ん？　ナンパかい？　助けてくれたお礼だ、お茶くらいになら付き合うが。これから私の事務所でヒトと会う約束があるからその後になりそうだが」

   「嗯？搭讪吗？作为你救我的回礼，要我陪你喝杯茶也不是不行。不过我接下来要去事务所跟人见面，所以要等那之后。」

   「否定です！　そういうのではないので！　むしろカワイさ的には私がナンパされる側だと分析できます！　この通りとてもカワイイので！」

   「否定！不是那样的！不如说从可爱度来说，我分析自己才是被搭讪的一方！如你所见，我非常可爱！」

   そう言って、マトイは横ピースをキメた。

   说着，缠比了个横着的V字手势。

   「うん？　つまり私がナンパすればいいのかな？　それになんだいそのポーズ」

   「嗯？也就是说我来搭讪你就行了吗？还有那个姿势是什么？」

   「五十年後の最新カワイイポーズです。すみません、私大事な使命がありますので、失礼します」

   「这是五十年后的最新可爱姿势。对不起，我有重要的使命在身，先告辞了。」

   そう言って、マトイは女性に背を向ける。

   说完，缠转身背对女性。

   しかしやはり、違和は拭えなかった。

   但是，违和感还是挥之不去。

   「ふふ、変な子だな」

   「呵呵，真是个奇怪的孩子。」

   女性のそんな言葉が、マトイの聴覚素子に届いた。

   女性的这句话，传入了缠的听觉元件。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日10時03分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日10点03分。

   


   その古ぼけたビルは新宿市歌舞伎町ストリートに存在する無数の小さな通りの一角に建っている。

   那栋老旧的大楼，就建在新宿市歌舞伎町街道无数小巷的其中一条。

   ベルトールは一人、そのビルの二階にある一室の扉の前に来ていた。

   贝尔多尔独自来到那栋大楼二楼的某个房间前。

   扉の窓には日本語で『茶ちゃ畑ばたけ探偵事務所』と書かれている。

   门上的玻璃窗用日语写着『茶园侦探事务所』。

   通りに面した硝子ガラスにも同じ文字がテープで書かれていたので、まず間違いないだろう。

   面向街道的玻璃上也用胶带贴着同样的文字，所以应该没错。

   「ここが高たか橋はしの言っていた探偵事務所か……良いい腕の探偵という話だったな」

   「这里就是高桥说的侦探事务所吗……听说是个本领高强的侦探。」

   《救世教会ギルド》の情報を得る為ため、新宿市で凶行に及んでいる蒐集家コレクターの居場所を調査する手伝いを依頼しにきたのだ。

   为了得到《救世教会》的情报，贝尔多尔来到新宿市，委托对方帮忙调查在新宿市犯下凶案的收藏家的所在地。

   扉の周囲には呼び鈴もインターホンもない。

   门的周围没有门铃也没有对讲机。

   数度ノックしても反応がない。

   敲了几次门也没有反应。

   「この時間ならいると高橋が言っていたが……」

   「高桥说这个时间应该在……」

   ベルトールは回転式のドアノブに手をかけ、回す。

   贝尔多尔把手放在旋转式的门把上，转动。

   「ふむ？」

   「嗯？」

   事務所の鍵は開いていた。

   事务所的门没锁。

   「失礼するぞ！」

   「打扰了！」

   勢いよく開けた事務所の中は、やや薄暗い。

   用力打开的事务所里有些昏暗。

   窓から入り込む新宿市の霊素反応灯エーテルネオンが静かに部屋を照らしている。

   从窗户射进来的灵素反应灯静静地照亮房间。

   事務所の中は、よくわからないガラクタや、機械仕じ掛かけの時計が大量に散乱している。

   事务所里散落着许多莫名其妙的破烂和机械钟。

   それだけならまだマシで、奥にあるデスクの上には食べかけの冷めたピザと炭酸の抜けた飲みかけのコーラがそのまま置かれており、酒瓶が転がり、衣服が床に脱ぎ散らかされている。

   如果只是这样还好，里面的桌子上放着吃到一半的冷披萨和没气的可乐，地上散落着酒瓶和脱下来的衣服。

   「……探偵の仕事とやらはよくわからんが、こんなずぼらで務まるものなのか？」

   「……虽然我不太清楚侦探的工作，但这么懒散的人能胜任吗？」

   ソファーの背もたれに引っ掛けられた下着を、ベルトールはしかめっ面つらで眺める。

   贝尔多尔皱着眉头，看着挂在沙发椅背上的内衣裤。

   配信中にいつも〝城〟を綺き麗れいにしてくれているマキナに何か褒ほう美びをやろうとベルトールは考える。

   他心想，下次直播时，要给总是把『城堡』打扫得干干净净的玛姬娜一点奖励。

   尤もっとも、最近散らかしているのはもっぱらシルヴァルドなのだが。

   不过，最近把这里弄得乱七八糟的，都是希瓦尔德就是了。

   この混こん沌とんと散らかった部屋で唯一ベルトールの興味を引いたのは、隅に積まれた古いゲーム用ハードとソフトだ。

   在这间混沌杂乱的房间中，唯一引起贝尔多尔兴趣的，是堆在角落的旧游戏机和游戏软件。

   （なんのゲームだろうか……気になる……）

   （是什么游戏呢……真令人在意……）

   その側そば、部屋の奥にあるワークデスクと安楽椅子の近くには、別室への扉が見える。

   在那旁边，房间深处的工作桌和安乐椅附近，有一扇通往其他房间的门。

   デスクの上に散らかった書類の中に、ベルトールの目を引く文字があった。

   桌上散乱的文件中，有段文字吸引了贝尔多尔的目光。

   「魔眼オーナー連続殺傷事件被害者リスト……？」

   「魔眼持有者连续杀伤事件受害者名单……？」

   書類には顔写真が添付されており、メモ書きもあった。

   文件上附有大头照，还附有备注。

   エヴァ゠ブラウン／人間／27／Ｆ／ロンドン／片／透視Tier:C／Ａ

   伊娃・布朗／人类／27／F／伦敦／单／透视Tier:C／A

   ウ゠ウルク／オーク／34／Ｍ／マルセイユ／両／探知Tier:E／Ｄ

   乌・乌尔克／兽人／34／M／马赛／双／探知Tier:E／D

   スティム゠ラダ／エルフ／２２３／Ｆ／アセルン／両／補助Tier:F／Ｄ

   史提姆・拉达／精灵／223／F／阿赛尔／双／辅助Tier:F／D

   ヴァウロング゠スロート／ドワーフ／55／Ｍ／上シャン海ハイ／片／切断Tier:B／Ｄ

   瓦乌隆・斯洛特／矮人／55／M／上海／单／切断Tier:B／D

   石いし田だ天てん龍りゅう斎さい／人間／12／Ｍ／博多はかた／片／石化Tier:A／Ｄ

   石田天龙斋／人类／12／M／博多／单／石化Tier:A／D

   「これは……」

   「这是……」

   そこでだ。

   就在这时——

   デスクの側にある扉が開いた。

   桌子旁的门打开了。

   「ん？」

   「嗯？」

   「む」

   「唔。」

   扉から出てきたのは、長い金色の髪をした美しい半獣人ハーフセリアンの女性だ。

   从门后出现的，是有着金色长发的美丽半兽人女性。

   シャワーをしていたのか、肌が上気しており、腰から伸びている尾は濡ぬれている。

   她似乎刚洗完澡，肌肤泛着红潮，从腰部长出的尾巴也湿漉漉的。

   耳と尻尾の形状から、狐系の半獣人ハーフセリアンである。

   从耳朵和尾巴的形状来看，她是狐系的半兽人。

   女性は全裸であった。

   女性一丝不挂。

   いやショーツは着けていたので半裸であった。

   不，她穿着内裤，所以是半裸。

   「ああ、こんな格好で失礼」

   「啊啊，抱歉，我这副模样。」

   女性は特に動揺もせず首にバスタオルを掛けて、自分の髪を拭く。

   女性没有特别动摇，将浴巾挂在脖子上，擦拭自己的头发。

   「こちらこそ不ぶ躾しつけだった」

   「我才失礼了。」

   ベルトールも特に裸である事に反応を示したりはしない。

   贝尔多尔也没有对她的裸体做出反应。

   自身の裸を見られても特に反応を示さない女と、裸の女を見ても反応が薄い男。

   自己的裸体被看到也不会特别做出反应的女人，以及看到裸女反应也很平淡的男人。

   ラブでコメディな展開になりようがない組み合わせである。

   这组合不可能发展出恋爱喜剧。

   「其方そなたがこの事務所の探偵で間違いないか？」

   「你就是这间事务所的侦探吗？」

   「うん、そうだよ。しかしだねえ君、女性の裸を見て感想の一つもないのかい？」

   「嗯，没错。不过你啊，看到女性的裸体，难道没有感想吗？」

   「ああ申し訳ない。確かに其方そなただけを脱がしているというのも些いささか礼を失しているな」

   「啊啊，抱歉。只有你脱光，的确有些失礼。」

   「……？」

   「……？」

   すると、ベルトールは着ていたジャージの上着を脱ぎ、漢字で『魔王』と書かれたシャツの裾に手を掛け、一気に上へと引き上げた。

   贝尔多尔说完，脱下身上的运动外套，将手放在写着『魔王』二字的衬衫下摆，一口气往上拉。

   そして露あらわになるのは美しく鍛え抜かれたベルトールの上半身である。

   于是，贝尔多尔那锻炼得健壮美丽的上半身便裸露出来。

   ベルトールは肩に掛かった長い黒髪を手で払い、告げる。

   贝尔多尔拨开披在肩上的黑色长发，说道：

   「希望があれば下も脱ぐが」

   「如果你希望，我也可以脱下裤子。」

   「はっはっは！　いや、いいよ。それにいい身体からだをしているが、君も脱ぐ必要はない。服を着てくれ」

   「哈哈哈！不，不用了。而且你的身材也很好，你没必要脱。把衣服穿上吧」

   「そうか……」

   「是吗……」

   残念そうな表情を浮かべながら、ベルトールは脱ぎ捨てた衣服を再び着直す。

   贝尔多尔露出遗憾的表情，再次穿上脱下的衣服。

   くつくつと笑いながら女性は半裸のまま安楽椅子に座り、卓上のピザに目配せした。

   女性一边咯咯笑着，一边半裸着坐在安乐椅上，用眼神示意桌上的披萨。

   「ピザ食べるかい？」

   「要吃披萨吗？」

   「結構だ」

   「不用了」

   「あっそう」

   「啊，是吗」

   冷めてヘタった一切れのピザの耳をつまみ、持ち上げ、開いた口の中に落とすようにして食べた。

   她捏起一块冷掉变软的披萨边，举起来，放进张开的嘴里吃掉。

   そのまま気の抜けたコーラで流し込み、机に置いてあった電子パイプ煙草たばこを咥くわえる。

   然后喝了一口没气的可乐，叼起放在桌上的电子烟。

   「今しがた殺人鬼と出会って帰ってきた所でね、汚れてしまったからシャワーを浴びていたんだ。客が来るのは知っていたんだけど、汚れたまま応対するのは失礼だと思ってね」

   「我刚刚才遇到杀人鬼回来，身上脏了所以去洗了个澡。虽然我知道有客人要来，但觉得脏着身子去迎接客人很失礼」

   「半裸で出迎えるのはいいのか？」

   「半裸着出来迎接就没问题吗？」

   「うふっ。目の保養になっただろう？　私は自分の魅力に自覚的だからね、惜しまない事にしてるんだ」

   「呵呵，你的眼睛得到了保养吧？我对自己很有魅力这点有自觉，所以不会吝啬」

   「フッ、では余も返礼に一肌脱ごうではないか」

   「呵，那我也脱一件作为回礼吧」

   「いやもうさっき脱いだからいいよ脱がなくて。ああ適当なところに座ってくれ」

   「不，你刚才已经脱了所以不用了。啊啊，随便找个地方坐吧」

   しゅんとした表情で、ベルトールは再びシャツに掛けた手を離し、ソファーに腰を下ろした。

   贝尔多尔露出失落的表情，再次松开抓着衬衫的手，坐在沙发上。

   「自己紹介がまだだったね。私は茶畑絵え美み、二十四歳独身、職業は──表向きは普通の探偵、趣味は機械いじり、好きな食べ物はピザとダイエットコーラだ」

   「还没自我介绍呢。我叫茶畑绘美，二十四岁单身，职业是——表面上是普通的侦探，兴趣是摆弄机械，喜欢的食物是披萨和无糖可乐」

   [image: ]

   「余は──」

   「吾是——」

   「待ち給たまえ」

   「等等」

   と、絵美と名乗った女性は手を突き出してベルトールの発言を制止した。

   自称绘美的女性伸出手，制止了贝尔多尔的发言。

   「私は探偵だよ？　君の素性を当ててみせようではないか」

   「我可是侦探哦？让我来猜猜你的身份吧」

   「面白い、聞いてやろう」

   「有趣，说来听听」

   「と言っても、バニーボーンから配信者ベルトールが来ると聞いてはいたんだけどね」

   「话虽如此，我从兔骨那里听说了直播主贝尔多尔要来」

   バニーボーンとは、ベルトールの朋ほう友ゆうである霊竄士エーテルハッカー、高橋のネット上で利用しているハンドルネームである。

   兔骨是贝尔多尔的朋友，灵窜士高桥在网上使用的网名。

   「私は敢あえて彼女に顔の映った画像を送ってもらわなかった。ファーストインプレッションによるひらめきを大事にしたいと思っているからね。その長身、美貌と美声、長い黒髪、生あい憎にく君の配信は見たことがないが、歴史上の魔王のイメージと一致する」

   「我特意让她不要把拍到脸的照片发给我。因为我想重视第一印象带来的灵感。你的高个子，美貌，美声，黑色长发，虽然很遗憾我没看过你的直播，但这些都和历史上魔王的形象一致」

   絵美は人差し指を軽く、ベルトールに向ける。

   绘美用食指轻轻指向贝尔多尔。

   「それは当然だ、なんたって君は五百年前にアルネスを支配しようとした魔王ベルトール本人なのだから」

   「那是当然，毕竟你就是五百年前企图支配阿尔内斯的魔王贝尔多尔本人」

   ほう、と魔王は感心の声を漏らした。

   哦，魔王发出感叹的声音。

   「その通り。余はベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト、不死の王だ。見知らぬ相手が余の素性を看破するのは、この時代に来てからは初めてだな」

   「正是。余乃贝尔多尔・贝尔贝特・贝尔修瓦尔特，不死之王。自从来到这个时代，这还是第一次有陌生人看穿余的身份」

   「おや、案外すんなり認めるんだね」

   「哦？没想到你这么轻易就承认了」

   「特に隠してもいないからな。そして其方そなたの前で浅薄な謀たばかりは無意味だと余の勘が告げている。参考までに訊たずねるが、何故なぜ余が本物の魔王だと思った？」

   「毕竟余也没打算隐瞒。而且余的直觉告诉余，在你面前耍小聪明毫无意义。作为参考，余想问你，为何认为余是真正的魔王？」

   「私はバニーボーンと懇意にしていてね、彼女の動きを追っていれば自然と辿たどり着つく」

   「我和巴尼邦关系很好，只要追踪她的动向，自然就能找到你」

   まず。と言って、絵美は言葉を紡つむぐ。

   绘美先是说了句“首先”，然后继续说道。

   「ＩＨＭＩの社長、マルキュス。彼には以前から不死なのではないかという噂うわさが一部であってね。まあ信しん憑ぴょう性のないネットの陰謀論みたいなものだが。君がネットでカリスマ性を発揮して頭角を現してきた時期に、新宿市で大規模なホログラム・ディスプレイのハッキング騒動があった。これは恐らくバニーボーンの仕業だろう。時を同じくして件くだんの社長の緊急退任。そしてすぐ後にバニーボーンが留学した秋葉原市で君とよく似た人物が目撃されているのがネットに流れている」

   「ＩＨＭＩ的社长马尔库斯，从以前开始就有部分人怀疑他是否是不死者。虽然可信度很低，和网络上的阴谋论差不多。你开始在网络上发挥领袖魅力崭露头角的时期，新宿市发生了大规模的全息投影显示器被黑的骚动。这恐怕是巴尼邦干的。与此同时，那位社长紧急辞职。之后网络上流传着巴尼邦在她留学的秋叶原市目击到了和你很像的人」

   そして、と言って続ける。

   绘美接着说道。

   「横浜市崩落事件。対岸のゴアール市にはバニーボーンも行っていたらしいね。お土産を貰もらった。その彼女の紹介でやって来た君、君と彼女は一本の線で繫つながっていると私は推理した。ＩＨＭＩ社長の退任に関わっているのは、君ではないか、と。古い訛なまりが混じった共通エルフ語ご、ファミリアを付けていない事、そして君の風貌、身のこなし……諸もろ々もろの条件を加えて君が同姓同名を名乗る別人ではなく、本人なのではないか、と推理したというわけさ」

   「横滨市崩落事件。巴尼邦似乎也去了对岸的戈尔市。我收到了她带回来的土特产。你是在她的介绍下才来到这里的，所以我推理出你和她之间有某种联系。ＩＨＭＩ社长辞职一事，或许和你有关。从你那夹杂着古语的共通语，没有法米利亚，以及你的风貌，举止……综合这些条件，我推理出你并非同名同姓的其他人，而是本人」

   「成程、高たか橋はしが紹介するだけはある……という事か」

   「原来如此，不愧是高桥介绍的人……是吗」

   少ない手がかりからよくもそこまで推察できるものだ、と彼女の洞察力をベルトールは素直に感心した。

   从这么少的线索中就能推断出这么多，贝尔多尔对她的洞察力感到佩服。

   「しかし、勇者グラムに滅ぼされたと聞いたけど生きていたんだね」

   「不过，我听说你被勇者古兰消灭了，原来你还活着啊」

   「確かに滅ぼされた。が、余は滅びをも克服した不滅の存在。五百年の年月を経て、この時代に復活を果たしたのだ」

   「余确实被消灭了。但余是连死亡都能克服的不灭存在。经过五百年的时间，余在这个时代复活了」

   「ふーん。不滅ねえ……それで、バニーボーンから詳しい話は聞いていないのだけれど、ここ茶ちゃ畑ばたけ探偵事務所にどんな仕事を依頼しにきたのかな？　飼い猫探しからクローズドサークルの殺人事件までなんでも請け負っている──とは言っても、今ちょっといくつか事件を抱えていてね。それが解決するまで新規の仕事は受け付けてないんだ」

   「哼——不灭啊……那么，虽然我还没从巴尼邦那里听说详细情况，不过你来这个茶畑侦探事务所是想委托什么工作呢？从寻找家猫到封闭空间的杀人事件，什么都可以承包——话虽如此，我现在手上还有几个事件。在解决那些事件之前，我不会接新的工作。」

   「つまり、今は忙しいという事か」

   「也就是说，你现在很忙吗？」

   と、ベルトールは顎に手を当ててしばし熟考した後、顔を上げた。

   贝尔多尔用手抵着下巴，沉思片刻后抬起头。

   「この事務所に他の探偵は？」

   「这个事务所还有其他侦探吗？」

   「私の個人事務所だからね、他には誰もいないよ」

   「这是我的个人事务所，没有其他人。」

   「人手は？」

   「人手呢？」

   「常に不足中」

   「一直不足。」

   「フ、フフ」

   「呵、呵呵。」

   「うん？」

   「嗯？」

   「フハハハハハハハハ！　簡単な事ではないか！　やはり余の頭脳は冴さえているな！　そう、まさに探偵のように！」

   「呼哈哈哈哈哈哈哈哈！很简单不是吗！余的头脑果然很敏锐！没错，就像侦探一样！」

   「な、なんだい急に……」

   「怎、怎么突然……」

   いきなりテンションが上がりだしたベルトールに困惑しつつ、その真意を探るべく絵美はしばらく考え込む。

   贝尔多尔的情绪突然高涨起来，让绘美感到困惑，为了探查他的真意，她暂时陷入了沉思。

   「はっ、まさか……！」

   「啊，难道说……！」

   「気が付いたようだな名探偵！」

   「你好像注意到了呢，名侦探！」

   ベルトールは髪をかきあげる。

   贝尔多尔撩起头发。

   「喜ぶがよい！　この魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトが其方そなたの抱える事件を解決に導こうではないか！」

   「高兴吧！就由本魔王贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特来引导你解决你所抱持的事件吧！」

   そして腕を前に伸ばし高らかに宣言した。

   然后他将手臂伸向前方，高声宣言。

   「肉体からだは不死身！魂こころは不滅！　その名は魔探偵ベルトールだ！」

   「肉体是不死之身！灵魂是不灭之物！其名为魔侦探贝尔多尔！」

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、15時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，15时00分。

   


   外新宿近くの環状高架線路沿いに、マトイはいた。

   在靠近外新宿的环状高架铁路沿线，缠正漫步着。

   マトイは空腹を感じていた。

   缠感到肚子饿了。

   本来マギノロイドに、『空腹』という概念はない。

   本来魔导人偶是没有『肚子饿』这种概念的。

   しかしマトイには栄養素を経口摂取──つまり食事をする事で、魔力を超効率で運用できるという特殊な機能が備わっている。

   但是缠拥有经口摄取营养素——也就是通过进食来高效运用魔力的特殊机能。

   摂取した食べ物が分解されきってしまうと、魔力の運用効率が大幅に低下、それに伴いイデアサーキットの演算処理にも影響が出てしまうのである。

   摄取的食物一旦被完全分解，魔力的运用效率就会大幅下降，同时对Idea circuit的演算处理也会产生影响。

   故に、分解が終わると腹部に搭載されたセンサが縮小し『空腹』を知らせるのである。

   因此，当食物被完全分解后，搭载在腹部的传感器就会缩小，通知缠『肚子饿了』。

   つまりは空腹だと元気が出ず、ご飯を食べると元気になるという事である。

   也就是说，肚子饿了就会没精神，吃饭了就会有精神。

   機械なのに。

   明明是机械。

   時を遡る前に十分な補給ができていなかったマトイは、歩き回っていた事もあって食事を摂とる必要がでてきたのだ。

   在回溯时间之前没有得到充分补给的缠，因为四处走动，所以需要进食。

   （腹が減っては何とやら。もし空腹で戦闘に入ったら、不測の事態が起こりかねません）

   （饿着肚子就无法战斗。如果在空腹状态下进入战斗，可能会发生意外。）

   そんな事をイデアサーキットで思考していると、ふと、新宿市に来てから異臭ばかり感知していた嗅覚センサに『統計的いい匂い』が漂ってきた。

   当缠用Idea circuit思考着这些事情时，来到新宿市后一直感知到异味的嗅觉传感器突然飘来『统计上很香的味道』。

   空腹状態になり、処理能力が若干低下している上にセンサが過敏になっており、誘いざなわれるように、あるいは無意識に嗅覚センサの導きに従って歩みを進めていた。

   由于处于空腹状态，处理能力不仅有所下降，传感器也变得过于敏感，缠就像被引诱般，又或者说是无意识地遵从嗅觉传感器的引导而迈开步伐。

   つまりは腹が減って飯の匂いに釣られたのである。

   也就是说，她被肚子饿和食物的香味给吸引过去了。

   飲食店らしき店の前まで辿り着き、木造りの古い扉を開けると、入店を告げるベルの音がカランカランと鳴った。

   缠来到看似餐饮店的店家前，打开木制的老旧门扉，告知入店的铃铛声随即响起。

   店内は狭い。

   店内很狭窄。

   二人がけのテーブル席が二つに、カウンター席が四つ、店の奥には上り階段が見える。

   有两张双人桌，以及四张吧台座位，店内深处可以看见上楼的楼梯。

   店内には音楽が流れている。

   店内播放着音乐。

   マトイは音を楽しむといった事はしないが、今聴覚素子に入力されている曲は心地よいと判断できた。

   缠虽然不会享受音乐，但她判断现在输入听觉元件的曲子很悦耳。

   客入りはほぼ満席で、カウンター席が一つ空いているだけだ。入り口に近い席にいたハンチング帽を被かぶった二人の犬型獣人セリアンが、店内に入ったマトイをちらと見やり、すぐに視線を外した。

   客人几乎坐满，只有吧台座位还空着一个位子。在入口附近座位上，戴着猎帽的两名犬型兽人瞥了进入店内的缠一眼，又立刻移开视线。

   カウンターの奥には、初老のオーガの店主が忙しそうにフライパンを動かしている。

   在吧台内侧，年迈的食人魔店主正忙碌地挥动平底锅。

   店の雰囲気は物静かだが、客層は客観的に見てよくなかった。獣人セリアンの客にしてもオーガの店主にしても、纏まとう空気はカタギのそれではない。

   店内的气氛虽然沉静，但客层客观来看并不好。无论是兽人客人还是食人魔店主，身上散发的氛围都不是正派人士。

   （ガラの悪いヒトばかりだと分析できます……統計的に）

   （可以分析出净是些品行不良的人……从统计上来看。）

   マトイがこの数時間新宿市を調査した結果、環状に作られた高架線を境に、内と外で治安が若干異なる事がわかった。

   缠在这几个小时调查新宿市的结果，得知以环状高架线为界线，内侧和外侧的治安状况有些许不同。

   どちらの治安もすこぶる悪いが、内側はある種の秩序がある治安の悪さ、外側は無秩序な治安の悪さである。

   虽然两边的治安都很差，但内侧是具备某种秩序的治安，外侧则是毫无秩序可言的治安。

   それは恐らく人口密集度から来るものであるのだろうとマトイは分析する。

   缠分析，这恐怕是人口密度所造成的影响。

   そしてこの店は外側寄りにある為ため、相応にガラの悪い者達が客として集まっているのだろうと考えた。

   而这家店因为比较靠近外侧，所以才会聚集了品行不良的客人。

   とりあえず、空いているカウンター席にマトイは腰を下ろす。

   总之，缠在空着的吧台座位坐下。

   すると──

   接着——

   「おい、お嬢ちゃん」

   「喂，小妹妹。」

   と、隣に座るオークの男がマトイに声をかけてきた。

   坐在她隔壁的半兽人男性向缠搭话。

   義眼に、改造された高出力の義手。

   义眼，以及改造过的高功率义手。

   顔には大きな傷があり、相手を威圧するような風貌である。

   脸上有道大伤疤，外表看起来很吓人。

   「ここはお嬢ちゃんみてえなのが座るようなとこじゃねえよ」

   「这里不是你这种小妹妹该来的地方。」

   「え？」

   「咦？」

   マトイは知っている。

   缠知道。

   白亜の館ホワイトハウスの娯楽室で見た映像作品でこの展開を見たことがあった。

   她在白亚之馆的娱乐室看过的影像作品中，曾经看过这种发展。

   新参者の一見ひ弱そうな自分、荒くれ者が集う酒場、恐らくこの後に予想されるのは、因縁を付けられ決闘というパターンだ。

   新来的客人乍看之下很弱小，聚集了暴徒的酒馆，接下来恐怕会演变成找碴和决斗的套路。

   マトイが内心期待しつつも攻撃されたらどう撃退しようかシミュレートしていると、オークの男が口を開いた。

   缠在内心期待的同时，模拟着遭到攻击时该如何击退对方，这时半兽人男性开口了。

   「この店最近二階にもスペースができたんだ、一階はこの通りマスターがでかくて窮屈だからな、二階の方が広くてお嬢ちゃんには居心地いいだろうぜ」

   「这间店最近二楼也开放了。一楼就像你看到的，因为老板太魁梧，所以很挤。二楼比较宽敞，对小妹妹来说应该比较舒适。」

   と言って親指を階段の方へ向けた。

   语毕，他用拇指比向楼梯的方向。

   「ありがとうございます……」

   「谢谢……」

   予想外の対応に若干の肩透かし感があり、多少啞あ然ぜんとしつつ、マトイは頭を下げて席を立った。

   出乎意料的应对让缠觉得有点扫兴，她有些哑口无言地低头致谢后，起身离开座位。

   言われたとおり階段から二階へと向かう。

   她按照半兽人男性说的，从楼梯走上二楼。

   狭い階段を登りながら、マトイは考える。

   缠一边爬上狭窄的楼梯，一边思考。

   更なる荒くれ共が巣食う魔窟となっている可能性も否定できない。いや、そこに誘い込む為の罠わなかもしれない、恐らくきっとそうだ。

   无法否定二楼可能变成更多暴徒聚集的魔窟。不，这说不定是为了引诱她过去的陷阱。一定是这样没错。

   イデアサーキットをフル回転させながら高速で思考を回していく。

   她让思考回路全速运转，高速思考。

   戦闘準備はできている。奇襲も警戒。

   战斗准备已经完成。也做好了奇袭的警戒。

   二階フロアへ足を運ぶ。

   她走上二楼。

   二階フロアは一階フロアと比べるとかなりスペースに余裕があった。

   二楼跟一楼相比，空间相当宽敞。

   いくつかあるテーブル席には、やはり一階にいた荒くれ者達と同じような風ふう体ていの男達が視界に入った。

   好几张桌子旁，坐着跟一楼的暴徒们打扮相似的男人们。

   「ケケケ……」

   「咯咯咯……」

   「キキキ……」

   「嘻嘻嘻……」

   男達は薄ら笑いを浮かべながら、マトイを遠巻きに眺めている。

   男人们露出浅笑，远远地眺望缠。

   そんな荒くれ空間の中、マトイ以外の明らかに場違いな者がいた。

   在这样的暴徒空间中，除了缠以外，还有另一个明显格格不入的人。

   「おかえりなさいませ〜！　ご主じ……違う違う、ここはそういうお店じゃなくて普通の喫茶店。染しみ付ついてたのが出ちゃったわ……いらっしゃいませ〜お好きな席にどうぞー」

   「欢迎回来～！主……不对不对，这里不是那种店，是普通的咖啡厅。习惯成自然了……欢迎光临～请随意入座～」

   笑みを浮かべて案内するのは、長い金髪をツーサイドアップにし、緋ひ色いろと金色のオッドアイが特徴的な、ハーフエルフの従業員だ。

   脸上挂着笑容带位的，是将金色长发绑成双马尾，有着绯色与金色异色瞳的半精灵店员。

   胸元にネームプレートが付いていて、そこには日本語で『やまだ』と書かれており、丈の短いメイド服で給きゅう仕じをしている。

   她的胸口别着名牌，上面用日文写着「山田」，穿着短裙女仆装服务客人。

   （かなりのカワイさに胸部装甲。生身でこのような方がこんな場所で仕事をしていて大丈夫なのでしょうか。しかしこの方、どこかで見たことがあるような……）

   （可爱度和胸部装甲都相当可观。让这种人以肉身在这种地方工作没问题吗？不过我好像在哪里见过这个人……）

   その身体的特徴を記憶領域から参照しようとすると、一瞬だけノイズが入った。

   她试图从记忆领域调出身体特征，却出现了一瞬间的噪声。

   それは２１４９年の司令室バンカー前の廊下で感じたノイズと同一のものだったのだが、その認識すらマトイの記憶領域から消えていた。

   虽然这和2149年在司令室前的走廊上感受到的噪声相同，但就连这份认知也从缠的记忆领域中消失了。

   出力される結果は、該当者なし。

   输出的结果是，没有符合的对象。

   この時代に知り合いはいないし、先程も既視感を覚えていたので単なる遡そ行こうの影響による不具合だろう、とマトイは結論づけて窓まど際ぎわのテーブル席に着く。

   自己在这个时代没有认识的人，而且刚才也产生了既视感，所以单纯是回溯的影响导致系统出错吧——缠做出结论，坐到窗边的座位上。

   いつでも脱出できるポジションだからだ。窓際は狙撃の危険があるものの、そちらは十分に対処が可能である。退路の確保を優先した。

   因为这个位置随时都能逃脱。虽然窗边有遭到狙击的危险，但足以应付。她以确保退路为优先。

   彼女の聴覚素子に、周囲の客の声が入ってくる。

   周围的客人声音传入她的听觉感应器。

   「おい聞いたかよ。『塒ねぐら』でまた事件があったんだってよ」

   「喂，你听说了吗？『巢穴』又发生事件了。」

   「事件だなんてこの街じゃよくあるこったろ。つーか『塒ねぐら』ってなんだよ」

   「这种城市不是经常发生事件吗？话说『巢穴』是什么啊？」

   「お前しらねーの!?地下街だよ地下街！」

   「你不知道吗？是地下街啦，地下街！」

   「しらね。んでその地下街で何の事件があったんよ」

   「没听过。所以那个地下街发生什么事件了？」

   「廃はい墟きょ探検してるストリーマーが消えたって」

   「听说去废墟探险的直播主消失了。」

   マトイはテーブルの上に視線を落とす。

   缠的视线落在桌上。

   テーブルの上にはメニュー表が置かれており、眺めていると従業員の少女が注文を取りに来た。

   桌上放着菜单，她看着菜单时，少女店员前来点餐。

   「ご注文は何になさいますか？」

   「请问您要点什么？」

   「それではホットミルクとフライドポテトをお願いします」

   「那么请给我热牛奶和薯条。」

   メニュー表から商品を指差し、注文する。

   她指着菜单上的商品点餐。

   どちらもワシントン市にいた頃にマトイがよく食べていたものだ。

   两者都是缠在华盛顿市时经常吃的东西。

   「かしこまりましたー少々お待ちくださいね」

   「好的～请稍等一下。」

   ニッコリと笑みを浮かべ、従業員の少女は一階へと降りていく。

   少女店员露出微笑，走下一楼。

   その姿が見えなくなると、近くのテーブルのドワーフの男とオーガの男がニヤニヤと薄ら笑いを浮かべている。

   等到看不见她的身影后，附近的矮人男性和食人魔男性露出不怀好意的浅笑。

   「ケケケ……聞いたかよ」

   「咯咯咯……你听说了吗？」

   「キキキ……勿もち論ろんだぜ……」

   「嘻嘻嘻……当然……」

   「ケケケ……ミルクだとよ」

   「咯咯咯……她说牛奶耶。」

   「キキキ……ミルクねえ……」

   「嘻嘻嘻……牛奶啊……」

   マトイは知っている。

   缠知道。

   白亜の館ホワイトハウスの娯楽室で見た映像作品で、やはりこの展開を見たことがあった。

   她在白亚之馆的娱乐室看过视频，同样看过这个发展。

   恐らくこの後に予想されるのは『ギャハハハ！　ミルクだってよ！』『帰ってママのおっぱいでも吸ってな！』と言われた後になんやかんや悶もん着ちゃくあって決闘というパターンだ。

   接下来恐怕会演变成「哇哈哈哈！居然点牛奶！」「回去吸妈妈的奶吧！」，然后发生争执，最后演变成决斗。

   マトイが内心期待しつつも攻撃されたらどう撃退しようかシミュレートしていると、男達が口を開いた。

   缠在内心期待的同时，模拟遭到攻击时该如何击退对方，这时两名男子开口了。

   「ケケケ……この店のミルクはオーガニックだからな、良いい所に目を付けたなお嬢ちゃん」

   「嘿嘿嘿……这间店的牛奶是有机牛奶，你的眼光不错哦，小姐。」

   「キキキ……ミルクは美味おいしい上に栄養価が高いから最高のチョイスだぜ……」

   「嘻嘻嘻……牛奶不仅好喝，营养价值也很高，是最棒的选择……」

   「ケケケ……こんな可愛い子がこんな場末の店に来るなんて珍しいからついつい話しかけちゃったぜ」

   「嘿嘿嘿……这么可爱的女孩子居然会来这种偏僻的店，真是稀奇，害我忍不住向你搭话了。」

   「キキキ……このあたりは外新宿に近いからガラが悪い連中が多くて治安があんまよろしくねえ、気をつけるんだぜ嬢ちゃん……」

   「嘻嘻嘻……这附近离外新宿很近，有很多品行不良的家伙，治安不太好，你要小心哦，小姐……」

   （悪い人達ではないのかもしれませんね……）

   （或许他们不是坏人……）

   マトイは勝手な思い込みと先入観でよく知らない相手のパーソナリティを決めつけた事を申し訳なく思い、恥じた。

   缠因为擅自认定和先入为主的观念，擅自决定陌生人的个性，她对此感到抱歉，也感到羞愧。

   いつの間にか戻ってきていた従業員の少女が、眉を顰ひそめて男二人に言う。

   不知何时回来的少女店员皱起眉头，对两名男子说：

   「ちょっと、お客さんにうざ絡がらみするのやめてくれませんか？」

   「喂，可以不要缠着客人不放吗？」

   「ケケケ……緋ひ月づきちゃんに怒られちゃった」

   「嘿嘿嘿……被绯月妹妹骂了。」

   「キキキ……反省反省。じゃあ緋月ちゃんに絡んでもいいかな？」

   「嘻嘻嘻……反省反省。那我可以缠着绯月妹妹吗？」

   「はっ倒しますよぉ？」

   「小心我揍飞你们哦？」

   緋月と呼ばれた従業員の少女は怒りに笑顔を貼り付け、だが声だけはなんとか可愛さを保っていた。

   名为绯月的少女店员脸上挂着愤怒的笑容，但只有声音勉强维持可爱。

   「常連さんがすみません……」

   「不好意思，常客……」

   緋月が申し訳なさそうに、マトイが注文した商品をトレイからテーブルへ置いた。

   绯月一脸歉意，将缠点的饮料从托盘放到桌上。

   「いえ、問題ありません」

   「不会，没关系。」

   そう言って、マトイは熱いミルクに口をつける。

   说完，缠喝了一口热牛奶。

   ワシントン市にあった粉末を溶いたものと違い、濃厚な香りが嗅覚センサで感じられた。

   和华盛顿市的粉末状牛奶不同，缠的嗅觉感应器闻得到浓郁的香气。

   「……」

   「……」

   緋月はその場で、じっとマトイの後頭部のあたりを見ている。

   绯月站在原地，盯着缠的后脑勺。

   「私になにか？　カワイさに見み惚とれてしまったのでしたら大変申し訳ございません」

   「有事吗？如果是因为可爱到看呆了，那真是非常抱歉。」

   そう言って、最新のカワイイポーズを取ると、緋月が怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

   说完，缠摆出最新的可爱姿势，绯月见状疑惑地歪头。

   「何ですか、そのポーズ」

   「那个姿势是什么？」

   「五十年後の最新カワイイポーズです」

   「五十年后的最新可爱姿势。」

   「ああそう……あー、えーっと。お客さんファミリア付けてないみたいなんですけど、お支払いとか大丈夫です？」

   「哦……啊，呃——客人好像没有法米利亚，这样付得起钱吗？」

   「……？　質問です。どういう事ですか？」

   「……？请问，什么意思？」

   疑問符を浮かべるマトイに、非常に気まずそうに緋月が言う。

   面对头上浮现问号的缠，绯月非常尴尬地说道：

   「……や！　すみません！　失礼でしたよねほんと！流石さすがに他のお支払い方法ありますよね！　いや身近にそういうヒトというか無銭飲食未遂ドラゴンがいるものでつい……」

   「……呀！对不起！我真是太失礼了！肯定还有其他支付手段的对吧！哎呀，因为我身边有个人……不对，是条龙曾经有过吃霸王餐未遂的经历，所以一不小心就……」

   深々と頭を下げて謝罪する緋月の頭を見ながら、マトイは演算する。

   看着绯月深深低头道歉的脑袋，缠开始进行演算。

   マトイにファミリアは装着されていない。

   缠身上并没有法米利亚。

   ２１４９年の未来にも魔法行使補助のインプランタブルデバイスは存在しているが、現在のパーソナルコンピュータを埋め込んだような多機能タイプのものでなく、余計な機能を削そぎ落として戦闘補助に特化したものだ。

   虽然在2149年的未来也存在着魔法行使辅助的植入式装置，但那并非是像现在这种植入个人电脑的多功能类型，而是削减了多余功能，专门用于战斗辅助的类型。

   ちょうど開発初期のファミリアに先祖返りした形である。

   正好是回归到法米利亚开发初期的形态。

   マトイの場合は、戦闘補助機能はファミリアでなくイデアサーキットが担になっている。

   以缠的情况来说，战斗辅助功能并非由法米利亚，而是由ＩＤ芯片来负责。

   この時代の経済、支払いの制度、ファミリア、飲食店、お金、あらゆる要素が一瞬にして巡り、一つの解を提示する。

   这个时代的经济、支付制度、法米利亚、餐饮店、金钱，所有要素在一瞬间流转，提示了一个答案。

   「あ」

   「啊。」

   過去例がない程に、マトイの感覚系に悪お寒かんが走る。

   缠的感觉系统窜过一股前所未有的恶寒。

   そうだ、とマトイは思い至る。

   对了，缠想到。

   この時代の新宿市は完全電子貨幣制度。

   这个时代的东京新宿市是完全电子货币制度。

   彼女のいたワシントン市は物資不足もあってチケットを使った配給制であり、彼女自身は《勇者》の特権でチケットも不要だったのだ。

   她所在的华盛顿市由于物资不足，所以是使用票券的配给制度，而她本人则是因为《勇者》的特权，所以不需要票券。

   （し、しまいました！　空腹状態でイデアサーキットの処理能力が落ちていたのも相まって、この時代の経済システムにまで演算が至らなかったとはなんという不覚……！）

   （糟、糟了！因为空腹状态导致ＩＤ芯片的处理能力下降，居然连这个时代的经济系统都来不及演算，真是太大意了……！）

   「あ……もしかしてお金ない……？」

   「啊……难道你没钱……？」

   「肯定です……すみません。お金ありません……」

   「肯定……对不起。我没有钱……」

   一瞬だけ意識を窓の外に向ける。

   缠的意识一瞬间转向窗外。

   逃げるのは容易たやすい、が、流石に《勇者》が食い逃げというのはまずい。

   要逃走很容易，但《勇者》吃霸王餐实在不太妙。

   だが捕まるのはもっとまずい。

   不过被抓到就更不妙了。

   穏便な解決を図る為ためにイデアサーキットを禍か福ふく侯こうと戦っていた時よりも回転させる。

   为了寻求和平的解决方法，缠让ＩＤ芯片以比和祸福侯战斗时更快的速度运转。

   （以前娯楽室で読んだコミックでは、金銭が不足していた時は皿洗いをしていました。しかし今はそんな事をしている場合ではないし、そもそも私には皿洗い機能などありません、いえやれと言われたらできますでしょうが経験が同期されておらず、いや何を思考しているのでしょうか私）

   （以前在娱乐室看的漫画里，缺钱的时候会去洗盘子。但现在不是做那种事的时候，而且我本来就没有洗盘子的功能。不对，如果有人叫我做，我应该也办得到，但经验没有同步，不对，我在想什么啊。）

   未来の高次演算装置の補助により、人造精霊The OrAcleの最新型が一つの解答を導き出す。

   在未来的高次元演算装置辅助下，人造精灵The Oracle的最新型导出一个解答。

   「あの……こちらで勘弁していただけないでしょうか……」

   「那个……可以请你放过我吗……」

   「え、何？」

   「咦，什么？」

   マトイは指を二本立て、顔の前に持っていき、横向きにした指を開きながら目の横にスライドさせて真顔のまま横ピースのポーズをキメた。

   缠竖起两根手指，举到脸前，然后横向张开手指，滑到眼睛旁边，摆出认真的横向胜利手势。

   「……どうでしょう……」

   「……怎么样……？」

   「なにがどうでしょう？」

   「什么怎么样？」

   「その……カワイかったでしょう？」

   「那个……很可爱吧？」

   「ええ？　まあ、可愛いと思うけど……」

   「咦？嗯，我是觉得可爱啦……」

   「これでチャラにしていただけたら……なんて……」

   「如果能用这个抵销……之类的……」

   「はっ倒すわよ!?」

   「我揍你哦！？」

   「ですよね！」

   「我想也是！」

   可愛さ払いは当然のように却下され、やはり皿洗いしかないかと考えていると、緋月が対面へドカッと座った。

   用可爱抵销当然被驳回，正当缠想着果然只能洗盘子时，绯月一屁股坐到她对面。

   「今回は私が払っとくから別にいいわ」

   「这次我来付，没关系。」

   「えっ!?」

   「咦！？」

   「いやだから、ミルク代とポテト代は私持ち」

   「就是说，牛奶和薯条我请客。」

   「どうして……？」

   「为什么……？」

   「どうしてって……面白かったから？」

   「为什么……因为很有趣？」

   「ありがとうございます。やはりカワイかったから無料にしていただけるとは……」

   「非常感谢。果然因为很可爱，所以愿意免费请客……」

   「この……！　はぁ、まあいいわ。可愛くて得したわね。今日のポテト塩効いてるー」

   「你这家伙……！唉，算了。可爱就算赚到了。今天的薯条盐味真棒～」

   そう言いながら、緋月はマトイのフライドポテトを口へ運んでいく。

   绯月边说边把缠的薯条送进嘴里。

   「ハロハロ〜」

   「哈啰哈啰～」

   新しく二階フロアに入ってきた客が、緋月の方に向かって手を振っている。

   新来到二楼的客人，朝绯月的方向挥手。

   ドワーフ・ジャケットの下にチャイナ・ドレス、頭に丸サングラスを載せ、黒髪に赤いメッシュが一房入った少女だ。当然ながら、その特徴的な外見に見覚えはない。

   那是个在矮人外套下穿着旗袍，头上戴着圆墨镜，黑发中混了一撮红色挑染的少女。缠当然对那充满特色的外表没有印象。

   「ちょっと高たか橋はし……バ先にくるなって言ってるでしょ……」

   「喂，高桥……我不是叫你别来上班吗……」

   「あたしここの常連なんだけど!?っと、その子緋月の友達？」

   「我可是这里的常客耶！？啊，这孩子是绯月的朋友吗？」

   「ううん。可か愛わいいポーズで代金払おうとした無銭飲食の客」

   「不，是想用可爱的姿势抵销餐费的吃霸王餐客。」

   「あっははははははは！　おもしろー、大丈夫？　あたしが奢おごろっか？」

   「啊哈哈哈哈哈哈哈！真有趣～你还好吗？要不要我请客？」

   「結構です。もう出して頂いたので、お心遣い感謝します」

   「不用了。他已经请我吃了，感谢你的关心。」

   「そなんだ。あたしこの金髪の友達なんだ〜ハロハロ〜。高橋っての。よろしくね」

   「这样啊。我是这个金发的朋友～哈啰哈啰～我叫高桥，请多指教。」

   「ハロで……す……？」

   「哈啰……？」

   メッシュの少女、高橋は近くの席に腰掛ける。

   挑染少女高桥在附近的座位坐下。

   「あれ、兎うさぎ……？」

   「咦，兔子……？」

   不意に、そんな言葉が出た。

   缠突然说出这句话。

   何故なぜその言葉が出たのかマトイには全くわからなかった。

   她完全不明白自己为何会说出这个词。

   「ん、なんにい？」

   「嗯？你说什么？」

   高橋が、マトイを不思議そうな視線で見る。

   高桥以不可思议的眼神看着缠。

   「いえ、なんでも……」

   「不，没什么……」

   「そ？　緋月あたしね〜ナポリタンとメロンソーダ。お腹なか減ってるからちゃっちゃとね」

   「是吗？绯月啊～我要拿坡里意大利面和哈密瓜汽水。我肚子饿了，快点端上来。」

   「は？　自分で取ってきなさいよ」

   「啊？自己去拿啦。」

   「こっちは客なんだけど!?」

   「我可是客人耶！？」

   「はいはい後でね」

   「好好好，等一下。」

   「今食べたいんだけど!?」

   「我现在就想吃耶！？」

   「それより高橋、あんたいい加減部屋掃除しなさいよ」

   「话说回来，高桥，你也差不多该打扫房间了吧。」

   「そんなん言うなら緋月が掃除してよー」

   「既然你这么说，绯月你来打扫吧～」

   「なんであんたの部屋をあたしが掃除しなきゃならないのよ。自分でしなさいよ……」

   「为什么我得打扫你的房间啊？自己扫啦……」

   「居い候そうろうなんだからそれくらいしてもいいじゃーん」

   「反正你寄住在我家，这点小事应该做吧～」

   「あんた部屋にパンツとかそのまま投げっぱなしじゃない……」

   「你不是会把内裤直接扔在房间里吗……」

   「緋月だってたまにブラそのまんまにしてる時あんじゃん！　でっけえやつをよ！　セクシーなやつをよ！」

   「绯月还不是一样，有时候会把胸罩直接扔着不管！而且还是那种大尺寸的！性感的！」

   「わ──！　ちょ、ばっ！　アホ！　声が大きすぎるわよ！」

   「哇——！等等，笨蛋！你太大声了！」

   「見せる相手もいねーのによー！　もっとおっぱい触らせろ！」

   「明明就没有人会看！让我多摸几下胸部啦！」

   「もうご飯作ってやんないわよ……」

   「我再也不做饭给你吃了……」

   「わーごめんごめんごめん冗談じゃ〜ん」

   「哇——抱歉抱歉抱歉，开玩笑的啦～」

   「ったく……あ、お醬しょう油ゆがなくなりそうだったから帰りに買っておいてよ」

   「真是的……啊，酱油快用完了，你回来时顺便买一下。」

   [image: ]

   「あい〜。緋月バイトいつまで？」

   「好～绯月，你打工到什么时候？」

   「ん？　もうすぐ上がりだけど」

   「嗯？就快下班了。」

   「んじゃ後で一緒にマキナとシル姉んとこ行こう。もう色々動いてるみたいだし」

   「那等一下和玛姬娜一起去席尔姐那里吧。她好像已经在着手准备了。」

   「おっけ」

   「OK。」

   既視感があった。あの高橋も、緋月も、どこかで見た事があるような気がする。

   有种既视感。那个高桥和绯月，感觉好像在哪里见过。

   マトイは頭を振る動作と共に、その違和感を振り払った。

   缠摇摇头，甩掉这种异样感。

   「ねーねー、あんたどっから来たのー？」

   「欸欸，你是从哪里来的？」

   無邪気な顔で、高橋少女がマトイに訊たずねた。

   高桥少女一脸天真无邪地询问缠。

   「ワシントン市です」

   「华盛顿市。」

   「ワシントン市!?あんれまあそりゃ随分遠いところから来なすって」

   「华盛顿市！？哎呀，你从很远的地方来呢。」

   「へー、私行ったことないわね。高橋ある？」

   「哦——我没去过那里。高桥你呢？」

   「あるわけねーでしょ！　どうやって来たの？」

   「怎么可能去过！你是怎么来的？」

   「タイムマシンでやってきました」

   「我是坐时光机来的。」

   ついうっかり素直に答えてしまった。

   她不小心老实回答了。

   マトイはまあ問題ないだろうと考える。正直なところもカワイイポイントだ。

   缠觉得这应该没什么问题。老实也是她的可爱之处。

   「あーっはははははは！　いいねえタイムマシン！」

   「啊——哈哈哈哈哈哈！时光机不错啊！」

   「そりゃあお金ないわよねー」

   「那肯定没钱了呢——」

   笑い合う二人を見ながら、マトイはポテトを摘まむ。

   看着相视而笑的两人，缠夹起薯条。

   こうしてこの二人とお喋しゃべりをするのもとても楽しい事だが、それよりもやる事がある。

   虽然和这两人聊天也很开心，但还有更重要的事要做。

   情報収集だ。

   收集情报。

   現状自分の持っている情報は少ない。未来を変える因子としての可能性が一番高いであろう終世魔王ベルトールの情報を探るのが正解だろうと、マトイは結論づける。

   自己现在拥有的情报很少。缠得出结论，应该去寻找最有可能成为改变未来的因子的终世魔王贝尔多尔的情报。

   「あの、すみません」

   「那个，不好意思。」

   「ん？　どったの？」

   「嗯？怎么了？」

   「ベルトールという人物について、心当たりありますか？」

   「你们知道贝尔多尔这个人吗？」

   その名を出した途端、一瞬、ほんの一瞬だけ二人の動きに変化があった。

   说出这个名字的瞬间，两人的动作有一瞬间，仅仅一瞬间发生了变化。

   「うん、知ってるよ〜だって有名人だもん。ベルトールつったら今をときめく人気配信者だもんねえ。あたしもよく見てるし」

   「嗯，知道哦～因为是名人嘛。说到贝尔多尔，就是现在当红的直播主啊。我也经常看他的直播。」

   「え？　えぅ!?し、知ってるわよ勿もち論ろん。ねえ？　まあ、ねえ？」

   「咦？咦！？我、我当然知道啊。对吧？嗯，对吧？」

   高橋はともかく、緋ひ月づきはあまり噓うそが得意ではないようだ。

   先不说高桥，绯月似乎不太擅长说谎。

   同名の人物が配信者として活動していた、というのは以前資料室のデータベースのテキストデータで確認した記憶があるが、それと〝あの〟ベルトールが同一人物だという確証はない。

   同名人物作为直播主活动，这件事缠之前在资料室的数据库的文本资料中确认过，但没有证据证明他和“那个”贝尔多尔是同一个人。

   （まあ同名の別人の可能性が高いでしょうが）

   （虽然同名的其他人可能性更高）

   「あー、もしかしてファンとか？」

   「啊——难道你是他的粉丝？」

   高橋の困ったような問いかけに、マトイはイデアサーキットをフル回転させ演算する。

   面对高桥略带为难的提问，缠全力运转着思考回路进行演算。

   答え方次第では情報が得られるかもしれない。緋月の反応を見る限り、何やら知ってはいるようである。

   根据回答方式的不同，或许能得到情报。从绯月的反应来看，他似乎知道些什么。

   いくつかの選択肢の中、デモクラシー評決機構が最も確率の高い選択肢を選ぶ。

   在几个选项中，民主主义评决机构选择了概率最高的选项。

   「肯定です。私はベルトールのファンです。一度お会いしてみたいなって思ってるんです。もしかして、ご連絡とか取れたりしますか？」

   「肯定。我是贝尔多尔的粉丝。一直想见他一面。难道说，你们能联系到他吗？」

   「ごーめん知らないわー」

   「抱歉，不知道——」

   マトイが知るよしもないが、彼女の選択は悪手であった。

   缠无从得知，她的选择是错误的。

   もし〝魔王〟ベルトールを探しているのであれば、高橋も一考しただろう。

   如果是在寻找“魔王”贝尔多尔，高桥也会考虑一下吧。

   だが〝配信者〟ベルトールのファンに彼の情報を売るなど言語道断だというスタンスであるというのを、マトイが知らなかったのは無理からぬ事である。

   但是，缠并不知道，高桥的立场是绝不会将他的情报卖给“直播主”贝尔多尔的粉丝的。

   


   『システム一部復旧。不死因子測定、因果干渉値測定可能』

   『系统部分恢复。可测定不死因子，可测定因果干涉值』

   


   ポテトとミルクを摂取した事によってか、はたまた時間経過によってか、システム復旧のメッセージがマトイの視界内に表示された。

   不知是因为摄取了薯条和牛奶，还是因为时间经过，系统恢复的信息显示在了缠的视野内。

   （これでようやくアクティブに任務のために動く事ができますね）

   （这样终于可以主动为任务而行动了）

   テストも兼ねて、塩味の効いたフライドポテトを摘まみながら少女二人を走査する。

   缠一边吃着咸味十足的薯条，一边扫描两名少女，顺便测试系统。

   『不死因子測定、因果干渉値測定共に反応なし』

   『不死因子测定、因果干涉值测定均无反应』

   つまりは、彼女らは未来の分岐点に関わる人物ではないという事だ。

   也就是说，她们并非与未来的分歧点有关的人物。

   先程感じた違和といい、システムが破損した影響で何らかの不具合や想定外の挙動がイデアサーキットで発生しているのだろう。そうマトイは結論づけた。

   刚才感觉到的异样感，以及在理想电路中发生的故障和预料之外的举动，都是系统破损的影响吧。缠如此下结论。

   しばし少女達と談笑し、視界内に表示された時刻は15時17分。

   与少女们谈笑了一会儿后，视野内显示的时间是15点17分。

   「すみません、もう行きますね。ミルクとフライドポテト、ありがとうございました」

   「不好意思，我该走了。谢谢你们的牛奶和薯条。」

   「いいわよいいわよ。次はちゃんと払ってよね」

   「没关系啦。下次记得付钱哦。」

   「またね〜。あたしらもマキナんとこいこーよー」

   「再见～我们也去玛姬娜那边吧～」

   「もうちょいで終わるから待ってなさい」

   「我再一会儿就结束了，你们等我一下。」

   別れを済ませ、一階へ。

   道别后，缠来到一楼。

   扉を開け、外に出る。

   她打开门，走到外面。

   店内が暖かかった為ために、外に出ると肌の感覚系に落差で鋭い寒さを感じた。

   由于店内很温暖，一来到外面，肌肤便因温差而感受到刺骨的寒冷。

   「ベルトールの情報を集めつつ、因果干渉値測定で数値の高い人物を発見する……時間も限られている中、地道ですがそれが最善でしょう。タイムマシンがこの都市に連れてきた、という事はいるはずです、未来を変える人物が」

   「一边收集贝尔多尔的情报，一边用因果干涉值测定寻找数值高的人物……虽然很老套，但在时间有限的情况下，这是最好的办法。既然时光机把人带到了这座都市，那么应该有能够改变未来的人物存在才对。」

   通りを歩く人々を視界に収め、プログラムを起動。

   缠将走在路上的人们纳入视野，启动程序。

   『不死因子測定、因果干渉値測定共に反応なし』

   『不死因子测定、因果干涉值测定均无反应』

   『不死因子測定、因果干渉値測定共に反応なし』

   『不死因子测定、因果干涉值测定均无反应』

   『不死因子測定、因果干渉値測定共に反応なし』

   『不死因子测定、因果干涉值测定均无反应』

   「そう簡単に見つかるはずもありません、か」

   「不可能这么轻易就找到吧。」

   もっとヒトの多い所の方がいいのかもしれないと、繁華街へ向かおうとするマトイの視界に、こちらへと歩いてくる男女二人組が入った。

   缠心想，或许去人多的地方会更好，正当她准备前往闹市街时，一对男女进入了她的视野。

   一人は狐きつね型半獣人ハーフセリアンの女。

   其中一人是狐型半兽人女性。

   「あの女性は……先程路地にいた探偵の格好した女性ですね。まさかまた見かけるとは思いませんでしたが……大きな都市とはいえこういう事もあるでしょう」

   「那位女性……是刚才在小巷里打扮成侦探的女性。没想到居然还会再见到她……虽说是大城市，但也会有这种事吧。」

   もう一人は長い黒髪の男。

   另一人是黑长发男性。

   「こちらの男性は記憶領域に存在しません、事務所で会うと言っていた方でしょうか」

   「我的记忆领域里没有这位男性，是在事务所里见过的人吗？」

   二人が、マトイの事を見る。

   两人看向缠。

   


   ──視線が、合った。

   ——视线对上了。

   


   半獣人ハーフセリアンの女を捉える。

   缠捕捉到了半兽人女性。

   『不死因子測定、反応なし』

   『不死因子测定，无反应』

   当然だろう、とマトイは思考する。だが。

   这是理所当然的，缠如此思考。但是——

   直後、システムがアラートを発した。

   随后，系统发出了警报。

   『因果干渉値測定１００』

   『因果干涉值测定100』

   「……え？」

   「……咦？」

   全く予想だにしない結果に、イデアサーキットが一瞬フリーズした。

   完全出乎意料的结果，让理想电路一瞬间冻结了。

   「そんな、さっき会った女性が未来を変える人物だった？　偶然にしてはできすぎて……いえ、まだ不具合の可能性も……」

   「怎么会，刚才遇到的女性就是改变未来的人物？以偶然来说也太巧了……不，也有可能是系统故障……」

   念ねんの為プログラムを走査するも、正常に稼か働どうしている。

   为了以防万一，她扫描了程序，但程序正常运作中。

   バグではない。

   不是程序错误。

   そして黒髪男の方も捉える。

   然后她也捕捉到了黑发男性。

   『不死因子測定、パターン青。不死と確認。因果干渉値測定０〜50を常時変動』

   『不死因子测定，模式蓝。确认为不死。因果干涉值测定0～50，随时变动』

   そう返ってくるメッセージで確定した。

   看到这个回复，缠确信了。

   黒髪の男は不死であり。

   黑发男性是不死者。

   半獣人ハーフセリアンの女は因果に干渉している。

   半兽人女性干涉了因果。

   そんな人物が、同時に二人揃そろっている。特に半獣人ハーフセリアンの女は、世界を滅ぼすような悪意ある人物のようには見えない。

   这样的人物，同时出现了两个。特别是半兽人女性，看上去不像是拥有毁灭世界的恶意的人物。

   マトイは、考えるよりも、躊躇ためらうよりも、逡しゅん巡じゅんするよりも先に走り出していた。

   缠没有思考，没有犹豫，没有逡巡，而是先跑了起来。

   「《グラガラッド》、起動！」

   「《格拉格拉德》，启动！」

   彼女の左腕に装着された伝承執行兵装、《グラガラッド》に緑色の光の線が灯ともる。

   缠的左臂上装备的传承执行武装《格拉格拉德》亮起了绿色的光。

   そして、《勇者》は吼ほえた。

   然后，《勇者》吼道。

   「未来を変えます……！」

   「我要改变未来……！」

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、15時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，15时00分。

   


   ベルトールは絵え美みと共に、環状高架線路沿いの外新宿に近い通りの一つを歩いていた。

   贝尔多尔和绘美一起，走在环状高架铁路沿线的外新宿附近的某条路上。

   絵美の抱える『事件』を解決した帰りである。

   他们解决了绘美遇到的「事件」，正在回家的路上。

   「事件は一件落着だな……フフ、余は探偵としての才能も溢あふれているらしい。そして推理劇場こたえあわせというのはなんとも格好がいいではないか」

   「事件解决了……呵呵，看来余似乎也拥有作为侦探的才能。而且推理剧场这个词听起来不是很帅气吗」

   「だろう？　私の好きな探偵の名台詞ぜりふなんだ。しかし助手君、私の助手から始めるとはなかなか殊勝だね」

   「对吧？这是我喜欢的侦探的名台词。不过助手君，居然从我的助手开始做起，真是了不起呢」

   「フッ、彼方かなたへの船出は此方こなたから、と言うだろう？　何事も下積みというのは大切なものだ。まあその才覚は自おのずと輝きを帯びてしまうのだがな」

   「哼，不是有句话说，要出航前往远方，就得从这里开始吗？不管做什么，积累经验都是很重要的。不过，你的才能会自然而然地散发出光芒就是了」

   「ふふ。今回の事件は助手君のアシストがあったから解決にこぎつけたものね」

   「呵呵。这次的事件，也是因为有助手君的协助才能解决的呢」

   「……まさか不倫調査で別の事件に遭遇するとはな」

   「……没想到调查外遇会遇到别的事件啊」

   事件のあらましはこうだ。

   事件的概要如下。

   とある企業の社長から妻の不倫調査の依頼を受け、二人は依頼主の自宅へと向かった。

   某企业的社长委托调查妻子的外遇，于是两人前往了委托人的家。

   自宅には社長とその妻、そして妻の不倫相手と目される三名が集められていた。

   在委托人的家里，社长和他的妻子，以及被认为是妻子外遇对象的三个人聚在了一起。

   自宅での聞き取り調査中、依頼主は風ふ呂ろに入り、暫しばらく経たつと浴室で大きな音が鳴った。

   在家中进行调查的时候，委托人进了浴室，过了一会儿，浴室里传出了很大的声响。

   鍵の掛かった浴室のドアをベルトールが無理矢理破壊して飛び込むと、そこにいたのは頭から血を流す依頼主にして被害者の姿。

   贝尔多尔强行破坏了锁上的浴室门冲了进去，发现委托人，也就是被害者头上流着血。

   悲鳴、怒号、混こん沌とんとする現場。

   惨叫，怒吼，混乱的现场。

   渦巻く愛憎、本当に妻は不倫をしたのか？　してないのか？　事件の行方は？

   爱恨交织，妻子真的外遇了吗？还是没有？事件的走向会如何？

   ベルトールと絵美を含めた六名の容疑者、密室事件の幕が開く！

   包括贝尔多尔和绘美在内的六名嫌疑人，密室事件拉开帷幕！

   というものだ。

   就是这样。

   「しかしその犯人が通気孔から入ってきたペットのスライムで、踏んづけて足を滑らせて転倒だからね」

   「不过，犯人是从通风口进来的宠物史莱姆，踩到它脚滑摔倒了而已」

   「事件というよりは完全に事故だったな。というか大仰に話していたが初めからシチュエーションが事故でしかないのだが」

   「与其说是事件，不如说是事故啊。话说，虽然说得那么夸张，但一开始的场景就只是个事故啊」

   「まあ依頼主が目を覚ましたら頭打った衝撃で記憶喪失の上幼児退行してしまっていたから、依頼はキャンセルになっちゃったけど……」

   「不过委托人醒来后，因为撞到头的冲击导致记忆丧失，还退化成了幼儿，所以委托就取消了……」

   「恐らく記憶喪失を知った時に強く拳を握っていた妻はほぼクロだったな……」

   「恐怕得知记忆丧失的时候，用力握紧拳头的妻子就是犯人了……」

   「せっかく出してくれた料理も食べ損ね──」

   「难得端出来的料理也没吃到——」

   絵美のお腹なかからぐぅ、という音が鳴った。

   绘美的肚子咕咕叫了起来。

   「ねえ助手君」

   「呐，助手君」

   と、絵美がベルトールのインバネスコートの裾を引っ張る。

   绘美拉了拉贝尔多尔的斗篷下摆。

   「どうした」

   「怎么了」

   「今私が何を考えているか推理してみてくれたまえ」

   「推理一下我现在在想什么吧」

   「フッ、簡単な推理だな。腹の音、漂う出汁だしの香り、即すなわち腹が減っている。この近くに美味うまいウドン屋がある。そこにするか」

   「呵，简单的推理。肚子的叫声，飘来的汤汁香味，也就是说肚子饿了。这附近有家好吃的乌冬面店，就去那里吧」

   「流石さすがは名探偵の名助手！」

   「不愧是名侦探的名助手！」

   二人がやってきたのは赤い暖簾のれんと提ちょう灯ちんの下がった小さなウドン屋台。

   两人来到挂着红色暖帘和灯笼的小乌冬面摊。

   以前、ベルトールが勇者グラムと食事を共にした場所である。

   以前贝尔多尔和勇者古兰一起吃饭的地方。

   「へー、屋台のウドンなんて初めて来たよ」

   「诶，我还是第一次来路边摊吃乌冬面」

   「期待しておけ、魔王と勇者のお墨付きだ」

   「好好期待吧，魔王和勇者都认可的」

   暖簾を潜りながら、二人は席に着く。

   穿过暖帘，两人坐了下来。

   「いらっしゃい」

   「欢迎光临」

   「タヌキ一つ」

   「狸猫一份」

   「私もタヌキで」

   「我也要狸猫」

   「はいよ」

   「好嘞」

   ベルトールは出されたおしぼりで手を拭いながら言う。

   贝尔多尔用店家提供的湿巾擦着手说道。

   「タヌキ、か……」

   「狸猫啊……」

   「ん？　助手君タヌキウドンに何か思う所でもあるのかい？」

   「嗯？助手君对狸猫乌冬面有什么想法吗？」

   「いや、そういうわけではないが。其方そなたタヌキウドンの名称の起源は何か知っているのか？　教えてやろう」

   「不，我不是这个意思。你知道狸猫乌冬面这个名称的由来吗？我来告诉你吧。」

   「え？　ああ、まあじゃあお願いしようかな？」

   「咦？啊啊，那就麻烦你了。」

   「遥はるか古代、この地にあった日本という国には高度な変身能力を使う幻獣タヌキがキョート・フシミで暴れまわっていたという。それをトータ゠タワラという伝説の戦士がトンボ゠キリと呼ばれる名めい槍そうで討ち取り、その亡骸なきがらを料理してウドンに載せた事がタヌキウドンの始まりと言われている。恐ろしくも勇猛な英雄譚たんよ。この前プレイした本格時代劇アクションゲーム『倒鬼狼ときろ-TOKIRO-』で知ったから間違いない」

   「在遥远的古代，这片土地上有个名为日本的国家，据说有只拥有高度变身能力的幻兽狸猫在京都・伏见大闹。后来，传说中的战士俵・富田用名为蜻蛉・切的名枪讨伐了它，将它的尸体料理后放在乌冬面上，这就是狸猫乌冬面的起源。真是令人畏惧的勇猛英雄故事。我之前玩的正统时代剧动作游戏『倒鬼狼-TOKIRO-』里有提到，所以不会有错。」

   「現想融合ファンタジオン前のアースには魔法って技術が存在していなかったみたいだけど、タヌキは変身魔法使ったんだ？」

   「在现想融合前的亚斯似乎没有魔法这种技术，但狸猫会使用变身魔法吗？」

   「故に不可解なのだ……存在しないはずの力、他者の見た目を模倣する生命体。まさに幻獣界の大御所、竜と並び人気生物なのも頷うなずける。マキナも色々グッズを買っていた」

   「所以才令人费解……照理说应该不存在的力量，模仿他人外貌的生命体。难怪它会和龙并列为幻兽界的大人物，人气生物。玛姬娜也买了不少周边商品。」

   ウドンが二人前、二人の前に運ばれてきた。

   两碗乌冬面被端到两人面前。

   「はいよ、タヌキ二つね」

   「来，两碗狸猫乌冬面。」

   カウンターテーブルの前にある台の上にウドンの丼が置かれる。

   乌冬面的碗被放在柜台前的台子上。

   出汁のいい香りが鼻をついた。

   高汤的香味扑鼻而来。

   「あのー助手君」

   「那个，助手君。」

   両手の指を突き合わせつつ絵美は上目遣いにベルトールを見た。

   绘美双手的手指互相戳着，抬眼看向贝尔多尔。

   「どうした？」

   「怎么了？」

   「名探偵と言えど、そう簡単に大事件を解決して大金が入るわけじゃないんだ」

   「就算是名侦探，也不可能轻易解决大事件，然后赚到大钱啊。」

   「ふむ？」

   「嗯？」

   「そして私は色々と支出も多くてだね……」

   「而且我还有各种各样的支出……」

   「わかったわかった。余の奢おごりだ、そもそも初めからそのつもりだから心配するな」

   「知道了知道了。余请客，余本来就是这个打算，别担心。」

   「やったー！　持つべきものは優秀な助手君だねぇ」

   「太好了！果然人生在世就是要有个优秀的助手啊。」

   「絵美、其方そなたは何故なぜ探偵をやっているのだ？」

   「绘美，你为什么要当侦探？」

   「私も最初からこの仕事をしていたわけでも、探偵になりたかったわけでもない……と言うと噓うそになるかな。憧れはあったけど、それは子供の頃の漠然とした夢のようなものだ。少し成長した私が考えるライフプランに探偵という職業は選択肢になかった」

   「我并不是一开始就做这份工作，也不是一开始就想要当侦探……这么说的话，算是说谎吧。虽然我曾经憧憬过，但那只是小时候模糊的梦想。稍微成长之后，我所考虑的人生规划中，并没有侦探这个职业的选项。」

   割り箸を二つに割りながら、絵美は言う。

   绘美一边掰开免洗筷，一边说道。

   「私はね、元々テクノラムに勤めていたんだ」

   「我啊，原本是在泰克诺拉姆工作的。」

   「ほう。テクノラムか。ヒトは見かけによらないな」

   「哦，泰克诺拉姆啊。人不可貌相啊。」

   テクノラムはＩＨＭＩやＭＡＧＴＥＣを含むＧグレイテスト６シックスと呼ばれる六つの超巨大企業の一つである。

   泰克诺拉姆是包含ＩＨＭＩ和ＭＡＧＴＥＣ在内的Ｇ6，也就是六家超巨大企业之一。

   主に人造精霊の設計、開発やアストラルコンダクターの製造を行っている会社だ。

   主要进行人造精灵的设计、开发，以及星幽能力者制造的公司。

   五百年の眠りから復活した折りに就職活動に失敗したベルトールからすると、ただ就職しているだけで嫉妬と尊敬の念を抱いているのに、誰もが知る大企業ともなるとそれらを通り越して感心してしまうのである。

   对于从五百年的沉睡中苏醒过来之后，求职活动失败的贝尔多尔来说，光是绘美有工作就已经让他感到嫉妒和尊敬了，更别说还是在无人不知的超大型企业工作，这已经不是嫉妒和尊敬所能形容的了。

   「だろう？」

   「对吧？」

   「冗談だ。其方そなたが聡そう明めいなのはわかっている」

   「开玩笑的。我知道你很聪明。」

   「ふふ。学生時代にヘッドハンティングされてね、短い期間だったけど技術開発部に所属していたんだ。主に人造精霊系の開発だね」

   「呵呵。学生时代就被挖角了，虽然时间不长，但我曾经在技术开发部工作过。主要是开发人造精灵。」

   「テクノラムなんて大企業を辞めて探偵に？　何故だ？」

   「你为什么要辞掉泰克诺拉姆这么大的公司，去当侦探？」

   一瞬だけ間を置いて、絵美は言った。

   绘美停顿了一下，说道：

   


   「父がね、殺されたんだ」

   「我父亲被杀了。」

   


   しばしの沈黙。

   短暂的沉默。

   ただウドンを啜すする音だけが聞こえる。

   只听得见吸乌冬面的声音。

   ベルトールは絵美が喋しゃべるのを待っている。

   贝尔多尔等待着绘美开口。

   「私の父もテクノラムに在籍していた。技術開発部のチーフだった。三年前のある日、家に帰る途中の道で殺されていた」

   「我父亲也在泰克诺拉姆工作，是技术开发部的部长。三年前的某一天，他在回家的路上被杀了。」

   「物もの盗とりか、あるいは怨えん恨こんか、権力争いか？」

   「是抢劫，还是怨恨，还是权力斗争？」

   いいや、と絵美は首を振る。

   不是，绘美摇了摇头。

   「大企業の責任ある立場だから敵は多かったけど、そういうのじゃないんだ。犯人自体はわかっている」

   「虽然因为是大企业的高层，所以有很多敌人，但不是那种原因。犯人是谁，我早就知道了。」

   「今新宿市にいる魔眼集めの殺人鬼、蒐集家コレクターか？」

   「是现在在新宿市收集魔眼的杀人鬼，收藏家吗？」

   ベルトールの言葉に、絵美は驚いた顔を見せた。

   贝尔多尔的话让绘美露出惊讶的表情。

   「よくわかったね」

   「你居然知道。」

   「其方そなたの事務所に蒐集家コレクターの被害者と思われるリストがあったからな。それも新宿市のものだけでなく、過去のものも熱心に調べていた。それだけ力を入れているという事は蒐集家コレクターを追っているのだろうと考えたわけだ。初歩的な推理、というやつだな」

   「因为你的事务所里有疑似收藏家被害者的名单。而且不只新宿市的，连过去的也热心地调查了。既然你这么投入，我想你应该是正在追查收藏家吧。这是初步的推理。」

   「流石は名助手」

   「不愧是名助手。」

   「名探偵の下で働いてるからな」

   「因为我在名侦探手下工作啊。」

   クスリ、と絵美は笑う。

   绘美轻声一笑。

   「三年前のロンドン市。父は最初の事件の被害者だった。私の父は両眼共に魔眼でね、両方とも取られていた。ちなみに私も片かた眼めだけ父と同じ魔眼が遺伝してるんだ、大気中の魔力の流れを読み取るくらいしかできない弱い魔眼だけどね」

   「三年前的伦敦市，父亲是第一起事件的被害者。我的父亲双眼都是魔眼，两眼都被摘除了。顺带一提，我只遗传到父亲一边的魔眼，虽然只能读取大气中的魔力流动，是很弱的魔眼。」

   そう言いながら絵美は自分の眼を指差す。

   绘美边说边指着自己的眼睛。

   「父が殺されたその日の内に私は会社を辞めて、蒐集家コレクターを追い始めた。都市を転々とする蒐集家コレクターを追うにはとにかくお金がいるからね。貯金はすぐなくなって、探偵の真ま似ね事ごとをして路銀を稼いでいたら、依頼も増えていっていつしか探偵の看板を掲げるようになった」

   「父亲被杀的当天我就辞掉公司，开始追查收藏家。要追查辗转于各个都市的收藏家，总之就是需要钱。存款很快就用完了，我开始模仿侦探赚取旅费，委托也越来越多，不知不觉就挂上了侦探的招牌。」

   絵え美みは簡単に言うが、その道程は決して楽なものではなかったはずだ。

   绘美说得简单，但这段路程绝对不轻松。

   「結果的に探偵を名乗る事で情報が集めやすくなったし、お金も手に入るし一石二鳥だったわけだね」

   「结果因为自称侦探，情报变得容易收集，也能赚钱，是一石二鸟。」

   「今日のような探偵業もその一環、という事か」

   「像今天这样的侦探业也是其中一环吗？」

   「うん。あちこち引っ越したり調査にお金がいるからね。ついでみたいなものさ」

   「嗯。因为要到处搬家，调查也需要钱。算是顺便。」

   「都市警察シティガードには頼らなかったのか？」

   「你不拜托都市警察吗？」

   「当然頼ってるよ。でも蒐集家コレクターは基本的に都市から都市へと移動しているのもあって都市警察シティガードの間で情報共有が難しいみたいなんだ。都市警察シティガードと言っても都市が運営していたり民間で運営したりと形態も様々だからね。それに加えて汚職やら警察内の政治やらで腰が重くてね。結局独自調査するのが早いって結論に達した」

   「当然有拜托啊。但收藏家基本上会从一个都市移动到另一个都市，所以都市警察之间要共享情报似乎很困难。虽然说是都市警察，但有的是由都市营运，有的是由民间营运，形式各有不同。再加上贪污或警察内部的政治问题，行动总是很迟缓。最后我得出结论，自己调查比较快。」

   「其方そなたが蒐集家コレクターを追うのは、父の復ふく讐しゅうか？」

   「你追查收藏家，是为了替父亲报仇吗？」

   そんなんじゃないよ、と少し自嘲気味に笑う。

   不是那样——绘美有点自嘲地笑了。

   「私はただ、何故父が死ななければならなかったのか知りたいだけなんだ。直接蒐集家コレクターをどうこうしようとは思っていないよ」

   「我只是想知道父亲为什么非死不可。我并没有打算直接对收藏家怎么样。」

   だって、と絵美は続ける。

   因为——绘美继续说。

   


   「蒐集家コレクターは私の母なんだから」

   「收藏家就是我的母亲。」

   


   いつの間にか、二人の丼は汁だけになっていた。

   不知不觉间，两人的碗里只剩下汤了。

   「自分の父を殺した犯人が、自分の母……か」

   「杀害自己父亲的犯人，就是自己的母亲……吗？」

   「名を茶ちゃ畑ばたけエミリア。両親は私が小さな頃に離婚しちゃったけど、たまに連絡は取ってたんだ。別れたとはいえ、あの優しかった母が父を殺すだなんて、今でも信じられない」

   「她名叫茶畑艾蜜莉雅。我父母在我小时候就离婚了，但偶尔会联络。虽然离婚了，但那个温柔的母亲竟然会杀害父亲，我到现在还是不敢相信。」

   「……しかしそれならば話は早い。余が其方そなたにしようと思っている依頼は蒐集家コレクターの所在の探索、及び《救世教会ギルド》という組織に関する情報を集めて欲しい、というものだ」

   「……既然如此，事情就好说了。朕想委托你的事，就是探索收藏家的所在之处，以及收集关于《救世教会》这个组织的情报。」

   「へえ」

   「哦？」

   「蒐集家コレクターは。その組織と繫つながっている可能性がある」

   「收藏家可能和那个组织有关。」

   「《救世教会ギルド》って組織は聞いたことないけど、助手君も蒐集家コレクターを追っているのならば丁度いいね、私にとっても渡りに船というやつだ。事務所に戻ったらそのあたりの話もしよう。実は蒐集家コレクターの足取りはかなり近い所まで追えていてね、朝方はあと少しの所まで迫れたし、次に現れるであろう場所も大体の目星がついている」

   「虽然没听过《救世教会》这个组织，不过既然助手也在追查收藏家，那正好，对我来说也是顺水推舟。回事务所后，我们再讨论这件事吧。其实我已经追查到收藏家的足迹，就在很近的地方，早上也只差一点就能逮到他了，下次出现的地点我也大概心里有数。」

   「ほう。流石さすがだな」

   「哦，真不愧是名侦探。」

   「名探偵、だからね。とりあえず一回事務所に戻ろうか」

   「因为我是名侦探嘛。总之我们先回事务所吧。」

   二人はウドン屋の店主に挨拶してから、店を出た。

   两人向乌冬面店的老板打声招呼后，便离开了店里。

   ウドン屋の近くには、この時代に復活して間もない頃にマキナと一緒に高たか橋はしと出会った喫茶店があるのをベルトールは思い出した。

   贝尔多尔想起乌冬面店附近，有间他和玛姬娜一起复活到这个时代不久后，遇见高桥的咖啡厅。

   「そういえば近くの喫茶店で緋ひ月づきがバイトをしていたな……」

   「这么说来，绯月在附近的咖啡厅打工呢……」

   「寄ってくかい？」

   「要去看看吗？」

   「少し顔を出して──」

   「稍微露个脸——」

   そんな話の最中、金髪に三みつ編あみの少女が件くだんの喫茶店から出てきた。

   就在他们聊着这些事时，一名绑着三股辫的金发少女从咖啡厅走了出来。

   「あれ、あの子は……」

   「咦，那女孩是……」

   「知り合いか？」

   「你认识的人吗？」

   「うん、朝方にちょっと──」

   「嗯，早上稍微——」

   その時だ。

   就在这时——

   


   ──視線が、合った。

   ——两人对上了眼。

   


   数瞬の沈黙の後、行動は開始された。

   短暂的沉默后，行动开始了。

   「《グラガラッド》起動！」

   「《格拉葛拉德》启动！」

   少女の左腕に装着された赤しゃく銅どう色の篭手に緑色の光の線が灯ともる。

   少女左腕上装着的赤铜色手甲上亮起了绿色的光束。

   言葉と同時に金髪の少女がこちらに向け一歩踏み出し──

   在说话的同时，金发少女朝这边迈出了一步——

   「え？」

   「咦？」

   ──絵美が驚きの声を上げた時には、既に絵美の眼前に少女は迫っていた。

   ——在绘美发出惊讶的声音时，少女已经逼近到绘美眼前了。

   戦いに慣れていない絵美は反応できていないが、ベルトールは高速で突進してくる少女に動きを合わせ、絵美をカバーするように前へと出る。

   不习惯战斗的绘美没能做出反应，但贝尔多尔配合着高速突进的少女的动作，为了保护绘美而上前。

   「推理以外にも暴力まで付いてくるとは、探偵というのは存外危険な仕事だな！」

   「除了推理之外还附带暴力，侦探这工作意外地危险啊！」

   十数メートルはあったであろう距離を一瞬で詰めてくる少女の体術のレベルは相当に高い事が窺うかがえる。

   一瞬间就拉近了十几米的距离，可见少女的体术水平相当高。

   ベルトールは対応の手を高速で思考する。

   贝尔多尔高速思考着应对方法。

   （奴やつの狙いは余ではなく絵美……見えている武装は左腕に装着している篭手、おかしな魔力を感じる。不用意に触れるのは悪手。だが──）

   （那家伙的目标不是我而是绘美……能看见的武装是装在左腕上的手甲，能感觉到奇怪的魔力。随意触碰是下策。但是——）

   武装する暇も、魔法を発動させる暇もない以上、徒手空拳で迎撃するしかない。

   既然没有时间武装，也没有时间发动魔法，那就只能赤手空拳迎击了。

   「未来を変えます……！」

   「我要改变未来……！」

   篭手を着けた拳を振り上げ、少女が叫ぶ。

   少女举起戴着手甲的拳头，大喊道。

   ベルトールの拳と、緑色の光の線が走る篭手で覆われた少女の拳が激突する。

   贝尔多尔的拳头和少女被绿色光束所覆盖的手甲激烈碰撞。

   （この武装……！）

   （这个武装……！）

   強化されていないベルトールの拳が砕け、皮膚や肉を神経ごと粉砕し、前腕まで破壊し、折れた橈骨とうこつが皮膚を突き破った。

   贝尔多尔没有经过强化的拳头碎裂，皮肤和肌肉连同神经一起粉碎，连前臂都遭到破坏，折断的桡骨刺破皮肤。

   「《滅閃デル・レイ》！」

   「《灭闪》！」

   信仰力の低下で全盛期の力には及ばないものの、不死の魔王。

   虽然因为信仰力低下而无法发挥全盛期的力量，但贝尔多尔毕竟是不死的魔王。

   一瞬で神経、骨、肉、皮膚が再生、腕の形を取り戻し、広げた掌てのひらから魔法が発動する。

   一瞬间神经、骨头、肌肉、皮肤都再生，恢复手臂的形状，从张开的手掌发动魔法。

   黒い閃せん光こうがベルトールと少女の間で弾はじけた。

   黑色闪光在贝尔多尔和少女之间炸裂。

   爆煙が辺りに満ち、襲ってきた少女と自分達を分断する。

   爆烟充满四周，将袭击过来的少女和自己等人隔开。

   「や、やっちゃったのか!?」

   「干、干掉了吗！？」

   「いや、手応えは薄い。よくわからんが面白くなってきたな！」

   「不，没什么手感。虽然搞不太懂，但事情变得有趣了！」

   「やる気満々なのは結構だけど逃げようよお！」

   「干劲十足是很好，但还是快逃吧！」

   「逃げる？　何を言っている、これ程の猛も者さ相手など中々機会がないぞ！」

   「逃？你在说什么，能和这种程度的强者交手的机会可不多啊！」

   爆発音を検知したのか、遠くから警けい邏ら車のサイレンが響いてくる。

   或许是检测到爆炸声，警车的警笛声从远处传来。

   「えーと、じゃあ名探偵として助手君に命令だ！都市警察シティガードも来そうだし一旦逃げる！都市警察シティガードに捕まりでもすれば蒐集家コレクターを追うどころじゃないからね！」

   「呃——那么，我以名侦探的身份命令助手君！都市警察好像也来了，先逃再说！要是被都市警察逮到，就没办法追捕收藏家了！」

   「フッ、遺憾ではあるが、名探偵の命令ならば仕方あるまいな！」

   「呵，虽然遗憾，但既然是名侦探的命令，那就没办法了！」

   「よか……きゃっ！」

   「那就好……呀！」

   ベルトールは絵美の身体からだを抱きかかえる。

   贝尔多尔抱起绘美的身体。

   「二人で逃げるならあれを借りるか」

   「要两个人一起逃的话，就借用那个吧。」

   向かうのは、新宿市の通りの端に停車している不用心極まりない単車バイク型の空走車フライトビークルだ。

   他走向停在新宿市街道边缘，毫无防备的单人型空走车。

   街路灯の柱部分に括くくり付つけられ、空走車フライトビークルを固定しているロックチェーンを蹴りで破壊し、空走車フライトビークルに絵美と一緒に跨またがる。

   他踢坏固定在路灯柱子上的锁链，和绘美一起跨上空凝机。

   「あの、助手君？　そういえばさっき一瞬腕がグロい事になってたけど大丈夫かい？　痛くないのかい？　不死の再生なんて初めて見たよ」

   「那个，助手君？刚才你的手臂一瞬间变得很吓人，没事吧？不会痛吗？我还是第一次看到不死的再生。」

   「うむ。『腕をなくした』というのがわかる程度の感覚はあるが、痛みとして認識する事はほぼない」

   「嗯。虽然有『手臂断了』的感觉，但几乎不会痛。」

   言いながらコートの内ポケットに入れていたＰＤＡとケーブルを取り出し、ケーブルの端子を空走車フライトビークルの計器が設置されている箇所にあるソケットに差し込み、ＰＤＡと接続。

   贝尔多尔边说边取出放在大衣内袋的PDA和缆线，将缆线的接头插进空凝机仪表板上的插孔，接上PDA。

   ＰＤＡの画面をタップして起動するのは霊竄士エーテルハッカー高橋謹製のキーブレイカーソフト。

   他点击PDA画面启动灵探高桥谨制的解锁软件。

   定期的に高橋がベルトールのＰＤＡにインストールする自作ソフトの一つだ。

   这是高桥定期安装在贝尔多尔的PDA上的自制软件之一。

   絵美が背後から覗のぞき込み、訊たずねる。

   绘美从背后探头问道：

   「なんだいそれは」

   「那是什么？」

   「『最新版_鍵開け君ver1.22_20990629_最終_3』だ」

   「『最新版解锁君ver1.22_20990629_最终_3』。」

   「……それを作った人物、中身はわからないけどファイル管理は苦手なようだね……」

   「……虽然不知道制作者的个性，但这个人似乎不太会整理档案……」

   呪文によって書かれた術式コードがＰＤＡの画面上に流れ、『最新版_鍵開け君ver1.22_20990629_最終_3』によってロックを解除、登録者を偽装し、認証させる。

   由咒文构成的术式在PDA上流动，『最新版解锁君ver1.22_20990629_最终_3』解除锁，伪装登录者，通过认证。

   計器類に光が灯った。

   仪表板亮起。

   「まさか探偵がバイク泥棒をするとはね……！」

   「没想到侦探居然会偷摩托车……！」

   「ハッハッハ！　その点余はアウトローとなって街中で好き勝手するゲームでバイクや車は散々盗んだからシミュレーションは完璧だ！　それに後で返せばよかろう！」

   「哈哈哈！余在成为反派在街上为所欲为的游戏中，已经偷过无数的摩托车和汽车，所以模拟起来非常完美！而且之后再还回去就好了吧！」

   ベルトールは空走車フライトビークルのアクセルを握る。

   贝尔多尔握住空凝机的油门。

   当然彼は運転免許を持っていないし、空走車フライトビークルの運転経験もない。

   他当然没有驾照，也没有驾驶空凝机的经验。

   「現実で運転するのは初めてだが──ゲームよりは簡単そうだな！」

   「虽然在现实中驾驶还是第一次——但感觉比游戏简单多了！」

   空走車フライトビークルも魔法で制御し、魔力で動いている以上は魔導具マギノ・ガジェットの一種。

   空凝机也是以魔法控制，以魔力驱动的魔导具之一。

   彼の持つ特異技能、触れた物の魔力の流れを読み、その効果を把握する能力である《賢者の慧けい眼がん》によって、その扱いは文字通り手にとるように一瞬で理解できる。

   他所拥有的特异技能《贤者慧眼》，能够读取接触物体的魔力流动，掌握其效果，因此他能瞬间理解空凝机的使用方法。

   「行くぞ！摑つかまっていろ！」

   「要出发了！抓紧了！」

   アクセルを回して魔動機エンジンを吹かし、疑似多層連結詠唱によって《飛行》を始めとした様々な魔法が同時に発動。機体が地面から浮き上がり、マフラースラスターに光が灯り、魔力が噴出し、来た道──襲撃してきた少女とは反対側へと飛び出した。

   他转动油门，启动魔动机，以模拟多层连结咏唱同时发动《飞行》等各种魔法。机体从地面浮起，排气口亮起，喷出魔力，朝来时路——袭击而来的少女的反方向飞去。

   それと同時。

   与此同时。

   立ち込める爆煙を切り裂くように、弾丸のような速度で少女が駆ける。

   少女以子弹般的速度奔驰，撕裂弥漫的爆炸烟雾。

   バイオメカニクス的に最高効率の、美しいまでに完璧な短距離走法で、先を飛ぶベルトール達の乗る空走車フライトビークルとの距離をぐんぐんと詰めてくる。

   她以生物力学上最有效率，甚至堪称美丽的完美短跑姿势，迅速缩短与贝尔多尔等人乘坐的空凝机之间的距离。

   「ぎゃー！　助手君！　追いかけてくるぞ！　しかも走って！」

   「呀——！助手！她追上来了！而且是用跑的！」

   「随分気合が入っているようだな！　いいぞ！　そうでなくては面白くない！」

   「看来她相当有干劲！很好！这样才有趣！」

   吹き付ける風に負けないように、大声で二人はやり取りをする。

   为了不被迎面吹来的风声盖过，两人扯着嗓子对话。

   「其方そなたが狙われていたようだが、心当たりはあるか!?」

   「她似乎是以你为目标，你有头绪吗！？」

   「午前中に会って殺人鬼から助けて貰もらったくらいだよ！」

   「今天早上我被杀人魔袭击的时候，她救了我一命！」

   「それは随分恩があるようだ！　が、襲いかかられる理由としては薄いな！　飛ばすぞ、しっかり摑まっていろ！」

   「那还真是有恩于你！不过，这不足以构成袭击的理由！我要加速了，抓紧！」

   「うわー！　来る来る来る！　もっと飛ばして！　でも安全運転して！」

   「呜哇——！来了来了来了！再快一点！但是安全驾驶！」

   絵え美みがベルトールに抱き着く力に比例するように、空走車フライトビークルの速度が上がっていき、少女との距離を離していく。

   空凝机的速度随着绘美抱住贝尔多尔的力道而提升，逐渐拉开与少女的距离。

   視界の中で遠く、小さくなっていく少女が篭手を装着している方の腕を上げた。

   在视野中逐渐变小的少女，举起戴着护手的那只手。

   「あの子、一体何をするつもりなんだ……」

   「那孩子到底想做什么……」

   絵美の言葉に応えるように、少女が指を鳴らす動作をする。

   仿佛在回应绘美的话，少女做出弹指的动作。

   金属と金属が打ち付けられる音が響いた。

   金属与金属碰撞的声音响起。

   すると少女の近くに打ち捨てられていたボロボロの空走車フライトビークルが一瞬にして部品ごとに分解され、少女の周囲に展開、空走車フライトビークルだった部品はまるで意思を持つかのように動き、引き合い、接合し、一つの形を作り上げる。

   紧接着，少女附近一辆废弃的空凝机车瞬间分解成零件，散落在少女周围，原本属于空凝机车的零件仿佛拥有自我意识般开始移动、吸引、接合，形成一个形状。

   その姿はさながら、アルネスでは絶滅したとされる人馬一体の生物──

   那模样，宛如阿尔内斯已经灭绝的人马一体生物——

   「ケンタウルス!?」

   「半人马！？」

   後ろを振り向いてその姿を目にした絵美が声を上げた。

   绘美回头看到那模样，不禁惊呼。

   少女の下半身が馬のような鋼の四脚となり、蹄てい鉄てつの音を響かせて引き離した距離を爆速で詰めてきているのだ。

   少女的下半身化为马一般的钢铁四足，蹄铁声响起，以爆炸般的速度缩短了距离。

   「まずい助手君、上に逃げよう！　上に！」

   「不妙，助手，往上逃！往上！」

   絵美の言葉に応じるようにベルトールは重心を傾け、空走車フライトビークルの高度を上げる。

   贝尔多尔仿佛在回应绘美的话，倾斜重心，提升空凝机的高度。

   空走車フライトビークルのナビゲーションやアラートは全部無視し、ゲームで車を運転すると毎回ベコベコになり爆破させるベルトールだが、現実では巧みに単車型空走車フライトビークルを走らせ、新宿市の空を飛ぶ他の空走車フライトビークルの間を縫うように上昇していく。

   贝尔多尔无视空凝机的导航和警报，虽然他在游戏中开车时每次都会把车撞得稀巴烂，但在现实中却巧妙地驾驶着单车型空凝机，穿梭在新宿市空中其他空凝机之间，不断上升。

   新宿市の街並みと光が背後へと高速で流れていく。

   新宿市的街道和灯光在背后高速流逝。

   「飛行魔法を単独で完結させて運転する仕組み、中々に面白いな！」

   「单独完成飞行魔法并驾驶的机制，真是有趣！」

   「私もこんなに激しいのは初めてだよおおおおお！　でも流石に空に上がれ……ば……」

   「我也是第一次经历这么激烈的状况啊啊啊啊啊！不过再怎么说，也该飞到……上……」

   ベルトールと絵美は見た。

   贝尔多尔和绘美看到了。

   未いまだに後方から追ってくる少女の姿を。

   少女依然从后方追了上来。

   ビルの看板や送電ケーブルを足場にし、最短かつ最速、機械のような精密さで最適な進行ルートで軽やかにベルトール達を追跡する。

   少女以大楼的招牌和电线为立足点，以最短、最快、最精密的机械式最佳路径轻巧地追着贝尔多尔他们。

   「ぎゃー！　助手君！　まだ追いかけてくるよー！」

   「呀——！助手！她还在追我们——！」

   足場がないようなビルの壁面も、少女が指を鳴らす素振りをするだけで壁面のパイプや窓縁が変形し、それを足場とする。

   少女在没有立足点的大楼墙壁上，只是做出弹指的动作，墙壁上的管子和窗框就变形，成为她的立足点。

   足場を作るだけではない、周囲の金属が下半身に絡からみついて蜘く蛛ものような金属の多脚を生成し、アラクネの姿となって壁面を這はって追いすがる。

   不只制造立足点，周围的金属缠绕在下半身，形成蜘蛛般的金属多脚，化为阿拉克涅的姿态，攀爬在墙壁上追着他们。

   それを見てベルトールは考察する。

   贝尔多尔见状，开始考察。

   （あれは恐らく──）

   （那恐怕是——）

   「──あの篭手の能力だろうね！　指を鳴らす度に彼女の周囲で魔力に動きがあった！」

   「——是那个手甲的能力吧！每当她弹指，她周围就会有魔力的动静！」

   絵美が魔力の流れを視覚的に捉えられる魔眼を持っているというのは、先程ウドン屋で聞いた話だ。

   绘美拥有能以视觉捕捉魔力流动的魔眼，这是刚才在乌冬面店听她说的。

   「──半径二メートル程に存在する金属を操る力……といった所だろうか。指を鳴らすのは儀式動作の一種か、あるいは鳴らした音が影響しているのかな？」

   「——半径两米左右的金属都能操纵……大概是这样吧。弹指是仪式动作的一种，还是弹指的声音有影响呢？」

   篭手の能力に関しては、彼も大体同じ意見だった。

   关于手甲的能力，他的意见大致相同。

   付け加えるのであれば《賢者の慧眼》を持つ彼が篭手に直接触れたのに、能力の詳細が判別できなかったので、神器の類か相当に高度な魔導具マギノ・ガジェットであるという事くらいだ。

   要补充的话，就是拥有《贤者慧眼》的他直接碰触手甲，却无法判别能力的详细，所以那应该是神器或相当高等的魔导具。

   「先程の事件解決でも思ったがその高い観察眼、探偵というのは伊達だてではないらしい！」

   「刚才解决事件的时候我就在想了，你那高超的观察力，看来侦探不是当假的！」

   「ふふっ、もっと褒めてくれてもいいよ!?」

   「呵呵，再多夸我一点也没关系哦！？」

   「それは彼奴あやつを撒まいてからだな……！」

   「等甩掉那家伙再说……！」

   「……おいおいおい、見ろ助手君、マジかあれは……！」

   「……喂喂喂，助手你看，那是真的吗……！」

   絵美が指差す先。

   绘美指着前方。

   そこにあったのは、オフィスビルのフロアの壁を突き破り、天井をぶち抜き、更に隣のビルの壁を突き抜けてベルトール達の空走車フライトビークルに並走している少女の姿だ。

   在那里，少女突破了办公大楼的楼层墙壁，撞破天花板，甚至撞破隔壁大楼的墙壁，与贝尔多尔他们的空走车并行。

   ベルトールは更に空走車フライトビークルの高度を上げ、二人はビルの高さを超える。

   贝尔多尔将空走车的高度再往上拉，两人超过大楼的高度。

   追いかける少女もまた、天井を破壊してビルの屋上へと出て来た。

   追上来的少女也破坏天花板，来到大楼的屋顶。

   屋上に設置された金網フェンスを突き破り、ビルの屋根と屋根を渡りながら尚なおも二人に追いすがる。

   她突破设置在屋顶的铁网，从一栋大楼的屋顶跳到另一栋大楼的屋顶，继续追着两人。

   「オフィスの中駆け回ってたけど！　みんなめちゃくちゃびっくりしてたけど！」

   「她在办公室里到处乱跑！大家都吓了一大跳！」

   「わははははははは！莫迦ばかだ彼奴！」

   「哇哈哈哈哈哈哈哈！那家伙真是个笨蛋！」

   いくつものビルを飛び越え、少女は建設途中のビルの鉄骨に飛び乗った。

   少女跳过好几栋大楼，跳到建设中的大楼的钢架上。

   不安定かつ細い鉄骨の上を、指を連続で鳴らして足場を形成しながらまるで危なげなく疾走する。

   在不稳且细小的钢架上，她连续弹指形成立足点，若无其事地疾驰。

   建設途中のビルがある場所は通りの端、つまりはここで行き止まりだ。

   建设中的大楼位于道路的尽头，也就是说，到这里就无路可走了。

   しかし少女が指を鳴らすと、鉄骨が浮き上がり、空中に浮かぶ足場が作り上げられる。

   但是少女弹指，钢架浮起，在空中形成立足点。

   その足場を伝って真まっ直すぐ、ベルトール達を追いかける。

   她沿着立足点，笔直地追向贝尔多尔他们。

   「まずいまずいまずい！　助手君追いつかれちゃう！」

   「糟糕糟糕糟糕！助手君要被追上了！」

   「仕方ない！　戦うか！」

   「没办法了！只能战斗了！」

   「だめー！　逃げてー！　もっとスピード出してー！」

   「不行！快逃！再快一点！」

   ベルトールの背中を、絵美がバシバシとひっぱたいた。

   绘美啪啪地拍着贝尔多尔的背。

   「おいやめろ運転がブレる！」

   「喂，别拍了，我没法好好驾驶！」

   鉄骨の先端で少女が跳んだ。

   少女在钢架的前端跳起。

   空中で篭手の中指と親指を合わせ、弾く。

   她在空中将手甲的中指和拇指合在一起，弹出。

   金属と金属を擦り、打ち付ける音が響いた。

   金属与金属摩擦，撞击的声音响起。

   彼我の距離はまだ五、六メートルはある。

   敌我之间还有五，六米的距离。

   （奴やつとの距離は離れている、まだ篭手の効果範囲外……）

   （和那家伙的距离还很远，还在手甲的效果范围之外……）

   ベルトールの思考が中断された。

   贝尔多尔的思考被打断了。

   少女の篭手の出力量が、肌で感じられる程に跳ね上がったのだ。

   少女的手甲的出力量，上升到能用肌肤感受到的程度。

   考えるより先に、ベルトールは絵美を抱えて空中に身を投げだしていた。

   在思考之前，贝尔多尔就抱着绘美跳向空中。

   次の瞬間、空走車フライトビークルが空中で変形した。

   下一个瞬间，空走车在空中变形了。

   二人が乗っていた座席を包み込むように装甲や部品がワイヤーのように変形し、そのままバラバラに分解。飛行能力を失って落下していく。

   装甲和零件像钢丝一样变形，将两人乘坐的座位包裹起来，然后直接分解。失去了飞行能力，坠落下去。

   空走車フライトビークルの部品と共に、ベルトール達も新宿の空から落下する。

   贝尔多尔他们和空走车的零件一起，从新宿的天空坠落。

   「みゃあああああああああああああああああ！」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   「口を閉じていろ！　舌を嚙かむ！」

   「闭上嘴！会咬到舌头！」

   落下地点は廃ビルの屋上。

   坠落的地点是废弃大楼的屋顶。

   「《宵の羽根アン・ヘルン》」

   「《宵之羽衣》」

   屋上の床と激突する寸前、ベルトールは落下制御の魔法を発動し、音もなく着地する。

   在即将撞上屋顶的地面之前，贝尔多尔发动了控制坠落的魔法，无声地着地。

   数瞬置いて、ベルトール達の正面にある給水タンクが、落下した少女と激突して轟ごう音おんとともに押しつぶされた。

   片刻之后，贝尔多尔他们正面的水箱，被坠落的少女撞上，伴随着轰鸣声被压扁了。

   ベルトールの落下制御のような魔法を使っている様子もなく、しかし無傷。

   少女看上去并没有使用贝尔多尔那样的控制坠落的魔法，却毫发无伤。

   片足を立て、片膝と拳を突いた着地からゆっくりと少女は立ち上がる。

   少女单脚站立，从单膝和拳头着地的姿势缓缓站了起来。

   曇天の空の下で、少女と魔王、そして探偵が相対する。

   在阴天的天空下，少女和魔王，以及侦探对峙着。

   追い付かれ、逃げ場はなく、逃げる為ためのアシもない。

   被追上，无处可逃，也没有逃跑的手段。

   「さて、名探偵。逃げ切れなかった時はどうするんだ？」

   「那么，名侦探。没能逃掉的时候该怎么办？」

   「え、えーと……とりあえずやっつけちゃえ！」

   「呃，那个……总之先干掉他！」

   「フッ、それは──」

   「呵，那是——」

   ベルトールは、鹿撃ち帽の鍔つばをクイと持ち上げる。

   贝尔多尔将猎鹿帽的帽檐往上推。

   「──余の得意分野だな！」

   「——余的擅长领域！」

   


   ◆

   ◆

   


   『伝承執行兵装《グラガラッド》制御システム復旧。効果範囲回復、全駆動フルドライブモード、超過動オーバーロードモード共に使用可能』

   『传说执行武装《格拉格拉德》控制系统恢复。效果范围恢复，全驱动模式，超驱动模式均可使用』

   視界内に表示された明滅するシステムメッセージを閉じながら、落下の衝撃で破壊された給水タンクから降り立つ。

   关闭视野内显示的闪烁的系统信息，从因坠落的冲击而被破坏的水箱上下来。

   先程の空中での追走劇の最中。逃げられる直前、空中でシステムが一部回復し、《グラガラッド》の効果範囲が広がり、単車型空走車フライトビークルをその能力の対象にしたのだ。

   在刚才的空中追逐剧的最后。在被逃掉之前，系统在空中恢复了一部分，扩大了《格拉格拉德》的效果范围，将摩托车型空走车纳入了能力的对象。

   再び目の前にいる二人を走査する。

   再次扫描眼前的两人。

   出力された結果は同じだ。

   输出的结果相同。

   人間の男性は不死。

   人类男性是不死。

   半獣人ハーフセリアンの女性は因果の源である可能性が極めて高い。やはり何度見てもこの女性が滅びの未来へ干渉するような人物にも、悪人にも見えない。

   半兽人女性是因果之源的可能性极高。果然不管看几次，这名女性都不像是会干涉毁灭的未来，也不像是坏人。

   しかしそれでも、この半獣人ハーフセリアンの女性が生きている事で滅びの未来に至る可能性があるのであれば、最悪の場合殺すしかない。

   但就算如此，如果这名半兽人女性活着，就有可能导致毁灭的未来，那么在最坏的情况下，只能杀了她。

   「朝は話しやすい子だと思ったけど、これは一体どういう事だい？　私何か怒らせるような事をしたかな？」

   「早上还觉得你是个好沟通的孩子，这到底是怎么回事？我做了什么让你生气的事吗？」

   女性の震える軽口に対する処理リソースは割かなかった。つまり無視した。

   她没有分配处理资源给女性颤抖着说出的玩笑话。也就是无视。

   「あ、おい無視するなよ君！」

   「啊，喂，别无视我啊！」

   「……了解です。お二人はどのようなご関係で？」

   「……了解。请问两位是什么关系？」

   それに答えるのは黒髪の男だ。

   回答的是黑发男子。

   「探偵と助手だ」

   「侦探和助手。」

   「……その女性をこちらに引き渡してください。そうすれば貴方あなたは見逃してあげます」

   「……请把那位女性交给我。这样的话我就放过你。」

   不死の男性の因果干渉値が変動しているのは気にかかるが、最優先は女性の確保だ。

   不死的男性因果干涉值正在变动，虽然令人在意，但最优先的是确保女性。

   「互いに初対面なのだから、名乗り合うのが礼儀だと思うが？」

   「我们彼此都是初次见面，互相报上名字才符合礼仪吧？」

   「……！　確かにそうですね！」

   「……！的确是这样！」

   マトイは納得した。

   缠接受了。

   初対面の相手には自分の名を名乗る、それが礼儀だと博士ドクに教えられていたからだ。

   因为博士教导过她，对初次见面的人报上自己的名字，这是礼仪。

   故に声を上げる。

   因此她发出声音。

   最も強く、最もカワイイ自分を世界に教えるように。

   为了向世界传达最强大、最可爱的自己。

   「私の名はマトイ、《救世教会ギルド》所属……未来から来た人類最後の《勇者》、マトイです！」

   「我的名字是缠，是《救世教会》所属……来自未来的，人类最后的《勇者》，缠！」

   「《救世教会ギルド》の《勇者》、か……思いがけず、というやつだな。未来からやってきたというのはわからんが、これまた道理を弁わきまえぬ者がいたものだ」

   「《救世教会》的《勇者》吗……真是出乎意料。虽然不知道你来自未来，但没想到还有不懂事理的人啊」

   彼が《勇者》という単語に一瞬だけ感情が反応したのを、マトイのセンサは捉えていた。ほんの少し動いた眉の動きは一瞬だが確実に『怒』の感情を発していたのだ。

   缠的传感器捕捉到了，他听到《勇者》这个词的瞬间，感情产生了反应。虽然只是眉毛动了一下，但确实产生了“愤怒”的感情。

   「こちらも名乗ろう。魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト、即すなわち余である」

   「那我也报上名来吧。魔王贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特，也就是朕」

   その名乗りを聞いたマトイに、博士ドクの言葉がリフレインする。

   听到他报上名来，缠想起了博士的话。

   


   ──もしかしたら、倒すべきなのはあのヒト自身じゃない可能性もある。

   ——说不定，应该打倒的并不是那个人本身。

   


   ベルトールは数値が常に変動、後ろの半獣人ハーフセリアンの女性は１００％という事は、彼女が未来を変えるキーパーソンというのは確実で、目の前のベルトールを名乗る不死は数値上終世魔王と同一人物かは確定していないが、無関係という事はありえないし、排除しない理由にもならない。

   贝尔多尔的数值一直在变动，而他身后的半兽人女性是100%，也就是说她确实是改变未来的关键人物。而眼前这个自称贝尔多尔的不死者，虽然数值上无法确定是否与终世魔王是同一人物，但不可能毫无关系，也没有不将其排除的理由。

   ベルトールとマトイはそれぞれ同時に口を開いた。

   贝尔多尔和缠同时开口。

   「《救世教会ギルド》……」

   「《救世教会》……」

   「魔王ベルトール……」

   「魔王贝尔多尔……」

   「探す手間が省けたな」

   「省了我找的功夫啊」

   「探す手間が省けました」

   「省了我找的功夫呢」

   五百年前の過去から復活した魔王と──

   从五百年前的过去复活的魔王——

   


   「其方そなたを捕らえて、情報を手に入れる」

   「我要抓住你，得到情报」

   


   ──五十年後の未来からやってきた《勇者》。

   ——来自五十年后的未来的《勇者》。

   


   「貴方を滅ぼし……未来を変える！」

   「我要消灭你……改变未来！」

   


   最優先目標が変更された。

   最优先目标变更了。

   女性の方は戦闘能力が低い。今全力でリソースを向けるべきは目の前の男だ、と。

   女性的战斗力较低。现在应该全力对付的是眼前的男人。

   過去と未来、異なる時を生きた二人が現在いま、相対する。

   过去和未来，生活在不同时代的两人，在现在相对。

  

 
  
   


   
    第二章　終端抵抗

    第二章　终端电阻

   

   


   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、16時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，16时00分。

   


   （どーしましょーかねー……）

   （该怎么办才好呢……）

   マキナは歌舞伎町ストリートにあるヤクザ・ギルドの事務所にいた。

   玛姬娜正待在歌舞伎街的黑手党公会事务所里。

   竜火会直系団体銀火組の事務所は、十五階建てのビルの最上階にある。

   龙火会直属团体银火组的事务所，位于十五层大楼的最顶层。

   オークを中心とした銀火組は、それまで新宿市で幅を利きかせていた狼獄組と雷金組が弱体化したことにより台頭してきた数あるヤクザ・ギルドの一つである。

   以半兽人为主的银火组，是趁着之前在新宿市横行的狼狱组和雷金组势力衰弱时崛起的众多黑手党公会之一。

   現在、新宿市は二大ヤクザ・ギルドの凋ちょう落らくによって勢力争いが激化しているのだ。

   如今，新宿市两大黑手党公会的衰落，导致势力斗争愈发激烈。

   「どぅおりゃ！　さっさと出てこんかクソガキどもォ！　殺すぞ！」

   「给我滚出来！你们这群臭小鬼！小心我宰了你们！」

   「よくもオヤジに手ぇだしよったのお！」

   「竟敢对老大动手！」

   「風ふ呂ろぉ沈めんぞボゲェ！」

   「小心我让你们沉到浴缸里！」

   ヤクザの怒号と実銃と魔導銃の発砲音。

   黑手党的怒吼声，以及实枪和魔导枪的枪声此起彼落。

   「ぎゃ───────！楽しそうだからって中に入るんじゃなかった───！」

   「呀——————！早知道这么好玩，我就进去看了————！」

   「ちょっと高たか橋はしさっさとハッキングとかでなんとかしなさいよ！」

   「喂，高桥，快点骇进去做点什么啦！」

   そして高橋と緋ひ月づきの悲鳴が狭い室内に響き渡り、跳ね回る。

   高桥和绯月的惨叫声在狭窄的室内回荡。

   だるま型ガーゴイルが破壊され、『仁義』と毛筆で書かれた掛け軸が爆はぜ、組長のデスクの後ろに置いてある炎魔法エンチャント済みのドスが弾はじけた。

   不倒翁型石像怪遭到破坏，用毛笔写着『仁义』的挂轴被炸飞，放在组长办公桌后方的火焰魔法附魔过的匕首也弹飞出去。

   マキナ、シルヴァルド、高橋、緋月の四人は、ベルトールとは別口で《救世教会ギルド》に関する情報収集にあたっており、今このような状況になっているのである。

   玛姬娜、希瓦尔德、高桥、绯月四人正以不同于贝尔多尔的方式收集《救世教会》的相关情报，结果就演变成现在这种状况。

   「ねえ緋月」

   「欸，绯月。」

   「な、何!?私らはそっちと違って銃弾一発で死ねるからなるべく早くなんとかしてほしいんだけど!?」

   「什、什么事！？我们跟你们不一样，一发子弹就会死，所以拜托你快点想想办法好吗！？」

   「なんでこんな感じになったんでしたっけ」

   「为什么会变成这样啊？」

   「なんでって、高橋が紹介された情報屋が銀火組のヤクザが情報握ってるつって適当な事吐ぬかしたのが発端でしょ！」

   「还问为什么，都是因为高桥介绍的情报贩子胡说八道，说银火组的黑道握有情报才会变成这样啊！」

   「その後ヤクザの事務所訪ねたら連中が馬鹿にしてきたから、シル姉が組長ぶっ飛ばしてこーなったんでしょーが！　ヤクザの事務所なんてベルちゃんが実況してた『ドラゴンっぽいな』でしか見たことないのにー！」

   「之后我们去黑道事务所，结果他们瞧不起我们，希瓦姐姐就把组长揍飞了！我只在小贝尔实况的『好像龙』里看过黑道事务所而已耶！」

   「あんた高橋大事な部分はしょったわね！　最初に高橋がヤクザ煽あおったのが悪いわ！」

   「高桥，你省略了最重要的部分！一开始是高桥挑衅黑道的错！」

   「焚たき付つけたの緋月じゃん！」

   「煽动我的是绯月吧！」

   「あ、あれはあいつらがセクハラ発言したからイーブンよ！」

   「那、那是因为他们说性骚扰发言，所以扯平了！」

   部屋の隅にはシルヴァルドに小突かれて完全に伸びているオークの組長、そしてソファーの裏で銃撃に耐えている四人。

   房间角落是被希瓦尔德戳了之后完全瘫软的半兽人组长，以及在沙发后面承受枪击的四人。

   「ガキゴラァ！　はよぉ出てこんかい！」

   「小鬼们！快点给我出来！」

   「くそっ、オヤジとあのスケバラす話進めんといかんちゅーのによお！」

   「可恶，我得跟老大讨论怎么处理那个骚货啊！」

   部屋の外には、一見年とし端はも行かぬ女子供に組長をぶっ飛ばされ、面メン子ツを潰され激げき昂こうし弾丸を雨あられと降らせるヤクザ達。

   房间外，黑道们因为组长被乍看之下年幼的少女打飞，面子挂不住，气得开枪扫射。

   （どーしましょーかねー……）

   （该怎么办呢……）

   マキナは思案する。

   玛姬娜思考着。

   自分が少し本気を出せばすぐに終わるだろうが、あまり怪け我がをさせずにおとなしくさせるのは火力の調整が難しい。

   自己只要稍微认真起来，事情马上就能解决，但要不让他们受伤，让他们乖乖听话，火力调整起来很困难。

   そして隣にいるシルヴァルドが大人しいのも不安だ。そう考えながら彼女を見やる。

   而且身旁的希瓦尔德也很令人不安。玛姬娜这么想着，看向她。

   「飽きた」

   「腻了。」

   と言ってシルヴァルドは立ち上がった。

   希瓦尔德说着站起身。

   「こういう雑ざ魚ことやってもあんま面白くないのう」

   「跟这种小喽啰打没什么意思。」

   部屋の外から撃たれる魔法と鉛の銃弾が彼女の額に当たるが、その肌には傷の一つも付いていない。不死の再生力を発揮する以前に、生物として強きょう靭じんすぎるのだ。

   从房间外射来的魔法和铅弹打中她的额头，但她的肌肤毫发无伤。在发挥不死的再生力之前，她身为生物就已经太过强韧了。

   「ちょちょちょ、シルヴァルド卿きょう!?」

   「等等等等，希瓦尔德卿！？」

   「シル姉いなくなったら戦力マキナしかいないけど!?」

   「希尔姐不在的话，战力就只剩玛姬娜了耶！？」

   「飽きたってどういう事なのよシルヴァルド！」

   「你说腻了是什么意思，希瓦尔德！」

   「ベルトールのとこ遊びに行くわ。じゃ、後よろしくな」

   「我去贝尔多尔那边玩了。之后就拜托你们啦。」

   「え!?シルヴァルド卿!?」

   「咦！？希瓦尔德卿！？」

   「シル姉!?」

   「希尔姐！？」

   「シルヴァルド!?」

   「希瓦尔德！？」

   「こん程度お主らなら楽勝じゃろう。んじゃのー」

   「这种程度的对手，你们应该能轻松解决吧。那我走啦。」

   そう言って、窓から身を乗り出し、翼を広げて十五階から飛び立ってしまった。

   希瓦尔德说完，从窗户探出身子，展开翅膀从十五楼飞了出去。

   その様子を部屋の外から眺めていたヤクザ達も呆あっ気けにとられ、銃撃が止やんだ。

   从房间外看着这一幕的黑道们也愣住了，停止了枪击。

   「も───────！わかりましたよ！」

   「真是的——————！我知道了啦！」

   魔力を起動し、マキナの髪と眼めが鮮やかな火の色に染まる。

   玛姬娜启动魔力，头发和眼睛染上了鲜艳的火红色。

   「ごめんなさ────い！」

   「对不起————！」

   十五階建てのビル、その最上階で、大爆発が起きた。

   十五层楼高的大楼最顶层，发生了大爆炸。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、16時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，16点00分。

   


   『不死因子：未特定、終世魔王ベルトールと不一致』

   『不死因子：未特定，与终世魔王贝尔多尔不一致』

   『因果干渉値測定０から50を常時変動』

   『因果干涉值测定0至50，随时变动』

   『放出魔力量予測判定：Ｂ＋からＡ＋判定を常時変動。脅威度判定18〜22を常時変動』

   『放出魔力量预测判定：B＋至A＋，随时变动。威胁度判定18至22，随时变动』

   走査により、様々な情報が入力される。これらが目の前の男の情報だ。

   扫描输入了各种各样的情报。这些是眼前这名男子的情报。

   記憶領域にある、あの異形の終世魔王ベルトールとは見た目も各種数値も変わっているためにデータとは異なるが、後にああ成る事は十分に考えられる。

   虽然外表和各种数值都与记忆领域中的那个异形终世魔王贝尔多尔不同，但可以想见他之后会变成那样。

   何より目の前の存在は不死なのだ。

   最重要的是，眼前的存在是不死的。

   （終世魔王ベルトールにしては因果干渉値が低いのと、どの判定も変動しているのが気になります、あまりも不安定。ですが、真六魔侯クラスの不死である事は確実、そして自身を魔王ベルトールと名乗っている以上、彼が本物の終世魔王である可能性は非常に高い）

   （以终世魔王贝尔多尔来说，因果干涉值很低，而且所有判定都在变动，太不稳定了。不过，可以确定他是真六魔侯等级的不死者，而且既然他自称魔王贝尔多尔，他就是真正终世魔王的可能性非常高。）

   可か愛わいさという概念において自身には及ばないが、目の前の男は顔の造形やバランス、統計的な面から、機械判定で美男子と言っていい顔立ちだと判断できる。

   虽然在可爱这一概念上不及自己，但眼前的男人从脸部造型、平衡、统计学等层面来看，可以判断为机械判定的美男子。

   後ろの女がしているような、探偵の格好をしているのは謎だが、どのような格好をしていても個人の自由だ。

   虽然他和身后女人一样打扮成侦探模样这点令人费解，但要打扮成什么样子是个人自由。

   後ろの女。

   身后女人。

   因果干渉値測定１００。

   因果干涉值测定100。

   彼女こそが未来を変えるキーパーソンだ。

   她正是改变未来的关键人物。

   （ベルトールが未来を変える、というのならばわかるのですが……あの女性の存在がどう未来に影響するのか不明です。あまりにも数値が高すぎる）

   （贝尔多尔改变未来，这我还能理解……但那位女性的存在会如何影响未来还不明朗。数值实在太高了。）

   「絵え美み、下がっていろ」

   「绘美，退下。」

   ベルトールを名乗る男は着ていたインバネスコートを、絵美と呼んだ女性に渡した。

   自称贝尔多尔的男人将身上的斗篷大衣交给名为绘美的女性。

   白亜の館ホワイトハウスで同じ《勇者》の仲間である《剣聖》が言っていた。

   在白垩之馆，同为《勇者》的伙伴《剑圣》说过。

   不死相手の勝負は最初が肝心だよー。と。

   和不死者对决，一开始最重要。

   出会いがしらにかましてやりなー。と。

   一见面就要先发制人。

   故にかます。

   所以要先发制人。

   マトイが指を鳴らすと、足下に落ちていた給水タンクの一部が浮き上がり、ひしゃげた部品が槍やり状へと成形される。

   缠打了个响指，落在脚边的水箱一部分浮了起来，变形为枪状。

   「《グラガラッド》、通常駆動ドライブから全駆動フルドライブへ」

   「《格拉格拉德》，从通常驱动切换为全驱动。」

   《グラガラッド》に灯ともる光が緑グリーンから黄イエローに。

   《格拉格拉德》的光芒从绿色变为黄色。

   マトイが篭手を拳の形にして鉄の槍を叩たたくと、金属同士を打ち付ける音が響き、鈍にび色いろをした鉄の槍が赤みを帯びた金色へと変わる。

   缠将手甲握成拳头，敲击铁枪，金属碰撞声响起，铁灰色的铁枪变为带有红色的金色。

   その金属の名は──

   其金属名为——

   「オリハルコン……！　まさか完成された錬金術を拝めるとは、未来から来たというのもあながち妄言ではないようだな！」

   「奥里哈钢……！没想到能亲眼目睹完成的炼金术，看来你来自未来并非空口无凭！」

   ベルトールが驚きと歓喜の入り混じった声を上げた。

   贝尔多尔发出混杂着惊讶与欢喜的声音。

   全駆動フルドライブモードで解禁される《グラガラッド》第二の能力、《金属総そう攬らん》の影響下にある金属を、別の金属へと変える《黄金変成》。

   在全驱动模式下解禁的《格拉格拉德》的第二种能力，《金属总揽》。其效果是将处于影响范围内的金属变为其他金属，《黄金变换》。

   卑金属である鉄を、貴金属や魔法金属へと変換する事も、その逆も可能な、究極錬金とも呼ばれる能力。

   将贱金属的铁变为贵金属或魔法金属，反之亦然，被称为究极炼金的能力。

   「《グラガラッド》、全駆動フルドライブから超過動オーバーロードへ」

   「《格拉格拉德》，从全驱动切换为超驱动」

   《グラガラッド》に灯る光が黄イエローから赤レッドに。

   《格拉格拉德》的光芒从黄色变为红色。

   そして顕現するのは、《グラガラッド》の第三にして真の能力。

   然后显现的是《格拉格拉德》的第三种，也是真正的能力。

   


   「《神域錬鉄》」

   「《神域炼铁》」

   


   マトイがオリハルコンの槍を強く握りしめると、金属を叩く甲高い音が鳴り響いた。

   缠用力握紧奥里哈钢的枪，金属碰撞的尖锐声音响起。

   「《アゾレーデ》」

   「《阿索雷德》」

   オリハルコンの槍がその姿を変える。

   奥里哈钢的枪改变了形状。

   ただ先端の尖とがった棒だったものが、撓たわみ、波打ち、剣のような穂を形作り、美麗な装飾の槍へと変貌した。

   原本只是前端尖锐的棒子，弯曲，起伏，形成剑一样的枪尖，变成带有美丽装饰的枪。

   「ほう……!?まだ魅せてく──」

   「哦……！？还能让我大开眼——」

   ベルトールが言葉を言い終える事はなかった。

   贝尔多尔没能把话说完。

   マトイが魔王に向けた槍の穂先から発生した赤い閃せん光こうが新宿を駆けたからだ。

   因为缠朝魔王刺出的枪尖发出的红色闪光划过新宿。

   光の後に残るのは、熱、風、衝撃。

   光之后留下的是热，风，冲击。

   上半身を吹き飛ばされ、下半身だけとなったベルトールは力なく仰向けに倒れた。

   上半身被轰飞，只剩下下半身的贝尔多尔无力地仰面倒下。

   「……助手君……？」

   「……助手君……？」

   真横を閃光が通り過ぎていき、不安げな絵美とは裏腹に、マトイは戦闘態勢のままだ。

   闪光从身旁掠过，与不安的绘美相反，缠依然保持着战斗态势。

   「《アゾレーデ》に不死を殺す能力はありません。起きたらどうですか、ベルトール」

   「《阿索雷德》没有杀死不死的能力。快起来吧，贝尔多尔」

   『蘇そ生せい反応検知』

   『检测到复活反应』

   マトイの視界にシステムメッセージが表示される。

   系统信息显示在缠的视野中。

   倒れたベルトールの下半身が糸に吊つられるように起き上がり、下半身の傷口から影や闇と表現すべき靄もやのようなものが噴き出て、骨を、肉を、皮を、ヒトの形を作り、吹き飛ばされた上半身が再構築された。

   倒下的贝尔多尔的下半身像被丝线吊起一样站了起来，从下半身的伤口中喷出应该用影子或黑暗来形容的雾霭，骨骼，肌肉，皮肤，形成人类的形状，被轰飞的上半身再次构筑起来。

   「ぎゃー！　助手君がグロ死してグロ蘇生している！」

   「呀——！助手君被弄得一团糟然后复活了！」

   不死が傷ついた際に起こる再生のプロセスはほぼ共通しているが、不死が死亡した際に行われる蘇生というのは不死の持つ不死因子によって異なる。

   不死者受伤时的再生过程几乎都是一样的，但不死者死亡时的复活过程则会根据不死者拥有的不死因子而有所不同。

   不死因子が不明なベルトールの蘇生プロセスは、記憶領域にあるどの不死の蘇生プロセスにも合致しなかった。

   不死因子不明的贝尔多尔的复活过程，与记忆领域中的任何不死者的复活过程都不一致。

   上半身を露あらわにしたベルトールは、動作を確認するように五指を開閉し、先程絵美に渡したインバネスコートを受け取って素肌の上から羽織った。

   露出上半身的贝尔多尔像是在确认动作一样开合着五指，接过刚才交给绘美的斗篷披在赤裸的上半身。

   「《アゾレーデ》……巨人と英雄の時代に英雄ロゼルが振るったと言われる巨人殺しの地を這はう流星……名前だけは聞いたことがあったが、直接自分で食くらうのは初めてだな」

   「《阿索雷德》……相传是巨人与英雄的时代，英雄罗泽尔挥舞的，能杀死巨人的流星……虽然只听过名字，但还是第一次直接挨到这一招」

   ベルトールの視線の先にある《アゾレーデ》が、マトイの手の中で崩れ、砂となって虚こ空くうに消えた。

   贝尔多尔视线前方的《阿索雷德》在缠的手中崩解，化为沙砾消失在虚空之中。

   「頭ごと吹き飛ばされたおかげで思い出した。グラガラッド……神々の長子にして鍛冶神、ホルク・グレインの持つ金かな槌づちの名だな。金属を操り、究極錬金を成し、神話級の武器を作り出すその御み業わざ、神器でもなければ到底成し得ぬ」

   「多亏了脑袋被轰飞，我想起来了。格拉格拉德……是众神的长子，锻造神霍尔克・格雷因的锤子的名字。操纵金属，成就究极炼金，制作出神话级武器的伟业，只有神器才能做到」

   「肯定です。これこそが伝承執行兵装《グラガラッド》。鍛冶神の金槌グラガラッドを篭手の形へと打ち直したもの。金属操作も金属変換も力の一端にすぎません」

   「肯定。这就是传说执行武装《格拉格拉德》。将锻造神的锤子格拉格拉德重新打造成手甲的形状。操纵金属和变换金属不过是能力的一部分」

   赤しゃく銅どう色の篭手が、己の放つ魔力によって輝きを帯びている。

   赤铜色的手甲，因为自己释放的魔力而闪耀着光辉。

   「ホルク神が創り上げた武装の情報は、製造直後グラガラッド内に記憶として保存されています。保存された武装の製造記憶を読み込み、同じ金属を素材とする事でその武装を一時的に再現し、使用できる。それこそが《グラガラッド》の第三の能力にして真価、《神域錬鉄》です」

   「霍尔克神创造的武装的情报，在制造完成后会作为记忆保存在格拉格拉德内。读取保存的武装的制造记忆，以同样的金属为素材，暂时再现武装，使其得以使用。这就是《格拉格拉德》的第三能力，也是其真正价值，《神域炼铁》」

   「キャラクリ直後のセーブデータをロードする、みたいなものか。その後の武器の使い手との経験値やストーリーはロードしたデータには入っていないと」

   「类似读取角色刚创建完的存档吗？之后和武器使用者的经验值和故事不会被读取到存档里。」

   「……よくわかりませんが、好きに解釈して頂いて構いません。《神域錬鉄》によって作り出された武装は、造り手であるが故に武装の能力を制限なしで行使可能となる。つまり、聖剣の選定や魔剣のデメリットを無視する事ができます」

   「……虽然我不太懂，但你爱怎么解释都无所谓。《神域炼铁》制造出的武装，因为是制造者，所以能毫无限制地行使武装的能力。也就是说，可以无视圣剑的选定和魔剑的缺点。」

   淡々と、マトイは事実を述べるが、この強大な力は誰もが使えるわけではない。

   缠淡淡地陈述事实，但并非所有人都能使用这股强大的力量。

   《グラガラッド》の三つの能力、《金属総攬》、《黄金変成》、《神域錬鉄》はいずれも原子レベルでの精密な制御が必要であり、通常駆動ドライブの《金属総攬》でさえヒトの脳では到底処理しきれない神の力──神しん威いである。

   《格拉格拉德》的三种能力，《金属总揽》、《黄金变换》、《神域炼铁》都需要原子等级的精密控制，就连通常驱动的《金属总揽》都是人类的头脑无法处理的神之力——神威。

   マトイに搭載された人造精霊、最終型The OrAcleの演算能力があってこそ、この《グラガラッド》は真価を発揮するのだ。

   正因为缠搭载了人造精灵，最终型The Oracle的演算能力，这个《格拉格拉德》才能发挥真正的价值。

   「今の説明を聞いて理解できたのではないかと分析できます。この能力を持つ私に対し勝ち目はない、と。大人しく滅びを受け入れなさい、それが最効率だと分析できます。この鉄と魔法の時代において私の力は──」

   「根据我的分析，你听了刚才的说明应该已经理解了。你没有胜算，赢不了拥有这个能力的我。乖乖接受毁灭吧，这样才是最有效率的。在这个铁与魔法的时代，我的力量——」

   マトイは篭手を掲げる。

   缠举起手甲。

   「──絶対なのです」

   「——是绝对的。」

   そう言って、指を鳴らした。

   说完，她弹了响指。

   周囲にある廃ビルの建材は走査済み。

   周围的废弃大楼建材已经扫描完毕。

   それは周囲の建物全てがマトイの武器になる事を意味する。

   这意味着周围的建筑物全都会成为缠的武器。

   ビルが鳴動した。

   大楼发出轰鸣。

   鉄筋が、鉄骨がうねり、形を変え、剣を、槍を、斧おのを創り上げる。

   钢筋、钢骨扭曲变形，化为剑、枪、斧。

   「な、何が起こってるんだ……？」

   「发、发生什么事了……？」

   絵美が驚きょう愕がくと恐怖の声を漏らした。

   绘美发出惊愕与恐惧的声音。

   マトイが、自らが創り出した武器に触れる。

   缠触碰自己创造出来的武器。

   剣をアダマントに変換、再生を阻害して多頭蛇を殺す聖剣へと打ち直す。

   将剑转换为精金，重新打造成阻碍再生、杀死多头蛇的圣剑。

   槍をミスリルに変換、突き刺した相手を塩へと変える魔槍へと打ち直す。

   将枪转换为秘银，重新打造成将刺中的对象化为盐的魔枪。

   斧をオリハルコンに変換、呪われた大樹を伐きり倒せる神斧へと打ち直す。

   将斧转换为山铜，重新打造成能砍倒受诅咒大树的神斧。

   新宿の空を舞いながら、様々な神話級の武器を創り出しては即座に使い捨て、また創り出し魔王へと猛攻を加える。

   她一边在新宿的天空飞舞，一边创造出各种神话级的武器，然后立刻用完就丢，接着又创造出新的武器，对魔王发动猛攻。

   「神話級の武装を使い捨てるとは随分と気前が良いではないか！　それとも、ロードしたデータはそう長くは使えないのか!?」

   「竟然把神话级的武装用完就丢，真是大方啊！还是说，读取的资料无法使用太久！？」

   マトイは内心で、正解だと告げる。

   缠在内心回答「正确答案」。

   《グラガラッド》の能力は素材となった金属の持つ記憶──マトイはこれを〝情報量〟と呼称している──によってその持続時間が決定し、《金属総攬》、《黄金変成》、《神域錬鉄》の順に効果時間は減少していく。

   《格拉格拉德》的能力，持续时间取决于作为素材的金属拥有的记忆——缠称之为「情报量」——《金属总揽》、《黄金变换》、《神域炼铁》的效果时间依序减少。

   建材などの情報量が少ない素材では今のようにすぐに崩壊してしまうが、仮に素材が逸話のある名剣であったりすれば、《神域錬鉄》であっても効果時間は大きく伸びる。

   建材等情报量少的素材，很快就会像现在这样崩坏，但如果是拥有逸闻的名剑之类的素材，即便是《神域炼铁》的效果时间也会大幅延长。

   「《影剣グラドスキア》！」

   「《影剑》！」

   ベルトールは黒い魔力の剣を作り出し、応戦の構えを取る。

   贝尔多尔创造出黑色的魔力之剑，摆出应战的架势。

   「滅ぼさせて頂きます、終世魔王！」

   「请让我消灭你，终世魔王！」

   「面白い！　実に面白いぞ！　能力だけで言えばまさにチート！　どう崩してやるか！」

   「有趣！真是有趣！单论能力的话简直就是作弊！要怎么击溃你呢！」

   マトイには知るよしもない事だが、ベルトールは《金属総攬》の能力を見た時から警戒して魂こん魄ぱく兵装を使用していない。

   缠无从得知，贝尔多尔在看到《金属总揽》的能力时，就一直警戒着，没有使用魂魄兵装。

   そしてその判断は正しい。

   而他的判断是正确的。

   如何いかに魔王の魂魄兵装であろうと、金属に置換して物理世界に引き出している以上は神しん威いの対象になる事は必然。鎧よろいを操作されでもしたら一瞬にして勝敗は決する。

   即便是魔王的魂魄兵装，只要被置换为金属，出现在物理世界，就必然会成为神威的对象。要是铠甲被操纵，一瞬间就会分出胜负。

   しかし魂魄兵装の使用を制限するという事は、神話級の武装を魔法のみで相手をしなければならないという事。マトイにとってその状況は圧倒的なアドバンテージとなる。

   但是，限制使用魂魄兵装，就意味着必须只用魔法来对付神话级的武装。对缠来说，这个状况是压倒性的优势。

   「ここで決めます……！」

   「就在这里决胜负……！」

   マトイが指を鳴らすと、鉄筋を変形させた何本もの槍が屋上の床から突き出してきた。

   缠弹响手指，从屋顶的地板上刺出好几把由钢筋变形而成的长枪。

   槍はベルトールの全身を突き刺し、その動きを拘束する。

   长枪刺穿贝尔多尔的全身，限制了他的行动。

   「よくぞここまで余を追い詰めたものだ、称賛に値する。だが──」

   「能将吾逼到这个地步，值得称赞。但是——」

   マトイが《グラガラッド》の記憶から喚び出す武装は銀鎌《フェルエ・メルザ》。

   缠从《格拉格拉德》的记忆中唤出的武装是银镰《费尔埃・梅尔札》。

   鍛冶神ホルクから英雄ライランに与えられ、不死身の巨人の首を刎はねて滅ぼしたと言われる不死殺しの大鎌。

   据传是锻造神霍尔克赐予英雄莱兰，斩下不死身巨人的首级，将其消灭的不死杀手大镰。

   弧を描く刃やいばが、魔王の首に掛かり、刎ね飛ばす寸前。

   弯刃抵在魔王的脖子上，即将将其斩首的瞬间。

   「──こんな余興を、姉上が見逃すはずもないな」

   「——这种余兴节目，姐姐大人不可能会放过。」

   ベルトールがにやりと笑った。

   贝尔多尔咧嘴一笑。

   


   「かっかっか！」

   「哈哈哈！」

   


   硬質なものがぶつかり合う短く鈍い音が鳴り、高笑いが新宿の空に響き渡った。

   硬物相撞的短促钝响响起，高笑声回荡在新宿的天空。

   魔王の首を刎ね飛ばすはずの大鎌の刃は──

   本应斩下魔王首级的大镰刀刃——

   「やはりこっちの方が楽しそうじゃのう！」

   「果然还是这边比较有趣啊！」

   ──黒髪の少女の肘と膝の間に挟まれ、その圧力で完全に止められていた。

   ——被夹在黑发少女的肘部和膝盖之间，被其压力完全挡下。

   マトイは即座に大鎌から手を離して距離を取ると、大鎌は消滅する。

   缠立刻放开大镰拉开距离，大镰随之消失。

   ベルトールと自身の間に立つのは、一人の少女。

   站在贝尔多尔和自己之间的，是一名少女。

   長い黒髪をポニーテールに纏まとめた褐色肌の見み目め麗うるわしい少女だ。

   将黑色长发扎成马尾的褐色肌肤的美丽少女。

   金の刺し繡しゅうが入った黒いジャージの下に、カタカナで『ドラゴン』と書かれたシャツを着ている。

   绣着金色刺绣的黑色运动服下，穿着印有『Dragon』字样的T恤。

   走査する。

   扫描。

   不死因子、魔力パターン、その全てが、目の前の少女をとある不死だと示している。

   不死因子、魔力模式，一切的一切都显示，眼前的少女是某个不死。

   「黒こく竜りゅう侯こう……！」

   「黑龙侯……！」

   真六魔侯の一ひと柱はしら。

   真六魔侯之一。

   航空機竜大隊を率いる《新生魔王軍》航空戦力の要。

   率领航空机龙大队的《新生魔王军》航空战力核心。

   だが何らかの変身魔法を使っているらしく、マトイの記憶領域にある巨大な竜の姿とは似ても似つかない可か憐れんな少女の姿である。

   但是她似乎使用了某种变身魔法，外表是楚楚可怜的少女，和缠的记忆领域中的巨龙模样一点也不像。

   「随分とカワイイ外見ですが……私のカワイイ指数が上だと分析できます……！」

   「外表相当可爱……但是我的可爱指数比较高，可以分析……！」

   「カワイイ……じゃと……!?おいベルトール！　もしかしてこのめんこいおなご敵じゃない!?」

   「你说……可爱……！？喂，贝尔多尔！这个可爱的姑娘该不会是敌人吧！？」

   「何を褒め合っているのですか姉上……！　今の状況を見て頂ければわかるかと！」

   「你们在互相称赞什么啊，姐姐……！看了现在的状况应该就知道了吧！」

   「まあそりゃそうじゃな。このシルヴァルド、ちょっと反省じゃ」

   「这么说也是。希瓦尔德我稍微反省一下。」

   ベルトールの全身を貫いた槍やりを黒竜侯シルヴァルドが全て砕く。

   贯穿贝尔多尔全身的长枪，全被黑龙侯希瓦尔德粉碎。

   「姉上は昔から最高のタイミングで現れ、最悪のタイミングでいなくなる事に定評がありますね」

   「姐姐从以前就以在最棒的时机出现，最差劲的时机消失闻名呢。」

   「そう褒めるでない」

   「别这么夸我。」

   「しかし、何故なぜここに」

   「不过，你为什么会在这里？」
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   「あっち飽きた。こっち来た」

   「那边腻了。来这边。」

   「大変わかりやすくてよろしいかと存じます」

   「非常简单易懂，非常好。」

   「んで、なんじゃ今の状況は」

   「所以，现在是什么状况？」

   「詳しい説明は省きますが、我々が追っている《救世教会ギルド》の関係者のようです」

   「详细说明就省略了，总之我们正在追捕《救世教会》的相关人士。」

   「ほーん、なるほどの。後ろの半狐のおなごの事は後で考えるとして……」

   「哦，原来如此。后面那个半狐姑娘的事之后再想……」

   シルヴァルドは金の竜眼を鋭く細め、マトイを見る。

   希瓦尔德眯起金色龙眼，锐利地盯着缠。

   「残念な話じゃが、とりあえず彼奴あやつをぶっとばしちまえばいいんじゃ──」

   「很遗憾，总之先打飞那家伙就对了——」

   シルヴァルドが、その圧倒的な速度をもって煙のように姿を消す。

   希瓦尔德以压倒性的速度如烟雾般消失。

   「──ろ？」

   「——么？」

   一瞬にして距離を詰められる。

   一瞬间就拉近了距离。

   近づいた時には既に右フックの姿勢を取っている。マトイのセンサでは捕捉しており、《グラガラッド》で拳を受ける。

   接近时已经摆出右勾拳的姿势。缠的感应器捕捉到攻击，以《格拉葛拉德》接住拳头。

   「くっ……!?」

   「唔……！？」

   鐘を撞ついたような重い音と共に、マトイの身体からだが勢いよく弾はじき飛とばされた。

   随着钟声般的沉重声响，缠的身体猛然弹飞。

   ビルのフェンスにそのまま突っ込み、ぶち破り、隣のビルの屋上でようやく止まった。

   直接撞上大楼的围栏，撞破围栏，在隔壁大楼的屋顶上才终于停了下来。

   「っ……！たかがパンチの一発でなんて威力……！　《グラガラッド》は無事ですが生体魔法合金製のフレームがひしゃげて損傷……恐らく体内で循環している桁違いの魔力量があの威力を生んでいるのでしょうが……」

   「……！区区一拳竟然有这种威力……！《格拉葛拉德》没事，但生物魔法合金制的框架被压扁了……恐怕是体内循环的庞大魔力量产生了那种威力……」

   着地したマトイはシルヴァルドの攻撃の威力を分析しながら《グラガラッド》で指を鳴らし、自身のフレームを操作、破損箇所を応急処置し、魔力を流す。

   着地的缠分析希瓦尔德的攻击威力，同时以《格拉葛拉德》弹响手指，操作自己的框架，对破损部位进行应急处理，注入魔力。

   驚いていたのはマトイだけではなかった。

   惊讶的不只缠。

   「なんじゃあいつめちゃくちゃ硬いのう……ベルトールとやりあってる時点で相当の猛も者さだとはわかっとったが、本気で殴ってまだ腕付いとんのか」

   「那家伙怎么这么硬……和贝尔多尔交手时就知道是相当厉害的强者，但认真打下去手臂竟然还连着。」

   シルヴァルドもまた、己の攻撃を受けて無事なマトイに驚いているようであった。

   希瓦尔德似乎也对承受自己的攻击却安然无恙的缠感到惊讶。

   「まあ殴り続けりゃいつか倒れるじゃろ」

   「不过只要继续打，迟早会倒下吧。」

   黒竜が小さな翼を大きく広げて翔とぶ。

   黑龙大大张开小小的翅膀飞翔。

   後ろはフェンスで逃げ場はない。

   后方有围栏，无处可逃。

   迎撃するしかないとマトイは判断する。

   缠判断只能迎击。

   「《アルデバルド》！」

   「《阿尔德巴朗》！」

   フェンスを材料に創り出すのは不死身の竜の巨人を殺しせしめた英雄が扱ったとされる赤剣。

   以围栏为材料创造的，是相传杀死不死之龙的巨人所使用的红剑。

   一口に竜殺しドラゴンスレイヤーと言っても様々な種類がある。

   虽然统称为屠龙剑，但种类繁多。

   竜の鱗うろこを容易たやすく斬り裂く程の切れ味を持っている竜殺しドラゴンスレイヤー。

   有锋利到能够轻易斩裂龙鳞的屠龙剑。

   竜を殺す程の猛毒を備えている竜殺しドラゴンスレイヤー。

   有具备足以杀死龙的猛毒的屠龙剑。

   特別な力を持たないが、所有者の技量で竜を殺せてしまった後付の竜殺しドラゴンスレイヤー。

   有虽然不具特别的力量，但能够凭持有者的技巧杀死龙的后付式屠龙剑。

   その中でも《アルデバルド》は竜という概念そのものに作用し、斬り殺す竜殺しドラゴンスレイヤーにして不死殺しの剣。竜にして不死たるシルヴァルドにはうってつけの武器である。

   其中《阿尔德巴朗》是作用于龙这个概念本身，斩杀龙的屠龙剑，也是不死之剑。正适合身为龙且不死的希瓦尔德。

   高速で突撃してくる黒竜の首を、マトイはカウンターで落とさんと剣を振るう。

   缠挥剑反击，想要砍下高速突击而来的黑龙的头。

   振るわれる剣に、竜の少女は軽く腕をあわせる事でガードとした。

   龙少女轻轻以手臂接住挥来的剑。

   無意味だ、とマトイは勝利を確信する。《アルデバルド》は竜の強きょう靭じんな鱗を裂き、剛堅な骨ごと首を断つ。如何に伝説の黒竜といえど、竜殺しドラゴンスレイヤーという特攻武器は防ぎきれない。

   缠确信胜利，认为这是无意义的举动。《阿尔德巴朗》能够斩裂龙的强韧鳞片，连同坚硬的骨头一起斩断脖子。就算是传说中的黑龙，也无法防御屠龙剑这种特攻武器。

   はずだった。

   本应如此。

   甲高い音と共に、竜を殺す刃が止まった。

   伴随尖锐的声响，屠龙剑停住了。

   シルヴァルドの骨を断つどころか、皮膚うろこを傷つける事もできていない。

   别说斩断希瓦尔德的骨头，甚至无法伤到皮肤。

   「見た限り竜殺しドラゴンスレイヤーの剣じゃが、生あい憎にく儂わしに竜殺しドラゴンスレイヤーは通じんのじゃ。竜殺しアンチドラゴン殺しスレイヤーなどと呼ばれとるからのう……竜殺しドラゴンスレイヤーの攻撃を無効にする特性が儂の鱗には染しみ付ついとる」

   「看起来是屠龙剑，但很不巧，屠龙对老夫不管用。毕竟老夫可是人称屠龙者杀手……老夫的鳞片具有让屠龙攻击失效的特性。」

   「理解不能です……！」

   「无法理解……！」

   ほぼ密着した状態で放たれる寸勁ワンインチパンチを既すんでの所で躱かわし、放たれた拳圧でフェンスが吹き飛んだ。

   缠在千钧一发之际躲开在几乎零距离的状态下使出的寸劲，拳头的拳压将围栏轰飞。

   「……っ！」

   「……！」

   鉄をオリハルコンへと変成させ、槍やり衾ぶすまを展開し、距離を取る。

   她将铁变成奥利哈钢，展开枪阵，拉开距离。

   「ベルトール、合わせろ！」

   「贝尔多尔，配合我！」

   「承知！」

   「明白！」

   黒竜が前に出て、魔王がその後に続く。

   黑龙上前，魔王跟在后方。

   シルヴァルドの介入で、戦況は大きく傾いた。

   由于希瓦尔德的介入，战况大幅倾斜。

   「そうら、どうした小娘！」

   「怎么了，小姑娘！」

   「くっ……！」

   「唔……！」

   シルヴァルドの蹴撃を回避する、が。

   缠躲开希瓦尔德的踢击，但是——

   「《黒弾ベルバル》！」

   「《黑弹》！」

   死角からベルトールが魔法を放つ。咄とっ嗟さに鋼鉄の壁を展開し、圧縮された魔力塊を防御する。

   贝尔多尔从死角施放魔法。缠立刻展开钢铁之壁，防御压缩的魔力块。

   「なら……！」

   「既然如此……！」

   ベルトールを先に落とそうと突進するも、シルヴァルドが行く手を遮り阻止する。

   她打算先击落贝尔多尔而冲刺，但希瓦尔德阻挡了她的去路。

   シルヴァルドが前衛を張り、ベルトールが後衛として援護する。

   希瓦尔德担任前卫，贝尔多尔担任后卫掩护。

   それだけでマトイは後手に回らざるを得なかった。

   光是这样，缠就不得不处于被动。

   黒竜侯の前衛能力の高さも当然脅威だが、マトイとしては後衛に回ったベルトールの援護能力の高さのほうが厄介であった。

   黑龙侯的高超前卫能力当然也是威胁，但对缠来说，贝尔多尔担任后卫的高超掩护能力更加棘手。

   その厄介なベルトールから先に潰そうにも、前衛能力の高い黒竜侯が障害となる。

   即使想先击溃棘手的贝尔多尔，高超的黑龙侯也会成为障碍。

   油断しているつもりはなかったが、五十年前の魔王と六魔侯の戦力が想定よりも高かったのも確かだ。

   虽然没有轻敌的意思，但五十年前的魔王和六魔侯的战力确实比预想的还要高。

   逃げようにも転移は使えず、この手て練だれ相手に逃げ切るのは難しいだろう。しかし破壊されるにせよ、拘束されるにせよ、敗北は任務失敗を意味する。

   就算想逃也用不了转移，要从这两位高手手中逃脱想必很困难。但是，不管是被破坏还是被拘束，败北就意味着任务失败。

   このままではジリ貧。

   这样下去只会越来越不利。

   （短期決戦で行くしかないと分析できます……！）

   （只能速战速决了，可以分析……！）

   マトイは、自身の魔動機の出力を全開にし、《金属総そう攬らん》を発動する。

   缠将自己魔动机的输出全开，发动《金属总揽》。

   「《グラガラッド》、ＥＢＶ閉鎖、全魔力接続！」

   「《格拉葛拉德》，EBV封锁，全魔力连接！」

   それは通常のプロセスでは形作る事すらできない神話級伝承兵装。同質量の粗雑な金属の情報量では、到底賄えない救世の剣。

   那是以通常的程序甚至无法形成形状的神话级传承兵装。同质量的粗杂金属的资讯量，无论如何都无法弥补的救世之剑。

   「な、なんじゃあ!?」

   「什、什么！？」

   「これほどまで……！」

   「竟然到这种程度……！」

   シルヴァルドとベルトールが、溢あふれ出でる魔力に驚きょう愕がくの声を上げる。

   希瓦尔德和贝尔多尔对溢出的魔力发出惊愕的声音。

   周辺の廃ビル数棟分の鉄筋や鉄骨が、《金属総攬》によって濁流のように、あるいは生きた根のようにうねり、二人に襲いかかり、こちらに近づけさせないように妨害する。

   周边数栋废弃大楼的钢筋和钢骨，因为《金属总揽》而如浊流般，又或者说是如活生生的树根般蠕动，袭向两人，妨碍他们靠近。

   そのうねりの全てを《黄金変成》で変換する。出来上がるのは魔法合金。

   缠将所有蠕动的金属都用《黄金变换》变换。完成的是魔法合金。

   含有率はミスリル80％、オリハルコン19％、アダマント１％。

   含有率是秘银80％、奥利哈钢19％、亚德曼金属1％。

   その大質量の魔法合金を篭手で触れる。

   缠用护手触碰那大质量的魔法合金。

   「超・超過動オーバーロードモード解放！　《神域錬鉄》出力限界突破！」

   「超・超运转模式解放！《神域炼铁》输出突破极限！」

   光の線が走った《グラガラッド》の金属装甲が展開。フレーム部分が強い光を放つ。

   《格拉葛拉德》的金属装甲随着光线展开，框架部分发出强烈的光芒。

   残存魔力のほとんどを使って創り出すその聖剣の名を、彼女は喚よぶ──

   她呼唤着几乎用尽所有残存魔力创造出来的圣剑之名——

   


   「──《イクサソルデ》！」

   「——《伊古札索德》！」

   


   目の眩くらむような銀光が、新宿市で炸さく裂れつした。

   令人目眩的银光在新宿市炸裂。

   《グラガラッド》の各部から蒸気のように余剰魔力と熱が噴出される。

   《格拉葛拉德》的各部位喷出剩余魔力和热能，宛如蒸气。

   廃ビル数棟分の膨大な質量を持つ金属の塊は、たった一本の剣へと集約していた。

   拥有数栋废弃大楼庞大质量的金属块，集中于一把剑上。

   蒸気の中から姿を現すそれは、翳かげらず沈まぬ銀の太陽。

   从蒸气中出现的，是不黯淡也不下沉的银色太阳。

   創り出す武装によって消費魔力と必要情報量が異なる《神域錬鉄》の中でも、トップクラスに魔力と情報量を必要とする虎の子。

   在创造武装时，消耗魔力和必要情报量会有所不同，《神域炼铁》中需要顶级魔力和情报量的王牌。

   《グラガラッド》の製造記憶から再現されたそれは、聖剣の条件を無視でき、勇者グラムが振るっていたそれそのものではないものの、性能は同一。

   从《格拉葛拉德》的制造记忆中重现的那把剑，无视圣剑的条件，虽然不是勇者古兰挥舞的那把剑，但性能相同。

   その銀光を目まの当あたりにしたベルトールに、異変が起きた。

   目睹那道银光的贝尔多尔，发生了异变。

   「──其方そなたは……」

   「——你……」

   その声は先程までと違い、中枢回路を貫く程に冷たく尖とがった針のような声。

   他的声音和刚才不同，宛如贯穿中枢回路的冰冷尖针。

   「其方そなたは自分のその手に何を握っているのか……何を創ったのか理解しているのか？」

   「你明白自己手中握着什么……创造了什么吗？」

   「……？　肯定です。ホルクによって造られ、メルディアに渡り、そして勇者グラムが賜った、真なる勇者のみを選定する聖剣、《イクサソルデ》です」

   「……？肯定。这是由霍尔克所造，经由梅尔迪亚，然后赐予勇者古兰，只选择真正勇者的圣剑《伊古札索德》。」

   「そう、か……」

   「是吗……」

   静かに、片手で顔を覆う。

   他静静地用单手遮住脸。

   「た……」

   「你……」

   指の間から目を大きく見開き、頭の血管が切れそうな程の憤ふん怒ぬの表情を浮かべ、ベルトールはマトイを凝視している。

   贝尔多尔从指缝间瞪大眼睛，露出仿佛脑血管快爆裂的愤怒表情，凝视着缠。

   その様子は、明らかに冷静さを欠いていた。

   他的模样明显欠缺冷静。

   「ただでさえ……」

   「你……」

   怒りを理性で抑え込もうとして、だが抑えきれずに震える声。

   他试图用理性压抑愤怒，却压抑不住，声音颤抖。

   「ただでさえ勇者を僭せん称しょうし、余を挑発するかの如ごときその狼ろう藉ぜき……許しがたい、極刑に値するものだ……」

   「你自称勇者，做出挑衅余的无礼行为……余本来就已经无法原谅，你罪该万死……」

   静かに、だが確実に煮にえ滾たぎる怒りをマトイの触覚センサは熱のように感じていた。

   缠的触觉感应器感受到他平静却确实沸腾的怒气。

   「だが……ただ……ただそれだけならば……余も断腸の思いで寛かん恕じょしてやろうと、そう思っていた……しかし、しかしだ！　あろう事かその剣まで尾び籠ろうするとは最も早はや纔わずかな仮借も罷まかり通とおらぬ！」

   「但是……如果……如果只是这样……余本来还打算忍痛原谅你……但是，但是！你竟然连那把剑都冒充，余已经无法再对你心软了！」

   髪を逆立て、身体をくの字に曲げ、臓ぞう腑ふが口から裏返って吐き出んばかりに怒声を発するベルトールの鬼気迫る形相に、未来を変えるという使命と強い意志を持っているはずのマトイがたじろぐ。

   贝尔多尔头发倒竖，身体弯成ㄑ字形，发出仿佛五脏六腑要从嘴里吐出来的怒吼，那鬼气逼人的模样，让应该拥有改变未来这个使命和坚强意志的缠也畏缩了。

   「な……」

   「什……」

   ベルトールの隣にいるシルヴァルドすらも目を丸くして驚愕の表情を浮かべる。

   就连贝尔多尔身旁的希瓦尔德也瞪大眼睛，露出惊愕的表情。

   「どうしたんじゃ彼奴あやつ……」

   「那家伙是怎么了……」

   そして戦闘の様子を遠くから眺めている絵え美みでさえも、その怒りに当てられていた。

   就连在远处眺望战斗的绘美，也被他的怒气吓到。

   「ひえええ……」

   「咿咿咿……」

   この場にいる誰も理解できないだろう。

   在场的所有人都无法理解吧。

   自分を討ち倒した男に対する、ベルトールが抱く憧憬にも憎ぞう悪おにも似た複雑に絡からみ合あった感情を。そしてその男の象徴たるを、それ以外の者が創り、握るという行為への瞋しん恚いを。

   贝尔多尔对打倒自己的男人所抱持的，既像憧憬又像憎恶的复杂感情。以及对那个男人的象征，被其他人所创造、所握在手中的行为的愤怒。

   「その称よびなも、その剣つるぎも！　あの男だけのものだ！　断じて！　断じて凡愚が愚弄していいものではない！生しょう々じょう世せ々ぜその罪雪すすがれるものではないと知れ！」

   「那个称号，那把剑！都是那个男人的！绝对！绝对不是愚昧之徒可以愚弄的东西！你们要知道，这个罪孽是无法偿还的！」

   マトイの臓機を震わせる程の、竜が如き咆ほう哮こう。

   龙一般的咆哮，让缠的脏器都为之震动。

   「どうしても余を怒らせたいと言うのであればよかろう！」

   「如果你们无论如何都想惹怒余的话，那好！」

   ベルトールは勢いよく片手を天へと向ける。

   贝尔多尔气势汹汹地将单手伸向天空。

   「我が嚇かく怒ど、その眼めに焼き付けて──死ね！」

   「把余的愤怒烙印在你们眼中——去死吧！」

   魔力反応が跳ね上がった。

   魔力反应猛然上升。

   


   「──《滅星デル・ステル》！」

   「——《灭星》！」

   


   虚こ空くうを摑つかみ、引きずり落とすような動作。

   他做出抓住虚空，将其拉扯下来的动作。

   マトイは見た。

   缠看见了。

   分厚い雲を吹き飛ばし、地上に落ちる巨大な漆黒の星を。

   看见将厚重的云层吹散，朝地面落下的巨大漆黑星星。

   「おい阿あ呆ほうベルトール！　周りを巻き込む気か！」

   「喂，笨蛋贝尔多尔！你想把周围都卷进来吗！」

   「うわーん！　これ私も死ぬやつじゃないかい!?」

   「呜哇——！这样连我也会死吧！？」

   「……ッ」

   「……！」

   マトイは駆ける。

   缠奔跑起来。

   ベルトールの方にではなく、新宿市に落ちてくる《滅星デル・ステル》へとだ。

   不是朝贝尔多尔的方向，而是朝落向新宿市的《灭星》。

   （あれが落ちれば、余波で都市に被害が出る……！）

   （如果那个掉下来，余波会波及到都市……！）

   マトイからすれば、この都市にいくら被害が出ようとクエストに支障は出ない。

   对缠来说，不管这个都市受到多大的损害，都不会影响到任务。

   この大技を放った直後のベルトールを倒すのが、最大効率だとイデアサーキットも解答を提示している。

   艾迪欧的AI也提示了答案，那就是在贝尔多尔释放出这招大招后，趁机打倒他，是最有效率的做法。

   合理的思考をすれば、それが最善手である可能性は高い。

   以合理性思考，这很可能是最佳手段。

   「でも……それだけではないでしょう！　私の信じる正義というものは……！」

   「但是……我的正义……不只是这样而已！」

   彼女の行動理念が、設計思想が、存在理由が、それを是ぜとしない。

   她的行动理念、设计思想、存在理由，都不认同这个做法。

   自分の信じる正義が、最善で合理的な手段を可決しない。

   自己所相信的正义，并不认同最佳且合理的手段。

   「私は……《勇者》なのですから……！」

   「因为……我是《勇者》……！」

   足場を伸ばして走り、浮遊させた武器を蹴り、跳躍し、落下する《滅星デル・ステル》との相対距離をどんどんと縮めていく。

   缠伸长立足点奔跑，踢向浮游的武器，跳跃，不断缩短与落下的《灭星》之间的距离。

   マトイは振り上げる、勇者のみが持つ銀の聖剣を。

   她举起勇者专属的银色圣剑。

   「はああああああああああああああああああああああ！」

   「喝啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   滅びを齎もたらす黒の星に向かって、空中でマトイは聖剣を振り下ろす。

   缠在空中朝向带来毁灭的黑色星星挥下圣剑。

   《イクサソルデ》の持つ能力、《絶対斬撃》が発動する。

   《伊古札席德》所拥有的能力，《绝对斩击》发动。

   


   「《白天極光アルウィング》！」

   「《白天极光》！」

   


   銀の斬撃によって黒の巨星が真っ二つに別たれた。

   银色斩击将黑色巨星劈成两半。

   霧散し、消滅する《滅星デル・ステル》と同じく、マトイが握る聖剣も消え去る。

   与消散、消灭的《灭星》相同，缠手中的圣剑也消失了。

   その目の前、マトイの視界に、拳を振り上げたベルトールの姿が現れた。

   在她眼前，缠的视野中，出现了贝尔多尔举起拳头的身影。

   濃くなる敗北の色。選んでしまった、遠大な大義よりも、目の前の正義を。

   败北的色彩逐渐加深。她选择了眼前的正义，而非远大的大义。

   非合理な選択を。

   选择了不合理的选项。

   「ごめんなさい、世界を救えませんでした……」

   「对不起，我没能拯救世界……」

   《滅星デル・ステル》を囮おとりと目め眩くらましとし、マトイの頭上を取ったのだ。

   他以《灭星》为诱饵，趁机占据了缠的头顶位置。

   マトイは武器を失っており、攻撃を終えて致命的な硬直ができている。

   缠失去了武器，攻击结束后陷入了致命的僵直状态。

   ベルトールはマトイの腹部に拳を振り下ろした。

   贝尔多尔的拳头朝向缠的腹部挥下。

   


   「《滅閃デル・レイ》！」

   「《灭闪》！」

   


   拳の衝突と同時に、黒の閃せん光こうがベルトールの拳とマトイの身体からだの狭はざ間まで炸裂した。

   拳头与身体碰撞的同时，黑色的闪光在贝尔多尔的拳头和缠的身体之间炸裂开来。

   全身を襲う衝撃でマトイの意識がシャットダウンした。

   袭向全身的冲击让缠的意识陷入了黑暗。

  

 
  
   


   
    断章　刃の疾走者

    断章　疾刃之人

   

   


   


   大陸暦１５９６年、海獣クラーケンの月12日。

   大陆历1596年，海兽之月12日。

   


   「ゼノール団長」

   「泽诺尔团长。」

   暗い夜道の先頭を進む、黒い兜かぶとで頭を覆い、黒い鎧よろいを全身に纏まとい、北部ナイトメア種の軍馬に跨またがったゼノールと呼ばれた男は、意識だけを声の方向へと向ける。

   在昏暗的夜路上带头前进，戴着黑色头盔、身穿黑色铠甲、骑着北部梦魇种军马、被称为泽诺尔的男人，只将意识转向声音传来的方向。

   「もうすぐオームの国境付近、目的の村までもう幾許いくばくもありません」

   「马上就要抵达欧姆的国境附近，距离目的地的村庄只剩一小段路了。」

   「そうか」

   「这样啊。」

   「……あの、ゼノール団長」

   「……那个，泽诺尔团长。」

   「どうした？　マイネウス」

   「怎么了？麦纽斯。」

   マイネウスと呼ばれた黒い鎧を着た獣人セリアンの女は、言いづらそうに言葉を紡つむぐ。

   被称为麦纽斯、身穿黑色铠甲的兽人女性，难以启齿地开口：

   「亜人の兵とはいえ、村一つを襲撃するのにこの戦力は過剰では……？　我々業ごう剣けん騎士団のみで事足りるかと思いますが……」

   「虽说是亚人兵士，但要袭击一个村庄，这样的战力不会太过头了吗……？我认为光靠我们业剑骑士团就足够了……」

   ゼノールの後ろには、マイネウスと同じく黒い鎧を纏って黒い軍馬に跨った騎士達の他に、御み旗はたを掲げて足早に進む一団がいる。

   在泽诺尔身后，除了和麦纽斯一样身穿黑色铠甲、骑着黑色军马的骑士们之外，还有一群高举旗帜、快步前进的集团。

   簡素な装備をした竜の末まつ裔えいとも称される蜥蜴人リザードマンの軍勢である。

   那是装备简朴、被称为龙之末裔的蜥蜴人军队。

   「陛下に断りなく兵を動かすのだ。万が一の失敗も許されぬ」

   「我们没有得到陛下的许可就出动了，万一失败可不允许。」

   「そうだぜマイネウス」

   「就是说啊，麦纽斯。」

   ゼノールのその言葉に頷うなずき、同調する者がいた。ゼノールの半歩後ろ、マイネウスの隣で馬に跨る大柄なオーガの男だ。

   有人点头同意泽诺尔的话。那是骑在马上的魁梧食人魔男子，他位于泽诺尔的半步后方，也就是麦纽斯的旁边。

   「それにトカゲの尻尾はよく切れるしな」

   「而且蜥蜴的尾巴很容易断。」

   「そういう発言は慎みなさいタラス。彼らも今はゼノール団長の麾き下かにあるのですから」

   「塔拉斯，请注意你的发言。他们现在也是泽诺尔团长的部下。」

   「へっ、常識人気取ってもお前だって蜥蜴人リザードマンを亜人扱いしてるじゃねーか。定命のエルフや人間からすりゃオーガや獣人セリアンだって亜人扱いなのによ」

   「哼，你虽然装得一副很有常识的样子，但不也是把蜥蜴人当成亚人吗？在寿命有限的精灵和人类眼中，食人魔和兽人也是亚人啊。」

   「無駄話は終わりだ」

   「废话到此为止。」

   ぴしゃりとゼノールが言い放った。

   泽诺尔严厉地说道。

   『今一度作戦内容を伝える』

   『我再说明一次作战内容。』

   《念話ウィスパー》の魔法によって、ゼノールの声が彼の後ろに続く業剣騎士団の面々へと伝わる。

   泽诺尔的声音透过《念话》魔法，传给跟在他身后的业剑骑士团成员。

   『我らの目的はこの村にいる予言の子の抹殺。だが、予言の子の容姿などは不明だ。子、とは言っても所詮はオロディクの尺度、本当に子供であるとは限らん、注意せよ。大教会に忍ばせた間者曰いわく、予言の子は不死王国を滅亡に導く存在だという。よもや陛下が敗北するなどメルディアが賽さいを投げようとありえまいが、陛下の、いや我らの悲願、永世王国樹立の為ための憂いの芽は我らの手で摘み取っておく』

   『我们的目的是抹杀这个村庄的预言之子。但是，预言之子的容貌不明。虽说是孩子，但终究是以奥罗狄克为基准，未必真的是孩子，要多加注意。潜伏在大教会的间谍说，预言之子是导致不死王国灭亡的存在。陛下不可能会输，就算梅尔迪亚掷出骰子也不可能，但为了陛下……不，为了我们的夙愿，为了建立永世王国，必须由我们亲手摘除忧患的嫩芽。』

   ゼノールの言葉にあるのは、忠誠心と覚悟、それだけだった。

   泽诺尔的话语中，只有忠诚心和觉悟。

   『マイネウス隊とボーキンス隊は建物に火を放ち村民を炙あぶり出だした後に村の外周で警戒、逃げ出そうとする者を刈り取れ。ヒェンノ隊とタラス隊は本隊と共に先行し、村内に散開、一人たりとて逃すな』

   『麦纽斯队和波金斯队在建筑物放火，逼出村民后在村庄外围警戒，将试图逃跑的人杀掉。赫恩诺队和塔拉斯队和本队一起先行，在村内散开，一个人都别放过。』

   ゼノールの言葉に、了解、という応答が重なった。

   泽诺尔说完，众人齐声回答「了解」。

   


   「作戦開始！　総員、我に続け！」

   「作战开始！所有人跟我来！」

   


   ゼノールの号令と共に黒馬がその速度を上げた。

   泽诺尔一声令下，黑马加快了速度。

   その背を追い越すように、魔法によって火矢が放たれ夜を引き裂くように飛んでいく。

   魔法射出的火箭划破夜空，追在他们身后。

   「ん？　なんだお前ら！　止まれ！　止まらねば──」

   「嗯？你们是什么人！停下！不停的话——」

   村の入り口を見張っていた守備隊の首が飛んだ。

   看守村庄入口的守备队人头落地。

   黒馬に乗ったゼノールがすれ違いざまに腰に帯びた剣を抜き、振るったのだ。

   泽诺尔骑着黑马与他擦身而过，拔出腰间的剑挥了下去。

   そして殺さつ戮りくが始まった。

   杀戮就此开始。

   悲鳴が、叫びが、怒号が、小さな村に響き渡る。

   惨叫、怒吼、咆哮响彻了小村庄。

   不死が生きる世界の為、王が統治する永世王国樹立の為に剣を取った誇りある業剣騎士団の精鋭と、蜥蜴人リザードマンの軍勢が、非力な定命を殺し回る。

   为了建立不死者生存的世界，为了建立由王统治的永世王国，业剑骑士团的精锐们拿起剑，与蜥蜴人军队一起杀光了无力的定命者。

   そこには誇りも名誉もない。全ては王の覇道の為に。王にすら厭いとわれようと、不死が世界の覇権を握る為の汚れ仕事。殺して、殺して、殺し回った。

   这并非为了荣誉，一切都是为了王的霸业。就算被王厌恶，这也是为了掌握世界霸权的肮脏工作。杀戮，杀戮，不断杀戮。

   この小さな村で、もう何人殺したのか。

   在这个小村庄里，他们已经杀了多少人？

   親を守る息子を、子供だけは助けてくれと懇願する母親を、隠れていた子供を、見つけ出し、暴き出し、殺した。

   保护父母的儿子，恳求他们放过孩子的母亲，躲藏的孩子，他们全都找出来，杀掉。

   どう取り繕うとも、これは虐殺であった。

   不管怎么掩饰，这都是屠杀。

   放たれた火が燃え移り、村は炎に包まれ、煌こう々こうとした赤い炎が夜空すら燃やさんと立ち上っている。

   放出来的火延烧开来，村庄陷入火海，熊熊燃烧的红色火焰仿佛要烧掉夜空。

   地獄と化した村の奥、小高い丘の上で、ゼノールは信じられないものを見た。

   在化为地狱的村庄深处，泽诺尔在小山丘上看到了难以置信的景象。

   「何……？」

   「什么……？」

   村の奥に先行させていた、大柄なオーガのタラスが率いていた蜥蜴人リザードマンの戦士達の斬殺体。それだけならば特に気にすることもなかっただろう。

   他先派了高大的食人魔塔拉斯率领蜥蜴人战士们前往村庄深处，而他现在看到了塔拉斯被斩杀的尸体。如果只是这样，他也不会特别在意。

   ゼノールが驚いたのは、関節と首に、細長い槍やりのような鉄てっ杭くいが打ち込まれ、地面と家屋の壁面に縫ぬい留とどめられている業剣騎士団が二人いたからだ。

   让泽诺尔惊讶的是，有两名业剑骑士团的成员被细长的铁桩钉在关节和脖子上，固定在地面和房屋的墙壁上。

   関節を固定し動きを封じ、魔法を使わせないように喉を潰すという一時的にではあるが、確実に不死を戦闘不能状態に追い込んでいる。合理的に。

   固定关节封住行动，破坏喉咙使其无法使用魔法。虽然只是暂时性的，但确实让不死者陷入了无法战斗的状态。很合理。

   「このような辺へん鄙ぴな村に不死と戦い慣れている者がいる……まさか予言の子か？」

   「在这种偏僻的村庄里，竟然有人习惯与不死者战斗……难道是预言之子？」

   業剣騎士団の精鋭騎士を相手取って、動きを封じられる手て練だれだ。

   对方的本事足以对付业剑骑士团的精锐骑士，封住他们的行动。

   「待っていろ、タラス。今──」

   「等着吧，塔拉斯。我现在就——」

   騎士達の鉄杭を抜こうと近付いたその時だ。

   就在他靠近骑士们，准备拔出铁桩的时候。

   ゼノールは己の頭上へと剣を振るっていた。

   泽诺尔朝自己的头顶挥剑。

   燃え盛る山村に、剣けん戟げきが響き渡る。

   熊熊燃烧的山村中，剑戟声回荡。

   乗っていた黒馬の脳天を鉄杭が貫き、ゼノールは馬から飛び降りた。

   铁桩贯穿了他骑乘的黑马的头顶，泽诺尔从马上跳了下来。

   屋根から奇襲を仕掛けてきた人物がいたのだ。

   有人从屋顶发动了奇袭。

   視線を向ける。そこにいたのは金髪の中年男性だった。

   他转头一看，发现是一名金发的中年男性。

   「貴公か、我が手勢を倒したのは」

   「就是你打倒了我的手下吗？」

   「ああ」

   「没错。」

   男はベルトから鉄杭を何本も下げ、その手には一本の赤い剣が握られており、その剣身からは多少の魔力が感じられる。

   男人的腰带上挂着好几根铁桩，手上握着一把红色的剑，剑身散发出些许魔力。

   （まさかあの剣に伝説の《イクサソルデ》のような俺を滅ぼしきれる程の力があるとも思えん……タラスを滅ぼさずに封じていたのがいい証拠だ。が、警戒しておくに越したことはないだろうな）

   （那把剑应该不至于有传说中的《伊古札索德》那种足以消灭我的力量……没有消灭塔拉斯而是封住他的行动就是最好的证据。不过还是小心为上。）

   一分の隙もないその出いで立たち、そして鋒きっさきから感じる研ぎ澄まされた圧から、相当な猛も者さである事が窺うかがえる。

   从他毫无破绽的站姿，以及剑尖散发的锐利压迫感，可以看出他是个相当厉害的强者。

   「某それがしは魔王ベルトール様配下、六魔侯が一ひと柱はしら、業ごう剣けん侯こうゼノール」

   「在下是魔王贝尔多尔大人麾下，六魔侯之一，业剑侯泽诺尔。」

   「グラド゠ライアルだ。六魔侯……そんな大物が何故なぜこんな村に……いや、ここでお前を倒せば魔族にとって大きな痛手となる。皆の仇かたき、取らせてもらうぞ」

   「我是格拉多・莱亚尔。六魔侯……这种大人物怎么会来这种村庄……不对，只要在这里打倒你，就能对魔族造成重创。我要替大家报仇。」

   「その剣気、相当の強者と見受ける」

   「从你的剑气来看，想必是相当的强者。」

   「これでも昔はオームの騎士団で長おさをやっていたからな」

   「我以前好歹也是奥姆骑士团的团长。」

   「成程……やはり手を抜いて倒せる相手ではなさそうだ。来い、グラドよ」

   「原来如此……看来不是能手下留情的对手。来吧，格拉多。」

   「参る」

   「我上了。」

   ゼノールも腰に帯びた剣を抜き放ち、構える。

   泽诺尔拔出腰间的剑，摆出架式。

   達人同士の、間合いの読み合い。

   两名高手互相试探彼此的攻击范围。

   互いに踏み込み、過ぎ去りざまに剣を振るう。

   双方踏步上前，擦身而过的同时挥剑。

   剣と剣が風を斬る音が一度だけ鳴った。

   剑与剑划破空气的声音只响起一次。

   「グラド゠ライアル……やはり、強かったな」

   「格拉多・莱亚尔……果然很强。」

   兜と鎧の隙間、自身の首筋に付いた傷を指で拭うよりも速く、傷口が塞がる。

   泽诺尔用手指抹过头盔与铠甲的缝隙间，擦过自己脖子上的伤痕，伤口却在那之前就愈合了。

   出力は弱いが、不死殺しの力を持つ聖剣の類だったのだろう。小さな傷には鈍い痛みが伴っていた。

   对方的剑虽然威力不强，但想必是具有消灭不死者力量的圣剑。小小的伤口传来一阵钝痛。

   対するグラドの首筋からは、勢いよく血が噴出する。

   相较之下，格拉多的脖子则是喷出大量鲜血。

   「ぐっ……！」

   「唔……！」

   グラドはそのまま頽くずおれ、自分の作った血ち溜だまりの中に倒れ込む。

   他直接倒下，倒在自己流出的血泊之中。

   「く、そ……」

   「可、恶……」

   彼の取り落とした赤い剣が、民家の扉の前の地面に突き刺さった。

   他松手掉落的红剑刺进民宅门前的地面。

   キィ、と。

   叽一声。

   突き刺さった赤剣の前にある扉が音を立てて開いた。

   刺进地面的红剑前方的门应声开启。

   「お父、さん？」

   「爸、爸？」

   扉から顔を覗のぞかせるのは金髪に碧へき眼がんの、華きゃ奢しゃで可か憐れんな少女だ。

   从门后探出头来的是金发碧眼，楚楚可怜的少女。

   「来る、な……ミリ……ナ……」

   「别、过来……米莉……娜……」

   そこで力尽きたのか、グラドはミリナと呼んだ少女に視線を向けたまま、自分の血の海に沈んだ。

   格拉多似乎在此时耗尽力气，看着他称为米莉娜的少女，沉入自己的血海之中。

   （グラドの娘か）

   （是格拉多的女儿吗？）

   そう判断したゼノールは、せめて父の側そばで殺してやろうと剣を構える。

   泽诺尔如此判断，举起剑想至少让她死在父亲身边。

   恐らく隠れているように言われていたのだろう。ミリナは震え、怯おびえた表情を顔に貼り付けている。

   她恐怕是被吩咐要躲起来的，米莉娜浑身颤抖，脸上写满恐惧。

   いたいけな少女であろうとも、例外なく殺さねばならない。

   就算是年幼的少女，他也必须杀无赦。

   「よくも……」

   「你竟敢……」

   ミリナは目の前に突き立った、父の剣の柄を握る。

   米莉娜握住插在眼前的红剑剑柄。

   「よくも、お父さんを……！」

   「你竟敢杀了爸爸……！」

   震える小さな手で、鋒をゼノールへと向けた。

   她用颤抖的小手将剑尖指向泽诺尔。

   細い腕と綺き麗れいな指、生まれてこの方剣など持った事も、ましてや戦った事もないのだろう。父を殺された怒り、そして恐怖で腕と足が震えている。

   纤细的手臂与美丽的手指，想必她有生以来从没握过剑，更别说战斗了。父亲被杀的愤怒与恐惧使她的手脚不停颤抖。

   ミリナは剣の重さに耐えきれず、すぐに地面へと突き刺してしまった。

   米莉娜无法承受剑的重量，立刻将剑刺进地面。

   「最も早はや助かる道はなし。抵抗するな、痛みを感じる間もなく──」

   「已经没救了。别抵抗，你连痛都来不及感受——」

   その瞬間、業剣侯ゼノールの背筋に悪お寒かんが走った。

   那一瞬间，业剑侯泽诺尔的背脊窜过一阵寒意。

   彼が回避行動を取ったのは、その長い戦いの記憶における不死が感じた数少ない『死』の気配を感じ取ったからに過ぎない。

   他之所以采取回避行动，纯粹是因为在漫长战斗的记忆中，不死族感受到的少数「死亡」气息。

   （今何が起きた……？　いや、何をされた……？）

   （刚才发生了什么事……？不对，她对我做了什么……？）

   大きく後退した後に、ゼノールの思考が追いついてくる。

   大幅后退之后，泽诺尔的思考才跟上。

   剣を下ろしたミリナが、ゼノールですら反応するのがやっとの速度で斬り掛かり、彼の兜かぶとを弾はじき飛とばしながらその口の端に斬撃を加えたのだ。

   放下剑的米莉娜以泽诺尔勉强能反应的速度挥剑，弹飞他的头盔，砍伤他的嘴角。

   地面に落ちた兜が音を立て、露あらわになった半獣人ハーフセリアンの素顔に熱風が掛かる。

   头盔掉落地面发出声响，热风吹拂半兽人裸露的半张脸。

   直前までと全く異なる雰囲気を纏まとう少女を、ゼノールは見やる。

   泽诺尔看着散发截然不同气息的少女。

   肩で息をして、鋭い目付きでゼノールを睨にらみつけている。

   她肩膀起伏喘着气，以锐利的眼神瞪着泽诺尔。

   口の端に鋭い痛みが走り、次いで舌に広がる鉄に似た血の味。

   嘴角传来锐利的痛楚，鲜血的味道在舌头上扩散。

   （傷が再生しない……？）

   （伤口没有再生……？）

   先程グラドに斬られた時の傷は即座に回復したのに、ミリナから受けた傷は未いまだに塞がっていない。

   刚才被格拉多砍伤的伤口立刻复原，米莉娜造成的伤口却迟迟没有愈合。

   ミリナの持つ剣を見れば、グラドが持っていた時よりも強い魔力を感じられ、真しん紅くの光が剣身から放たれている。

   泽诺尔看向米莉娜手中的剑，感觉到比格拉多拿在手中的时候还要强大的魔力，剑身散发深红色的光芒。

   （恐らくは使用者によって力が増減する聖剣。グラドでは十全に発揮できていなかったが、少女が握ると魔力が跳ね上がった。だが聖剣が選定したのではない、あれは──）

   （恐怕是力量会随使用者增减的圣剑。格拉多无法发挥十全的力量，但少女一握，魔力就大幅上升。不过那并非圣剑的选择，而是——）

   ゼノールはそれを知っている。

   泽诺尔知道那是什么。

   特異技能と呼ばれる生まれ持った特別な力。

   名为特异技能，与生俱来的特别力量。

   《天剣の才》。

   《天剑之才》。

   それは剣聖アルティアと同一の才能。

   和剑圣阿尔缇亚相同的才能。

   〝剣〟という概念に限り自在に扱え、その性能を極限まで引き出せ、一度柄を握ればたとえ剣の訓練を受けておらずとも歴戦の剣豪の如ごとき技量を発揮するという天てん稟ぴん。

   能够自由自在地使用「剑」的概念，发挥其极限性能，只要握过剑柄，就算没有受过剑术训练也能发挥身经百战的剑豪技巧的天赋。

   （何故この少女にこの才が……！）

   （为何这名少女会拥有这种才能……！）

   ミリナ自身も、今まで己の内に眠るその才能に気付く事はなかっただろう。

   米莉娜自己过去应该也没有发现沉睡在自己体内的才能。

   絶体絶命の窮地で、ミリナは己の《天剣の才》を開花させたのだ。

   在穷途末路的绝境之中，米莉娜的《天剑之才》开花结果了。

   「殺してやる……」

   「我要杀了你……」

   熱した針先のような少女の殺意を浴びて、ゼノールは間違いないとそう肌で感じる。

   沐浴在少女灼热的杀意之下，泽诺尔切身感受到自己没有错。

   「殺してやる！」

   「我要杀了你！」

   「これが……！」

   「这就是……！」

   この眼めの前まえの少女こそが──

   眼前的少女正是——

   「──予言の子か……！」

   「——预言之子吗……！」

   業剣侯は、魂と融とけ合った己の真の武器を喚び出す。

   业剑侯召唤出与灵魂融合的真正武器。

   


   「影の獄ひとやに滲にじめ──《ゼノール》！」

   「渗入影之牢狱——《泽诺尔》！」

   


   ゼノールは胸元から生え出た柄を摑つかみ、影の飛ひ沫まつと共に一気に引き抜く。

   泽诺尔握住胸口长出的剑柄，伴随影子的飞沫一口气拔出。

   黒の大剣《ゼノール》を振り上げ、業剣侯はミリナに向かって踏み込んだ。

   业剑侯举起漆黑的大剑《泽诺尔》，朝米莉娜踏出一步。

   対するミリナは、彼女の筋力では持ち上げる事すらままならないのだろう、剣を引ひき摺ずりながら振ろうとする。

   米莉娜则拖着剑，试图挥舞。以她的力气，恐怕连举起剑都做不到。

   次の瞬間に、ゼノールの眼前に赤色の刃やいばがあった。

   下一瞬间，泽诺尔眼前出现赤色的剑刃。

   咄とっ嗟さに黒の大剣で受け、重い金属音が鳴り響く。

   他立刻举起黑剑抵挡，沉重的金属声响起。

   「ぐっ……！」

   「唔……！」

   後退したのは、ゼノールであった。

   后退的是泽诺尔。

   ミリナは剣を力任せに振り回しているどころの話ではない。腰は入っておらず、上半身も泳いでいる。

   米莉娜并非用力挥剑，而是被剑的重量带着走。她没有沉下腰，上半身也摇摇晃晃。

   剣の重さに振り回されている状態である。

   她处于被剑的重量带着走的状态。

   筋力はまるで足りず、剣術の基礎もできていない。

   力气完全不够，剑术基础也不扎实。

   だというのに、ゼノールと互角以上に斬り結んでいた。

   尽管如此，她却能和泽诺尔势均力敌，甚至更胜一筹。

   太刀たち筋すじも何もかも異なるのに、ゼノールは一人の人物の話を思い出していた。

   剑路和一切的一切都截然不同，泽诺尔却想起某个人物。

   遠い過去、まだ自身が定命だった頃、彼の剣の師である女性が語った話を、だ。

   遥远的过去，自己还是凡人时，他的剑术师父曾对他说过。

   『──んー、お姉さんから見れば君みたいなのは才能がないからね、剣を御さないといけないわけだけど、お姉さんは特別だからさ。剣が勝手にこっちに合わせてくれるわけ』

   『——嗯～在姐姐看来，你这种人没有才能，所以必须驾驭剑才行，可是姐姐很特别，剑会自己配合我。』

   その時は未熟故に理解できなかったが、今ならわかる。

   当时他还不成熟，无法理解，现在却明白了。

   これがそうなのだ、と。

   这就是那个。

   （この少女が生きていれば必ず陛下にとっての……永世王国樹立の妨げとなる。だから殺さなければ、今、ここで！）

   （这名少女只要活着，就一定会成为陛下……建立永世王国的阻碍。所以非杀不可，现在，就在这里！）

   ゼノールは大剣の柄を、強く握りしめた。

   泽诺尔用力握紧大剑的剑柄。

   


   ──決着が付くのに、そう時間は掛からなかった。

   ——没过多久，胜负已分。

   


   数合の打ち合いの末、軍配はゼノールに上がった。

   经过数回合的交锋，泽诺尔取得了胜利。

   いくら天賦の才があると言っても、所詮はなんの訓練も受けていないただの少女だ。

   就算天赋再怎么高，米莉娜终究只是个未经训练的少女。

   元々身体からだが弱かったのだろう。ミリナの肉体の方が先に限界を迎え、剣を落としてしまったのである。

   她的身体原本就不好，先迎来极限的也是她的肉体。米莉娜的剑从手中滑落。

   「……すまない」

   「……抱歉。」

   一言、ゼノールは謝罪の言葉を述べた後に、ミリナの心臓に刃を突き立てた。

   泽诺尔道了声歉，将剑刃刺入米莉娜的心脏。

   斯か様ような少女に全力を出した事に負い目などなかった。

   他并不后悔对这样的少女使出全力。

   それほどまでの強者。

   她就是如此强大的对手。

   自分が勝てたのは単に、ミリナの健康状態と経験不足にほかならない。

   自己能赢，纯粹是因为米莉娜的身体状况不佳，以及经验不足。

   もし彼女が万全で、一年実戦で経験を積んでいたら勝敗はわからなかっただろう。

   如果她处于万全状态，又在实战中累积了一年的经验，胜负就很难说了。

   己の行いは間違いではなかったという確信。

   他确信自己的行为没有错。

   ゼノールは刃を引き抜く。

   泽诺尔拔出剑。

   「あ……」

   「啊……」

   ミリナは胸から滲む血を見ながら、父の側に倒れ込んだ。

   米莉娜看着胸口渗出的鲜血，倒在父亲身旁。

   「ここで予言の子とその家族を始末できてよかった……生きていれば必ず陛下最大の敵となったことだろう」

   「幸好能在这里解决预言之子和她的家人……要是他们活下来，一定会成为陛下最大的敌人。」

   ゼノールは呟つぶやきながら、斬られた唇の傷痕を指でなぞる。

   泽诺尔喃喃自语，用手指抚摸被砍伤的嘴唇。

   鋭い痛みはまだ残っている。

   锐利的疼痛感还残留着。

   戦闘が終わり、血は止まったものの傷口はまだ再生しきっていなかった。

   战斗结束后，血虽然止住了，伤口却还没完全再生。

   「……」

   「……」

   一度、チラと少女の側に突き立つ赤い剣を見やる。

   他瞥了插在少女身旁的红剑一眼。

   叙事詩級か英雄級か、強力ではないが間違いなく不死殺しの力を持つ剣。

   虽然不强，但无疑是把拥有不死杀手之力的剑，等级为叙事诗级或英雄级。

   不死殺しの力を持つ武器を発見したら回収するというのは、不死の王国の義務であるが、ゼノールはそれを回収しなかった。

   发现拥有不死杀手之力的武器后，将其回收是不死王国的义务，但泽诺尔并没有这么做。

   ミリナとその父、グラドに対する敬意からだ。せめて墓標となれば、と。

   这是他对米莉娜和格拉多的敬意。至少让这把剑成为他们的墓碑。

   ゼノールはその場から背を向けた。

   泽诺尔转身离去。

   


   血と夜と炎の中。

   在血、夜晚与火焰之中。

   少女、ミリナが事切れるその寸前。

   少女米莉娜断气的前一刻。

   虚うつろな目の端から一粒の涙を零こぼしながら、こう呟いた。

   她空洞的眼角流下一行泪水，如此低语：

   


   「生きて──グラム兄さん……」

   「活下去——古兰哥哥……」

   


   夜の下、火の粉が弾ける音がした。

   夜晚之下，火星迸溅的声音响起。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年鷲獅子グリフォンの月２日、18時00分。

   统合历2099年鹫狮之月2日，18点00分。

   


   「はぁ……はぁ……はぁ……！」

   「呼……呼……呼……！」

   ゼノールは外新宿にある安宿のベッドから身を起こし、息を整える。

   泽诺尔从位于外新宿的便宜旅馆床上起身，调整呼吸。

   その身体に、いつも纏っている魔ま導どう鎧がい骨こっ格かくはない。

   他的身上没有平时穿着的魔导铠骨骼。

   眠る度に見せられる過去の記憶はあまりにも鮮明で、今でもヒトを斬った感触が、燃え盛る炎の熱さが肌に残っている。

   每次入睡都会梦见的过去记忆太过鲜明，现在皮肤上仍残留着砍人的触感，以及熊熊燃烧的火焰热度。

   ゼノールは知っている。

   泽诺尔知道。

   それは五百年も前に終わった物語だ。

   这是在五百年前就结束的故事。

   叙事詩に曰いわく、勇者グラムが生まれ育った村は、業ごう剣けん侯こうゼノール率いる業剣騎士団によって滅ぼされ、その後グラムは剣聖アルティアに師事し、オーム王国騎士団の外征騎士へと選ばれ、魔王討伐の旅に出る。

   叙事诗中说，勇者古兰出生的村庄被业剑侯泽诺尔率领的业剑骑士团毁灭，之后古兰拜剑圣阿尔蒂亚为师，被选为欧姆王国骑士团的外征骑士，踏上讨伐魔王的旅途。

   しかし今見たそれは、勇者グラムですら知らない過去きおくだ。

   然而刚才看到的，是连勇者古兰都不知道的过去。

   「クソッ……こんなもん、いつまで……こんな力なんて、欲しくは……」

   「可恶……这种东西，要持续到什么时候……我才不要这种力量……」

   悪態を吐ついて、ベッドサイドテーブルに置かれたプラボトルの蓋を開け、中に入った飲料水を口の中に流し込む。

   泽诺尔咒骂一声，打开放在床边桌上的宝特瓶盖，将里面的饮用水灌进嘴里。

   『《剣士ソードマン》』

   『《剑士》。』

   暗号化された霊素エーテル通信の音声が、呼び出し音の後に男の頭の中に響いた。

   经过加密的灵素通讯语音在呼叫音效后于男人脑中响起。

   よく知る声だ。

   是熟悉的声音。

   「《天使アンゼ》か」

   「《天使》吗？」

   『肯定。《司祭プリエステス》討伐クエストの進捗は？』

   『肯定。《祭司》讨伐任务的进度如何？』

   「見つけたけど逃げられた。今はちょっと休憩してたとこだ」

   「找到了，但被他逃了。现在正在休息。」

   『そう』

   『是吗？』

   「そっちはどうだ。渋谷は」

   「涩谷那边怎么样？」

   『特に、何も。ただ──』

   『没什么特别的。只不过——』

   「ただ？」

   「只不过？」

   『私個人の見解としては、早く《剣士ソードマン》と合流したいと考えている』

   『我个人的见解是，希望能尽快和《剑士》会合。』

   「えっ」

   「咦？」

   『任務の効率化を考えれば、その方がいい』

   『考虑到任务的效率，这么做比较好。』

   「ああ、そう……」

   「啊啊，是吗……」

   がっくりとゼノールは肩を落とす。

   泽诺尔垂头丧气。

   「んで何の用件だ」

   「所以你有什么事？」

   『大姉──訂正。ゼロから託宣が下ったから、その連絡』

   『大姐——更正。零下达了神谕，我来通知你。』

   「で、その連絡が何だよってーの！」

   「所以是什么事啦！」

   『因果干渉値測定に乱れ、不確定要素が強いから注意せよ、との事』

   『因果干涉值测定出现混乱，不确定因素很强，要小心。』

   「そんだけ？」

   「就这样？」

   『肯定』

   『肯定。』

   「毎回思うけど占いレベルなんだよなぁ……どうにかなんねえのか」

   「我每次都这么想，这根本是占卜等级……不能想办法改善吗？」

   『未アイ・オ来ブ・ジ・眼オロディクは片かた眼めだけ、もう片方は《司祭プリエステス》が所持している。片眼だけでは現在の演算能力では著しく精度が落ちるらしいから仕方がない。そもそも、私にどうにかなんねえのかと言われても困る』

   『未来眼只有一只，另一只在《祭司》手上。只有一只的话，现在的演算能力会显著下降，所以没办法。而且就算你问我能不能想办法，我也很为难。』

   「そりゃそうだな……ごめんなさい。んでエミリアの──」

   「说得也是……对不起。那艾米莉亚的——」

   『《剣士ソードマン》。暗号通信とはいえ、規定に抵触している』

   『《剑士》。虽说这是加密通讯，但还是抵触了规定。』

   「めんどくせーな！　つーかあいつ巷ちまたじゃ蒐集家コレクターって呼ばれてるし本名はエミリアだしコードは《司祭プリエステス》だしで呼び名三つもあって紛らわしいんだよ！　んで《司祭プリエステス》の次の出現予測ポイントはどこだよ！　次会ったらあのイカレポンチぶっ殺してでも捕まえてやる」

   「麻烦死了！话说那家伙在街头巷尾被称为收藏家，本名是艾米莉亚，代号是《祭司》，有三个称呼，太容易混淆了！所以《祭司》下次出现的预测地点在哪里！下次见到那家伙，就算要杀了他，我也要抓住他。」

   やれやれ、といったような《天使アンゼ》の雰囲気が通信越しにゼノールに伝わる。

   《天使》无奈的氛围透过通讯传到泽诺尔身上。

   『《司祭プリエステス》の出現予測ポイントは──』

   『《祭司》的出现预测地点是——』

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、18時00分。

   统合历2099年，鹫狮子之月2日，18时00分。

   


   『メインシステム再起動』

   『主系统重新启动。』

   システムメッセージと共に、マトイは再起動した。

   随着系统信息，缠重新启动了。

   「ぁ……う……」

   「啊……呜……」

   カメラのフラッシュを焚たかれた時のような視覚素子のホワイトインと、砂嵐のような聴覚素子のノイズがクリアになっていく。

   视觉元件的白化现象，以及听觉元件的沙尘暴般噪声逐渐消失。

   見えたのは天井。低く、汚れている。

   映入眼帘的是低矮而肮脏的天花板。

   システム走査結果が、高速で視界内に流れていく。視覚センサはまだ不調だ。

   系统扫描结果以高速在视野内流动。视觉感应器还不正常。

   自身が置かれた状況を分析、確認する。

   分析、确认自己所处的状况。

   因果干渉値の高い女性と、魔王ベルトールを名乗る不死の男を見つけ戦闘を仕掛けたが、黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルドの介入もあって敗北した。

   她发现因果干涉值高的女性，以及自称魔王贝尔多尔的不死之男，向他们发动攻击，但因为黑龙侯希瓦尔德介入而败北。

   胴体部にダメージは残っているが、この程度ならばすぐに回復してもとに戻るだろう。

   躯体部分还留有损伤，不过这点程度的损伤应该很快就能恢复。

   （そう、この程度だ）

   （没错，就这点程度。）

   マトイは腹部のダメージ箇所を摩さする。

   缠抚摸腹部的损伤部位。

   拝借していた服は破け、焼け焦げたような黒い魔力痕が残っている。

   借来的衣服破了，留下烧焦的黑色魔力痕迹。

   （ベルトールのあの魔法。最初に会敵した時に分析しましたが、高い貫通力と爆発力を持っていたはず……あの距離、あのタイミングの直撃だったら確実に大破していた……貫通能力を切っていた……何故なぜ……？）

   （贝尔多尔的魔法。最初遇敌时分析过了，应该具有很高的贯穿力与爆炸力……在那个距离、那个时机被直接命中的话，肯定会被严重破坏……他没有使用贯穿能力……为什么……？）

   システムダウンと再起動の影響か、クァンタムコアの中央演算処理装置たるイデアサーキットがシングルタスクしか行えていなかったらしい。

   或许是系统当机与重新启动的影响，量子核心的中央运算处理装置——理念回路似乎只能进行单任务。

   夢中になっていた演算と並行しながら、マトイは身体を起こした。

   缠一边进行着心无旁骛的运算，一边撑起身体。

   「ここは……」

   「这里是……」

   古びたソファーの上だ。

   老旧的沙发上。

   毛羽立った薄いブランケットが一枚、身体に掛けられている。

   身上盖着一件起毛球的薄毯子。

   そしてソファーが置かれているのは狭い部屋だ。

   沙发放在狭窄的房间里。

   ガラクタが雑多に置かれており、ひどく散らかっている。

   到处都是破铜烂铁，非常凌乱。

   初めて見るどこかもわからない部屋なのに、何故か神経系は穏やかだった。

   明明是第一次看到的陌生房间，不知为何，神经系统却很平静。

   （ここは──）

   （这里是——）

   「おや、目が覚めたか」

   「哎呀，你醒啦。」

   「……ッ!?」

   「……！？」

   センサも機能していなかった事もあって完全に油断しており、その声にびくりと身体からだを震わせた。

   由于感应器也没有在运作，她完全大意了，因此听到声音时身体抖了一下。

   「だ、誰ですか……？」

   「是、是谁……？」

   声の方に視線を向ける。

   她看向声音传来的方向。

   そこにいたのは絵え美みと呼ばれていた半獣人ハーフセリアンの女性だ。

   在那里的是被称为绘美的半兽人女性。

   先程と変わらず、白衣に帽子といった出いで立たちであり、薄暗い部屋に窓から差し込む霊素反応灯エーテルネオンのぼんやりとした光で、濃い陰影を作っている。

   她和刚才一样穿着白袍、戴着帽子，灵素反应灯的朦胧光线从窗户照进昏暗的房间，形成浓浓的阴影。

   「そういえば私と君とは自己紹介がまだだったね。私は茶ちゃ畑ばたけ絵美、探偵をしている者だ」

   「这么说来，我还没自我介绍呢。我是茶畑绘美，是侦探。」

   「……《救世教会ギルド》の《勇者》マトイです」

   「……我是《救世教会》的《勇者》缠。」

   「随分可か愛わいい勇者様だね」

   「真是可爱的勇者大人呢。」

   「肯定です。私が一番カワイイと分析できます」

   「肯定。我分析自己是最可爱的。」

   可愛いと言われたので反射的に横ピースのポーズを取ってしまっていた。

   因为被说可爱，她反射性地摆出横向胜利手势。

   くつくつと笑いながら絵美は言う。

   绘美呵呵笑着说道：

   「あの後大変だったんだよ。ただでさえ君が暴れまわったのに加えて助手君があんな大魔法を使ったから警報のサイレン鳴りまくり、都市警察シティガード来まくりで大混乱。小説でたとえるなら40行16文字換算で20ページくらいに及ぶ大脱出劇が繰り広げられたんだよ」

   「在那之后可辛苦了。你大闹一场，助手又使出那种大魔法，警报声大作，都市警察也蜂拥而至，场面一片混乱。用小说来比喻的话，就是换算成40行16字的一页，长达20页左右的大逃亡戏码。」

   多いのか少ないのか、マトイにはイマイチピンとこなかった。

   不知道是多还是少，缠不太能理解。

   「いえ、そんな事より、何故私を拘束もせずに置いておいたのですか？貴方あなた達を私は、攻撃したのに」

   「不，先不说这个，为什么你们没有绑住我，还放着我不管？我明明攻击了你们。」

   「君はあの時、助手君本人ではなく彼の使った大魔法を斬った。あの時はどっちかってーと助手君が悪者ムーブしてたわけだけど、君は恐らく周囲に被害が出ないように優先したのではないかな？」

   「你当时斩断的不是助手本人，而是他使用的大魔法。虽然当时助手的举动比较像坏人，但你应该是以避免周围受到损害为优先吧？」

   「それは……」

   「那是……」

   「私や助手君を殺す、ないし捕獲が目的で、機械的に処理するような人物ならばそんな事をする必要はない。故に、君は私が想定したよりも理性的で、話が通じるのではないかと判断した。今こうやって私は無防備なのに君は私を攻撃しないのが良い証拠だ」

   「如果是以杀掉或捕获我和助手为目的，像机械一样处理事情的人，就没必要做那种事。因此，我判断你比我想象的还要理性，可以沟通。现在我明明毫无防备，你却没有攻击我，就是最好的证据。」

   反論の言葉は、出てこなかった。

   她无法反驳。

   未来を変える立場にある彼女を今この場で捕らえない理由などないのに。

   明明没有理由不趁现在抓住站在改变未来立场的她。

   「流石さすがは探偵、といった所でしょうか。ええ、確かに今の私はどこかおかしいと分析できます。最優先事項を即座に処理できない」

   「该说不愧是侦探吗？没错，现在的我确实可以分析自己有点奇怪。无法立刻处理最优先事项。」

   それは検出されていないイデアサーキットの不具合なのか、それとも別の要因なのか。

   那是没有被检测出来的idea circuit故障，还是其他原因呢？

   その答えを持っているかもしれない相手は、今此処ここにはいないのだ。

   或许知道答案的对象，现在不在这里。

   「そりゃあヒトだもの、そういう時もあるさ。非合理な判断だってするだろう」

   「毕竟你是人，当然会有这种时候。也会做出不合理的判断。」

   「ヒト……」

   「人……」

   相手は無防備。敵意はまるでなく、こうして語りかけてきている。殺すも捕らえるも容易。そして相変わらず彼女の因果干渉値は１００を維持している。

   对方毫无防备。她完全没有敌意，像这样和自己对话。要杀要抓都很容易。而且她的因果干涉值依然维持在100。

   だというのに、それらの合理的な選択肢を取れずにいた理由が、マトイにはなんとなく理解できたような気がした。

   尽管如此，缠总觉得能够理解自己为何无法做出这些合理选择。

   だって自分は、兵器や機械としての合理よりも、自分の正義という非合理な選択を取って敗北したのだから。

   因为自己就是选择了自己的正义这种不合理的选择，而不是身为兵器或机械的合理性，才会落败。

   「まずは対話しようじゃないか。私達には言葉があり、知性がある。暴力はシンプルな解決法だけど、最後にしたいと思わないかい？」

   「先来对话吧。我们有言语，有智慧。暴力虽然是简单的解决方法，但你不想把暴力当成最后手段吗？」

   対話。

   对话。

   その選択肢が端はなから抜け落ちていた。いや、正確には優先度が非常に低かった。

   这个选项一开始就不存在。不，正确来说是优先度非常低。

   対話を挟む余地など存在しない世界で過ごしていたからだ。

   因为自己一直生活在没有对话余地的世界。

   「まずシャワーを浴びてくるといい。随分汚れてしまっている」

   「你先去冲个澡吧。你身上很脏。」

   本来、機体表面部の洗浄など現状必要のない行為だ。

   原本机体表面的清洗并非现在的必要行为。

   だが促されるままにマトイは脱衣所に向かっていた。

   但在对方的催促下，缠走向更衣室。

   イデアサーキットの片隅で、汚れている時に温かいお湯で機体を洗浄すると不快指数が下がり、作業能率が上昇するのでシャワーを浴びるべきだというイデアサーキットのデモクラシー評決機構の提案があった。なので、一方的に可決した。

   在idea circuit的角落，idea circuit的民主主义评决机构曾经提议，当机体脏掉时，用热水清洗机体能降低不快指数，提升工作效率，所以应该冲澡。因此，缠单方面地通过了这个提议。

   すぐ側にある脱衣所の扉に手を掛け、中へと入る。

   她伸手打开一旁的更衣室的门，进入其中。

   狭い脱衣所には洗濯機が一つ、タオルが入っている棚が一つ、そしてシャワールームへの扉が一つある。

   狭窄的更衣室里有一台洗衣机、一个放着毛巾的柜子，以及一扇通往淋浴间的门。

   マトイは着ていた衣服を脱ぎながら、記憶領域のデフラグメンテーションを行う。

   缠一边脱下身上的衣服，一边进行记忆领域的碎片整理。

   （そういえば私がこの服を拝借していった子達はあの後どうなったのでしょう、寒くないでしょうか、いや寒いでしょうね）

   （话说回来，我借了衣服穿的那些孩子们后来怎么了呢？会不会冷呢？不，应该很冷吧。）

   再起動したばかりだからか、あるいは激しい戦闘の疲労からか、もしくはその両方か。イデアサーキットの演算処理はいつもより遅く、関係のないノイズが入っている。

   不知是因为刚重新启动，还是因为激烈战斗的疲劳，又或者是两者皆是，idea circuit的演算处理速度比平常慢，还出现了无关的噪声。

   だから気付かなかった。

   所以她没有发现。

   脱衣所に二人分の衣服が脱ぎ、置かれている事に。

   更衣室里放着两人份的脱下来的衣服。

   シャワールームに熱源があり、漏れ出る湯気とシャワーの音に。

   淋浴间里有热源，还传出蒸气和淋浴的声音。

   だから思い至らなかった。

   所以她没有想到。

   脱衣所の扉が開いた先。

   更衣室的门打开后。

   一糸纏まとわぬ全裸の姿で、二人でシャワーを浴びているベルトールとシルヴァルドの姿に。

   贝尔多尔和希瓦尔德一丝不挂，两人一起淋浴的光景。

   「!?」

   「！？」

   「むっ」

   「呣。」

   「なんじゃー？」

   「怎么了——？」

   魔王と黒竜と、人類最後の《勇者》の目が合った。

   魔王、黑龙与人类最后的《勇者》四目交接。

   「!?」

   「！？」

   「あ、ごめーん。遅かったね。先客がいた事を言い忘れていた」

   「啊，抱歉——我来晚了。我忘记先跟你说有人先来了。」

   「遅すぎますが!?」

   「太晚了吧！？」

   言い忘れるなんて事があるのか？　そんな疑問をイデアサーキットで処理する前に、シルヴァルドが声を上げた。

   有可能会忘记这种事吗？在用idea circuit处理这个疑问之前，希瓦尔德先开口了。

   「なんじゃ、いれんぞ！儂わしらと一緒に入りたい気持ちはわかるがちょっと可愛いからって調子に乗るなよ!?」

   「什么，不许进来！虽然我明白你想跟我们一起洗的心情，但可别因为有点可爱就得意忘形了哦！？」

   「否定です！　別に入りたいわけでは……」

   「否定！我才不想一起洗……」

   「儂が一緒に入っとるんじゃ！　出ていけい！」

   「我跟你一起洗！给我出去！」

   「いれんぞも何も姉上が勝手に入ってきただけでは……一人で入りたいのですが……」

   「什么不许进来，明明是姐姐擅自闯进来的……我想一个人洗……」

   「うるさい！　黙れ！　弟の癖に生意気じゃぞ！」

   「啰嗦！闭嘴！明明是弟弟还这么嚣张！」

   「引っ張らないでください姉上。取れます」

   「请别拉我，姐姐。会掉的。」

   「何やってるんですかこのヒト達は……」

   「这些人到底在做什么……」

   まずベルトールと竜であるはずのシルヴァルドが姉と弟の関係だと言っている事、そして何故か姉きょう弟だいで一緒にシャワーを浴びている事でイデアサーキットが情報を処理しきれずにハングアップする。

   首先，贝尔多尔和理应是龙的希瓦尔德自称姐弟一事，以及姐弟不知为何一起淋浴一事，让idea circuit无法处理资讯，当机了。

   「フッ、仕方あるまい。余の玉体を盗み見る不敬、今は許してやろう。入ってくるがいい、もっと間近で見せてやろう」

   「呵，没办法。余就原谅你偷看余玉体的不敬之举吧。进来吧，让你更近一点看。」

   「入りません！」

   「我才不进去！」

   マトイが、勢いよくシャワー室の扉を閉めた。

   缠用力关上淋浴间的门。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、19時03分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，19点03分。

   


   「さて」

   「好了。」

   長い黒髪を後ろで括くくり、三角巾を頭につけ、エプロンを装着し、箒ほうきを右手にはたきを左手に持つ男が、マトイの眼めの前まえにいる。

   将黑色长发绑在脑后，头上绑着三角巾，身穿围裙，右手拿着扫帚，左手拿着撢子的男人，站在缠的眼前。

   魔王ベルトールを名乗る男だ。

   自称魔王贝尔多尔的男人。

   「皆の者、準備はできたか」

   「各位，准备好了吗？」

   そして眼前には散らかりきった茶畑探偵事務所と、同じく掃除をする為ための格好をした絵美、シルヴァルド。

   眼前是乱七八糟的茶田侦探事务所，以及同样换上打扫服装的绘美和希瓦尔德。

   マトイも例に漏れず、掃除しやすい格好に着替えている。

   缠也不例外，换上了方便打扫的服装。

   「完璧だよ助手君、任せておきたまえ。まあ掃除するより散らかす方が得意だけど」

   「交给我吧，助手小弟。虽然我擅长的不是打扫，而是弄乱。」

   「めんどーじゃのお……それに儂昔から自分で巣を掃除した覚えがない」

   「好麻烦啊……而且老夫从以前就不记得自己有打扫过巢穴。」

   「掃除し始めるとネットしたりゲームしたりつい他のことしちゃうんだよね」

   「一旦开始打扫，就会忍不住上网或打电动，做其他事情。」

   「わかる〜儂も儂も」

   「老夫懂～老夫也是老夫也是。」

   二人は意気投合し、拳を突き合わせて手を組んで親指を二度合わせた。

   两人意气相投，握拳互碰，用大拇指互相碰了两下。

   「提言です。私は家事補助用に製造されておりません、サポート外です」

   「提议。我并非被制造来协助家事，不在支援范围内。」

   モチベーションは皆上々である。

   大家的干劲都很高昂。

   何故このような事態になっているのか──

   为什么会演变成这种事态呢——

   


   『さて皆。次の依頼は少々ヘビーだ、よってこの場で探偵会議を行う事にしよう』

   『那么各位，下一个委托有点沉重，因此就在这里召开侦探会议吧。』

   『質問です絵美。探偵会議とは？』

   『提问，绘美。侦探会议是什么？』

   『探偵の会議の事だよ、マトイ君』

   『就是侦探的会议哦，缠。』

   『全く情報が増えていませんが』

   『完全没有增加情报。』

   『それと並行してこの事務所の掃除も行っていこうじゃないか』

   『同时来打扫这间事务所吧。』

   『探偵会議と掃除の論理的繫つながりが見えないのですが』

   『我看不出侦探会议和打扫的逻辑性关联。』

   『其方そなたはこの事務所の惨状が目に入らぬのか。散らかってるからに決まってるだろう』

   『你没看到这间事务所的惨状吗？当然是因为乱七八糟啊。』

   『まあ会議をする前に掃除をするのは当たり前じゃからのお……』

   『在开会前打扫是理所当然的嘛……』

   『え、わ、私がおかしいのですか!?』

   『诶，我，我很奇怪吗！？』

   


   などというやり取りにより、茶畑探偵事務所の掃除が決定したのである。

   经过一番讨论，大家决定打扫茶田侦探事务所。

   「単刀直入に問おう。其方そなたは何者だ？」

   「我就单刀直入地问了。你是什么人？」

   ベルトールはバケツの中の水に雑巾を浸し、強く絞りながらマトイに問う。

   贝尔多尔把抹布浸在水桶里，用力拧干，向缠问道。

   「信じて貰もらえないでしょうが……」

   「你可能不会相信……」

   「信じる信じないの判断をするのは其方そなたではない、こちらだ」

   「信不信由我，不是你。」

   相手がこちらを破壊するつもりがなく、拘束もしないのであれば、情報を開示して協力を取り付けるべきだと判断した。

   既然对方没有破坏自己的打算，也没有拘束自己的意思，那就应该公开情报，寻求协助。

   「私は今から五十年後の未来、統合暦２１４９年水精ウンディーネの月31日のワシントン市から来ました。ワシントン市の人口は百万、正確には百万四八一二人これは──２１４９年の全人類の総人口と同数。私は、人類が滅ぶ未来を変える為にタイムマシンを使ってこの時代にやってきたのです」

   「我是从距今五十年后的未来，统合历2149年水精之月31日的华盛顿市来的。华盛顿市的人口有一百万，准确来说是一百零四千八百一十二人——和2149年全人类的总人口数相同。我是为了改变人类灭亡的未来，才使用时光机来到这个时代的。」

   マトイは語る。

   缠娓娓道来。

   人類廃滅機関《新生魔王軍》。

   人类废灭机关《新生魔王军》。

   世界を滅ぼす終世魔王ベルトールの存在。

   毁灭世界的终世魔王贝尔多尔。

   その配下の真六魔侯。

   其麾下的真六魔公。

   その対抗組織《救世教会ギルド》。

   对抗组织《救世教会》。

   自身が不死と戦う兵器、マギノロイド《アインヘリアル》であり、《勇者》である事。

   自己是与不死战斗的兵器，魔导机《艾茵赫利亚》，也是《勇者》。

   タイムマシン。

   时光机。

   時空枝変動率と、因果干渉値。

   时空枝变动率和因果干涉值。

   測定の結果、絵え美みが破滅の未来を決定する為のキーパーソンである事。

   根据测量结果，绘美是决定破灭未来的关键人物。

   鷲獅子グリフォンの月４日17時36分に未来が確定する事。

   以及未来将在鹫狮子之月4日17时36分确定。

   包み隠さずだ。

   她毫无保留地全盘托出。

   （ですが、このヒト達にとってはあまりに突拍子もなさすぎて信じて貰えるかどうか……）

   （但是，这些事对他们来说太过离奇，不知道他们会不会相信……）

   マトイは箒で床のゴミを集めながら思考する。

   缠一边用扫帚扫地上的垃圾，一边思考。

   ちら、と三人の方を見やる。

   她瞥了三人一眼。

   「私が因果干渉値１００……？　という事は、私が滅びの未来に関係してるって事だよね？　……私がぁ？　なんでぇ？」

   「我的因果干涉值是100……？也就是说，我跟毁灭的未来有关对吧？……我吗？为什么？」

   「なんでと言われましてもそういう測定結果が出ているので……何か心当たりはありませんか？」

   「就算你问我为什么，测定结果就是这样……你有没有什么头绪？」

   「あると思う？　何かの間違いって確率の方が高いと思うな」

   「你觉得我会有什么头绪吗？我觉得搞错的概率比较高。」

   まるで見当もつかないといった風に、絵美は肩をすくめながら雑巾を絞った。

   绘美一副毫无头绪的样子，耸了耸肩，拧干抹布。

   「終世魔王……ベルトール……」

   「终世魔王……贝尔多尔……」

   そして何やらひどくショックを受けた様子で、ベルトールも片手で口くち許もとを覆っている。

   贝尔多尔则似乎受到相当大的打击，单手捂着嘴。

   「え、余、未来でそんな事するの……？」

   「余、余在未来做了那种事吗……？」

   「助手君、信じていたのに……」

   「助手，我明明那么相信你……」

   「うっわ最低じゃなベルトール……いつかやると思っとった」

   「呜哇，贝尔多尔你太差劲了……我就知道你总有一天会干出这种事。」

   「いやまあシルヴァルド君も世界滅ぼすのに加担してるけどね？」

   「不过希瓦尔德也参与了毁灭世界的事哦？」

   「待て待て！　余が人類の絶滅に舵かじを取るだなどと愚行も愚行、蛮行とも呼べる所業を、余のような聡そう明めいな存在が行うというのには大きな疑問が残るぞ！何故なぜなら余の最終目標は、余が世界を支配する事による世界平和の実現だ！」

   「等等！余引导人类走向灭亡，这种愚蠢至极、堪称蛮行的所作所为，由余这般聪明的存在来做，实在令人存疑！因为余的最终目标，是借由支配世界来实现世界和平！」

   「でも戦争で定命ぶっ殺しまくったじゃろ？」

   「可是你不是在战争中杀了好多定命吗？」

   「シ……シルヴァルド……もしやあの戦争に理解がなかったのか!?六魔侯なのに!?別に定命が憎くて戦争を吹っかけたわけではなく、外交上最後の手段としての武力行使があの不死戦争だったのだ！」

   「希……希瓦尔德……你该不会不理解那场战争吧！？你明明是六魔侯耶！？余并非憎恨定命才挑起战争，那场不死战争是外交上的最后手段，是行使武力！」

   ベルトールは雑巾を振り回し、辺りに水を撒まき散ちらしながら抗議する。

   贝尔多尔挥舞着抹布，往四周泼水抗议。

   シルヴァルドとマトイは超反射神経で飛沫しぶきを全て避け、その先にいる絵美がびしょびしょになる。

   希瓦尔德和缠以超反射神经避开所有水花，结果站在他们前方的绘美被淋得湿答答。

   「いやでもベルトールならそれくらいやりそうじゃし……儂と出会った時も最初に祖国を滅ぼすとか言い出す奴やつじゃし……説得力あるし……」

   「不，贝尔多尔的话确实有可能……毕竟他遇见老夫时，一开口就说要毁灭祖国……很有说服力……」

   「へー、スケールがすごいね助手君」

   「哦～规模真大呢，助手。」

   「姉上！　私の事をどう思ってるんですか!?そも、絶滅させるというのも解げせん！　余の力の根源的に人類が少なくなればなる程に弱体化する。減った分信仰力が低下するのだからな！　だから余が絶滅なんてさせるのはおかしい！」

   「姐姐！你把我想成什么了！？再说，余不明白为何要让人类灭亡！余的力量根源是人类，人类数量愈少，余的力量就会愈弱。因为减少的人数会降低信仰力！所以余让人类灭亡太奇怪了！」

   ぷりぷりと怒りながら、ベルトールは隅々まで細かく雑巾がけをしていく。

   贝尔多尔气呼呼地，用抹布仔细地擦遍每个角落。

   「つまりベルトールの政治的理念より絶滅させるという感情が優先したんじゃろ？　何があったんじゃろうな未来で」

   「也就是说，比起贝尔多尔的政治理念，让人类灭亡的念头更优先对吧？未来到底发生了什么事？」

   両手を頭の後ろで組みながら、シルヴァルドは尻尾で雑に雑巾を動かしている。

   希瓦尔德双手交叠在后脑勺，用尾巴粗鲁地移动抹布。

   「人類に対し、相当の恨みがある印象を受けました」

   「感觉他对人类怀有相当深的恨意。」

   丁寧に、そして淀よどみない動きでマトイは箒を操り、ゴミを集めている。

   缠以仔细且流畅的动作挥动扫把，收集垃圾。

   「さっきのマトイ君との戦闘中のブチギレっぷりよりも更に上のブチギレ案件か……どんな理由だったんだろうね」

   「比刚才和缠同学战斗时的发飙更严重吗……到底是什么理由呢？」

   絵美は必要な物と不要なゴミとを分別し、必要な物がどんどんと増えている。

   绘美将需要的东西和不要的垃圾分开，需要的东西越来越多。

   「いや、違う違う、そもそも余はキレてはおらぬ。あれはマトイを騙だます演技だったのだ。余があの男の事で激げき昂こうする意味もわからんだろ？」

   「不，不对不对，余根本没发飙。那是为了骗过缠的演技。你们也不懂余为何会因为那个男人的事而激动吧？」

   「……演技にしては随分真に迫っておったがのう……」

   「……以演技来说，实在太过逼真了……」

   「フフ、私は怖すぎてちょっとおしっこ漏らしちゃったよ。ほら見て、あそこにパンツが干してあるだろう？」

   「呵呵，我吓到不小心尿出来了。你们看，那里晾着内裤对吧？」

   「あれ其方そなた漏らしてたのか……」

   「那是你尿出来的吗……」

   シルヴァルドが、物干しスタンドにぶら下がるパンツに憐あわれみの視線を向ける。

   希瓦尔德对晾在晒衣架上的内裤投以怜悯的视线。

   「謝罪です。未いまだに何がベルトールの怒りに触れたのかは理解できていませんが、あれだけの激昂、相当な無礼を働いたのだと分析できます。申し訳ございませんでした」

   「这是谢罪。虽然余还不明白自己为何会触怒贝尔多尔，但能分析出他那么激动，是因为余相当无礼。非常抱歉。」

   「いや……其方そなたに非はない、余が勝手に取り乱しただけだ、あれは全面的に余が悪かった。尻拭いのような真ま似ねまでさせてしまったしな。こちらこそすまなかった」

   「不……你没有错，是余擅自乱了方寸。那件事完全是余的错，还让你帮忙擦屁股。余才该道歉。」

   「ベルトールもいつ過激な思想に走るかわからんからのお……」

   「毕竟贝尔多尔也不知道什么时候会思想偏激……」

   「バイク泥棒もするしね。人類も滅ぼしちゃうかもね」

   「还会偷机车，说不定会毁灭人类。」

   「待て！　あれは其方そなたが探偵命令で逃げると言い出したから緊急手段であってだな！　それにあのバイクは既に持ち主を特定して賠償金を入金している。いやしかし……まあ可能性はゼロとは言わんが。それより其方そなたらが納得してる事に余は深く傷ついているぞ……」

   「等等！那是因为你用侦探命令说要逃跑，余才采取紧急手段！而且那辆机车的车主已经查明，赔偿金也汇过去了。不过……可能性不是零就是了。先不说这个，你们竟然相信那种事，余很受伤……」

   「ちょ、ちょっと待ってください！」

   「请、请等一下！」

   盛り上がる三人を制するように、マトイが声を上げた。

   缠出声制止聊得正起劲的三人。

   「あの、今更なのですが私の話を信じるのですか……？」

   「那个，虽然现在问这个有点晚，但你们相信我说的话吗……？」

   「え、噓うそなんか？」

   「咦，你说谎吗？」

   「噓なのかい？」

   「你说谎吗？」

   「余としては噓だと助かるのだが」

   「余希望你说谎。」

   マトイの言葉に、シルヴァルド、絵美、ベルトールが三者三様の反応を返す。

   希瓦尔德、绘美、贝尔多尔三人对缠的话做出不同的反应。

   「ひ、否定です。私は真実を話しているのですけど、如何いかんせん信じて貰えるとは思っていなくて……」

   「不、不是。我说的都是真的，只是实在不觉得你们会相信……」

   「だって今ここで君がそんな噓を吐つく理由がなくないかい？」

   「因为你没理由在这时候说谎啊？」

   「余がそのような凶行に及んでいるのは大いに疑問が残るが、其方そなたが超高性能なマギノロイドだというのは理解できる。この時代のものではない方が説得力あるからな」

   「虽然余对汝为何会做出那种凶恶行为感到非常疑惑，但汝是超高性能魔导人偶这点倒是不难理解。不是这个时代的东西比较有说服力嘛。」

   「儂わしは考えるのが面倒じゃから二人に任せておる！」

   「老夫懒得想，就交给你们两个了！」

   あまりにあっさり信じて貰えて、マトイは逆に対応に困った。

   他们相信得这么干脆，反而让缠不知该如何应对。

   証明しろと言われても、まさか頭を開いて精査させるわけにもいかないし、この日時の細かいデータなどもインプットされていないし、スポーツ年鑑だって持っていない。

   就算要她证明，她也不可能让人打开脑袋检查，也没有输入这日期的详细资料，更没有运动年鉴。

   だがこのヒト達は、一方的に敵対していた自分の言葉を信じてくれた。妄言と一笑に付されてもおかしくない話を、だ。

   然而，他们却相信了单方面与他们敌对的自己所说的话。这种事就算被一笑置之也不奇怪。

   ならば自分も、彼らの信頼に報いるべきだろう。

   那么，自己也该回报他们的信任。

   「一点だけ否定です。超高性能のマギノロイド、というのは正確ではありません」

   「我只否定一点。超高性能魔导人偶这个说法并不正确。」

   ただ一つ、彼女は飲みかけのプラボトルをゴミ袋に入れながら否定する。

   她将喝到一半的宝特瓶丢进垃圾袋，否定其中一点。

   「ではなんだと？」

   「那是什么？」

   「超高性能かつ超カワイイマギノロイド、と訂正させて頂きます」

   「请容我订正为超高性能且超可爱的魔导人偶。」

   言いながらだんだんと開く横ピースをキメる。彼女なりの信頼の証あかしとして。

   她一边说，一边将手慢慢张开比出V字。这是她表示信任的方式。

   「なんだそのポーズは」

   「那是什么姿势？」

   「五十年後の最先端カワイイポーズです」

   「五十年后的最尖端可爱姿势。」

   「ほう……！」

   「哦……！」

   と感心したベルトールは指を二本立て、顔の横に持っていき、だんだんと指を開きながら横向きピースのカワイイポーズをドヤ顔でキメた。

   贝尔多尔佩服地竖起两根手指，拿到脸旁，然后慢慢张开手指，一脸得意地摆出横向V字的可爱姿势。

   「どうだ、余の可か愛わいさは」

   「余的可爱如何？」

   「私程ではありませんが、相当なものだと分析できます」

   「虽然不及我，但分析起来相当可爱。」

   マトイの言葉にまんざらでもなさそうなベルトールをなにやっとるんじゃこいつ、といった風に箒ほうきとちりとりを剣と盾に見立てて遊んでいるシルヴァルドの目が語っていた。

   听到缠这么说，贝尔多尔显得有些得意，希瓦尔德则用扫帚和畚箕当成剑和盾玩耍，眼神仿佛在说「这家伙在搞什么鬼」。

   「それにしてもタイムマシンで過去に戻るなんてできるものなんだねえ助手君」

   「话说回来，助手老弟，原来真的能用时光机回到过去啊。」

   「時間の遡そ行こう、確かに生なま半なかに達成できるものではない。以前の余なら夢物語と笑い飛ばしていただろう」

   「时间回溯确实不是轻易就能达成的事。若是以前的余，大概会一笑置之，认为是痴人说梦吧。」

   そう言うのはベルトールだ。

   贝尔多尔说。

   「余も以前、時間に関する魔法の研究に没頭している時期があった、その成果が《転輪の法メテノエル》。滅びを迎えた後に未来に魂の情報を飛ばし、再構築する魔法のわけだが、これは主観的に見れば時間と空間を超えて未来に移動する魔法であるとも言える。だが過去への遡行はそれ以上の困難を伴う──しかし不可能ではない。理論的にはな。余の想像を超えた技術の進歩をたった五百年の内に成し遂げていたのだ、ありえん話ではない」

   「余以前也曾有一段时期埋首于研究时间相关的魔法，其成果就是《转轮之法》。那是将灵魂情报传送到未来，于灭亡后重新构筑的魔法，但以主观来看，也可说是超越时间与空间，移动到未来的魔法。不过要回溯到过去，伴随的困难更甚于此——但并非不可能。理论上来说。毕竟在短短五百年内，技术就进步到超越余的想象了，这并非不可能的事。」

   ベルトールの講釈をつまらなそうに聞いていたシルヴァルドが、マトイに問いかける。

   希瓦尔德一脸无趣地听着贝尔多尔的讲解，接着向缠问道：

   「真六魔侯って誰がおったんじゃ？」

   「真六魔侯有谁啊？」

   「禍か福ふく侯こう、霊れい竄ざん侯こう、瀆とく聖せい侯こう、雷らい斬ざん侯こう、黒こく竜りゅう侯こう、鉄てつ丸がん侯こうの六柱です」

   「祸福侯、灵窜侯、渎圣侯、雷斩侯、黑龙侯、铁丸侯这六柱。」

   冒ぼう瀆とく的な兎うさぎのような見た目をしたイシマル君指人形をマトイは、これ鉄丸侯の巨大ＭＧに見た目が似てるな……。と、思考しながら即座にゴミ袋に入れる。

   缠看着外观像兔子的渎圣侯指人偶，心想「这跟铁丸侯的巨大MG很像呢……」，并立刻将它丢进垃圾袋。

   「知らんやつしかおらんな。そりゃそうか、儂しか残っとらんのか。まあベルトールが人類滅ぼすぞ！　って言い出したら儂もやるか」

   「全都是不认识的家伙。不过也是啦，毕竟只剩下老夫了。要是贝尔多尔说要毁灭人类，老夫也会跟着做吧。」

   「シルヴァルド君は人類の滅亡に対して随分軽いね？」

   「希瓦尔德对人类灭亡的态度还真随便呢。」

   冒瀆的な兎のような見た目をしたイシマル君指人形を、絵美は熟考してから必要ボックスの中へと入れた。

   绘美深思熟虑后，将外观像兔子的渎圣侯指人偶放进必要箱。

   「安心せい。絵美は好きだから生かしといてやる」

   「放心吧，老夫喜欢绘美，所以会留你一命。」
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   冒瀆的な兎のような見た目をしたイシマル君指人形を、指に嵌はめて遊びながらシルヴァルドが言う。

   希瓦尔德将外观像兔子的石上指人偶套在手指上把玩，这么说道。

   「いや、待て其方そなたら。それよりもだ。今の話でもっと重要な要素があっただろう」

   「不，等等，比起这个，刚才的话里有个更重要的要素吧。」

   「なんじゃ？」

   「什么？」

   「なんだい？」

   「是什么？」

   「決まっているだろう、マキナだ」

   「那还用说，就是玛姬娜。」

   「あー、そういやマキナの名前出とらんな。メイもじゃけど」

   「啊，这么说来，刚才没提到玛姬娜的名字呢。梅依也是。」

   「マキナ？」

   「玛姬娜？」

   そう訊たずねるのは絵え美みだ。

   绘美问道。

   「煌こう灼しゃく侯こうマキナ。儂と同じ六魔侯の一ひと柱はしらじゃ」

   「煌灼侯玛姬娜，是与老夫同为六魔侯的其中一柱。」

   「あー煌灼侯。史実でも女性かい？」

   「啊，煌灼侯。史实中也是女性吗？」

   うむ、とシルヴァルドは頷うなずく。

   「嗯。」希瓦尔德点头。

   「超可愛いぞ。儂の次にじゃがな」

   「超可爱的，虽然比老夫差一点。」

   「ふーん……助手君にそんな女性がいるだなんて、少し妬やいてしまうね」

   「哦……助手君竟然有这么可爱的女性，有点嫉妒呢。」

   「儂にも嫉妬しろ！　儂じゃって可愛いじゃろ！」

   「也嫉妒老夫吧！老夫也很可爱吧！」

   「勿もち論ろん。シルヴァルド君もとても可愛いからね」

   「当然，希瓦尔德君也非常可爱。」

   「えっへっへっへっへ」

   「欸嘿嘿嘿嘿。」

   「提言です。私のほうがカワイイと分析できますので、つまりは煌灼侯の二段階上です」

   「提议，我分析自己比较可爱，也就是说比煌灼侯高两个阶段。」

   「まあマキナはめっちゃ健けな気げな女よ。ベルトールが復活するまで五百年も待ち続けておったという話じゃ」

   「玛姬娜是个非常坚强的女人，据说她等了贝尔多尔五百年才复活。」

   「五百年待つのは健気すぎないかい？」

   「等五百年也太坚强了吧？」

   そう言いながら、絵美はゴミ袋に封を開けていない何かの督促状を確認せず入れていく。

   绘美一边说，一边将一封尚未拆封的催缴单直接丢进垃圾袋。

   「それで、マトイ。マキナはどうなっている？」

   「那么，玛特威，玛姬娜怎么样了？」

   マトイは自身の記憶領域を検索する。

   玛特威搜寻自己的记忆领域。

   煌灼侯マキナ゠ソレージュ、その名のデータは存在した。以前外部記憶領域から参照した際に、キャッシュが残っていたのだ。

   煌灼侯玛姬娜・索雷朱，这个名字的资料存在。以前参照外部记忆领域时，有留下快取。

   その存在は──

   其存在——

   「統合暦２０９９年水精ウンディーネの月の31日、グレゴリオ暦で言うところの12月31日以降データはありません。詳細は不明です」

   「统合历2099年水精之月的31日，以格里历来说的12月31日之后就没有资料了。详情不明。」

   「データがない、だと？　それはつまり──」

   「没有资料？也就是说——」

   「未来では死んでいる、という事かもしれないね。いや、不死なのだから死んでいる、というよりは滅びたが正しいか」

   「或许是在未来已经死了。不，因为是不死，所以与其说是死了，正确来说是毁灭了。」

   ベルトールの言葉を補足するように絵美は続ける。

   绘美补充贝尔多尔的话继续说：

   「確証はない。現時点の私の勝手な憶測だが、彼女の滅びがきっかけとなって人類滅亡に乗り出した……というのはありえない話ではなさそうだね」

   「没有确切证据。虽然只是我目前的个人臆测，但她的毁灭成为契机，导致人类灭亡……这似乎不是不可能的事。」

   「マキナの滅びが、余が世界を滅ぼしにかかる原因か……」

   「玛姬娜的毁灭，是余毁灭世界的原因吗……」

   「肯定です。その可能性はあると分析できます。煌灼侯が消息を絶ったのと、終世魔王が侵攻を開始した時期が一致しますので」

   「肯定。分析后认为有这个可能性。因为煌灼侯失去消息，与终世魔王开始侵略的时期一致。」

   「しかしそれは裏を返せば年の瀬までは生存が確定しているという事でもあるな」

   「不过反过来说，这也表示确定她到年底都还活着。」

   「ちょいちょい待て待て」

   「等一下等一下。」

   というのは箒の柄尻を指の先で立て、バランスを取っているシルヴァルドだ。

   这么说的是用指尖立着扫帚柄尾，保持平衡的希瓦尔德。

   「未来が変わるのは２０９９年の鷲獅子グリフォンの月４日17時36分じゃないんか？水精ウンディーネの月31日だと時期が半年くらいずれとりゃせんか？」

   「未来不是在2099年鹫狮子之月4日17时36分改变的吗？水精之月31日的话，时期不是差了半年左右吗？」

   「姉上の疑問もわかります。が、２０９９年の鷲獅子グリフォンの月４日に起きる出来事が、回り回って２０９９年の水精ウンディーネの月31日に影響するという事ではないのですか？」

   「我明白姐姐的疑问。但是，2099年鹫狮子之月4日发生的事，会不会是绕了一圈，影响到2099年水精之月31日呢？」

   「うーん……そうなんかのう……」

   「嗯……是这样吗……」

   ベルトールの言葉を聞いても、まだシルヴァルドは納得できていないようであった。

   听了贝尔多尔的话，希瓦尔德似乎还是无法接受。

   「名探偵が簡易的にまとめると、２０９９年の終わりに煌灼侯マキナが滅びる何かが起き、その滅びが人類滅亡の引き金になる可能性がある。その遠因になると目される事態が鷲獅子グリフォンの月２日の今日から約二日後、４日に起きるから、それまでに阻止すると」

   「名侦探简单地总结一下，2099年结束时，发生了导致煌灼侯玛姬娜毁灭的某件事，而她的毁灭有可能成为人类灭亡的导火线。而被认为是远因的事态，将在鹫狮子之月2日的今天起约两天后的4日发生，所以要在那之前阻止。」

   「とりあえず、マキナには余から用心するように連絡は入れておくとして、次は《救世教会ギルド》の目的について聞いておきたい」

   「总之，余会联络玛姬娜要她小心，接下来我想问《救世教会》的目的。」

   「それは、未来の《救世教会ギルド》ですか？」

   「您是指未来的《救世教会》吗？」

   「違う、この時代のだ」

   「不，是这个时代的。」

   「この時代……ですか？　過去も未来も変わりません。《救世教会ギルド》の目的は設立当初から世界を救う機関であると定義づけられています」

   「这个时代的……吗？过去和未来都一样。《救世教会》的目的从设立当初就被定义为拯救世界的机关。」

   「世界を救う、だと？」

   「你说拯救世界？」

   窓の内側を雑巾で拭きながら、ベルトールは怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

   贝尔多尔一边用抹布擦拭窗户内侧，一边露出疑惑的表情。

   「私達の時代では明確に人類廃滅機関《新生魔王軍》への対抗による世界救済でしたが、この時代では主に神秘を蒐しゅう集しゅうして世界を救う為ための備えとしていたようですね」

   「在我们的时代，其目的是明确地对抗人类灭亡机关《新生魔王军》以拯救世界，但在这个时代，主要目的是搜集神秘以拯救世界」

   「神秘の蒐集……思い当たる節はいくつかあるな。秋葉原ではメルディアという神性を手に入れようとしていたし、横浜では神に到達しようとする者を止めないという旨むねの発言もあったと聞く」

   「搜集神秘……我想到几个线索。在秋叶原，他们试图获得名为梅尔迪亚的神性，听说在横滨，他们还说过不会阻止试图到达神的人」

   外側を拭きながら、ベルトールは続けて訊ねる。

   贝尔多尔一边擦拭着窗户的外侧，一边继续问道。

   「メイ……《天使アンゼ》と呼ばれる《勇者》とマルキュスという六魔侯の情報が欲しい」

   「梅依……我想知道被称为《天使》的《勇者》和名为马尔库斯的六魔侯的情报」

   「《天使アンゼ》、《救世教会ギルド》の体制が変わる前の《勇者》なので詳しい情報はありませんが、２１４０年のオスロ防衛戦で死亡していると記憶しています」

   「《天使》是《救世教会》体制改变前的《勇者》，所以没有详细的情报，但我记得她是在2140年的奥斯陆防卫战中死亡的」

   「……そうか。マルキュスは？」

   「……这样啊。马尔库斯呢？」

   「マルキュス……血けつ術じゅつ侯こうマルキュスですよね？　《救世教会ギルド》に在籍していたと記憶していますが、やはり体制が変わる前なので私の記憶領域には詳細なデータは残っていません」

   「马尔库斯……是血术侯马尔库斯吧？我记得他曾经隶属于《救世教会》，但因为是在体制改变之前，我的记忆领域里没有留下详细的数据」

   「ふむ……仕方ないか、感謝する」

   「嗯……没办法，谢谢你」

   「マトイ君」

   「间同学」

   と声を上げるのは絵美だ。

   绘美开口了。

   「単純な知的好奇心なのだけれど、未来を変えると君はどうなる？　ＳＦ作品だと色々解釈があるけど」

   「这只是我单纯的好奇心，改变未来后你会怎么样？在科幻作品中有很多解释」

   「時空枝が変動する事で大きく未来が変わると、時空魔導学の理論では因果修正作用が働きます。簡潔に説明すれば、滅びの未来が回避された場合、今の時空枝の先──つまり私が存在していた時空樹の枝が消え去り、私という存在が作られなくなる事で同一性をなくし、論理矛盾を引き起こし、結果として消滅すると予想されます。実際に観測したデータがないので、あくまで理論上の話になりますが」

   「根据时空枝变动导致未来大幅改变的时空魔导学理论，因果修正作用会发挥作用。简单来说，如果回避了毁灭的未来，现在的时空枝的前方——也就是我存在的时空树枝会消失，我这个存在不会被创造出来，失去同一性，引发逻辑矛盾，结果我将被消灭。由于没有实际观测到的数据，这只是理论上的说法」

   「ふむふむ、じゃあ例えば未来の人物と過去の人物が遭遇するとどうなるんだい？」

   「嗯嗯，那么，如果未来的人物和过去的人物相遇会怎么样？」

   「そちらも実証データがありませんが、因果修正作用によってそもそも遭遇できないように本人や周囲の思考や言動に辻つじ褄つま合わせの修正がされる事や、過去の自分が認識した瞬間に矛盾が生じてその根本存在が修正され、消滅するといった事が予想されます」

   「虽然也没有实证数据，但可以预测因果修正作用会修正本人和周围人的思考和言行，使其无法相遇，或者在认识到过去的自己的瞬间产生矛盾，导致其根本存在被修正，从而消失」

   「つまり未来を変えれば君は消えてしまう……そして未来の私と今の私が出会う事はない、もしくは出会った瞬間消えてしまうと」

   「也就是说，如果改变了未来，你就会消失……而且未来的我和现在的我不会相遇，或者在相遇的瞬间就会消失」

   「肯定です」

   「肯定的」

   「ふむ……なるほどね。マトイ君はそんな覚悟でここに来ているわけか……」

   「嗯……原来如此。你就是带着这样的觉悟来到这里的吗……」

   「ですから、というわけではありませんが……滅びの未来を変えるのに……協力して頂きたいです。対話もせずに攻撃を仕掛けた私が頼むのは烏お滸こがましいのは理解しています。ごめんなさい、それでも私に協力して頂きたいです」

   「所以，虽然不是这个意思……但我希望你们能帮助我改变毁灭的未来……我知道自己没有进行对话就发动攻击，现在还来请求帮助，实在很厚颜无耻。对不起，但我还是希望你们能帮助我。」

   その言葉を聞いていた三人は、即座に、そして同時に頷いた。

   听到这番话的三人，立刻同时点头。

   「改めてこちらも謝罪しよう。すまなかった。その上で当然、協力しよう」

   「我们也要再次向你道歉。对不起。然后，我们当然会帮助你。」

   代表し、雑巾を絞っていたベルトールが言う。

   代表三人发言的贝尔多尔拧着抹布说道。

   絞った雑巾を、パンッ、と勢いよく広げた。

   他用力地将拧干的抹布摊开。

   「其方そなたの言葉は信頼に足ると判断した。具体的にどうすればいいのか、というのはまだわからん状態だが、滅びの未来は回避しなくてはならん」

   「我们判断你的话值得信赖。虽然还不知道具体该怎么做，但必须避免毁灭的未来。」

   「儂わしもベルトールの意見に賛成じゃ。儂のわからんところでおかしな事になるのはむかつくからな」

   「老夫也赞成贝尔多尔的意见。要是老夫不知道的地方发生奇怪的事，老夫会很不爽。」

   「名探偵。其方そなたの意見はどうだ？」

   「名侦探，你的意见如何？」

   ベルトールに、絵美は笑みを浮かべる。

   绘美对贝尔多尔露出笑容。

   「父を殺した犯人を追っていたら未来だの魔王だの世界を滅ぼす存在だの……壮大過ぎる事件に巻き込まれてしまったが、こんな大事件を扱う事なんて今後一切ないだろうし、面白いじゃないか。私も協力しよう」

   「追查杀害父亲的犯人，结果就遇到未来、魔王、毁灭世界的存在……虽然被卷入了过于壮大的事件，但今后应该不会再遇到这么大的事件了，不是很有趣吗？我也来帮忙吧。」

   マトイの表情筋機能も、いつの間にかオンになっていた。

   缠的表情肌功能也在不知不觉间打开了。

   自然とマトイも笑顔になっていた。

   缠自然地露出了笑容。

   一人孤独にこの時代に来た事に、不安がないわけではなかった。

   一个人来到这个时代，不可能不感到不安。

   だが、今は協力者がいる、孤独じゃないのだ。

   但是，现在有帮手，不再孤独了。

   「ちなみにだけどマトイ君、どのくらいの確率で滅びの未来に分岐するの？」

   「顺便问一下，缠同学，毁灭的未来分歧的概率是多少？」

   「現在の時空枝変動率は99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９％です」

   「现在的时空枝变动率是99・999999999999999999999999％。」

   「多すぎじゃろ！　９が！」

   「9也太多了吧！」

   「ほぼ１００％……だね」

   「几乎100％……呢。」

   「だが確率は０ではない、そうだろう？」

   「但是概率不是0，对吧？」

   ベルトールの言葉に、絵美もマトイもシルヴァルドも、力強く頷く。

   贝尔多尔的话，让绘美、缠、希瓦尔德都用力点头。

   「時間はほとんど残されてはいないけれど、でも今すぐどうにかなるという話でもないよね。因果発生点の時刻までにどうにかしよう、私達で」

   「虽然时间所剩无几，但也不是现在马上就会发生的事。在因果发生点的时刻到来之前，我们想办法解决吧。」

   絵美が残った塵ちりをちりとりと箒ほうきで器用にまとめながら、続ける。

   绘美灵巧地用畚箕和扫把收拾剩下的灰尘，继续说道：

   「それを踏まえて早速だが君達には私の仕事を手伝って貰もらおう」

   「基于这个前提，事不宜迟，你们就来帮忙我的工作吧。」

   「質問です。絵美の仕事と未来を変える事に、何か因果関係があるのでしょうか？」

   「我有问题。绘美的工作和改变未来之间有什么因果关系吗？」

   その言葉に、絵美は頷く。

   绘美点头回答这个问题。

   「私の考えでは、私達が追っている魔眼オーナー連続殺傷事件の犯人、蒐集家コレクターの足取りを追えば答えは見つかると考えている。根拠もある。まずはこれを見て欲しい」

   「根据我的想法，只要追查我们正在追查的魔眼持有者连续杀伤事件的犯人——收藏家的行踪，就能找到答案。我也有根据。首先请看这个。」

   絵美は、自分の机の上に広がっていた資料をテーブルの上に乱雑に置いた。

   绘美将自己桌上摊开的资料杂乱地放在桌上。

   「……資料を見せるならホロの方が管理しやすいのではないか？」

   「……要给人看资料的话，用Holo投影不是比较方便吗？」

   「わかってないね助手君！　こういうのは雰囲気が大事なんだよ！　手書きの方が味があるだろ？　まあそれはそれとしてホロに出力できるけどいいの！　今回はこれで！」

   「你不懂啦，助手！这种东西的气氛很重要！手写资料比较有味道吧？不过，要Holo投影也是可以啦！这次就用这个吧！」

   「わかった……余が悪かったから話を先に進めよ……」

   「知道了……是余不好，继续说下去吧……」

   「うん。軽くマトイ君に説明しておくと、今新宿市では魔眼オーナーの魔眼が略取される事件が発生しているんだ。午前中、マトイ君に助けてもらっただろう？　あの時の人物がその犯人で、私の母親でもある茶ちゃ畑ばたけエミリアだ」

   「嗯。我先简单地说明一下，现在新宿市发生了魔眼持有者的魔眼被抢夺的事件。上午你不是帮了我吗？当时的那个人就是犯人，也是我的母亲茶畑艾蜜莉亚。」

   「あの時の……」

   「当时的……」

   マトイが路地裏で出会ったミイラ司祭だ。確かにあの人物は《救世教会ギルド》のシンボルが描かれた旧式の戦闘祭服を着用していた。

   是缠在小巷里遇到的木乃伊祭司。那个人确实穿着画有《救世教会》标志的旧式战斗祭服。

   茶畑エミリアの名を自身の記憶領域で検索、該当者あり。

   在自己的记忆领域中搜寻茶畑艾蜜莉亚这个名字，有符合的结果。

   「《勇者》名は《司祭プリエステス》という記録があります。指定管理神秘持ち出しを含む複数の重要規定違反で統合暦２０９９年鷲獅子グリフォンの月１日付で《勇者》としての登録が抹消、在籍していた事実と名前くらいしかデータが残っていませんね」

   「纪录上，她的《勇者》名是《祭司》。由于违反了包含指定管理神秘携出在内的多项重要规定，于统合历2099年鹫狮之月1日被抹消了《勇者》的登录，只剩下曾经隶属的事实和名字等资料。」

   「ふむ、登録抹消……か。まずはこれを見てくれ」

   「唔，抹消登录……吗？你先看看这个。」

   絵え美みが広げたのは向こう側が透けて視みえる程の薄紙の地図だ。ロンドン、マルセイユ、アセルン、様々な都市の地図にはペンでバツ印と、犯行時刻や顔写真などの情報も付けられている。

   绘美摊开的是一张薄到能看见另一侧的纸地图。伦敦、马赛、阿斯隆……各种都市的地图上用笔画了叉叉记号，还附上犯案时间与脸部照片等情报。

   その写真に、ベルトールは見覚えがあった。

   贝尔多尔对照片有印象。

   「蒐集家コレクターの被害者か」

   「是收藏家的被害者吗？」

   「その通り。これらは全て被害者と、その犯行現場を示したものだ。さて、シルヴァルド君。種族も性別も年齢もバラバラなこの被害者達に共通する事は何だと思う？」

   「没错。这些全部都是被害者与犯案现场。那么，希瓦尔德，这些种族、性别、年龄都不一样的被害者们，你觉得有什么共通点？」

   「儂ぃ!?」

   「老夫！？」

   まさか自分に振られるとは思っていなかったであろう、話をほとんど聞き流していたシルヴァルドが素っ頓狂な声を上げた。

   没想到话题会转到自己身上，几乎把话当耳边风的希瓦尔德发出惊愕的声音。

   「え、魔眼持ってるって事じゃないんか……？　違うんか……？」

   「咦，不是都有魔眼吗……？不是吗……？」

   「うん、それも正解だ。でもそれだけではないんだ」

   「嗯，这也是正确答案。但不只如此。」

   「──犯行現場か」

   「——犯案现场吗？」

   「そう！流石さすがは私の助手君」

   「没错！不愧是我的助手。」

   と言って、絵美がベルトールを指差す。

   绘美指着贝尔多尔说。

   「なんで犯行現場なんじゃ？　都市も場所もバラバラのようじゃが」

   「为什么是犯案现场？都市和地点都不一样啊。」

   「いえ、それは違いますシルヴァルド」

   「不，希瓦尔德，你错了。」

   と言って、マトイは各都市の地図を纏まとめ、重ねだした。

   说着，缠将各都市的地图重叠起来。

   地図の縮尺は全て同じであり、透ける薄紙に、ピッタリとバツ印が一致した。

   地图的缩尺全都一样，叉叉记号在透明的薄纸上完全一致。

   「このように犯行現場の座標が重なります」

   「犯案现场的座标就像这样重叠了。」

   「そうなんだ。蒐集家コレクターの犯行には規則性がある。一つは犯行現場の場所、そしてもう一つは犯行時刻。各都市の最初の犯行から最後の犯行までの間隔は決まってるんだ。更に犯行現場には魔法陣。私が思うに蒐集家コレクターはなんらかの儀式を行っているのだと私は見ている」

   「没错。收藏家的犯案有规律性。一是犯案现场的地点，二是犯案时间。各都市从第一次犯案到最后一次犯案的间隔都是固定的。而且犯案现场都有魔法阵。我认为收藏家是在进行某种仪式。」

   「儀式、ですか？」

   「仪式吗？」

   マトイの言葉に、絵美は頷うなずく。

   听到缠的话，绘美点点头。

   「魔眼を摘出する時の魔法陣を小儀式とするならば、一連の犯行そのものが大儀式なのではないか、と考えている」

   「如果摘除魔眼时的魔法阵是小仪式，那么一连串的犯案行为就是大仪式了。我是这么认为的。」

   「太陽や星の動き、即すなわち時間の規則性の利用や、霊脈エーテラインの流れや陣を敷いたりといった土地の活用は儀式魔法の基礎だからな」

   「利用太阳和星星的运行，也就是时间的规律性，以及灵脉的流动和布阵来活用土地，这些都是仪式魔法的基础。」

   そうベルトールが補足した。

   贝尔多尔补充道。

   「それが、蒐集家コレクターが滅びの未来に関係していると、そういう訳ですか？」

   「所以，收藏家和毁灭的未来有关，是这个意思吗？」

   「うん、更にそれを補強しているのがこれさ」

   「嗯，更进一步来说，还有这个。」

   と、骨こっ董とう品と言うのも憚はばかられるフィルムカメラで撮られた写真を数枚出す。

   缠拿出几张用连骨董都算不上的底片相机拍的照片。

   写真には、血で描かれた魔法陣が写っている。

   照片上拍到了用血画的魔法阵。

   「この魔法陣は……星読みの術式が混ざっているな」

   「这个魔法阵……混杂了观星术式啊。」

   「助手君は博識だね。そう、占星術。その中でもこれは過去と未来の神オロディクに予言を得る──未来予知の術式だ。何故なぜそんな術式を魔法陣に組み込んでるのかと疑問だったのだが、未来を変えるというワードが入ってくると合が点てんがいく。古い星読みは〝未来〟を〝視る〟為のものだからね。あの魔法陣で、未来予知の為の小儀式を行っている可能性が高い」

   「助手小弟真是博学多闻。没错，占星术。其中这个是向过去与未来的神奥罗狄克获得预言——预知未来的术式。我本来很疑惑为何要将这种术式编入魔法阵，但加上改变未来这个关键词就说得通了。因为古老的占星术就是用来『观看』『未来』的。犯人很有可能是用那个魔法阵在进行预知未来的小仪式。」

   そしてもう一つ。と、言って絵美は続ける。

   绘美接着说「还有另一点」。

   「規模の大小はあるが、犯行現場は全て異界化現象が起きている場所が選ばれてるんだ」

   「虽然规模有大有小，但犯案现场全都选在发生异界化现象的地点。」

   「異界化現象？」

   「异界化现象？」

   聞き慣れない単語に、シルヴァルドは問い返す。

   希瓦尔德反问这个陌生的词汇。

   それに答えるのはベルトールだ。

   回答他的是贝尔多尔。

   「異界化は空間変動の一種です、姉上。その空間上に存在していたもの、あるいは空間そのものに異常を来す現象なのですが、わかりやすいのは横浜市の空間歪わい曲きょくが──」

   「异界化是一种空间变动，姐姐。那是对存在于那个空间的事物，或是空间本身造成异常的现象，其中最浅显易懂的就是横滨市的空间扭曲——」

   「あー！　うん！　わかった！　うん！　もういいぞベルトール！」

   「啊——！嗯！我知道了！嗯！可以了，贝尔多尔！」

   その様子を見ていた絵美は笑いながら薀うん蓄ちくを追加する。

   绘美见状，笑着补充知识。

   「異界化は霊素エーテルの流れが澱よどむ場所で起きやすいから、その空間内に存在する場所や物は、噂うわさから来る『信奉』や都市伝説から来る『恐怖』等、つまりは信仰力を受けて力を持つ場合があるんだ。ゾンビが徘はい徊かいする旧都市警察シティガード署、殺人病棟のような場所や空間に限定せず、ミストラグの亡霊、口裂け女、人面スライムのような噂や都市伝説が虚像に実体を与え、時には異界から自律した存在を作り出す。異界という名称だからイメージが付きにくいかもしれないけど、空間だけに留まらず、ヒトや物なんかも生きた異界となる事もあるんだ」

   「灵素的流动淤塞的地方容易发生异界化现象，存在于那个空间内的场所和事物，会因为来自传闻的『信奉』或来自都市传说的『恐惧』等，也就是会因为受到信仰力而拥有力量。不限于僵尸徘徊的旧都市警察署、杀人病院等场所或空间，像Mistrag的亡灵、裂嘴女、人面史莱姆等传闻或都市传说会赋予虚像实体，有时也会从异界创造出自律的存在。因为是异界这个名称，所以可能很难想象，但不只是空间，人或事物有时也会成为活生生的异界。」

   「そんなへんてこなもんの事、随分と詳しいのう」

   「你对这种奇怪的东西还真清楚啊。」

   「蒐集家コレクターを追っていたら、自然とね」

   「因为追着收藏家跑，自然就会知道。」

   「つまり、絵美は異界という特殊な場所で行われている未来予知の儀式が、未来に影響するのではないか、と考えているという事だな？」

   「也就是说，绘美认为在异界这种特殊场所进行的预知未来仪式，会对未来造成影响，是吗？」

   「うん、そういう事」

   「嗯，就是这样。」

   「……確かに、蒐集家コレクターが魔眼を摘出する儀式は気になる所だ。余としても蒐集家コレクターは無視できない存在ではある。だがそれだけではいささか論理が飛躍しすぎではないか？」

   「……的确，收藏家摘除魔眼的仪式令人在意。对余来说，收藏家也是无法忽视的存在。但光凭这点，论点会不会有些飞跃了？」

   ベルトールの言葉に、絵美は頷く。

   贝尔多尔的话，让绘美点头。

   「蒐集家コレクターの儀式が未来を変えるというのが突飛な話に聞こえるのは私も自覚してる。でもそこに、私の因果干渉値という要素を足すとどうだろうか」

   「我也知道，收藏家的仪式会改变未来这种说法听起来很突兀。但若再加上我的因果干涉值这个要素，又会如何呢？」

   「どういう事じゃ？」

   「什么意思？」

   首を傾かしげるシルヴァルドに、絵美が説明を続ける。

   绘美继续对歪头不解的希尔瓦尔德说明。

   「未来に影響するという因果干渉値が最大である私、その私が追っていた蒐集家コレクターが、未来予知の魔法陣を使った小儀式を行っている……この二つがまるで無関係だとはどうにも思えないんだ。この小儀式の果てに、未来を変える大儀式を行うのではないか、とね」

   「我拥有最大因果干涉值，能够影响未来。而我追捕的收藏家，使用了预知未来的魔法阵进行小仪式……这两件事怎么看都不像是毫无关联。我怀疑，他会不会是想借由这个小仪式，进行改变未来的大型仪式。」

   それに加え。と絵美は続ける。

   「再加上——」绘美接着说。

   「未来からきたマトイ君、世界を滅ぼすとされるベルトール君、その部下のシルヴァルド君。滅びの未来の関係者が一堂に会している。私はこれに何か作為的なものを感じずにはいられないのさ。だから、蒐集家コレクターもまた私と同じように因果干渉値が高いと予想している」

   「来自未来的轮回、毁灭世界的贝尔多尔、他的部下希尔瓦尔德。毁灭的未来相关人士齐聚一堂，我不得不觉得这是人为的。所以，我猜想收藏家的因果干涉值也和我一样很高。」

   「ふむ……成程な。そういう事であれば蒐集家コレクターの行方を追うのは元々の行動指針とも合致している。何より因果が決するまであと二日、他に有力な案もない以上絵美の案を採用するべきだと余は思う。次の目標は蒐集家コレクターの捜索と身柄の確保、それでいいか？」

   「唔……原来如此。若是这样，追捕收藏家也符合我们原本的行动方针。最重要的是，距离因果决定只剩两天，既然没有其他有力方案，我认为应该采用绘美的提案。下一个目标是搜索收藏家并逮捕他，这样可以吗？」

   ベルトールの言葉に全員が頷いた。

   所有人点头同意贝尔多尔的话。

   「それで」

   「然后——」

   と、マトイが絵美に訊たずねる。

   这时，缠向绘美问道。

   「次に蒐集家コレクターが犯行を起こすとされる予測ポイントは？」

   「收藏家下次犯案的预测地点是？」

   「ふふふ。ここで探偵会議開始前に言ったヘビーな依頼とやらが伏線になってるわけだ！」

   「呵呵呵。这就是我在侦探会议开始前说的沉重委托的伏笔！」

   何やら満面の笑みで、探偵は言う。

   侦探笑容满面地说。

   「予測ポイントは──」

   「预测地点是——」
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   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、20時11分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，20时11分。

   


   ──新宿市地下街。

   ——新宿市地下街。

   


   新宿市の地下深くには闇が埋まっている。

   新宿市的地下深处埋藏着黑暗。

   不死を燃料とし、都市を支えるエネルギーへと変える機関である『不死炉』。

   那是以不死为燃料，将之转换为支撑都市能源的机关『不死炉』。

   その特大のスキャンダルを秘匿する為ため、新宿市に強い影響力を持つ超巨大企業ＩＨＭＩは、都市の地下開発を強く制限したのである。

   为了隐藏这个特大丑闻，对新宿市拥有强大影响力的超巨大企业IHM强烈限制了都市的地下开发。

   しかし、企業の意向を無視して広がる別の闇もまた存在する。

   然而，无视企业意向扩大的其他黑暗也确实存在。

   旧新宿区地下街遺跡群跡アベニュー、通称『塒ねぐら』。

   旧新宿区地下街遗迹群迹大道，通称『巢穴』。

   現想融合ファンタジオン前に存在した地下街と地下に埋没した遺跡を活用した新宿市非公認エリア。

   活用现想融合前存在的地下街与埋没于地下的遗迹，新宿市非公认区域。

   ファミリアも付けられないルンペンや、地上に出られない犯罪者、潜伏して〝シノギ〟を行うヤクザ・ギルドの構成員などが生活しており、言わずもがな治安は最悪。

   无法被法米利昂登录的流浪汉、无法到地上的犯罪者、潜伏在此进行『非法勾当』的黑道・公会成员等等都生活于此，治安之差自不用说。

   都市警察シティガードすらうかつに近づけない場所である。

   这是连都市警察都不敢轻易靠近的场所。

   歌舞伎町ストリートの路地裏や、外新宿も匂い立つ程の危険に満ちているが、絵美の視界に映る『塒ねぐら』は、それに輪をかけたような魔境であった。

   歌舞伎町街道的后巷、外新宿也充满着危险气息，但绘美眼中的『巢穴』，是更胜于此的魔境。

   「ここが噂の『塒ねぐら』……ふふ、話には聞いていたが中々どうして、趣がある場所じゃないか。ちょうどこの『塒ねぐら』にある異界化を解決してほしいという依頼が入っていてね、しかも次の蒐集家コレクターの犯行現場だと予想される場所だ。ま、さくっと解決しようじゃないか。これ以上蒐集家コレクターの犠牲者も出したくないしね」

   「这里就是传闻中的『巢穴』……呵呵，虽然有听说过，但还真是个有意思的地方啊。正好我接到了委托，希望我解决这个『巢穴』的异界化，而且这里还是预计会成为下一个收藏家犯案现场的地点。总之，就让我们赶紧解决吧。毕竟我也不想再出现收藏家的牺牲者了」

   「余の腰にしがみついてなければその台詞せりふも格好がつくのだがな……」

   「如果你没有紧紧抱着我的腰的话，这番话听起来会更帅气一些……」

   絵美は、探偵衣装のベルトールの背中に腰が引けながら縋すがり付ついている。

   绘美正畏畏缩缩地抱着身穿侦探服装的贝尔多尔的后背。

   「いやいやいや、別に怖いとかではなく単に、ね？　そういう、ね？」

   「不不不，我并不是害怕，只是，那个，对吧？就是那个，对吧？」

   「フッ、まあこの場には三人の手て練だれがいる。何かあったら暴力で解決すればいい、実に簡単だな」

   「哼，反正这里还有三个老手。要是有什么事，用暴力解决就行了，非常简单」

   「そうじゃな、いいぞ、暴力は」

   「没错，暴力是好东西」

   「提言。その暴力に私も勘定しないでくれるようお願いします」

   「提议。请不要把我也算进那个暴力里」

   『塒ねぐら』は地下だけあって、視界は狭い。

   由于『巢穴』位于地下，视野非常狭窄。

   低い天井からはいくつものコードがぶら下がっており、狭い通路を照らす灯あかりは辛かろうじて隣を通り過ぎる人物の顔が判別できる程度で、数歩先の足下すら暗がりが所々にできている。

   低矮的天花板上垂着几根线缆，照亮狭窄通道的灯光只能勉强让人看清从身边经过的人的脸，几步远的脚下就黑得看不清了。

   あちらこちらに黄と黒のロープとブルーシートが張られ、火が焚たかれたドラム缶の周りに人々が集まり、物陰に隠れるように何を売っているのかすらよくわからない小さな屋台がぽつりぽつりと並んでいる。

   到处都拉着黄黑相间的绳子和蓝色塑胶布，人们聚集在燃烧着火的铁桶周围，像是躲在阴影处般，零星排列着不知道在卖什么的小摊贩。

   商品なのか、あるいはインテリアなのか。ずらりと並ぶ細長い壺つぼから紫色の煙が噴き出し、甘ったるい香りと共に周囲に薄く広がっている。

   不知是商品还是室内装饰，一整排细长的壶喷出紫色烟雾，伴随着甜腻的香气，淡淡地扩散到周围。

   「くっさ、くっさぁ……くっさいのお……どん詰まりって感じじゃのお……」

   「好臭、好臭……好臭啊……感觉走投无路了……」

   シルヴァルドが鼻をひくつかせながら、悪態をつく。

   希瓦尔德抽动着鼻子，咒骂着。

   全身にのしかかるような重みを感じる程に圧迫感のある吹ふき溜だまりの淀よどみは、そこにいる者の息をつまらせる。

   压迫感强烈到仿佛压在全身的淤积，让在场的人喘不过气。

   通路を歩くヒトは、逃げるようにあるいは怯おびえるように足早に通りすぎる。

   走在通道上的人们，像是逃跑或害怕般快步通过。

   雑多で、陰鬱とし、非常に猥わい雑ざつ。

   杂乱、阴郁、非常猥琐。

   ルンペンや明らかにカタギに見えない者の眼めが、道行く場違いな四人をジロジロと睨ねめ付ける。

   流浪汉和明显不像正派人士的人，用眼睛盯着走在路上的四人。

   「なんだかダンジョンじみていますね……」

   「总觉得好像地下城……」

   周囲をキョロキョロと見ながら視覚センサで走査するマトイに対し、絵え美みはやはりベルトールの腰にしがみつきながら言う。

   对于东张西望并用视觉感应器扫描周围的缠，绘美依然紧紧抱着贝尔多尔的腰说道：

   「ああ、実際ここは元々ダンジョンだったらしいよ。今はモンスターとかはいないみたいだけど、もっと深い所にはいるのかも」

   「是啊，实际上这里原本好像是地下城。现在好像没有怪物，但更深处可能有。」

   四人は人波をかき分けながら、地下街を移動する。

   四人拨开人潮，在地下街移动。

   「それで、目的地はどういうとこなんですか？」

   「所以，目的地是什么样的地方？」

   「ちょっとした心霊スポットのようなところでね。旧新宿区の地下鉄駅が異界化したもので『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』と呼ばれているみたいだよ。場所が場所なだけに私も初めて来る。確かこの辺なんだけど……」

   「有点像是灵异地点的地方。旧新宿区的地下铁车站异界化后，好像被称为『食人苑』。因为地点的关系，我也是第一次来。记得是在这附近……」

   やってきたのは、地下鉄とも地下迷宮とも違う白い無機質な建造物の前だ。

   他们来到的地点，是不同于地下铁和地下迷宫的白色无机质建筑物前。

   四人の背に、しゃがれた声で話しかける者がいた。

   有人用沙哑的声音从四人背后搭话。

   「お前らか、異界化を解決できる探偵っていうのは」

   「你们就是能解决异界化的侦探吗？」

   灰色のローブをすっぽり被かぶった強こわ面もてのドワーフの男だ。

   是披着灰色长袍，长相凶恶的矮人族男性。

   両眼はバイザー型の義眼、口許も大きなガスマスクのようなもので覆われており、その表情は窺うかがえない。

   双眼是护目镜型的义眼，嘴边也覆盖着像是大型防毒面具的东西，无法窥见他的表情。

   「よくわかったね？」

   「你居然知道啊？」

   「そりゃまあお前さん格好が……いや、まあいい。俺が一応の依頼人だ。別にこんなもんほっておいてもいいんだけどよ、どっからか噂を聞きつけたアホどもが心霊スポットだの言って肝試しやら動画やら配信やらしにきやがる」

   「那是因为你的打扮……不，算了。我姑且算是委托人。虽然放着不管也没关系，但不知从哪里听到传闻的笨蛋们把这里当成灵异地点，跑来试胆或拍视频直播。」

   ドワーフの男はガスマスクの奥の眉間の皺しわを深める。

   矮人族男性在防毒面具底下的眉间皱起眉头。

   「こういう場所にも秩序はある。俺らは外に出れねえ爪つま弾はじきもんの集まりで、余よ所そ者ものが来て騒ぎ立てられると困る連中も沢山いる。だからあんなもんどうにかできるなら、どうにかして欲しいのさ。とにかくちゃんと仕事してくれるならなんでもいい、『塒ねぐら』の行き帰りの安全は俺が保証しよう」

   「这种地方也是有秩序的。我们是无法离开的被排挤者，也有很多人因为外人跑来捣乱而感到困扰。所以如果你们能解决那种东西，我们当然希望你们能解决。总之只要好好工作，怎样都行，我保证你们在往返『巢穴』时的安全。」

   「『塒ねぐら』の、というとこの中の安全は保証できない、と？」

   「『巢穴』的，意思是无法保证里面的安危吗？」

   ベルトールの言葉に、男は頷うなずいた。

   听到贝尔多尔的话，男人点了点头。

   「悪いな、その辺は俺にはどうにもできねえ。だけどこの中が危険なのは『塒ねぐら』の危うさとは別のとこにある。一人で入ったら何もなく出てこられるんだが──」

   「抱歉，这方面我实在无能为力。不过里面之所以危险，和『巢穴』的危险性是不同的。一个人进去的话，出来时不会少什么——」

   「だが？」

   「但是？」

   「二人以上で入ると、出る時にゃ一人減ってるらしい。食われちまうんだよ、あそこに入ると。出てきた奴やつらは全員言ってる、出る時まで一緒だったのに、出た時にはいなくなってた、ってな」

   「如果两个人以上进去，出来时好像会少一个人。进去那里就会被吃掉。出来的人都是这么说的，明明出来时应该在一起，却在出来时不见了。」

   「一人減る、か……それがこの異界の性質なんだろうね」

   「少一个人吗……这就是这个异界的性质吧。」

   絵美が何か考えるように、ベルトールの腰にしがみつきながら自分の顎に指を当てる。

   绘美似乎在思考什么，她一边抱着贝尔多尔的腰，一边用手指抵着自己的下巴。

   「入り口に若い衆を待たせておく。終わったらそいつらに言っといてくれ。確認ができたら依頼料を振り込む」

   「我会让年轻人在入口等。结束之后，你们就告诉他们吧。确认之后，我会把委托费汇给你们。」

   「わかった、それでいいよ。ま、私達に任せてくれたまえ。すぐに解決してみせるさ」

   「知道了，就这样吧。总之，交给我们吧。我们马上就会解决。」

   「……本当に大丈夫か……？　まあじゃあ頼んだからな……」

   「……真的没问题吗……？总之就拜托你们了……」

   ドワーフの男は背を向けて、人混みの中にまぎれていった。

   矮人族男子转身，混入人群之中。

   「質問です」

   「我有问题。」

   そう言うのはマトイだ。

   发问的是缠。

   「異界化の解決とは具体的に何をなされるのでしょうか」

   「解决异界化具体来说要怎么做呢？」

   「良い質問だマトイ君。こちらから逆に問おう、どうすれば今回のこの依頼、『ヒト喰い御苑』という異界を解決できると思う？」

   「问得好，缠同学。我反过来问你，你觉得要怎么做才能解决这次的委托，也就是『食人御苑』这个异界呢？」

   「不明です。私の記憶領域には異界への対抗手段の知識はありません」

   「不清楚。我的记忆领域里没有对抗异界的手段。」

   「単純な事さ」

   「很简单。」

   と言って絵美は指を一本立てる。

   绘美竖起一根手指。

   「真相の解明だ」

   「查明真相。」

   「真相の、解明？」

   「查明真相？」

   「空間歪わい曲きょくのような単純な異界化を除けば、異界というのはその原因や成り立ち、原理、特性、正体──そういったもの。つまり異界の本質を解明すると力を保てなくなるという性質があるんだ。神秘が薄まる原則と一緒だね、おばけの正体が自分の作る影や枯尾花だと知ったら怖くなくなるみたいなものさ」

   「除了空间扭曲这种单纯的异界化，异界就是指原因、形成、原理、特性、真面目——这些要素。也就是说，异界具有查明本质后就会失去力量的性质。和神秘变淡的原则一样，就像知道妖怪的真面目是自己的影子或枯萎的芒草后就不会害怕了。」

   「つまり、『ヒト喰い御苑』の謎を解き明かす事こそが攻略の鍵だと」

   「也就是说，解开『食人御苑』之谜正是攻略的关键。」

   「そういう事。さて、行こうか。中に入ると出たときに一人だけいなくなってるらしいから、皆気をつけて行動しよう」

   「就是这样。好了，我们走吧。进去后出来时好像会少一个人，大家小心行动。」

   「先程からずっと余にしがみつきながら喋しゃべっていたが、少しは威厳というものをだな」

   「你从刚才开始就一直抓着朕说话，这样朕会有点没威严。」

   「ほら助手君、威厳が手から噴き出てるよ」

   「你看，助手，威严从你的手冒出来了。」

   「うわよせそれは恐怖から来る手汗だ！　さっさと行くぞ！」

   「哇，别说了，那是恐惧造成的手汗！快点走吧！」

   騒がしく、四人は依頼の場所でもあり、蒐集家コレクターの次の犯行現場と目される場所でもある異界『ヒト喰い御苑』へと足を踏み入れた。

   四人吵吵闹闹地踏进委托地点，也是收藏家下一个犯罪现场的异界「食人御苑」。

   真っ白い壁に備えられた非常口が、その異界の入り口となっている。

   设置在纯白墙壁上的逃生门，就是这个异界的入口。

   そこは、一言で表現するならば長く薄暗い通路だ。

   用一句话来形容，就是一条又长又昏暗的通道。

   正方形の白い床タイルと黄色い誘導ブロック。

   正方形的白色地砖和黄色的引导区块。

   天井に備えられた等間隔の白いライト、「丸ノ内線」や「大江戸線」と日本語で書かれた黒と黄色の案内板。

   天花板上等间隔设置的白色照明灯，以及写着「丸之内线」和「大江户线」的日文黑黄相间导览板。

   それは現想融合ファンタジオン以前、旧新宿区に存在した地下鉄連絡通路の再現である。

   这是重现了现想融合前存在于旧新宿区的地下铁连通道。

   「ん？　なんじゃあ？　外から見た感じこんな広くなかったじゃろ？」

   「嗯？怎么了？从外面看起来没这么宽吧？」

   「外と内で空間的な矛盾があるのも、異界化の特徴なんだ。異界化した旧新宿駅も異様に長いエスカレーターとかあるからね」

   「内外空间的矛盾也是异界化的特征。异界化的旧新宿车站也有异常长的电扶梯。」

   それより、と絵美は言葉を区切る。

   绘美停顿了一下。

   「入り口に何か、膜のようなものがあったね」

   「比起这个，入口好像有类似薄膜的东西。」

   絵美の片眼は大気中の魔力の流れを可視化できる魔眼だ。

   绘美的单眼是能将大气中的魔力流动视觉化的魔眼。

   そこには、薄い透明な膜が入り口に張っていたのが映っていた。

   她看到入口处有一层薄薄的透明膜。

   「うむ。余は見えんが入り口になにかあったのは感じた」

   「嗯。朕虽然看不见，但感觉入口好像有什么东西。」

   「私のセンサにも入り口辺りに微弱な反応がありましたが、解析はできませんでした」

   「我的传感器也感知到了入口处有微弱的反应，但无法解析」

   「儂わしはわからんかった！」

   「老夫什么都没感觉到！」

   四人は歩みを止めずに進むが、絵美だけは一人じっと背後にある『塒ねぐら』の入り口の方を見ていた。

   四人继续前进，只有绘美一个人一直盯着背后的“巢穴”的入口。

   『ヒト喰い御苑』の内部は外観から考えると、空間的矛盾が生じている。

   “食人苑”的内部和外观相比，产生了空间上的矛盾。

   異界化現象でよく見られる空間異常の一種だ。

   这是异界化现象中常见的空间异常的一种。

   どこまで歩いても似たような景色ばかりが続いている。

   不管怎么走，都是一成不变的景色。

   無限に続くような連絡通路は、時折薄白い人影が横切り、ささやき声のようなものも聞こえてくる。

   在这无限延伸的通道上，时不时有淡白色的人影穿过，还能听到细语般的声音。

   「なんか薄気味悪いのう……なんじゃこれ」

   「感觉有点毛骨悚然啊……这是什么」

   「幽霊だね」

   「是幽灵」

   「幽霊のう……色々種類があってよくわからんのじゃよな」

   「幽灵……种类繁多，老夫搞不太懂啊」

   「まず異界化っていうのは霊素エーテルが滞留して澱よどんだ場所で起こりやすいんだけど。そこに恐れや噂うわさ、思念といったものが澱おりのように重なっていき、擬似的な神秘となって様々な形で顕在化するんだ。ここの場合は神秘が元々あった地下鉄の形として顕在化し、その地下鉄の残留思念が霊素エーテルによってリフレインしているのが幽霊。ちなみに害意を持つ強い残留思念は悪あく霊りょうとか亡霊って呼ばれる」

   「首先，异界化容易发生在灵素滞留沉淀的地方。恐惧，传闻，思念等东西会像沉淀物一样层层堆积，形成拟似性的神秘，以各种各样的形式显现出来。这里的情况是，神秘以原本就存在的地下铁的形式显现出来，而地下铁的残留思念则因灵素而重复显现，形成了幽灵。顺带一提，带有恶意的强烈残留思念被称为恶灵或亡灵」

   と、ドヤ顔でベルトールの腰にしがみつきながら絵美が解説する。

   绘美一脸得意地抱着贝尔多尔的腰进行解说。

   「待て」

   「等等」

   ベルトールが制止の声を出した。

   贝尔多尔出声制止。

   連絡通路を抜け、改札口に出たところで、遠くから響くような音が聞こえてきた。

   穿过联络通道，来到验票口时，他们听见了从远处传来的声响。

   「下がっていろ絵美」

   「绘美，退后。」

   ベルトールが絵美を一歩後ろへ下がらせる。

   贝尔多尔让绘美退后一步。

   「なんか来るのう」

   「好像有什么要来了。」

   「来ます、距離50……10！」

   「来了，距离50……10！」

   近付いてきた音は、轟とどろきへと変わった。

   靠近过来的声响变成了轰鸣。

   前方右手側の壁が破壊されたのだ。

   前方右手边的墙壁遭到破坏。

   破壊された壁から、もつれるように飛び出してきたのは二つの影。

   从遭到破坏的墙壁中，有两道人影纠缠在一起飞了出来。

   全身に包帯を巻き、祭服を着て、蒼あおい瞳を片かた眼めだけ出した狐きつね型の獣人セリアン。

   全身缠着绷带，身穿祭服，只露出一只蓝色眼睛的狐型兽人。

   そしてもう一人。

   以及另一个人。

   黒い大剣を持ったヒト型サイズの黒い魔ま導どう鎧がい骨こっ格かく。

   拿着黑色大剑，人类尺寸的黑色魔导铠骨骼。

   黒の鎧よろいが大剣を振るい、祭服の獣人セリアンがそれを打ち払う。

   黑色铠甲挥舞大剑，祭服兽人将其打掉。

   「なんだ此奴こやつら!?」

   「这些家伙是什么！？」

   「変な連中が戦っとる！」

   「奇怪的家伙在战斗！」

   二人を初めて見たベルトールとシルヴァルドはその異様な組み合わせに驚きょう愕がくし。

   第一次见到两人的贝尔多尔与希瓦尔德对这异样的组合感到惊愕。

   「やっぱりここにいたのか……お母さん……！」

   「果然在这里……妈妈……！」

   「朝方見たＭＧの方！」

   「是早上看到的MG！」

   二人を既に知っているマトイと絵美は再会に驚嘆した。

   已经认识两人的缠与绘美对重逢感到惊叹。

   戦闘はＭＧが圧倒的に優勢の様子だった。

   战斗看起来是MG压倒性地占优势。

   そもそもヒトとＭＧでは出力差が違いすぎる。

   说到底，人类与MG的输出功率差距太大了。

   一部ＭＧとも渡り合える超人も存在するが、そんなものは極めて稀まれであり、ＭＧは個の力では基本的には覆くつがえせるものではないのだ。

   虽然也存在着一部分能与MG抗衡的超人，但那种人极为稀少，基本上个人的力量是无法颠覆这个差距的。

   ＭＧの大剣がエミリアの腕を斬り飛ばす。

   MG的大剑砍飞了艾米莉亚的手臂。

   だが即座に千切れた腕へ包帯が伸び、元の形へと戻る。

   但是绷带立刻伸向被砍断的手臂，恢复了原状。

   『ったく……なんで不死殺しでも死なねえんだこいつ……！』

   『真是的……为什么这家伙连不死杀手都杀不死……！』

   鍔つば迫ぜり合あいをしながら、ＭＧの搭乗者がくぐもった機械音声で悪態をついた。

   MG的搭乘者一边与艾米莉亚交锋，一边用模糊的机械音咒骂。

   頭部が絵美達の方へと向き、バイザー型のセンサに捕捉される。

   头部转向绘美她们的方向，被护目镜型的感应器捕捉到。

   『あ！　そこにいんのは朝の連中じゃねえか！　ここ異界化してっしこっちは見ての通り戦闘中だ！　危ねえからもっと離……れ……』

   『啊！在那里的是早上那群人嘛！这里已经异界化了，而且如你们所见，我们正在战斗！很危险，离……远……』

   少しずつ声がトーンダウンしていく。

   声音渐渐变小。

   『その髪……その目……その顔……てめえ、もしかして……』

   『那头发……那眼睛……那脸……你这家伙，该不会是……』

   兜かぶとの下に隠れた双そう眸ぼうが見開かれ、視線を一人の男に向けているのがわかる。

   可以知道隐藏在头盔下的双眸睁大，视线投向一名男人。

   「ん？　余を知っているのか？」

   「嗯？你知道余吗？」

   『ようやく会えたな、ここで殺してやるよ──』

   『终于见到你了，我要在这里杀了你——』

   兜の下に隠れた口が笑みに歪ゆがんでいるのがわかる。

   可以知道隐藏在头盔下的嘴巴因笑容而扭曲。

   


   『──ベルトールァアアアアアアアアアアアアアア！』

   『——贝尔多尔啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！』

   


   黒い小型ＭＧは肩と腰のスラスターを噴かせ、大剣を肩に担かつぎ、エミリアを放置して一直線にベルトールへと突撃する。

   黑色小型MG的肩膀与腰部的推进器喷射，将大剑扛在肩上，丢下艾米莉亚，一直线朝贝尔多尔突击。

   「うわっ、こっち来たよ助手君！」

   「呜哇，朝这边来了，助手老弟！」

   「なんじゃこいつ!?」

   「这家伙是怎样！？」

   『頼むから俺に殺されてくれ！　ベルトール！』

   『拜托你让我杀了你！贝尔多尔！』

   対するベルトールも儀式動作で黒の鎧を纏まといつつ、魔法を発動する。

   相对的贝尔多尔也以仪式动作穿上黑色铠甲，发动魔法。

   「何だかわからんが──《影剣グラドスキア》！」

   「虽然不知道是怎么回事——《影剑》！」

   二つの剣がぶつかり合い、火花を散らした。

   两把剑碰撞在一起，火花四溅。

   「誰だ其方そなたは！」

   「你是什么人！」

   『あの銀髪の女言ってなかったのか!?ゼノールだゼノール！』

   『那个银发女没告诉你吗！？我是泽诺尔，泽诺尔！』

   「其方そなたか！　ゼノールを名乗る奴やつ！　丁度良い、本物かどうか剣を交えればわかる事！」

   「你这家伙！自称泽诺尔的家伙！正好，交手之后就知道是不是真货了！」

   ＭＧが更に出力を上げる。

   MG进一步提升输出。

   そのまま改札を破壊しながら二人は遠ざかっていく。

   两人就这样破坏着检票口，逐渐远去。

   「助手君！」

   「助手老弟！」

   絵え美みの声が、『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』にこだました。

   绘美的声音在『食人御苑』中回响。

   『ああくそったれ！　実際に姿を見たら頭の中がざわついて仕方ねえ！　俺の心の平穏の為ためにぶっ殺されてくれよ！　ベルトール！』

   『啊啊，可恶！实际看到你之后，我脑中就骚动不已！为了我的内心平静，你就给我去死吧！贝尔多尔！』

   「痴しれ者ものが、光栄に思え！　余が手ずから遊んでやる！」

   「蠢货，你该感到光荣！余亲自陪你玩玩！」

   


   ◆

   ◆

   


   幾枚も壁を破壊した先、異界化した地下鉄のホームに魔王と剣士の二人は辿たどり着ついた。

   破坏了好几道墙壁之后，魔王和剑士两人到达了异界化的地下铁月台。

   集合的無意識によって形成された異界の地下鉄は、元となる駅がどの駅だったのかも判別ができない。あるいは、このような場所は、どこにも存在していないのかもしれない。

   由集体无意识形成的异界地下铁，无法判断原本的车站是哪个车站。或者，这种地方可能根本不存在于任何地方。

   線路を隔てた此方こなたと彼方かなた、両者睨にらみ合う。

   隔着轨道的双方，彼此互瞪。

   「得心した」

   「余明白了。」

   『あ？　何がだよ』

   『啊？明白什么？』

   「其方そなたは余の知るあのゼノールではない。あろうはずがない」

   「你不是余所知道的那个泽诺尔。不可能是。」

   『へえ』

   『哦？』

   「マルキュスの背信もあったが故、万に一つという事も過よぎったが……それこそ彼奴あやつの忠心に対する侮辱であった」

   「因为马尔库斯的背叛，余也想过万分之一的可能性……但那才是对那家伙的忠心的侮辱。」

   ドアが閉まる旨むねの警告音と共に、二人の間に列車が割り込んだ。

   伴随着门即将关闭的警告声，列车驶入两人之间。

   現在新宿市は地下開発の規制により地下鉄は走っていない。この列車も異界化により発生したものだ。

   现在新宿市由于地下开发的限制，地下铁没有在运行。这辆列车也是异界化产生的。

   列車のドアが開き、通勤、通学の様子をリフレインしている幻影の間をすり抜けるように、二人は左右に開いたドアから異界の列車に乗り込む。

   列车的门打开，两人穿过通勤、通学的景象不断重复的幻影之间，从左右打开的门坐上异界的列车。

   互い、武器の射程内。

   彼此都在武器的射程内。

   「余の忠臣の名を騙かたる下郎が。その名は重かろう、首と共に置いていけ！」

   「你这冒充余的忠臣的下贱之徒。那个名字对你来说太沉重了，和你的脑袋一起留下吧！」

   『頭ん中ざわつくんだよ！　てめえがいるとよ！　頼むから死んでくれ！』

   『你这家伙在的话，余脑中就会骚动不已！拜托你去死吧！』

   同時、二人は手にしていた武器を振るった。

   同时，两人挥舞手中的武器。

   ベルトールの《影剣グラドスキア》と、ゼノールの砲剣がぶつかり合う。

   贝尔多尔的《影剑》和泽诺尔的炮剑互相碰撞。

   衝撃で霊素エーテルが爆はぜ突風となり、魔力が迸ほとばしり稲妻となって狭い列車内を大きく揺らす。

   冲击使灵素爆炸化为强风，魔力迸发化为闪电，使狭窄的列车内剧烈摇晃。

   二度、三度と剣がぶつかり合うたびに剣圧で手て摺すりが断たれ、座席が破壊され、吊つり革かわが弾はじけ飛び、その破壊の様子はまるで狭い車内に嵐が吹き荒れたようだ。

   剑两次、三次互相碰撞，剑压切断了扶手、破坏了座位、弹飞了吊环，破坏的样子仿佛暴风雨在狭窄的车内肆虐。

   「《滅閃デル・レイ》！」

   「《灭闪》！」

   黒の閃せん光こうがベルトールの手掌から発生し、ゼノールはそれを剣で弾きながら前進する。

   黑色的闪光从贝尔多尔的手掌发出，泽诺尔一边用剑弹开一边前进。

   自称ゼノールと切り結びながらベルトールは思考する。

   贝尔多尔一边和自称泽诺尔的人交锋一边思考。

   強い、と。

   好强。

   全身鎧とそう変わらないサイズのＭＧは、この大きさながら以前戦った第四世代型ＭＧ《灰明アッシュドーン》を大きく上回っている。そしてその強さを裏打ちしているのは搭乗者の技量だ。

   MG的尺寸与全身铠甲相差无几，尽管如此，其强度却远远超过以前交手过的第四世代型MG《灰明》。而证明其强度的正是驾驶员的本领。

   横浜市での戦いが終わった後、マキナからゼノールを名乗る鎧の人物の話は聞いており、こうして相対して確信していた、目の前の存在はゼノールではないと。

   横滨市的战斗结束后，玛姬娜曾提过有个自称泽诺尔的铠甲人物，如今实际交手过后，贝尔多尔确信眼前的存在并非泽诺尔。

   （だが……！）

   （但是……！）

   だが、その太刀筋は不死の王国最強の剣豪にして、ベルトール自身の剣の指南役でもあったゼノールと違たがわぬものであった。

   但是，其剑法与不死王国最强的剑豪、同时也是贝尔多尔剑术指导的泽诺尔如出一辙。

   ゼノールは武芸百般の男だったが、中でも剣に関しては不死の王国で右に出る者はいなかった。

   泽诺尔是个精通百般武艺的男人，其中剑术更是无人能出其右。

   身の丈程もある大剣を小枝のように振るい、狩猟用の短剣で竜を屠ほふった。

   他能将与身高相仿的大剑如小树枝般挥舞，也能用狩猎用的短剑屠龙。

   その男の剣を、ベルトールは間近で長い間見ていたのだ。

   贝尔多尔曾长时间近距离见识过那个男人的剑术。

   故に見み紛まがうはずもなく──故に己の認識の矛盾に困惑していた。

   因此他不可能看错——也因此对自己的认知感到困惑。

   目の前の男がゼノールであろうはずがない、だがその剣の腕は間違いなくゼノールであるという矛盾だ。

   眼前的男子不可能是泽诺尔，但其剑术毫无疑问是泽诺尔，这便是矛盾之处。

   『てめえはここで死ね、ベルトール！』

   『你给我死在这里，贝尔多尔！』

   「その面の下に興味が湧いた。剝がして何があるのか確かめてやろう……！」

   「我对那张面具底下的脸有兴趣，剥下来确认看看吧……！」

   『やりゃいいさ──てめえが生きてたらな』

   『尽管试试——前提是你还活着的话。』

   ゼノールのカメラアイに光が灯ともる。

   泽诺尔的摄像头眼亮起。

   『《フェスティナレンテ》、起動！』

   『《Festina Reno》启动！』

   黒いＭＧの全身に、一瞬だけ、回路のような紋様の赤い光が走った。

   黑色MG全身上下一瞬间闪过电路般的红色纹路。

   次の瞬間ゼノールが動いた。だがベルトールはゼノールの姿を追い切れなかった。

   下一瞬间泽诺尔动了，但贝尔多尔却无法追上泽诺尔的身影。

   見えたのは斬撃。

   他看到的是斩击。

   感じたのは斬痛。

   感觉到的是斩痛。

   「──ッ！」

   「——！」

   ゼノールの持つ砲塔付きの大剣の刃やいばから魔力の光が発し、ベルトールが装備している魂こん魄ぱく兵装の鎧ごと、彼の身体からだを袈け裟さ懸がけに斬ったのである。

   泽诺尔手持的炮塔大剑剑刃发出魔力之光，连同贝尔多尔装备的魂魄兵装铠甲，斜向斩断了他的身体。

   斬撃から発生した魔力によってベルトールは後方へと吹き飛んだ。後列車の連結部にある妻つま引ひき戸どを三さん輌りょう分程ぶち抜いて、空中で姿勢を整えながら着地する。

   斩击产生的魔力将贝尔多尔向后方击飞。他撞破三节车厢的连接处，一边在空中调整姿势一边着地。

   斬り、断たれた鎧の隙間から自身の肉体が覗のぞき、傷口から血が流れている。

   从被斩断的铠甲缝隙中可以窥见自己的肉体，伤口正在流血。

   （傷の再生が遅い、奴の剣──というよりは刃から発せられた魔力に不死殺しの能力。それ自体は大した問題ではないが、問題なのは速度だ。奴自身の速度だけではない、恐らく反応速度も急激に増加していた……未知の能力、面白い。どう攻略してやろうか）

   （伤口再生得真慢，那家伙的剑——应该说从剑刃发出的魔力有杀死不死的能力。这本身不是什么大问题，问题是速度。不只是那家伙自己的速度，恐怕连反应速度也急遽增加了……未知的能力，有意思。该怎么攻略呢？）

   『チッ、さっきミイラ野郎にも使っちまってたからチャージ切れだ。取り損ねたぜ』

   『啧，刚才对木乃伊用过了，所以能量用完了。没抓准时机。』

   ベルトールの思考を中断したのは、隣の車輌から突っ込んでくるゼノールの言葉だ。

   打断贝尔多尔思考的是从隔壁车厢冲过来的泽诺尔。

   先程の赤い光の線は鎧から消え去っており、その速度も先程までのものではない。

   刚才的红色光线从铠甲上消失，速度也变得比刚才慢。

   『ベルトール……俺をイラつかせる奴！』

   『贝尔多尔……你这让我火大的家伙！』

   「初撃で余を討ち取れなかったのは失敗だったな、其方そなたにもう勝ちの目はないぞ！」

   「没能一击取下我的首级，是你最大的失策，你已经没有胜算了！」

   選択は同時。

   两人同时做出选择。

   「黒天に狂え──」

   「在黑天狂舞——」

   「影の獄ひとやに滲にじめ──」

   「在影之牢狱——」

   両者短文詠唱の後、それを喚よぶ。

   双方简短咏唱后，呼唤出那个。

   「《ベルナ──」

   「《贝尔——」

   「《ゼノー──」

   「《泽诺——」

   ベルトールとゼノール、己の魂の内にある武装の解放の寸前、それは起きた。

   贝尔多尔和泽诺尔，就在解放自己灵魂中的武装的前一刻，那个发生了。

   異界という霊素エーテルが滞留しやすい環境、そして戦闘状態という感情の昂たかぶりによる精神面の波長の同期、そこにほぼ同時に魂に関係する武装を解放したという偶然が──あるいは必然が重なり、霊素エーテルを媒介に二人の魂がほんの一瞬だけ相互接続し──

   异界这个灵素容易滞留的环境，以及战斗状态这种情绪高涨所造成的精神面波长同步，再加上几乎同时解放与灵魂有关的武装的偶然——或者说是必然，以灵素为媒介，两人的灵魂在短短一瞬间相互连接——

   


   「アル」

   「纳尔。」

   


   ──そして見た。

   ——然后看见了。

   それは記憶の想起だ。

   那是记忆的回想。

   「アルトール」

   「阿尔托尔。」

   古い、古い原初の記憶。

   古老、古老的原初记忆。

   魔王がまだ不死ではなかった頃の、記憶。

   魔王尚未不死时的记忆。

   「アルトール、私の可か愛わいい子……」

   「阿尔托尔，我可爱的孩子……」

   古い記憶が洪水のように溢あふれ、どんどんと過去から未来へと向かって流れていく。

   古老的记忆如洪水般溢出，不断从过去流向未来。

   「これはアルトール゠アルテムド・ベールシュバルト殿下、ご機嫌麗しゅう」

   「阿尔托尔・阿尔提莫・贝尔修瓦尔殿下，您好。」

   「アルトール、吉報を告げる白き風よ。此こ度たびも素晴らしい戦働きであったそうだな」

   「阿尔托尔，带来好消息的白风啊。这次的战斗表现似乎也很出色。」

   「お兄様が王様になるなら、私とてもとても嬉うれしいわ」

   「如果王兄能成为国王，我会非常高兴。」

   「俺は別に親おや父じがアルに玉座を譲るっつーんならそれに従うけどな。出来の良い弟だし」

   「如果老爸要把王位让给阿尔，我倒是会遵从他的决定。毕竟他是个优秀的弟弟。」

   「私を、不死隷の私を朋友ともと呼んでくださるのですか……？」

   「您愿意将我这个不死隶从称为朋友吗……？」

   「父上！何故なぜ僕ではない！　何故妾めかけ腹ばらの子なぞを選んだのです！」

   「父亲大人！为什么不是我！为什么您要选择妾室之子！」

   「あのベルベットとかいう不死隷と同じようにしてやろうか？」

   「要我把你跟那个叫什么薇尔贝的不死隶从一样对待吗？」

   「白き風アルトールが黒い風ベルトールか、いいんじゃないか？」

   「从白风变成黑风吗？这样也不错啊。」

   『ではまず一つ目の我わが儘ままじゃ。儂わしをお主の姉として敬え』

   『那么，这是第一个任性要求。请将老朽视为你的姐姐，好好尊敬老朽。』

   「某それがしはこれよりただ一振りの剣として、魔剣ゼノールとして、御おん身みに仕えましょう」

   「在下从今以后将作为一把剑，作为魔剑，侍奉您。」

   「よろしい。貴方あなたが楽しませてくれる限りはこのラルシーンが力になりましょう」

   「很好。只要你能让我开心，我拉尔辛就会助你一臂之力。」

   「こ、このマルキュス、一生付き従わさしすせさせて頂きますぅぅぅ！」

   「我、我马尔库斯，将一生追随您——！」

   「──はい。この身、灰となっても、貴方に尽くさせて頂きます」

   「——是。即使此身化为灰烬，我也会为您尽心尽力。」

   「並び立って歩める世界を作る……ええ、それはとても──素敵ね」

   「创造一个能并肩而行的世界……嗯，这真是——非常美妙。」

   記憶の遡そ行こうの後に起きるのは、魂の共鳴による記憶の混線。

   在记忆回溯之后，灵魂的共鸣导致记忆混杂。

   ベルトールとゼノール、二人同時に同じ記憶を垣かい間ま見みる──

   贝尔多尔和泽诺尔同时窥见了同一段记忆——

   


   ──大陸暦１５９６年。

   ——大陆历1596年。

   海獣クラーケンの月、26日。

   海兽之月，26日。

   


   地下魔王城逆天守、玉座の間。

   地下魔王城逆天守，王座之间。

   星から湧き出る霊素エーテルの通り道、霊脈エーテラインが重なる場所にあるその場には六名の人物がいる。

   在星之灵素涌出的通道，灵脉重叠的场所，有六名人物。

   その中の一人、端整で精せい悍かんな顔立ちの半獣人ハーフセリアンの男の面には、唇の横、縦方向に小さく裂けた切創がある。

   其中一人是相貌端正精悍的半兽人男性，嘴唇旁有一道纵向的小裂伤。

   男は両の眼めを閉じ、ただ黙って主の到着を待つ。

   男人闭着双眼，默默等待主人到来。

   「ゼノール卿きょう」

   「泽诺尔卿。」

   声に反応して、男の狼おおかみに似た両耳がピクリと動いた。

   男人对声音起了反应，狼一般的耳朵动了一下。

   男の名を呼ぶのは、錫しゃく杖じょうを持った青みがかった黒髪の人間だ。

   呼唤男人名字的是手持锡杖、黑发中带点蓝色的人类。

   「ラルシーン卿……」

   「拉尔辛卿……」

   ゼノールは自身の名を呼んだ男を見やった。

   泽诺尔看向呼唤自己名字的男人。

   青せい雷らい侯こうラルシーン。

   青雷侯拉尔辛。

   立場上全員が対等である六魔侯だが、ラルシーンは主の政まつりごとを補佐する所謂いわゆる宰相の役割を担になっており、実質的に不死の王国のナンバー２である。

   虽然六魔侯在立场上是对等的，但拉尔辛负责辅佐主人的政务，也就是所谓的宰相，是不死王国实质上的第二把交椅。

   「一つ、お訊たずねします」

   「我有一事相问。」

   静かな声。

   他的声音很平静。

   「何故自害なさらなかったのですか？」

   「您为何没有自尽？」

   だが確実に怒気を孕はらんだ声。

   但确实蕴含着怒气。

   「貴き卿きょうも理解していましょう。王命なく無断で騎士団を動かす事など言語道断。到底許されるものではない、我々は秩序なき獣ではないのですから。違いますか？」

   「您应该也明白，没有王命就擅自调动骑士团是不可原谅的。我们不是没有秩序的野兽，您说对吗？」

   その言葉に返すのは銀髪の少女、煌こう灼しゃく侯こうマキナだった。

   回应这句话的是银发少女——煌灼侯玛姬娜。

   「あの、ラルシーン卿……」

   「那个，拉尔辛卿……」

   彼女の瞳には、使命感があった。

   她的眼中有着使命感。

   興味なさそうにあくびをしている黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルド。

   黑龙侯希瓦尔德一脸无趣地打着哈欠。

   明後日あさっての方向を見て恐らく別のことを考えている天てん忌き侯こうメイ。

   天忌侯梅依看着其他方向，恐怕在想别的事情。

   俯うつむいて、ブルブルと震えている血けつ術じゅつ侯こうマルキュス。

   血术侯马尔库斯低着头，浑身颤抖。

   役に立ちそうにない同僚達に代わって、自分がこの諍いさかいを止める必要がある、いや止めなければならないと、彼女の瞳に宿る使命感はそう物語っていた。

   她眼中的使命感诉说着，自己必须代替派不上用场的同僚们阻止这场争执，不，是必须阻止才行。

   「ゼノール卿はベルトール様とこの国の事を思って行動したのです、ですからその……」

   「泽诺尔卿是为了贝尔多尔大人和这个国家着想才行动的，所以那个……」

   「マキナ卿」

   「玛姬娜卿。」

   ゼノールに対してとは打って変わり、優しく諭すような声音だ。

   拉尔辛对玛姬娜说话的语气，和对泽诺尔时截然不同，十分温柔。

   「いくら国の為ため、王の為といえ、王の許可なく兵を動かすなど、業ごう剣けん騎士団団長といえどその役割から逸脱した行為。王の為というお題目さえ掲げれば規律を破っていいなどという前例を作っては王の威厳が保たれませぬ。この国のためにも罰は必要なのです」

   「就算说是为了国家、为了王，未经王的许可就调动骑士团，就算是业剑骑士团团长，也是逾越本分的行为。要是留下只要打着为了王的名号，就可以破坏纪律的前例，王的威严将无法维持。为了这个国家，必须给予惩罚。」

   「それは……そうですが……」

   「这……是这样没错……」

   「いい、マキナ卿」

   「好了，玛姬娜卿。」

   ゼノールもまた、マキナに対して柔らかい口調で言う。

   泽诺尔也用柔和的语气对玛姬娜说：

   「わかっている。某とて此度の行いを弁明するつもりはない。咎とがは受けるつもりだ、そもそも初めから陛下に許しを乞うつもりもない」

   「我明白。我也不打算为自己这次的行为辩解，我愿意接受惩罚。说到底，我从一开始就不打算乞求陛下原谅。」

   「では何故自害しなかったのですか、と初めの問いに戻しましょう。我らは不死とはいえ、絶えず死に続ければいずれ魂は摩耗し滅ぶ。火口にでも飛び込めば自害できたというもの。それが永遠に近い苦痛であろうと、受け入れるべきではないのですか？」

   「那么，为何不自尽呢？回到最初的问题吧。我们虽是不死之身，但不断死亡，灵魂迟早会磨耗殆尽。只要跳进火山口就能自尽了。就算那是近乎永远的痛苦，不是也应该接受吗？」

   「某は陛下の剣、つまりは陛下の所有物、某を終わらせるのは陛下以外ありえない。某が自分で決を下す自由もまた存在しない。それこそ陛下のみが決める事だ」

   「在下是陛下的剑，也就是陛下的所有物，只有陛下能结束在下的生命。在下没有自行决定生死的自由，只有陛下能决定这件事。」

   「どの口で……」

   「你有资格说这种话吗……」

   ラルシーンは困ったように、溜息を吐ついた。

   拉尔辛伤脑筋地叹了口气。

   「わかりました。それでは……私が今ここで、手ずから誅ちゅうを下しましょう。ベルトール様の御手を煩わせるまでもありません」

   「我明白了。那么……就由我在此亲手制裁你吧。这样就不必劳烦贝尔多尔大人了。」

   青雷侯がその手に持つ錫杖を掲げる。

   青雷侯举起手中的锡杖。

   「某に裁を下す権は陛下のみにある。余人が陛下の所有物に手を出すというのであれば、それを咎めるのが某の役目だ」

   「只有陛下才有权力制裁在下。如果其他人要对陛下的所有物出手，那么在下的职责就是阻止他们。」

   業剣侯が腰に佩はいた剣の柄に手を伸ばす。

   业剑侯把手伸向腰间的剑柄。

   「愚かなりゼノール卿……これ以上罪を重ねるとは」

   「泽诺尔卿，你真是愚蠢……竟然还想继续犯下更多罪行。」

   「ラルシーン卿、引かぬなら相手になろう」

   「拉尔辛卿，如果你不退让，我就奉陪到底。」

   六魔侯同士の本気の殺意がぶつかり合い、玉座の間に鋭い棘とげのような緊張が走る。

   六魔侯之间迸发出真正的杀意，王座厅内弥漫着尖刺般的紧张气氛。

   流石さすがのマキナも、他の六魔侯の面々に助力を乞うた。

   就连玛姬娜也向其他六魔侯求助。

   「シ、シルヴァルド卿、止めるの手伝ってください！」

   「希、希瓦尔德卿，请你帮忙阻止他们！」

   「あーん？　別に好きにやらせとけばいいじゃろ」

   「啊？随他们去不就好了？」

   「メイも一緒になんとかしてくださいよっ！」

   「梅依也一起帮忙劝劝他们啦！」

   「別に……好きにやらせておけばいいと思うわ。玉座が汚れたら、きっとベルトールが怒ると思うから、それは嫌だけど」

   「我觉得……随他们去就好了。不过要是弄脏王座，贝尔多尔一定会生气，我可不想看到那种情况。」

   この二人に頼むのはやめよう、そんな諦めの表情を貼り付けながら、一応チラとマルキュスの方を見る。

   玛姬娜露出放弃的表情，决定别再指望这两人，但还是瞥了马尔库斯一眼。

   赤の吸血鬼は、相も変わらず俯いてブルブルと震えていた。

   红之吸血鬼依然低着头，浑身颤抖。

   「お二方が争う事はベルトール様も望んでおりません！　ですから落ち着いて──」

   「贝尔多尔大人也不希望两位争斗！所以请冷静——」

   マキナは、自分一人でなんとかするしかないと決意の言葉を言いかけたその時だ。

   玛姬娜下定决心要自己想办法解决，正要开口时——

   「みんな」

   「各位。」

   メイが小さく、だが通る声で言った。

   梅依用微弱却清晰的声音说。

   「ベルトールが来たわ」

   「贝尔多尔来了。」

   言葉と同時。

   话一出口。

   黒い風が吹いた。

   黑色的风便吹了起来。

   玉座の間に漂う粘つくほどの霊素エーテルが一瞬にして冷えた空気にでもなったかのような感覚に六魔侯達は襲われた。

   六魔侯感觉到弥漫在王座厅的粘稠灵素瞬间变得像冰冷的空气。

   ラルシーンとゼノール、両者の間にあった凄すさまじい程の殺気も霧散していた。

   拉尔辛和泽诺尔之间惊人的杀气也烟消云散。

   殺意を解いたのではなく、解かされたというのを、その場にいた全員が理解していた。

   在场所有人都明白，他们不是主动解除杀意，而是被迫解除。

   玉座の間の扉が重々しい音と共に開かれる。

   王座厅的门发出沉重的声音打开。

   六魔侯全員が自然と玉座に向かって片手と片膝をつき、頭を下げた。

   六魔侯全都自然地单膝跪地，单手抵着地板，低下头。

   扉から玉座の間に入ってくるのは、漆黒の鎧よろいを纏まとう長い黒髪の美丈夫。

   从门走进王座厅的，是身穿漆黑铠甲的黑发美男子。

   ベルトールは、鎧が擦れる音と、靴底が床を叩たたく音を立てながら、六魔侯の間を悠然と歩き、玉座のある壇上へと登っていく。

   贝尔多尔发出铠甲摩擦声和鞋底敲击地板的声音，悠然地走过六魔侯之间，登上王座所在的高台。

   ベルトールは玉座に腰を下ろし、平伏する六魔侯を睥へい睨げいする。

   贝尔多尔坐到王座上，睥睨着跪拜在地的六魔侯。

   「さて」

   「好了。」

   一言発するだけで、六魔侯達の全身にのしかかる重圧が何倍にも膨れ上がった。

   仅仅一句话，压在六魔侯身上的重压就膨胀了数倍。

   これが魔王ベルトールの黒き威光。

   这就是魔王贝尔多尔的黑色威光。

   アルネス全土を恐怖で覆い尽くす、全盛期の魔王の姿である。

   这是让整个阿尔内斯陷入恐惧的，魔王全盛期的姿态。

   「──業剣侯ゼノールよ」

   「——业剑侯泽诺尔」

   「はっ！」

   「在！」

   「此度の件、其方そなたに対する処分は決定している。何か申し開きがあれば聞こう」

   「这次的事，对你的处分已经决定好了。有什么想辩解的就说吧」

   「いえ、ございません。唯ただ一ひとつだけ申し上げておきたい事が」

   「不，没有。在下只想说一件事」

   「なんだ？」

   「什么事？」

   「これは全て某の独断で行った事でありますれば。部下達は某の命に従ったまで、それ故、部下達には一切罪の処断なさらぬようお願い申し上げます」

   「这全是我的独断专行。部下们只是遵从我的命令，因此，请不要对部下们降下任何罪责」

   「よかろう」

   「好吧」

   「寛大な御処置、恐悦至極にございます」

   「感谢您宽大的处置」

   「ではこれより、業剣侯ゼノールの処刑を執り行う──」

   「那么，现在开始对业剑侯泽诺尔行刑——」

   ベルトールは短文詠唱でその手に黒の剣《ベルナル》を喚よび出し、更に銀の剣、《ベルナル・ディル》へと変化させる。

   贝尔多尔用短文咏唱将黑剑《贝尔纳尔》召唤到手中，然后将其变化为银剑《贝尔纳尔・迪尔》。

   その銀剣は魔王ベルトールの持つ、不死を処刑する為の魂を斬り裂く剣。

   这把银剑是魔王贝尔多尔拥有的，用来处刑不死，斩断灵魂的剑。

   ベルトールはゼノールの前まで歩みその刃やいばを彼の首筋に当てた。

   贝尔多尔走到泽诺尔面前，将剑刃抵在他的脖子上。

   「ゼノール、言い遺のこす事はあるか？」

   「泽诺尔，有什么遗言吗？」

   「いえ……いえ、はい。一つだけ」

   「不……不，有的。只有一件事」

   「申してみよ」

   「说吧」

   「我らが悲願、永世王国樹立、必ずや成し遂げて下さいませ」

   「请务必实现我等的夙愿，建立永世王国」

   「聞き届けた。必ずや成し遂げてみせよう。ゼノールよ、輪廻の地平メテノエルでまた会おう」

   「我听到了。我一定会实现这个夙愿。泽诺尔啊，我们在轮回的地平线再会吧」

   不死の処刑剣が振り下ろされる直前、それを止める言葉が発せられた。

   在不死的处刑剑挥下之前，有人出声阻止了贝尔多尔。

   


   「お、お待ちを。我が王……」

   「请、请等一下，吾王……」

   


   その言葉を発したのは、先程まで俯き、震えていたマルキュスであった。

   出声的人是刚才还低着头颤抖的马尔库斯。

   「マルキュス。発言を認めるが──よく考えて発言しろ」

   「马尔库斯，我允许你发言——但你要好好想清楚再开口」

   ベルトールの眼光が、マルキュスを刺し貫く。

   贝尔多尔的目光刺穿了马尔库斯。

   ただ視線を向けられている。

   只是被他看着而已。

   それだけで自然とマルキュスの息は細く、速くなっていた。

   马尔库斯的呼吸就自然而然地变得细而急促。

   「ゼッ、ゼゼゼゼノール卿の行いは、確かに咎められて然しかるべき。しかし……」

   「泽、泽泽泽泽泽诺尔卿的行为确实该受责罚，但是……」

   ゴクリ、とマルキュスは生唾を飲み込んだ。

   马尔库斯咽了口唾沫。

   そして俯いたまま、震える声で述べる。

   然后低着头，用颤抖的声音说道：

   「しかし、それは己の命すら厭いとわない真なる忠節より来るもの……どうか寛大な処置をお願い申し上げます……」

   「但是，那是出于不惜牺牲自己性命的真正忠义……请务必从宽处置……」

   その声に応えたのはベルトールではなく、ラルシーンであった。

   回应他的人不是贝尔多尔，而是拉尔辛。

   「マルキュス卿、貴卿程の明めい晰せきさがあれば理解できぬはずもなし。であれば先程の私とマキナの話を聞いていなかったようですね。真しんに陛下に対する忠節があるのであれば、陛下の意向を無視するなど愚の骨頂なのです。それにゼノール卿本人が咎を受ける覚悟をしている。それ以上は何も必要ない、違いますか？」

   「马尔库斯卿，你如此聪慧，不可能不明白。既然如此，你刚才应该没听到我和玛姬娜的对话吧。如果你真的对陛下忠心耿耿，无视陛下的意向就是愚蠢至极。而且泽诺尔卿本人也做好了受罚的觉悟。除此之外，已经不需要任何东西了，不是吗？」

   「ラルシーン卿の言う通りだ。此こ度たびの某それがしの行いは陛下に対する裏切り。咎を受けるに何ら不服はない」

   「拉尔辛卿说得没错。在下这次的行为是对陛下的背叛。受罚也在所不辞」

   ラルシーンとゼノールの言葉を聞いて尚なお、マルキュスは引く気配を見せない。

   听了拉尔辛和泽诺尔的话，马尔库斯还是没有退让的意思。

   「このマルキュスにとって、不死の王国とはこの朽ちぬ骨肉と同等のもの」

   「对在下马尔库斯来说，不死王国就等同于这副不会腐朽的骨肉」

   「それで？」

   「所以呢？」

   あくまで、ベルトールの声は冷徹な音だ。

   贝尔多尔的声音始终是冷酷无情的。

   「そしてゼノール卿きょうは来たるべき不死の時代を築くのに必要不可欠な、この国の心の臓の如ごとき存在。どうか──どうかここは私めの命で贖あがないとする事でご容赦願いたく存じます」

   「而且泽诺尔卿是构筑即将到来的不死时代不可或缺的存在，是这个国家的心脏。请务必——请务必以我的性命来赎罪」

   「マルキュス卿!?」

   「马尔库斯卿！？」

   ゼノールが驚きょう愕がくに眼めを見開いた。

   泽诺尔惊愕地瞪大了眼睛。

   ゼノールだけではない、その場にいた全員が。シルヴァルドすらも驚いた表情を浮かべている。

   不只是泽诺尔，在场的所有人都一样。就连希瓦尔德也露出了惊讶的表情。

   「ならん」

   「不行」

   とベルトールは一蹴した。

   贝尔多尔一口回绝。

   「其方そなたではゼノールの代わりにならぬ。そしてゼノールもまた其方そなたの代わりにはならぬ。控えろマルキュス」

   「你无法代替泽诺尔。而泽诺尔也无法代替你。退下，马尔库斯」

   「であれば……」

   「既然如此……」

   マルキュスは今一度唾を飲み込んだ。

   马尔库斯再次咽了口唾沫。

   その瞳には、強い意志が宿っていた。

   他的眼中寄宿着强烈的意志。

   「であれば……王がゼノール卿を処された後に、私めも──自らこの命を絶ちましょう」

   「既然如此……在王处罚了泽诺尔卿之后，我也——会自绝性命」

   マルキュスが発したその言葉に驚いたのは、ゼノールやラルシーン、他の六魔侯の面々だけでなく、ベルトールもまた驚きを隠せていなかった。

   听到马尔库斯的话，不仅是泽诺尔、拉尔辛和其他六魔侯，就连贝尔多尔也难掩惊讶。

   「……何故なぜそこまでする、マルキュスよ」

   「……为何要做到这个地步，马尔库斯」

   「先程も申し上げました通り、ゼノール卿は来たるべき不死の時代を築くのに必要不可欠な存在。この国の未来を想おもっている彼を失うのは、この国の未来に対する大きな損失。他意などございませぬ。ただそれだけに、ございまする」

   「正如刚才所说，泽诺尔卿是构筑即将到来的不死时代不可或缺的存在。失去为这个国家的未来着想的他，对这个国家的未来将是巨大的损失。我没有其他意思。仅此而已」

   マルキュスの床に突いた手は未いまだに震えている。

   马尔库斯撑在地板上的手还在颤抖。

   ベルトールを見据える眼だけは、確かな強い意志が宿っていた。

   只有盯着贝尔多尔的眼睛，寄宿着坚定的意志。

   畏怖や憎しみを乗り越えた、ただただ純粋な、強い忠義の意志。

   那是跨越了恐惧和憎恨，纯粹而坚定的忠义意志。

   「はぁ……」

   「唉……」

   と、息を吐いたベルトールは、剣を己の魂へと納めた。

   贝尔多尔叹了口气，将剑收回自己的灵魂。

   「六魔侯を二柱も失うわけにはいかんからな。予言の子を独断で誅した罪、此度は不問とする。それは単なる余の矜きょう持じの話だからな」

   「毕竟不能失去两位六魔侯。独断诛杀预言之子的罪，这次就不予追究。毕竟那只是朕的矜持」

   だが、とベルトールは続ける。

   但是，贝尔多尔继续说道。

   「命なく騎士団を動かした罪を看過するわけにはいかぬ。騎士団の長おさとして著しく逸脱した行為と見み做なし、ゼノールを業剣騎士団から解任、後任にマイネウスを任命。ゼノールは謹慎の後、近この衛えの剣へ任命とする。通達は以上だ。マイネウスには追って知らせる」

   「朕不能对调动骑士团的罪视而不见。作为骑士团团长，泽诺尔的行为明显越权，因此将其解任，任命迈内斯为继任者。泽诺尔在反省后，任命为近卫剑。以上就是通知。之后会通知迈内斯」

   「はっ」

   「是」

   処分を言い渡されたゼノールは、深々と頭を下げる。

   被下达处分的泽诺尔深深地低下了头。

   「マルキュスよ」

   「马尔库斯啊」

   「は、はいっ」

   「是，是」

   「自らを人質にするとは、其方そなたも中々悪知恵を付けたな」

   「居然把自己当人质，你也变得很会耍小聪明了啊」

   「きょっ、恐縮でございます！」

   「非，非常抱歉！」

   「此度は其方そなたの覚悟に免じてこの場を収めたが、次はこうはいかぬぞ。そして其方そなたもまた不死の王国を巡る血と同義だ。努ゆめ々ゆめそれを忘れるな」

   「这次看在你的觉悟上，朕就不追究了，但下不为例。而且你和围绕着不死王国的血一样，不要忘了这一点」

   「……ハッ！　ありがたきお言葉！」

   「……是！感谢您的宽宏大量！」

   そう言って、魔王は玉座の間から退出していった。

   说完，魔王离开了王座之间。

   ベルトールの姿が見えなくなるまで頭を下げるマルキュスに、ゼノールが声をかけた。

   马尔库斯一直低着头，直到贝尔多尔的身影消失为止。泽诺尔向他搭话。

   「マルキュス卿……すまない」

   「马尔库斯卿……抱歉」

   「いいのです。私の本心ですから、王にはまだゼノール卿の存在が必要なのですよ」

   「没关系。这是我的真心话，王还需要泽诺尔卿」

   「……何故、貴公も命を絶つだなどと言ったのだ」

   「……为什么，你也要说要断绝自己的性命」

   「何故って」

   「为什么啊」

   極度の緊張で憔しょう悴すいしきった、しかし爽やかな笑みを浮かべる。

   马尔库斯因为极度紧张而憔悴不堪，但他还是露出了爽朗的笑容。

   「私達は、朋友ともではないですか」

   「我们不是朋友吗？」

   それでは、と言って、フラフラとした足取りで玉座の間を出ていった。

   “那我先走了”，说完，马尔库斯就摇摇晃晃地离开了王座之间。

   次にゼノールは、ラルシーンの元へと向かう。

   接着，泽诺尔走向拉尔辛。

   「ラル……某……いや俺は……」

   「拉尔……我……不，我……」

   「何か勘違いしているかと存じますが、別に私はゼノを憎んでいたり恨んでいたりするわけではありません。良き親友であり、頼れる同胞であると心の底から思っています」

   「你是不是误会了什么，我并没有憎恨泽诺。我打心底里认为你是我最好的朋友，也是最可靠的同胞」

   申し訳なさそうに目を合わせないゼノールとは裏腹に、ラルシーンの声色は穏やかだ。

   泽诺尔一脸歉疚地不敢直视拉尔辛，拉尔辛的语气却很平静。

   「だが親友としての情よりも、陛下の家臣である事を優先した。それだけの事。あの場では死を以もって贖うしかないと思っていましたが、此度の裁定は陛下によって下されました。であれば、それ以上私が何か言う事も、権利もありません。近衛の剣の就任、おめでとうございます。それではゼノ、私はこれで」

   「但是比起身为朋友的感情，我更重视身为陛下的家臣。仅此而已。当时我以为只能以死谢罪，但这次的裁定是陛下下达的，既然如此，我也没有权利再说什么了。恭喜你成为近卫的剑。那么泽诺，我先走了。」

   「……俺も一緒に行こう、ラル」

   「……我也跟你一起走，拉尔。」

   二人の男は並んで玉座の間を出ていく。

   两个男人并肩走出王座之间。

   その背中を眺めながら、黒こく竜りゅう侯こう、煌こう灼しゃく侯こう、天てん忌き侯こうはそれぞれ言う。

   黑龙侯、煌灼侯、天忌侯望着他们的背影，各自说道：

   「なんじゃあいつら、仲良いのか悪いのかようわからんのう」

   「那两个家伙到底是感情好还是不好啊？」

   「仲良いんじゃないですか？　ちょっとめんどくさい仲の良さだと思いますけど」

   「应该是感情好吧？虽然我觉得他们的感情有点麻烦。」

   「その点、私達はめんどくさくない仲の良さでいい。わ」

   「我们感情好起来就不用这么麻烦了。哇。」

   メイがマキナの手をぎゅっと握ったのを、玉座の間から出る直前のゼノールが目の端に捉えていた。

   泽诺尔在离开王座之间前，用眼角余光看到梅依紧紧握住玛姬娜的手。

   ベルトールとゼノールは、それぞれ別の場所で、同じ笑みを浮かべていた。

   贝尔多尔和泽诺尔在不同的地方露出同样的笑容。

   


   記憶の混線が終わり、意識が現在へと戻っていく。

   记忆的混线结束，意识回到现在。

   「今のは……」

   「刚才那是……」

   ベルトールは己の身に起きた事を確認するように口に出す。

   贝尔多尔开口确认自己身上发生的事。

   「ゼノールの記憶か……？」

   「泽诺尔的记忆吗……？」

   確かに、目の前の男と同じものを見ていたという確信がベルトールにはあった。長い彼の人生の中でも片手で数えられる程しかない魂が同期する感覚だ。

   贝尔多尔确信自己看到了和眼前的男人一样的东西。在漫长的人生中，这种灵魂同步的感觉屈指可数。

   現実の時間にして一秒にも満たない時間であったが、戦闘の最中に完全に意識が外れていたというのは、致命的な隙になる。

   虽然现实时间不到一秒，但在战斗中完全分神，会成为致命的破绽。

   だがその間かん隙げきを突かれる事はなかった。

   然而，贝尔多尔并没有被趁虚而入。

   『見てたのか、てめえも……』

   『你也看到了吗……』

   ゼノールもまた、動けていなかったからだ。

   因为泽诺尔也动弹不得。

   『俺は……俺は……！』

   『我……我……！』

   片手で顔を覆うように、指の隙間から魔王を睨みつける。

   他单手捂着脸，从指缝间瞪着魔王。

   「其方そなたは……一体誰なのだ……？」

   「你……到底是谁……？」

   『そんな……そんなもん……俺が一番、知りてえんだよ！』

   『这种事……这种事……我才最想知道！』

   そう吐き捨てて、ゼノールは転移の魔法を使い、姿を消した。

   泽诺尔抛下这句话，使用转移魔法消失了。

   


   ◆

   ◆

   


   「ああ、まだあるあるある、こんな所にあるじゃないか！　もっと！」

   「啊啊，还有还有还有，居然在这种地方！再来！」

   「お母さん！」

   「妈妈！」

   ベルトール達が改札を破壊し、その場から消えた直後。

   贝尔多尔等人破坏验票闸门，从现场消失后。

   マトイは優先順位を絵え美みの守護へと切り替えた。

   缠立刻将优先级切换为保护绘美。

   「下がってください絵美！」

   「绘美，快退后！」

   エミリアが、魔眼を持つ絵美に向かって突進してきたのだ。

   艾米莉亚正朝着拥有魔眼的绘美冲过来。

   マトイは最初に出会った時には破損していてできなかった走査を蒐集家コレクター、エミリアに向けて行う。

   缠对收藏家艾米莉亚进行第一次见面时因为破损而无法进行的扫描。

   『不死因子測定、反応なし』

   『不死因子测定，无反应。』

   『因果干渉値測定１００』

   『因果干涉值测定100。』

   絵美の推理は正しかった。

   绘美的推理是正确的。

   この蒐集家コレクターもまた、滅びの世界を確定する存在である。

   这名收藏家也是确定毁灭世界的存在。

   「ぅ儂わしにぃぃ！　任せとけええええええ！」

   「交给老夫吧啊啊啊啊啊啊！」

   シルヴァルドが空中で回転し、勢いを付けて蹴りを放つ体勢を取っている。

   希瓦尔德在空中旋转，摆出蓄势待发的踢击姿势。

   「待ってくださいシルヴァルド！　身柄の確保が先決です！」

   「请等一下，希瓦尔德！先活捉她！」

   「え？」

   「咦？」

   マトイの止める言葉は、あまりにも遅かった。

   缠的制止来得太晚了。

   蹴りがエミリアの胴体に突き刺さり、身体からだが曲がり、大きく回転し、空中で上半身と下半身が千切れて二つになり、上半身が壁に激突してクレーターを作り上げる。

   踢击刺进艾米莉亚的躯体，身体弯曲，大幅旋转，在空中被撕成上下两半，上半身猛烈撞上墙壁，撞出一个大坑。

   「……ごめん殺やっちゃった」

   「……抱歉，不小心杀了她。」

   「シ、シルヴァルド君!?」

   「希、希瓦尔德！？」

   「否定です。お二人とも、まだです」

   「否定。两位，还没结束。」

   蒐集家コレクターは死んでいなかった。

   收藏家并没有死。

   いや、死ななかった。

   不对，是没死。

   千切れた上下の身体から包帯が伸び、無理矢理くっつけて元に戻ったのだ。

   断裂的上下半身伸出绷带，强行接合恢复原状。

   上半身と下半身が千切れて生きていられる脊椎動物はそうざらにはいない。

   上半身与下半身被撕裂还能活下来的脊椎动物并不多。

   それはつまり──

   也就是说——

   「んー？　不死か？」

   「嗯——？是不死吗？」

   普通の思考をするのならば、そうなる。

   用正常思维思考，会得到这个结论。

   だがシルヴァルドもマトイも怪け訝げんそうな顔をしていた。

   但是希瓦尔德和缠都露出疑惑的表情。

   「おかしいですね……」

   「奇怪了……」

   「おかしいのう……彼奴あやつ自身が不死って感じはせんかったのう」

   「奇怪了……感觉不像那家伙本身是不死。」

   「こちらでも走査しましたが不死因子がない……それはつまり不死ではないという事」

   「我这边也扫描过了，没有不死因子……也就是说不是不死。」

   「じゃが何故か再生する。あの包帯が治しとるのか……？」

   「但不知为何会再生。是那绷带治好的吗……？」

   再生を完了したエミリアが、一歩一歩大きく踏みしめて前進してくる。

   再生完毕的艾米莉亚，一步一步地踏稳脚步前进。

   見れば、壁にできたクレーターもいつの間にか元に戻っており、破壊されたはずの改札も何事もなかったかのように壊れる前の姿へと戻っていた。

   仔细一看，墙壁上的坑洞也在不知不觉间恢复原状，理应遭到破坏的剪票口也完好如初，仿佛什么事都没发生过。

   「棺ひつぎの足音！　十字の杯さかずき！　おお、我が天命！　オロディクの眼は真実を映し出す！　見せよ、視みせよ、魅せよ！」

   「棺之足音！十字之杯！哦哦，吾之天命！欧罗迪克之眼映照出真实！展现吧，展现吧，展现吧！」

   「うわあ、なんじゃこいつ……」

   「呜哇，这家伙是怎样……」

   意味不明な言葉を叫ぶエミリアにシルヴァルドがドン引きした。

   希瓦尔德被艾米莉亚喊出的莫名其妙话语吓到。

   「お母さん！」

   「妈妈！」

   エミリアの歩みを止めるように、絵美が前に出る。

   绘美上前，试图阻止艾米莉亚前进。

   突然撥はね上げるような動きで、エミリアは突然両手で顔を覆った。

   艾米莉亚突然用双手捂住脸。

   「ヒヒヒヒヒヒヒハハハハハハハ！」

   「嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻哈哈哈哈哈哈哈！」

   顔を搔かきむしりながら、エミリアは哄こう笑しょうを上げる。

   她一边抓着脸，一边放声大笑。

   「なあこいつ生け捕りにしてもまともに会話できそうにないんじゃが。どうするマトイ」

   「我说，就算活捉这家伙，感觉也无法正常对话。怎么办，缠？」

   「とりあえず、無力化するしかないでしょう──仮令たとえ手足を削そいででも」

   「总之，只能先让她无力化了——就算要砍断手脚也在所不惜。」

   エミリアが身を屈かがめ、引き絞った弓のように両脚に力を込める。

   艾米莉亚弯下身子，双脚蓄力，宛如拉紧的弓弦。

   「ガヒッ！」

   「嘎嘻！」

   矢のような速度で走り出し、向かってくるエミリアに対抗すべく、側そばに立つ鉄のポールから武器を作り出そうと、マトイは篭手の指を鳴らし、《金属総そう攬らん》を発動する。

   艾米莉亚以箭矢般的速度冲来，缠为了对抗她，打算从身旁的铁柱制造武器，弹响护手手指，发动《金属揽》。

   しかし──

   然而——

   「えっ？」

   「咦？」

   鉄柱には何の変化も起きなかった。

   铁柱没有任何变化。

   イデアサーキットも、確かに《金属総攬》の発動を認めている。

   构装也确实承认了《金属揽》的发动。

   結果だけが起こらない。

   只有结果没有发生。

   だが今はそれを検証している場合ではない。

   但现在不是验证这个的时候。

   指を鳴らし、《グラガラッド》で逆側の腕を叩たたき、摑つかんだ。

   缠弹响手指，以《格拉喀拉德》敲击另一只手，抓住了它。

   「《フェルエ・メルザ》！」

   「《费尔埃・梅尔札》！」

   銀の鎌が現れた。

   银色镰刀出现。

   マギノロイドであるマトイのフレームもまた、金属でできている。

   魔导机具的框架，也是由金属构成。

   己の腕部フレームを武器へと変化させたのだ。

   缠将自己的手臂框架化为武器。

   覆皮カバー・スキンを突き破り、腕と一体化した鎌の一部が現れた。

   穿破外皮，与手臂化为一体的镰刀部分现形。

   「あいッ！　愛ッッ！　藍ッッッ！[image: あい]あいッッッッ！哀……」

   「爱！爱！蓝！蓝！哀……」

   変わらず意味不明な言動を繰り返すエミリアを行動不能にすべく、マトイは疾駆する。

   为了使依然重复着不明所以言行的艾米莉亚无法行动，缠疾奔而出。

   エミリアは徒手空拳。

   艾米莉亚赤手空拳。

   振りかぶった攻撃の姿勢。

   摆出挥拳的架势。

   マトイから見れば非常に遅い。

   在缠眼中，那动作非常缓慢。

   斬る、斬る、斬る、斬る。

   斩、斩、斩、斩。

   都合四度。神が打った不死殺しの武器による四肢の切断、高位の不死であっても、短時間での再生は不可能。行動不能に陥る。

   缠以神所打造的不死杀手武器，斩断了艾米莉亚的四肢。即使是高阶的不死者，也不可能在短时间内再生，无法行动。

   そのはずだった。

   理应如此。

   それまでと同じく包帯がヒトの形を取り、再生を行った。

   但艾米莉亚和先前一样，以绷带构成人形，开始再生。

   「やはり、通常の不死ではなさそうですね……」

   「果然不是一般的不死者呢……」

   「未来から来た同胞よ」

   「来自未来的同胞啊。」

   やはりまた、急に。

   果然又突然地。

   「……！」

   「……！」

   再び優しい声音となり、マトイに語りかけるエミリアに、マトイの動きが一瞬止まった。

   艾米莉亚再度以温柔的嗓音对缠说话，让缠的动作瞬间停住。

   「私は貴方あなたを尊敬します。遠き旅路、己の終わりを顧みない精神。貴方はもう既に輝きを得ている」

   「我很尊敬你。你那远行的旅途，以及不顾自身终结的精神。你已经得到了光辉。」

   「どうして私が未来から来た事を……貴方は一体、何を知っているんですか」

   「你怎么知道我来自未来……你到底知道些什么？」

   「全てですよ」

   「一切。」

   「全て？」

   「一切？」

   「この滅びの顚てん末まつ、その全てです。ですがまだそれは那な由ゆ他たの彼方かなた、最後の一欠片かけらが足りない、次が最後、次で最後です。この先の見えない滅びの」

   「这场毁灭的始末，一切的一切。但那还在那由他的彼端，还差最后一片拼图。下次就是最后，下次就是最后。看不见未来的毁灭。」

   「次で最後……それはどういう──」

   「下次就是最后……那是什么——」

   「ではまた、会いましょう」

   「那么，下次再见。」

   [image: ]

   転移反応をマトイのセンサが捉える。

   缠的感应器捕捉到转移反应。

   マトイは再び指を鳴らし、《フェルエ・メルザ》をワイヤー状にしてエミリアを捕らえるために伸ばす。マトイ自身の一部を使っている為ために情報量が多く、維持する為の時間はビルの鉄骨等と比べると非常に長い。

   缠再度弹响手指，将《费尔埃・梅尔札》化为钢丝状伸长，打算抓住艾米莉亚。由于那是缠自身的一部分，因此情报量庞大，和维持大楼钢骨等物体相比，需要更长的时间。

   「逃しません！」

   「别想逃！」

   《スワンプマン》の特性として、対象に触れていると一緒に転移するというものがある。ワイヤーが触れさえすれば、仮令転移されたとしてもマトイも移動できる。

   《沼龙》的特性之一，是能和接触的对象一起转移。只要钢丝碰到对方，就算对方转移，缠也能跟着移动。

   しかしワイヤーが届く寸前、エミリアの姿が虚こ空くうに消える。

   但在钢丝碰到对方的前一刻，艾米莉亚的身影消失在虚空之中。

   完全に姿が見えなくなる直前。エミリアの祭服の隙間から、六つ目の聖徴アミュレットが覗いた。

   在完全消失之前，从艾米莉亚的圣职者服缝隙间，可以窥见第六个圣征。

   「……すみません逃しました」

   「……抱歉，让她逃了。」

   マトイの肘から先のワイヤーが砂となって消える。

   缠手肘以下的钢丝化为沙尘消失。

   それは素材としたマトイの腕もなくなるという事だ。

   这表示缠用来当作素材的手臂也消失了。

   「いや、それはいいんだけど……その腕、治るのかい……？」

   「不，那倒是无所谓……你的手治得好吗……？」

   恐る恐る訊たずねる絵美に、マトイは首肯した。

   绘美战战兢兢地问，缠点头肯定。

   「私のフレームは特殊な生体金属でできています。魔力を流し込めば少しずつ再生するので数時間もすれば元に戻ります。覆皮カバー・スキンもレッドドラゴンセルを使ったものですから、フレームとともに自動的に再生されます」

   「我的骨架是以特殊活体金属制成。只要注入魔力就会逐渐再生，几小时就会恢复原状。表皮也是使用红龙细胞制成，会和骨架一起自动再生。」

   「へぇ……すごいね２１４９年」

   「哦……2149年真厉害。」

   「物資が潤沢とは言えなかったので、苦肉の策なのですけど《グラガラッド》とは相性がいいですね」

   「虽然物资称不上充裕，但这是苦肉计，和《格拉葛拉德》很合得来。」

   「のうのう」

   「对了。」

   と言うのはシルヴァルドだ。

   希瓦尔德说。

   「さっきぶっ飛ばした時とか、あいつらが出てきた時にできた穴が塞がっとるんじゃが」

   「刚才打飞那家伙时，还有那家伙出现时的洞都补起来了。」

   見れば、戦闘の余波によって破壊されていたはずの床や壁が元に戻っていた。

   仔细一看，战斗余波破坏的地板和墙壁都恢复原状。

   「ああ、それはこの空間自体が『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』という異界になってるからね。異界となった場所や物なんかは形を元に戻そうと修正する力が働くんだ」

   「哦，因为这个空间本身已经变成名为『食人御苑』的异界。成为异界的地方或物体，会发挥修正力量恢复原状。」

   絵美の言葉にマトイが反応する。

   缠对绘美这番话有所反应。

   「成程、壁や改札が元に戻っていたのもそれが原因ですか」

   「原来如此，墙壁和验票闸门恢复原状也是因为这样吗？」

   「そうだね。それと地下鉄の利用客の残留思念をリフレインしているのもその修正する力によるものだ」

   「没错。还有地下铁乘客残留的思念会反复出现，也是因为那个修正力量。」

   「もしかして私の《グラガラッド》の能力が異界内の金属に効かなかったのも、金属を操る力と元に戻そうという力が反発して無効化された、という事でしょうか」

   「难道我的《格拉格拉德》的能力对异界内的金属无效，也是因为操纵金属的力量和恢复原状的力量互相排斥，导致无效吗？」

   「そうだね、その可能性は──」

   「没错，那个可能性——」

   絵え美みの言葉は少しずつトーンダウンしていき、やがて何かを考え始めた。

   绘美的音调越来越低，最后开始思考。

   「どうしました絵美？　何かわかったのですか？」

   「怎么了，绘美？你知道什么了吗？」

   「……まだ確証はないからあまり言いたくないのだけど……」

   「……还没有确切证据，所以我不太想说……」

   「判断はこちらでします。勿もっ体たいぶらないでください」

   「由我来判断。请不要卖关子。」

   わかったよ、と渋々といった風に絵美は両手を挙げた。

   绘美不情愿地举起双手。

   「異界に入り、今回の戦闘でわかった事がある。結論から言うと、お母さ……ごめん、蒐集家コレクターという存在そのものが異界化している可能性がある。不死じゃないのにあれだけの再生能力を見せたのも、『不死の再生力』じゃなくて『異界の元に戻そうとする力』が働いた結果なら説明がつく」

   「进入异界，经过这次的战斗，我明白了一件事。从结论来说，妈妈……抱歉，搜集家这个存在本身有可能异界化了。明明不是不死者，却展现出那么强的再生能力，如果那不是『不死者的再生能力』，而是『异界恢复原状的力量』在运作的结果，就说得通了。」

   「異界じゃと？」

   「异界？」

   「ヒトも異界になるのですか？」

   「人也会异界化吗？」

   マトイの持つ異界化についてのデータは多くない。基本的な知識だけにとどまっている。

   缠拥有的异界化资料不多，只有基本知识。

   「より正確には異界を纏まとっている、と表現するのが正しいかな。ヴェールのようにね。その空間上にある建物や物品だけでなく生物も異界化の影響を受けて、さながら生きている異界となるケースはあるんだ。『蒐集家コレクター』という存在に向けられた憎ぞう悪おや恐怖といった負の信仰を纏った後付の自律した異界が、今の彼女じゃないかと私は推理している」

   「更准确地说，是缠绕着异界，就像面纱一样。不仅是那个空间上的建筑物和物品，连生物也会受到异界化的影响，从而成为活生生的异界。我推测，现在她身上缠绕着针对『搜集家』这个存在的憎恶和恐惧等负面信仰，从而形成了一个后天的自律异界」

   「具体的にどうすりゃいいんじゃ」

   「具体该怎么做才好？」

   「通常の異界のように、真相を解明すればいい。蒐集家コレクターの場合は行動動機の解明とかになるかな。そして丁度よく、今我々は異界を解明するためにこの場にいる。予行演習と行きたいが、それには一人役者が足りないね」

   「就像通常的异界一样，只要查明真相就行了。以搜集家的情况来说，就是查明其行动动机。而我们正好为了查明异界而来到这里。虽然想先进行预演，但还缺一个演员」

   「……そういえばベルトールの事を忘れておった。大丈夫か？　負けとりゃせんよな」

   「……说起来，把贝尔多尔给忘了。没问题吗？不会输吧」

   その時だ。

   就在这时。

   「負けるはずがないでしょう、あのような不届き者に」

   「怎么可能输给那种无礼之徒」

   苦々しげな顔をしながら戻ってくるベルトールの姿があった。

   贝尔多尔一脸不悦地回来了。

   「全く彼奴あやつめ、決着も付けずにどっかに行きおった」

   「真是的，那家伙，还没分出胜负就跑掉了」

   その鎧よろいは袈け裟さ懸がけの斬撃痕があり、塞がりつつある傷も見える。

   他的铠甲上有一道斜砍的痕迹，伤口也正在愈合。

   彼が腕を振るうと、鎧から鹿撃ち帽にインバネスコートという格好へと変わった。

   他挥了挥手，从铠甲变成了猎鹿帽加披风的打扮。

   「ベルトール、彼奴何者だったんじゃ？」

   「贝尔多尔，那家伙是什么人？」

   「ゴアール市でマキナが出会ったというゼノールを名乗る者です」

   「就是玛姬娜在戈尔市遇到的那个自称泽诺尔的人。」

   「え、マジでゼノールだったんか？　動きはだいぶっぽい感じあったが」

   「咦，真的是泽诺尔吗？动作倒是挺像的。」

   「わかりません……九分九厘違うと言えるのですが。如何いかんせんその動きが似すぎている。それで絵美、もう一人の方は？　恐らくあれが蒐集家コレクターなのではないかと思ったのだが」

   「不清楚……虽然说九成九不是他，但动作实在太像了。绘美，另外一个人呢？我猜那恐怕就是搜集家。」

   「ごめん。逃げられちゃった」

   「抱歉，被他逃掉了。」

   「そうか、仕方あるまい、まだチャンスはあるはずだ」

   「这样啊，没办法，应该还有机会。」

   さて。と、絵美が言う。

   绘美接着说道：

   「じゃあ役者も揃そろった事だし──始めようか」

   「演员都到齐了——开始吧。」

   「何をじゃ？」

   「开始什么？」

   勿もち論ろん、と絵美は笑みを浮かべてウィンクをしながら帽子の鍔つばを指で弾いた。

   绘美笑着抛了个媚眼，用手指弹了下帽檐。

   「依頼の解決、つまりは私達の推理劇場こたえあわせを、さ」

   「当然是解决委托，也就是我们的推理剧场。」

   「そういえば依頼もあってここに来たのだったな」

   「这么说来，我们是为了委托才来到这里的。」

   ニヤリ、と笑みを浮かべながらベルトールは頷うなずく。

   贝尔多尔笑着点头。

   「まずは助手である余が整理をするか。この『ヒト喰い御苑』、一人で入ると何事もなく出られるが、複数人で入ると出てくる時に必ず一人減っているという」

   「首先由身为助手的吾来整理状况。这座『食人苑』，一个人进去的话可以平安出来，但多人进去的话，出来时一定会少一个人。」

   「それが『ヒト喰い御苑』の所以ゆえんなんだろうね。何故なぜ出てくる時にいない事に気が付くのか……いや、何故外に出るまでいない事に気が付かなかったのか」

   「这就是『食人苑』的由来吧。为什么出来时会发现少一个人……不对，为什么在出来之前都没发现少一个人？」

   「外に出る直前までは一緒にいたから、だな」

   「因为直到出来之前都还在一起。」

   「そう！」

   「没错！」

   と、絵美は手をピストルの形にしてベルトールを撃つ。

   绘美用手比成手枪的形状，对贝尔多尔射击。

   「流石さすがは助手君だ。証言によると、出た時にはいなくなっていたとの事だ。つまりは、直前までは一緒にいた事になる……ではいつから一人いなくなるのか」

   「不愧是助手君。根据证言，出来的时候已经不见了。也就是说，直到出来之前都还在一起……那么，什么时候少了一个人呢？」

   「……『ヒト喰い御苑』の外へ出る時ではないのですか？」

   「……不是在离开『食人苑』的时候吗？」

   「そうだねマトイ君、それは状況から考えると当然導き出される答えだ」

   「没错，玛特丽希卡，从状况来考虑，这是理所当然的结论。」

   だけど、と絵美は付け加える。

   但是，绘美补充道。

   「私の考えは違う。私の魔眼は大気中の魔力の流れを視みる事ができるのだけど、『ヒト喰い御苑』の入り口には膜のようなものが視えた……そして振り返ると、入り口からその膜は消えていた。あの膜はフィルターのような役割をしていたのだと私は推測する」

   「我的想法不同。我的魔眼可以看见大气中的魔力流动，我在『食人苑』的入口看见了类似薄膜的东西……回头一看，那薄膜已经从入口消失了。我推测那薄膜有类似过滤器的作用。」

   「どういう事ですか？」

   「什么意思？」

   「あの膜を通った時には既にこの中から一人いなくなっていたのではないか、私はそう考えたんだ。入るときに膜があって、振り返ったらなくなっていた……だとすれば入る時に作用するものだと推測するのが自然だろう」

   「我推测，通过那薄膜的时候，里面就已经少了一个人。进去的时候有薄膜，回头一看就消失了……那么，推测是进去的时候起作用的东西比较自然吧。」

   「ですけど、今ここに全員いますよ？」

   「可是，现在所有人都在这里哦？」

   「マトイ君。君はタヌキ、という幻獣を知っているかい？」

   「玛特丽希卡，你知道狸猫这种幻兽吗？」

   「何故急にタヌキ……肯定です。以前『わくドキ動物大百科』で読んだ記憶があります。アースに生息していた哺乳綱食肉目イヌ科タヌキ属の動物ですね。現想融合ファンタジオン後は他の多数の種と同じく、絶滅したと記録されています」

   「为什么突然提到狸猫……肯定。我记得以前在《心跳动物大百科》看过。是栖息在亚斯的哺乳纲食肉目犬科狸猫属的动物。根据纪录，现想融合后和其他多数物种一样灭绝了。」

   「フッ、大事な部分が抜けているぞマトイ。余が補足してやろう。タヌキには──変身能力があるのだ」

   「呵，你漏掉重点了，缠。由我来补充吧。狸猫——拥有变身能力。」

   「え、いやそれは伝承であって実際のタヌキにそのような能力は……」

   「咦，那是传说，实际上狸猫并没有那种能力……」

   流石は助手君だ、と絵美は満足げに頷く。

   不愧是助手，绘美满意地点头。

   「タヌキは様々なものに化けるという。それと似たような性質を、この『ヒト喰い御苑』は持っているんだ。私の推理が正しければ、この中に一人──タヌキが混じっている」

   「据说狸猫会变身成各种东西。这座『食人苑』拥有类似的性质。如果我的推理正确，我们之中——混入了一只狸猫。」

   「……余ではないぞ」

   「……不是余哦。」

   「儂わしはドラゴンじゃぞ！」

   「老夫是龙哦！」

   「私でもありませんよ」

   「也不是我。」

   「そして当然私でもない」

   「当然也不是我。」

   マトイは視覚センサを通じて走査する。

   缠透过视觉感应器扫描。

   しかし、特に変わった反応はない。全員異常なしだ。

   但是没有特别奇怪的反应。所有人都是正常状态。

   「二人以上で踏み入った内、対象一人の記憶を読み取り、それと同一の存在を作り出す異界、それが『ヒト喰い御苑』の正体だと私は考える。そしてその偽にせ物ものは──」

   「我认为『食人苑』的真面目是——进入的两人以上之中，读取其中一人的记忆，创造出和那个人物相同的存在。而那个冒牌货——」

   鹿撃ち帽の鍔を人差し指で跳ねる。

   绘美用食指弹起猎鹿帽的帽檐。

   「シルヴァルド君、君がタヌキだ」

   「希瓦尔德，你就是狸猫。」

   そう言って、絵美は黒竜の少女に人差し指を突きつけた。

   说完，绘美用食指指着黑龙少女。

   波が引くような音と共に、景色が揺らいだ。

   随着海浪退去般的声音，景色开始摇晃。

   無機質な床や壁と一緒に、シルヴァルドの身体からだも、ベリベリと殻が剝がれるように消え去っていく。

   希瓦尔德的身体也和无机质的地板、墙壁一起，有如剥落的壳一般逐渐消失。

   真相解明による異界の解体反応である。

   这是真相大白后，异界产生的解体反应。

   小こ綺ぎ麗れいな『ヒト喰い御苑』の風景が完全に消え去り、そこに現れたのは薄暗く汚いどん詰まりの地下街、『塒ねぐら』の景色だ。

   干净的『食人苑』风景完全消失，出现在眼前的是昏暗肮脏的地下街『巢穴』的景色。

   そして──

   然后——

   「姉上」

   「姐姐。」

   散らばるヒトの骨の中に一人ぽつんと立っている、竜の少女の姿があった。

   在散落的人骨中，龙少女独自一人伫立着。

   「あーん！　もー！　お主ら何やっどっだんじゃー！」

   「啊——！真是的！汝等做了什么呐——！」

   半べそになり、腕を振り回しながらシルヴァルドがベルトールへと体当たりをした。

   希瓦尔德哭丧着脸，挥舞着手臂，冲撞贝尔多尔。

   「ぐふっ」

   「咕呼。」

   見ているだけなら可か愛わいい動作ではあるが、常人が触れれば大怪け我がをする威力がある。

   虽然光看动作很可爱，但那威力足以让一般人受到重伤。

   「入ったらこんなとこじゃし出口もなかったし、ぶっ壊そうにも儂の力でも壊れんかったしで心細かったぞ！　おいベルトール！　抱きしめろ！　強くじゃ！」

   「进来后发现是这种地方，也没有出口，就算想破坏，凭老夫的力量也破坏不了，老夫很害怕呐！喂，贝尔多尔！抱紧老夫！用力呐！」

   そう言って、シルヴァルドはベルトールのコートの中へとすっぽりと収まる。

   希瓦尔德说完，钻进贝尔多尔的外套中。

   「おーよしよし怖かったねー。お菓子食べるかい？　シルヴァルド君」

   「好——乖乖，很可怕吧——要吃点心吗？希瓦尔德。」

   「食べる！」

   「要！」

   「私の柔性胸部装甲揉もみますか？　こういう時に有効だと姉様と同期して知っています」

   「要揉我的柔软胸部装甲吗？我知道这种时候这么做很有效，和姐姐同步了。」

   「いらん、緋ひ月づきくらいのを持ってこい」

   「不需要，拿个绯月大小的过来。」

   「キッ！」

   「叽！」

   マトイとシルヴァルドの喧けん嘩かが始まり、シルヴァルドが床に散らばっている骨をポイポイと投げる。

   玛特丽和希瓦尔德开始吵架，希瓦尔德把散落在地板上的骨头扔了过去。

   「この骨は……」

   「这些骨头是……」

   流れ弾ならぬ流れ骨を回避し、ベルトールは床に散らばる亡骸なきがらを検分して呟つぶやいた。

   贝尔多尔躲开流弹——不，是流骨，检查散落在地板上的尸骸，喃喃说道。

   「『ヒト喰い御苑』の犠牲者か……外に出られなくなった成れの果てだな」

   「『食人苑』的牺牲者吗……是无法离开这里的人的下场。」

   「質問です。すみません、絵美。一つよろしいですか」

   「提问。不好意思，绘美，可以问你一个问题吗？」

   「何かね？」

   「什么问题？」

   「何故、あのシルヴァルドが偽物だとわかったのですか？　私のセンサにも特に異常は引っ掛かりませんでした。それほどまでに精巧な偽物を、何故……」

   「你怎么知道那个希瓦尔德是假的？我的感应器没有侦测到异常。为什么你能发现如此精巧的假货……」

   マトイの言葉に、絵美はあっけらかんと答える。

   绘美若无其事地回答玛特丽的问题。

   「消去法だね」

   「消去法。」

   「消去法、ですか」

   「消去法吗？」

   「まず当然ながら私は除外、そしてマトイ君、マギノロイドである君も除外される。体構造が機械だから確率は低いと考えたんだ。あ、気を悪くしないでくれよ？」

   「首先，我当然是不可能。然后，玛特丽，你是魔导人偶，所以也排除在外。因为你的身体是机械，所以我认为概率很低。啊，你别生气哦？」

   「別に、何とも思っていませんので続けてください」

   「我不会生气，继续说吧。」

   「あと残るは助手君とシルヴァルド君の二択までは絞られるというわけだけど、さっき助手君が戻ってきた時、彼は鎧を纏った姿だっただろう？」

   「最后剩下助手和希瓦尔德，但刚才助手回来时，他身上穿着铠甲对吧？」

   「……！　入った時の人物を模倣するのが正しいのであれば、鎧を纏っているのはおかしいですね」

   「……！如果假人会模仿进入时的模样，那他身上穿着铠甲就太奇怪了。」

   「仮に助手君の能力を再現してあの格好になっていたとしてもだ、異界である以上──」

   「就算他能重现助手的能力，打扮成那副模样，既然是异界——」

   「『異界の元に戻そうとする力』が働く！」

   「『恢复成异界的力量』就会起作用！」

   「そういう事さ。あの時彼の鎧は破損していたし、傷痕も視えた。以上二点から助手君も候補から外れ、残ったシルヴァルド君が偽物なのではないか、と推理したわけさ」

   「就是这样。当时他的铠甲破损，也看得见伤痕。从这两点来看，助手也排除在外，剩下的希瓦尔德就是假货了。我如此推理。」

   絵美は息を吸い込み、呟くように言葉を吐き出した。

   绘美吸了一口气，喃喃说道。

   「今回は逃げられちゃったけど、少しは、未来を変えられたのかな」

   「虽然这次让他逃了，但未来应该稍微改变了。」

   絵え美みの言葉を受け、マトイは時空枝変動率を測定する。

   听了绘美的话，缠测定时空枝变动率。

   「……！　時空枝変動率99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９８％に変化しています！」

   「……！时空枝变动率变化为99・999999999999999999999998％！」

   「全然変わっとらんじゃん！」

   「根本没变嘛！」

   「いえ、姉上。仮令微々たる数値であれど、確実に変化しています」

   「不，姐姐。虽然数值微乎其微，但确实有变化。」

   うん、と絵美が力強く頷いた。

   嗯——绘美用力点头。

   「これで証明できたようだね。仮説は正しかった」

   「这样就证明了。假说正确。」

   「はい……私がこの時代に来た意味が、存在意義を達成できるかもしれません」

   「是……我来到这个时代的意义，存在意义或许能够达成了。」

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月２日、21時03分。

   统合历2099年，鹫狮之月2日，21时03分。

   新宿市、ＩＨＭＩ本社ビル屋上。

   新宿市，IHMI总公司大楼屋顶。

   『帰還命令ってなんでだよ《天使アンゼ》』

   『为什么下达归还命令啊，《天使》？』

   この都市を実質的に支配している摩天楼から、地上の光を見下ろしながらゼノールは自身の後輩、《天使アンゼ》と霊素エーテル通信で連絡を取っている。

   泽诺尔从实质支配这座都市的摩天大楼俯视着地上的光芒，同时用灵素通讯与自己的后辈《天使》取得联络。

   『俺はエミリアを始末するためにここに送られたはずだろ？』

   『我应该是为了收拾艾米莉亚才被送到这里的吧？』

   『《司祭プリエステス》』

   『《祭司》。』

   『うっせ！　それなのにあのイカれポンチをほっといていいって。ありゃ明確な規定違反だろ？　おまけにベルトールとも決着を……クソッ、いやあれは俺の負けだ、わけわかんなくなっちまって逃げちまったんだからな……』

   『少啰嗦！结果你们却叫我别管那个疯子。这明显违反规定吧？而且我还跟贝尔多尔……可恶！不对，那次是我输了，因为莫名其妙就逃走了……』

   『《剣士ソードマン》、ベルトールと交戦したの？』

   『《剑士》，你和贝尔多尔交战了吗？』

   『あっ……えーと、まあ、はい。成り行きで』

   『啊……呃，这个嘛，算是吧。顺其自然就变成那样了。』

   『そう……報告はしないであげる。先輩のやりたい事は私には関係ない事だから』

   『这样啊……我就不报告了。因为学长想做的事与我无关。』

   『そいつはありがたいが……なんかお前最近人間じみてきたな』

   『那真是谢了……不过你最近好像越来越像人类了。』

   『提言』

   『提议。』

   『あん？』

   『啊？』

   『私を特定の種族を指す言葉で形容するのは差別発言に当たる可能性がある。ので、言葉選びは慎重になったほうがいい』

   『用特定种族的词汇形容我，有可能构成歧视发言。因此，建议慎选用词。』

   《天使アンゼ》の形式張った答えに、ゼノールは溜ため息いきで返事とした。

   泽诺尔用叹气回应《天使》形式化的回答。

   『それで、帰還命令の話だけど、彼女の行いは規定違反に抵触しない可能性が出てきた』

   『然后，关于归还命令，她的行为有可能不抵触违反规定。』

   『彼女ってエミ……蒐集家コレクター……《司祭プリエステス》か？』

   『她是指艾米……收藏家……《祭司》吗？』

   『肯定。《剣士ソードマン》、貴方あなたは《救世教会ギルド》の理念を覚えてる？』

   『肯定。《剑士》，你还记得《救世教会》的理念吗？』

   唐突な《天使アンゼ》の質問に、ゼノールは一瞬たじろいだ。

   《天使》唐突的提问让泽诺尔一时语塞。

   『神秘を蒐しゅう集しゅうして、世界を救うんだろ？　正直未いまだにわけわかんねーが』

   『搜集神秘，拯救世界吧？老实说，我到现在还是搞不懂』

   『肯定。その理念に即している限り、彼女は我々と同志という事になる』

   『肯定。只要符合这个理念，她就是我们的同志』

   『おい待ってくれ、まじで話が見えねえんだけど」

   『喂，等一下，我完全搞不懂你在说什么』

   『未来が変わり始めたのだと、ゼロに言われた』

   『零说，未来开始改变了』

   『未来だぁ？』

   『未来？』

   『指定管理神秘《未アイ・オ来ブ・ジ・眼オロディク》を奪取し、狂気に堕して尚なお──彼女もまた世界を救う《勇者》なのだと。だから、彼女の登録抹消は取り消しになった。今の彼女は《勇者》に復帰した、だから彼女の捕縛、ないし殺害は許可されない』

   『即使夺取指定管理神秘《未来眼》，堕入疯狂——她也是拯救世界的《勇者》。所以，抹消她的登记被取消了。现在的她恢复了《勇者》的身份，所以不允许抓捕或杀害她』

   『……了解』

   『……了解』

   暫しばしの沈黙。了解の声を聞いたのにも拘かかわらず、《天使アンゼ》は通信を切らなかった。

   短暂的沉默。尽管听到了解的声音，《天使》却没有切断通讯。

   『なあ、《天使アンゼ》』

   『喂，《天使》』

   『何？』

   『什么？』

   『俺は誰だ？　俺はゼノールだけど、そうじゃなくて……一体俺は誰なんだ？』

   『我是谁？我是泽诺尔，但又不是……我到底是谁？』

   『……』

   『……』

   思案の沈黙が、少しだけ夜の風と共に漂う。

   思考的沉默，随着夜风飘荡。

   『貴方は《剣士ソードマン》の《勇者》で、私の先輩で、今は相棒。それ以上に何か必要？』

   『你是《剑士》的《勇者》，是我的前辈，现在是我的搭档。除此之外还需要什么？』

   『……いらねえな』

   『……不需要』

   『同意。それでいいと思っている。私も』

   『同意。我也觉得这样就好』

   それだけ言って、通信が切れた。

   说完，《天使》切断了通讯。

   ゼノールは頭部装甲を解除し、素顔を空気に曝さらけ出だす。

   泽诺尔解除头部装甲，将真面目暴露在空气中。

   冷たい空気を肺一杯に吸い込む。

   他将冰冷的空气吸入肺部。

   「未来、ね」

   「未来啊」
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   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月３日、08時11分。

   统合历2099年，鹫狮之月3日，08时11分。

   


   「さて、諸君」

   「那么，诸位」

   茶ちゃ畑ばたけ探偵事務所内に、ベルトールの潑はつ剌らつとした美声が響いた。

   贝尔多尔那充满活力的美声在茶畑侦探事务所内响起。

   「昨夜は『塒ねぐら』での事件を解決し、未来を変えられるという証明も果たした。大変な快挙だ。が、根本的な問題は何も解決していない」

   「昨晚解决了『巢穴』的事件，证明了能够改变未来。这是个非常了不起的壮举。但是，根本性的问题却完全没有解决」

   マトイ以外の二人は、朝が弱いようでしょぼしょぼしていたが、彼のよく通る声は、聞く者の背筋を自然と整えさせた。

   除了缠以外的两人似乎早上起不来，一副睡眼惺忪的样子，但贝尔多尔那洪亮的声音，让听者自然而然地挺直了背。

   現在は、朝の探偵会議の真っ最中である。

   现在，早上的侦探会议正在进行中。

   「これからの動きを再確認しよう。時間と場所の規則性、これらから類推するに一連の犯行がなんらかの儀式だと仮定するとそこを変えてくる事はないだろう。そして恐らく、犯行の間隔的にも、因果発生点の日時的にも蒐集家コレクターの犯行は次が最後になると思われる」

   「让我们再次确认一下接下来的行动吧。从时间和地点的规律性来推测，假设这一连串的犯罪行为是某种仪式的话，应该不会改变这一点。而且，无论是从犯罪的间隔还是因果发生点的日期来看，收藏家的犯罪行为下一次应该就是最后一次了」

   「うん、それは私もそう思う」

   「嗯，我也这么认为」

   「となると、少し時間が空きますね。先回りして阻止できればいいのですが」

   「这样一来，就稍微有点时间了呢。要是能抢先一步阻止就好了」

   「フッ。マトイよ、いいことを教えてやろう」

   「呵。缠啊，我告诉你一件好事吧」

   ベルトールは不敵に笑いながら、被かぶっていない帽子の鍔を指で跳ねる仕草をする。

   贝尔多尔露出无畏的笑容，用手指弹了弹没有戴在头上的帽子的帽檐。

   「この事件の最終決戦の時間も場所もわかっているのならば、優位性はこちらにある。ならばやる事は一つだ」

   「如果知道这起事件最终决战的时间和地点的话，优势就在我们这边了。那么要做的事情就只有一件」

   「……それは？」

   「……是什么？」

   「当然、探偵業だ」

   「当然是侦探业了」

   自信満々に言うベルトールに、マトイが肩を落とすモーションを起こす。

   贝尔多尔自信满满地说道，缠则做出垂下肩膀的动作。

   「大変論理的だと分析できます……」

   「分析起来非常有道理……」

   「平常心こそが万事において重要だ。普段通りに探偵をするのが一番良い」

   「平常心在任何事上都是最重要的。像平常一样当侦探是最好的。」

   「絵美以外の三人は普段通りというには探偵歴が足りない気もするのですが」

   「除了绘美以外的三个人，侦探资历感觉都不够当平常的侦探。」

   「そういう説もある。絵美、依頼は来ているか？」

   「也有这种说法。绘美，有委托吗？」

   「ん？　ちょっと待ってね……ああ、一件来ているね。未来を変える前に行われる最後の依頼──浮うわ気き調査の依頼が！」

   「嗯？等一下哦……啊啊，有一件。改变未来之前进行的最后委托——外遇调查的委托！」

   「ほう、大事件ではないか」

   「哦，不是大事件吗？」

   「そうかのう……」

   「是吗……」

   「質問です」

   「提问。」

   そう言うマトイの表情はやや不満げだ。

   缠这么说，表情有些不满。

   「世界が終わるかもしれないというこんな時にやっている場合なのでしょうか……？」

   「世界说不定会结束的这种时候，有空做这种事吗……？」

   「こんな時だからこそ、だ。こういう時は泰然と構え、来たるべき時に備えていればよいのだ」

   「正因为是这种时候。这种时候泰然处之，为即将到来的时刻做准备就好。」

   「別に私は探偵が本業ではないのですが……」

   「我的本业并不是侦探……」

   「フッ、何を言う、こうして共に大きな事件を探り、探偵事務所で寝泊まりした以上余も其方そなたも、立派な探偵である！」

   「呵，说什么呢。像这样一起调查大事件，在侦探事务所过夜，余和汝都是了不起的侦探！」

   「そうなのですか絵美」

   「是这样吗，绘美？」

   「それはもう、勿もち論ろんさ。ま、私から言わせればまだまだ新米の助手ってところだけどね」

   「那当然。不过要我说的话，还是菜鸟助手就是了。」

   「え!?儂わしも探偵なのか!?」

   「咦！？老夫也是侦探吗！？」

   「それはもう、シルヴァルド君も仲間だもんね」

   「那当然，希瓦尔德也是伙伴嘛。」

   「やったー！」

   「太好了——！」

   両手と翼を広げ、尻尾を振って喜ぶシルヴァルドの様子を見ていたマトイは、観念したように一度だけ目を伏せる。

   看着希瓦尔德展开双手和翅膀，摇着尾巴开心的模样，缠放弃抵抗似地垂下眼。

   「了解です」

   「了解。」

   そして見開いた。

   然后又睁大眼睛。

   「最強美少女探偵・マトイちゃん、出撃します」

   「最强美少女侦探・缠，出击。」

   言って、２１４９年のマギノロイドは無表情ドヤ顔で横ピースをキメたのだった。

   说完，2149年的魔导人偶面无表情地摆出胜利手势。

   この時間が永遠に続けばいいのにと、思考の隅で思いながら。

   同时在脑中一角想着，要是这段时间能永远持续下去就好了。
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   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月３日、18時12分。

   统合历2099年，鹫狮之月3日，18点12分。

   


   特にヒトが増えだす時間帯の歌舞伎町ストリートの人混みの中、茶畑探偵事務所の面々はいた。

   在歌舞伎街人潮特别多的时段，茶畑侦探事务所的成员们混在人群之中。

   『こちら《オアゲ》。《月見》と共に標的を監視中、異常ないよ』

   『这里是《油炸豆腐渣》，正和《月见》一起监视目标，没有异常。』

   『こちら《天かす》、現在《メルニウス》と共に尾行中、異常はなしだ』

   『这里是《天麸罗屑》，正和《梅尔尼乌斯》一起跟踪目标，没有异常。』

   《お揚げ》こと絵美からの霊素エーテル通信に、《天かす》ことベルトールは念話ウィスパーで返す。

   《天麸罗屑》贝尔多尔以念话回应《油炸豆腐渣》绘美的灵素通讯。

   「提言です。ベルトール」

   「提议。贝尔多尔。」

   「おい《メルニウス》、麗うるわしい余の名を口にしたくなるのは理解を示すが、今は作戦行動中だ、事前に決めたコードネームを使え」

   「喂，《梅尔尼乌斯》，余明白汝想说余的名字多么美丽，但现在正在执行作战，用事前决定的代号。」

   ベルトールは、《メルニウス》ことマトイを叱責する。

   贝尔多尔斥责《梅尔尼乌斯》缠。

   二人は現在、探偵風の装いに着替え、サングラスとマスクをつけて物陰に隠れつつ人混みの中を移動していた。

   两人现在换上侦探风格的服装，戴着墨镜和口罩，躲在暗处于人群中移动。

   二人組で行動している理由は、四人で固まって動くと目立つから、という理由と、そっちの方が面白そうだからという理由だ。

   两人一组行动的理由，是因为四人一起行动会很显眼，以及这样比较有趣。

   「今回の依頼ですが、依頼人はターゲットの結婚相手なのですよね」

   「关于这次的委托，委托人是目标的结婚对象对吧？」

   「うむ、そうらしいな。ホシの様子が最近おかしいから浮気を疑っているようだ」

   「嗯，好像是。目标最近的样子很奇怪，所以委托人怀疑她外遇。」

   話していると、別チームから霊素エーテル通信が入った。

   两人交谈时，另一组传来灵素通讯。

   『こちら《お揚げ》、ホシに動きあり。あ、《月見》君それ一口ちょうだい』

   『这里是《油炸豆腐渣》，目标有动作了。啊，《月见》同学，那个给我吃一口。』

   ホシ──赤いコートを着た獅し子し型獣人セリアンに動きがあった。

   目标——穿着红色大衣的狮子型兽人有了动作。

   「いくぞ《メルニウス》」

   「走吧，《梅尔尼乌斯》。」

   「了解です、《天かす》」

   「了解，《天麸罗屑》。」

   チェーン店の大衆食堂から出てくるホシの後を、ベルトールとマトイの二人は気付かれないように追いかける。

   贝尔多尔和缠两人悄悄跟在从连锁大众食堂出来的目标身后。

   現在、ベルトール達は二チームに分かれて監視と尾行を行っていた。

   现在贝尔多尔他们分成两组进行监视和跟踪。

   依頼内容はホシの浮気調査。浮気の証拠を摑つかむのが仕事だ。

   委托内容是调查目标的外遇，掌握外遇的证据就是他们的工作。

   「フフ、しかしこういうスニーキングミッションはワクワクするな」

   「呵呵，不过这种潜行任务真令人兴奋。」

   「肯定です。私も任務の関係上、この手の経験はありません」

   「肯定。我因为任务的关系，也没有这方面的经验。」

   二人が見張っているホシの男は、大きな体格と強こわ面もてな風貌とは裏腹に、キョロキョロと周囲を警戒し、オドオドとした態度でコソコソと歩いている。

   两人监视的目标，和他魁梧的体格及凶恶的长相相反，东张西望地警戒着四周，战战兢兢地偷偷摸摸走着。

   「ってーな！」

   「喂——！」

   「あっ、す、すみません……」

   「啊，对、对不起……」

   自分より頭二つ分は低い人間に肩がぶつかり、ホシはヘコヘコと頭を下げる。

   目标和比自己矮两个头的人撞到肩膀，连忙低头道歉。

   ぶつかった拍子に、ホシのポケットから何か落ちたのをベルトールは見逃さなかった。

   贝尔多尔没有漏看，目标在撞到人的时候，有东西从口袋掉出来。

   「《天かす》」

   「《天麸罗屑》。」

   「ああ、こちらでも視みえた。回収するぞ」

   「嗯，我这边也看到了。回收吧。」

   「了解です」

   「了解。」

   中腰でこそこそと二人はホシが落とした物を回収しにかかる。

   两人弯腰偷偷摸摸地回收目标掉落的东西。

   探偵の格好をした二人組がいくらこそこそしようと物もの凄すごく目立っている。

   打扮成侦探的两人组不管再怎么偷偷摸摸，都还是非常显眼。

   「これは……」

   「这是……」

   回収したのはビニール製の小さな薬やく袋たいだ。中には白い粉末が入っている。

   回收的东西是塑胶制的小药袋，里面装着白色粉末。

   二人は道の端まで移動し、その薬袋を開いた。

   两人移动到路边，打开药袋。

   「何らかの違法薬物かもしれん。味も見ておくか」

   「或许是某种违法药物，也尝尝味道吧。」

   ベルトールは薬袋の中にある白い粉を指で掬すくい取とり、ぺろり、と舐なめる。

   贝尔多尔用手指沾起药袋里的白色粉末，舔了一口。

   「むっ、これは……！」

   「唔，这是……！」

   そして目をカッと見開いた。

   然后瞪大双眼。

   「うっ……！」

   「呜……！」

   そのままうつ伏せに倒れ込む。

   接着直接趴倒在地。

   「ああ、《天かす》が！　少し失礼します」

   「啊啊，《天麸罗屑》！失礼了。」

   マトイが倒れたベルトールの腕を取り、唾液と粉のついた指を口に含んで舐め取った。

   缠抓住倒下的贝尔多尔的手臂，含住沾有唾液和粉末的手指舔掉粉末。

   「成分分析──完了。シアン化カリウム、青酸カリとも呼ばれる人体には劇毒となる化合物です」

   「成分分析——完成。氰化钾，又名山葵，对人体是剧毒的化合物。」

   『絵面がすごい』

   『画面好惊人。』

   二人の様子を遠くで眺めていた絵え美みの通信が挟まる。

   在远处眺望两人的绘美插话。

   倒れていたベルトールが、ゆっくりと身を起こした。

   倒下的贝尔多尔缓缓起身。

   「ふう、危ない所だった」

   「呼，好险。」

   『おいおいだめだよ《天かす》君、よくわからないものいきなり口にしたら。ところで青酸カリを体内に取り込んで青酸ガスが発生するとアーモンド臭がするらしいけど後でちょっと嗅がせてよ』

   『喂喂，不行啊，《天麸罗屑》君，怎么能突然把不知道是什么的东西放进嘴里呢。话说回来，氰化钾进入体内后会产生氰化氢，好像会有杏仁味，之后让我闻闻看吧』

   「提言です。そんな事より何故なぜホシはこんなものを持ち歩いているのでしょうか……」

   「提议。比起这个，为什么目标会随身携带这种东西呢……」

   「わからん、だが何やら穏やかじゃなさそうだ。見ろ」

   「不知道，但感觉事情不简单。看吧」

   ホシの動きが止まった。

   目标停下了脚步。

   その視線の先には、一人のエルフの女性がいた。天然の毛皮が付いた豪ごう奢しゃな黒いコートを着た、纏まとう雰囲気はカタギのものではない。

   他的视线前方，有一位精灵女性。她穿着附有天然毛皮的豪华黑色大衣，身上散发出的氛围并不寻常。

   エルフの女性が歩みを進めると、ホシも距離を取りながら女性の後を尾行する。

   精灵女性往前走，目标也保持着距离尾随在她身后。

   「これは……」

   「这是……」

   「思いがけず、二重尾行の形になったな」

   「没想到会变成双重跟踪啊」

   二人は、エルフの女性をこそこそと尾行するホシの後を、更に尾行する。

   两人在偷偷跟踪精灵女性的目标身后，继续尾随。

   「ベルトール」

   「贝尔多尔」

   「どうした」

   「怎么了」

   「一言……謝っておきたいと思いまして」

   「我想……向你道歉」

   「謝る？　何の話だ藪やぶから棒に」

   「道歉？怎么突然说这个」

   突然妙な事を言い出したマトイに、ベルトールは眉根を寄せて胡う散さん臭くさがる。

   缠突然说出奇怪的话，贝尔多尔皱起眉头，觉得可疑。

   「貴方あなたと敵対した事を、です」

   「为和你敌对这件事道歉」

   「その話はもう探偵会議の際に二人でごめんなさいをし合っただろう。終わった話を蒸し返すな」

   「这件事在侦探会议上我们两个不是已经互相道过歉了吗。别再提已经结束的事了」

   「それでもです」

   「即便如此」

   「まあ聞くだけ聞いてやる。話してみよ」

   「好吧，我就听听。说说看」

   ベルトールに促され、マトイは口を開いた。

   在贝尔多尔的催促下，缠开口了。

   「短い時間ですが、こうして貴方と共に過ごし、私の超高性能演算装置で分析し、わかった事があります」

   「虽然时间很短，但像这样和你一起度过，用我的超高性能演算装置分析后，我明白了。」

   「なんだ」

   「什么事？」

   「貴方は世界を滅ぼすような人物ではありません」

   「你不是会毁灭世界的人。」

   「だからそう言っているだろう」

   「所以我不是说了吗？」

   こくり、とマトイは頷うなずく。

   缠点了点头。

   「私の分析では、そういうのとは真逆の性質に思えるのです。個人としての感情よりも、もっと大局を見ている、と表現するべきでしょうか。まあ激げき昂こうして隕いん石せき降らせてましたが、もっとマクロな話です」

   「根据我的分析，你的性质和那种人完全相反。比起个人的感情，更注重大局，应该这么说吧。虽然你曾经激动地让陨石坠落，但我说的是更宏观的事情。」

   「余も国を束ねる者の子として生まれ、そして一時は国を束ねていた身だ。そういう在り方は魂に染しみ付ついている。一種の職業病だな。ブラスピをやった後は現実世界でも見通しの悪い通路では角に敵が配置されていないかと思ってしまう、それと似たようなものだ」

   「朕生来就是统治国家之人，也曾暂时统治过国家。这种生存方式已经深入骨髓，算是一种职业病吧。就像玩完布拉丝皮后，现实世界里也会怀疑视野不好的通道上是否配置了敌人一样。」

   「それは職業病というよりはゲーム脳という奴やつなのでは？」

   「与其说是职业病，不如说是游戏脑吧？」

   とにかく、と言ってマトイは続ける。

   「总之——」缠继续说道。

   「私は、貴方という存在を認めます。世界を滅ぼす者ではないと」

   「我认同你这个存在，并非毁灭世界之人。」

   「フッ余はまだ其方そなたが真まことに勇者を名乗る事を認めていないが……」

   「呵，虽然朕还没有认同你自称勇者……」

   「可か愛わいさは認めている、そういうわけですね？」

   「但你认同我的可爱，是这个意思吧？」

   横ピース。

   缠比出横向的胜利手势。

   「そういう事にしておいてやろう」

   「就当作是这样吧。」

   ベルトールは笑みの表情を作った。

   贝尔多尔露出笑容。

   「お、対象が店に入ったぞ。余について参れ《メルニウス》！」

   「哦，目标进入店里了。跟我来，《梅尔尼乌斯》！」

   「了解しました、《天かす》」

   「了解，《天之冠》。」

   ベルトールの言葉に応じるように、自然にマトイの表情筋機能が笑みの形を作った。

   仿佛回应贝尔多尔的话，缠的表情肌自然地做出笑容的形状。

   


   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月３日、19時05分。

   统合历2099年，鹫狮之月3日，19点05分。

   


   新宿市歌舞伎町ストリート、某酒場。

   新宿市歌舞伎町大街，某间酒吧。

   その片隅のテーブル席。

   角落的桌位。

   この辺りでは少々値の張る店である。

   在这附近算是价格稍高的店。

   尾行メンバーのシャッフルがあり、ベルトールとシルヴァルドが入れ替わった。現在はシルヴァルドとマトイが尾行中だ。

   跟踪成员进行轮替，贝尔多尔和希瓦尔德交换。现在是希瓦尔德和缠在跟踪。

   シャッフルはベルトールと絵美の提案で、理由はそっちのほうが面白いから。

   轮替是贝尔多尔和绘美的提议，理由是这样比较有趣。

   現在ホシは尾行しているエルフの女性を視認できる位置で酒を飲んでおり、マトイとシルヴァルドは二人を常に把握できる場所で尾行をしている。

   现在目标在能看见跟踪的精灵女性的位置喝酒，缠和希瓦尔德在随时能掌握两人的位置跟踪。

   「質問です。何を食べているのでしょうか《月見》」

   「提问。你在吃什么，《月见》？」

   と、マトイは隣に座る《月見》、シルヴァルドへ話しかけた。

   缠向坐在身旁的《月见》——希瓦尔德问道。

   「あんパンじゃ」

   「红豆面包。」

   円形で黒いごまが中央にかかったあんパンの断面を、シルヴァルドはマトイに向けた。

   希瓦尔德将圆形、中央沾着黑芝麻的红豆面包的断面朝向缠。

   「あんパン。パンの中に小豆餡あんを入れた菓子パンの類ですね」

   「红豆面包。在面包里包红豆馅的甜面包类对吧。」

   「うんむ、尾行張り込みにはあんパンが必須じゃと高たか橋はし……儂わしの友達が言っとった」

   「唔嗯，高桥……我的朋友说，跟踪埋伏时必须吃红豆面包。」

   シルヴァルドのあんパンは酒場の商品ではない。

   希瓦尔德的红豆面包不是酒吧的商品。

   張り込みの途中で買ってきたものを店内に持ち込んだのである。

   是跟踪途中买来的东西。

   むしゃむしゃとあんパンを食べながら、シルヴァルドは言う。

   希瓦尔德一边大口吃着红豆面包一边说。

   「儂気付いた。こういう細々した調査じゃのなんじゃのって苦手なんじゃとな。もっとバーン！　ってやってドーン！　ってやる方がいい。飽きっぽいんじゃよな昔から」

   「老夫发现，老夫不擅长这种琐碎的调查。还是『砰！』地来一下，『咚！』地去一下比较好。老夫从以前就容易腻。」

   「私も苦手です」

   「我也不擅长。」

   「じゃろ〜？　やっぱバーン！　でドーン！　じゃよな〜」

   「对吧～？果然还是『砰！』地来一下，『咚！』地去一下比较好～」

   「私は元来、兵器となるべく設計されましたから、戦闘以外の経験が少ないのです。こういった探偵のような経験は同期も学習もしていませんから、経験が足りないものはどうしても最適解を選ぶのにパターンの選択を検討するために遅延が生じます。故に苦手です」

   「我原本就是被设计成兵器，所以战斗以外的经验很少。这种类似侦探的经验，无论是同期还是学习都没有，经验不足的话，为了选择最佳模式，选择模式时无论如何都会产生延迟。因此我不擅长。」

   「あっ、儂の苦手のニュアンスとちょっとだけ違うようじゃな……」

   「啊，和老夫不擅长的语感有点不一样……」

   「私自身は苦手なものの経験値を、もっと増やしていきたいと常々思っています。苦手は嫌いではありませんので」

   「我本身经常想增加不擅长的经验值。因为我不讨厌不擅长的事物。」

   「別にこの先なんでも増やせばいいじゃろ。儂らとこれから」

   「今后要增加什么都可以吧。和老夫们今后。」

   マトイにこの先はない。

   缠没有今后。

   未来が変われば因果修正の理論で存在が消滅するし、未来が変わらなければそれは彼女の存在意義の喪失になるからだ。

   因为如果未来改变，她就会因为因果修正的理论而消灭，如果未来没有改变，她就会丧失存在意义。

   聞いていなかったのか覚えていなかったのか、あるいは聞いていて尚なおこの先があると思っているのか、マトイのイデアサーキットの処理能力でも判断ができなかったが、嬉うれしいという感情パラメータが上昇したのは確かであった。

   缠的思考回路无法判断希瓦尔德是没听到还是不记得，又或者是听到之后认为还有未来，不过可以确定的是，名为「开心」的感情参数上升了。

   「私にこの先はありません。クエスト達成は、それ即すなわち私の存在の消滅を意味します」

   「我没有未来。达成任务就代表我的存在会消灭。」

   「あーん？　あれかなんちゃらの理論の話か。んなもん蓋を開けてみんとわからんじゃろ。誰が決めたんじゃそんなの。お主は消えん、絶対じゃ」

   「啊——？是那个什么因果的理论吗？那种事不揭晓答案谁知道。谁决定的？你不会消失，绝对不会。」

   「理論上はそうなっていますので……」

   「理论上是那样……」

   「はっ！　くだらんな！　理論だのなんだの、小難しい事はわからん。儂が消えんつったら消えん、今決まった、はい決定」

   「哈！无聊！理论什么的，太难的事老夫不懂。老夫说不会消失就不会消失，现在决定了，就这么说定了。」

   「そんな無茶な……」

   「太乱来了……」

   「儂はな」

   「老夫啊。」

   あんパンの最後の一欠片かけらを口に放り込み、指についたパンくずを舐め取る。

   将红豆面包的最后一小块扔进嘴里，舔掉沾在手指上的面包屑。

   「お主ん事を仲間だと思っとる。なんと言おうと、儂の中ではそうなっとる」

   「把你当成同伴。不管怎么说，在老夫心中就是这样。」

   シルヴァルドの声は、それまでの童女のようなあどけなさがなくなり、ずっしりとした巌いわおのような、過ごしてきた年月の重みを帯びている。

   希瓦尔德的声音不再像先前的女童般天真无邪，而是宛如沉重的岩石，带着经历过的岁月重量。

   「ついこの前の話じゃ」

   「就在不久前。」

   静かに、滔とう々とうと黒竜は語る。

   黑龙平静地娓娓道来。

   「横浜でな、儂は一人恩人を失っとる。魂を継承し、古い誓約を守った赤子のようなおなごじゃ。じゃが其奴そやつは死んだ、儂の目の前でな。一人の勇士のおかげでそのおなごを死なせた奴は退治できたが、儂自身は何もできんかった。あれ程の無力感を味わったのは初めてじゃ」

   「老夫在横滨失去了一位恩人。那是个继承了灵魂，遵守古老誓约，如婴儿般纯真的女孩。但她死了，就在老夫的眼前。多亏一位勇士，老夫才得以消灭害死那女孩的家伙，但老夫自己却什么也办不到。老夫第一次尝到那种无力感。」

   彼女の語りは、呟つぶやきにも似ている。

   她的语气，也像在喃喃自语。

   「竜は頑健じゃ。骨は剣を通さず、鱗うろこは魔法を弾く。大凡おおよそ生物として、個の強さとしては最強の種族じゃろう。おまけに儂は不死じゃから死なんし傷もすぐ治る。じゃけどな、骨がいくら強くても、鱗がいくら硬くても、傷がすぐ治っても、内の心まではそうはいかん。良いやつと出会えたら嬉しいし、良いやつが死んだら悲しい。そこはヒトとあんま変わらんと思っとる。仲良くなったやつとの別れはいつも辛つらい」

   「龙很顽强。骨头不为剑所伤，鳞片弹开魔法。就生物而言，龙是个体最强的种族吧。而且老夫又是不死之身，不会死，伤也马上就会痊愈。但是啊，不管骨头再怎么强韧，鳞片再怎么坚硬，伤再怎么马上痊愈，内心却不是如此。遇到好人会开心，好人死了会难过。老夫觉得这点和人类没什么不同。和要好的家伙离别总是很痛苦。」

   だから、と言って、上目遣いになりながら竜は小さな声で続ける。

   所以——龙抬眼看着我说，小声地继续说：

   「お主は、儂の前から消えんでおくれ？」

   「你可别从老夫面前消失哦？」

   「……約束はできかねます」

   「……我无法保证。」

   「約束しろ、絶対じゃぞ」

   「保证吧，绝对哦。」

   シルヴァルドは、マトイに向かって横ピースのポーズをキメた。

   希瓦尔德对缠比出横向的胜利手势。

   そこでだ。

   就在这时。

   ホシに尾行されていたエルフの女が席を立った。

   被跟踪的女精灵站了起来。

   「女の方に動きがあったな、店出るのか？　いや便所か？」

   「女人那边有动静了，要离开店里吗？不，是去厕所吗？」

   「ホシも動き出しました」

   「目标也行动了。」

   マトイもまた、席を立つ。

   缠也站了起来。

   ホシ──獣人セリアンの男はエルフの女の席に近づいていき、まだ中身の入ったグラスを睨にらみつけ、そして自分のコートのポケットを弄まさぐった。

   目标——兽人男性走向精灵女性的座位，瞪着还剩下一些酒的玻璃杯，然后翻找自己的大衣口袋。

   「……あ、あれ、な、ない……」

   「……奇、奇怪，不、不见了……」

   「質問です」

   「请问。」

   後ろから近付いたマトイが、ホシの背中に声をかけた。

   从后方靠近的目标背后，缠出声叫住他。

   「えっ。え？」

   「咦？咦？」

   「探しものはこちらですか？」

   「你在找这个吗？」

   「あっ、そ、それは……！」

   「啊！那、那是……！」

   マトイの手にあるのは、ビニールの薬やく袋たい。

   缠手上拿着的是塑胶药袋。

   「ななっ、なんだお前ら、警察か、それともヤクザか!?」

   「你、你们是什么人？警察吗？还是黑道！？」

   「いえ、私達は警察でもヤクザでもありません」

   「不，我们不是警察也不是黑道。」

   「とりあえずここじゃあ目立つからのう、外に出るぞ。付いてこい」

   「总之在这里太引人注目了，到外面去吧。跟我来。」

   シルヴァルドが先行し、三人は店の外にある駐車場まで出てきた。

   希瓦尔德走在前头，三人来到店外的停车场。

   そこには既にベルトールと絵え美みが待っていた。

   贝尔多尔和绘美已经在那边等着了。

   ごきげんよう、と絵美は帽子を取ってホシに向かって挨拶をした。

   你好，绘美拿下帽子向目标打招呼。

   「私は茶ちゃ畑ばたけ絵美、探偵をやっている」

   「我是茶畑绘美，是个侦探。」

   「た、探偵……？　探偵が俺になんの用だ……」

   「侦、侦探……？侦探找我有什么事……」

   「君の奥方から依頼を受けてね、浮うわ気き調査の依頼だ。近頃君の様子がおかしいと」

   「你的夫人委托我调查外遇，她说你最近的样子很奇怪。」

   「う、浮気!?そんな、俺は浮気なんてしてねえよ！　嫁一筋だ！」

   「外、外遇！？怎么会，我才没有外遇！我对老婆一心一意！」

   その言葉に、ベルトールは強く頷いた。

   听到这句话，贝尔多尔用力点头。

   「余もそう思う。其方そなたの伴侶には調査の結果、浮気はしていなかったと報告しよう」

   「余也这么认为。余会向你的伴侣报告调查结果，说她没有外遇。」
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   「しかし浮気ではないが、別の目的があった、違うかい？」

   「但你并不是为了外遇，而是有其他目的，对不对？」

   マトイがずいと薬袋をホシに向かって突き出す。

   缠把药袋递到目标面前。

   「こちらはシアン化カリウム、人体には猛毒になります。これを貴方あなたはあの女性のグラスに入れるつもりだったと、状況的に類推できます」

   「这是氰化钾，对人体来说是剧毒。从状况上可以类推出你本来打算把这个加进那位女性的酒杯中。」

   「そうか、やっぱ毒だったか……」

   「是吗？果然是毒药啊……」

   ホシが膝から崩れ落ちた。

   目标当场跪了下去。

   「嫁の腹には、子供がいるんだ……女の子で、もうすぐ産まれる。でも金がねえ、それで銀火組のヤクザに言われたんだ、あの女にその薬を盛れば金をくれるって。何の薬かは聞いてなかった……いや、でも碌ろくでもねえ薬だってのはわかってたんだ……それで何日か悩んで、今日やるつもりだったんだけど、運がねえな……」

   「我老婆肚子里有小孩……是个女孩子，就快出生了。可是我们没钱，所以银火组的黑道就跟我讲，只要对那个女人下药就给我钱。至于是什么药我也没问……不，其实我有猜到那肯定不是什么好东西……然后我烦恼了好几天，本来打算今天动手的，结果运气真差啊……」

   「否定です」

   「否定。」

   その言葉を聞いたマトイが、首を振った。

   缠听到这句话，摇摇头。

   「貴方は運が悪いのではありません。運が良かったのです」

   「你并不是运气差，而是运气好。」

   「え？」

   「咦？」

   「いくら精神状態が普通でなかったとはいえ、犯行に使うつもりだった薬物を落とした事にすら今の今まで気が付いていない。お金が必要なのに何日も悩んでいた。それは貴方に罪悪感があった事を示していると考えられます。そんな状態でもし実行していれば、貴方はずっと後悔していたでしょう。自分のパートナーと、産まれてくる子を考えて」

   「就算你当时的精神状态再怎么不正常，你竟然直到现在都没发现自己把本来要用来犯案的药物搞丢了。明明需要钱却烦恼了好几天，可见你心中还是有罪恶感。假如你在那样的状态下真的实行了犯案，想必会后悔一辈子吧。考虑到你自己的伴侣，以及即将出生的孩子。」

   「そうだな……」

   「这个嘛……」

   うなだれるホシに、シルヴァルドが手を差し伸べる。

   希瓦尔德对垂头丧气的犯人伸出手。

   「儂らは探偵であって警察ではない、だからこんなもんに興味はない。これは見なかった事にしてやる」

   「我们是侦探，不是警察，所以对这种东西没兴趣。就当作没看到吧。」

   言いながら、シルヴァルドはホシの身体からだを起こす。

   希瓦尔德边说边扶起犯人。

   「……すまねえ」

   「……抱歉。」

   「貴方のパートナーの為ためにも、そして産まれてくる子の為にも、貴方はそんな事に手を染めてはいけません」

   「为了你的搭档，也为了即将出生的孩子，你不能做这种事。」

   マトイの言葉は、強く、意思が込められたものだった。

   缠的话语中蕴含着强烈的意志。

   「ああ、そうだな……あんたの言うとおりだ……」

   「嗯，你说得对……你说得没错……」

   「これからどうするんだい？」

   「接下来你打算怎么办？」

   肩を落とし酷ひどく憔しょう悴すいした様子のホシに、絵美が声をかけた。

   绘美对垂着肩膀、看起来十分憔悴的犯人问道。

   「まだ整理がついてないけど、家に帰って妻の顔を見るよ。それと……これを」

   「我还没整理好心情，但我会回家看看妻子。还有……这个。」

   ホシはコートの内ポケットから、掌てのひらに収まるサイズの円盤を取り出した。

   犯人从大衣内袋中取出一个手掌大小的圆盘。

   円盤は細い鎖で繫つながれており、精巧な作りで、白みの強い銀色をしている。

   圆盘上系着细锁链，做工精致，呈现偏白的银色。

   円盤を見たマトイが口を開いた。

   看到圆盘，缠开口说：

   「それは……」

   「那是……」

   ミスリル製の、六つ目を象かたどった聖徴アミュレットだ。

   秘银制的第六圣徽。

   「これをどこで？」

   「你在哪里找到的？」

   「今朝外新宿の西の方で拾ったんだ。ビル街の中に建ってる教会の近くで。多分本物のミスリルだから金になるかと思ってさ。こんなんじゃお礼にならないかもしれないけど」

   「今天早上在西外新宿捡到的，在大楼区的教会附近。我想这大概是真正的秘银，应该能卖到好价钱。虽然这可能不足以当作谢礼。」

   ホシから絵美の手に、聖徴アミュレットが手渡される。

   犯人将圣徽交到绘美手中。

   聖徴アミュレットを見ながら、絵美が呟いた。

   绘美看着圣徽，喃喃说道。

   「外新宿の教会……」

   「外新宿的教会……」

   「それじゃあ、また。本当に感謝してるよ」

   「那么，再见了。真的很感谢你们。」

   そう言って、ホシは駐車場を後にした。

   说完，犯人离开了停车场。

   その背中が見えなくなってから、絵美は言う。

   等到看不见他的背影后，绘美开口说：

   「さて、依頼は解決したが……依頼主のアフターケアまでしてこそ名探偵というものだ。だが私一人の力ではヤクザ・ギルドを相手取る事はできない、手伝ってくれるかな？」

   「好了，虽然委托解决了……但连委托人的事后照护都做到，才称得上是名侦探。不过我一个人的力量无法对抗黑手党公会，你们愿意帮忙吗？」

   「肯定です」

   「肯定。」

   「是非もない、任せておけ」

   「没办法，交给我吧。」

   「ガッとやってドーン！儂わしの得意分野じゃな」

   「嘎地干掉咚地打倒！这可是老夫的拿手好戏。」

   歩き出した四人の探偵は、夜の歌舞伎町ストリートの中へと溶けていく。

   四名侦探迈开步伐，消失在夜晚的歌舞伎町街道中。

   その後、ヤクザ・ギルド銀火組は二度目の大打撃を受け、弱体化を余儀なくされ、新宿市内における影響力が大幅に低下した。

   之后，黑手党公会银火组受到第二次重大打击，不得不弱化，导致在新宿市内的影响力大幅下降。

   仕事に失敗した一人の男を報復する余裕などなくなる程に。

   甚至没有余力报复工作失败的那名男子。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月４日、00時11分。

   统合历2099年，鹫狮之月4日，00时11分。

   


   依頼が完了し、その帰りに外食で夕食を済ませ、茶畑探偵事務所に帰った四人は各おの々おの好きに時間を過ごしていた。

   完成委托，回程在外头吃完晚餐后，回到茶畑侦探事务所的四人各自度过自己的时间。

   ベルトールは何やらＰＤＡでゲームをしており、シルヴァルドは退屈そうにそれを眺めている。

   贝尔多尔似乎在用PDA玩游戏，希瓦尔德则一脸无聊地看着他。

   絵美はシャワー中で、マトイはシャワーに入ったあと特にやることもなく省エネモードだ。

   绘美正在洗澡，缠洗完澡后无事可做，进入了省电模式。

   「ふ〜いいシャワーだった」

   「呼～好舒服的热水澡。」

   そう言いながらシャワー室から絵美が出てきた。

   绘美边说边走出淋浴室。

   半裸で。

   半裸着身子。

   「絵美……脱衣所で服を着てから出てきてください」

   「绘美……请你先在更衣室穿好衣服再出来。」

   「別に見られて困るヒトはこの中にはいないしいいじゃないか」

   「反正这里没有看到会困扰的人，没关系吧。」

   笑いながら、絵美は安楽椅子にどかと座って電子パイプ煙草たばこを吹かし始めた。

   绘美笑着坐到安乐椅上，开始抽起电子烟。

   「今日はお手柄だったね。起こった事件を解決するだけなのは二流の探偵、事件を未然に解決できるのが一流の探偵だと私は思っている」

   「今天真是大功一件。我认为只解决已经发生的事件是二流侦探，能防范事件于未然是才是一流侦探。」

   「……素直に褒め言葉として受け取っておきます」

   「……我就坦率地接受你的称赞吧。」

   「まああの後件くだんのヤクザ・ギルドの事務所にみんなで乗り込んで壊滅させるまで行くとはさすがの私でも推理できなかったけど」

   「不过在那之后大家会一起杀进黑手党的事务所，将他们彻底击溃，就连我也推理不出来。」

   「あれは……ちょっと楽しかったと、分析できます」

   「那个……分析起来，有点开心。」

   「そうだね、貴重な体験だった。あ、マトイ君。シャワーの後、髪にブラシしてないんじゃないかい？　やってあげようか？」

   「是啊，是很宝贵的经验。啊，缠，你洗完澡后没有梳头发吧？要不要我帮你梳？」

   「していませんが……別に、必要ないかと思います」

   「没有……不过，我觉得没有必要。」

   それは博士ドクだけに許した行為だ。

   那是只允许博士做的行为。

   そして彼女は博士ドクではない。

   而她不是博士。

   何ならほんの少しだけ苦手でもある。

   而且自己有点不擅长应付她。

   自分の髪を触らせるのに、抵抗があった。

   对于让别人碰自己的头发，感到抗拒。

   「そんな事言わずに、せっかく綺き麗れいな髪をしているんだ。それに本当に不要なら、君を作ったヒトだって君をそんなに可か愛わいい姿にしないはずさ」

   「别这么说，难得你有一头漂亮的头发。而且如果你真的不需要，制造你的人也不会把你做成这么可爱的模样。」

   だから、と言って絵美は手招きした。

   绘美说了声「所以」，招手示意缠过去。

   「おいで」

   「过来。」

   その姿が、誰かと重なった。

   她的身影，和某个人重叠在一起。

   イデアサーキットで演算処理を完了するまでもなく、自然と、事務所にある丸椅子を動かして絵美の前まで来ていた。

   缠不等情报架构完成演算处理，便自然地移动事务所的圆椅，来到绘美面前。

   「そうそう。素直が一番だよ」

   「没错没错，坦率是最好的。」

   「……そうですか」

   「……是吗？」

   絵美が机からヘアブラシを取り出し、マトイの髪にブラシを入れる。

   绘美从桌上拿起梳子，开始帮缠梳头发。

   髪を梳とかすその手付きは柔らかく、そして優しい。

   梳头发的动作十分轻柔，而且温柔。

   掃除によって整頓された机の上、六つ目の聖徴アミュレットの横に置かれた黒く小さい匣はこの存在に、マトイは気付いた。

   缠注意到经过整理的桌上，放着一个小黑匣，就在第六圣征的旁边。

   走査するまでもない、メモリーキューブと呼ばれる情報記憶媒体である。

   不需要扫描，那是称为记忆方块的情报储存媒体。

   マトイのいた時代では板状になり大きさも基本的にダウンサイジングされているが、箱状の物も存在する。

   在缠的时代，记忆方块已经变成板状，尺寸也变得更小，不过也有箱型的记忆方块。

   「これは？」

   「这是？」

   「このキューブの中には私が昔作った人造精霊が入っていてね。会社を辞める時に持ってきたんだ」

   「这个方块里面，装着我以前制作的人造精灵。我辞职的时候带出来的。」

   「それって横領では……」

   「这样不是侵占……」

   「バレなきゃ犯罪じゃないんだよ？」

   「没被发现就不算犯罪哦？」

   「それ探偵が言う台詞せりふですか？」

   「这是侦探该说的话吗？」

   「うふふふ」

   「呵呵呵。」

   冗談めかして絵美は笑う。

   绘美半开玩笑地笑了。

   「母を追うと決めた時に他の物は全部捨ててきたんだけどね、これだけは持ってきちゃった。私の家族の絆きずなみたいなものだから」

   「我决定追查母亲的时候，其他东西全部都丢掉了，只有这个带了出来。因为这就像我家人之间的羁绊。」

   「名前は、付けてあるのですか？」

   「有取名字吗？」

   「ん？　いや、まだ学習もさせてないから付けてないよ」

   「嗯？不，我还没让它学习，所以没有取名。」

   「そうですか」

   「这样啊。」

   「……昨日はごめんね」

   「……昨天很抱歉。」

   「なんですか急に。ていうか何がです？　謝られるような該当データが……ない事はないですが、改まって言われるようなものは該当しません」

   「怎么突然这么说？而且你是指什么？需要道歉的资料……虽然不是没有，但没有需要郑重道歉的资料。」

   「いや、分類する説明とはいえ、機械って言っちゃったじゃないか」

   「呃，虽然是为了说明分类，但我不是说你是机械吗？」

   絵え美みは即座に会話ログを参照し、新宿市地下街での会話だったと探り当てる。

   绘美立刻参照对话纪录，找到在新宿市地下街的对话。

   「悪い事を言ったな、と思ってね」

   「我觉得自己说了很过分的话。」

   「……あの時も申し上げましたが、私が機械である事は純然たる事実です。貴方が気に病む必要はありません。それに私は自己修復を円滑に行えるように、皮膚と髪の毛以外に生体パーツは使われていませんから」

   「……我当时也说过，我是机械是纯粹的事实，你不需要在意。而且为了让我能顺利进行自我修复，除了皮肤和头发以外，我没有使用任何生物零件。」

   「そうじゃなくて」

   「我不是这个意思。」

   絵美は言葉を選ぶように、ゆっくりと思考を出力している。

   绘美像是在慎选词汇般，缓缓输出自己的思考。

   「私はね、君をヒトみたいだなって思っているし、そう扱いたいと思っているんだ」

   「我觉得你很像人类，也想把你当成人类对待。」

   そんな事を、言った。

   她如此说道。

   「……機械はヒトにはなれません」

   「……机械无法变成人类。」

   「おっ、ヒトと機械の定義の話するかい？　いいねえ」

   「哦，你想讨论人类和机械的定义吗？不错哦。」

   くつくつと、絵美が嗤わらう。

   绘美轻声笑道。

   「何故なぜ、君は過去に送られたんだろうね」

   「你为什么会被送到过去呢？」

   絵美の言葉に、マトイは首を傾かしげる。

   绘美的问题，让缠困惑地回答：

   「それは……敗色濃厚でしたから、過去に送って未来を変える方を選んだのでは？」

   「那是因为……战况不利，所以才选择将我送到过去，改变未来吧？」

   「敗色濃厚であって、敗北が確定したわけじゃないんだろう？　１と０じゃ随分違う」

   「虽然战况不利，但也不代表确定会输吧？1和0可是差很多的。」

   「揚げ足取りです」

   「你这是强词夺理。」

   「そもそも時を超える事自体だって理論上完成していても成功するとは限らなかったわけだし、そんなもしもに縋すがるよりは勝ち目が薄くても戦ったほうがいいと思うけどね」

   「再说，就算穿越时空的理论已经完成，也不代表一定能成功。与其指望那种不确定的假设，就算胜算很低，我觉得还是战斗比较好。」

   「むぅ……」

   「唔……」

   イデアサーキットが論理レベルを上げて論戦をするか検討したが、なんかイデアサーキットを以ってしても負けそうな気がするなぁ……と思ったので否決した。

   虽然理想电路考虑过要提升逻辑层级进行辩论，但总觉得就算用理想电路也辩不赢……所以驳回了。

   「私はね、こう思うんだ」

   「我啊，是这么想的。」

   ブラシを動かす手を止めた。

   绘美停下刷毛的手。

   「きっと、君に少しでも長く生きていてほしかったんじゃないかな」

   「他们一定是希望你能活得久一点吧。」

   「……」

   「……」

   マトイは俯うつむき、何か言い返そうとして言葉を飲み込んだ。

   缠低着头，想反驳却把话吞了回去。

   「……私、貴方の事が苦手です」

   「……我不喜欢你。」

   「ふふ、そうかい？　私は好きだよ」

   「呵呵，是吗？我很喜欢你哦。」

   慈いつくしむように、絵美はマトイの頭を撫なでる。

   绘美慈爱地摸着缠的头。

   「恐らく君にとっても、私にとっても最後の事件になる。ねえ、本当に全てが終わって滅びの未来を回避したら、君は消えてしまうのかい？」

   「这恐怕是你和我最后的事件了。我说，如果真的结束一切，回避了毁灭的未来，你就会消失吗？」

   「わかりません。シルヴァルドには消えないと言われましたが、理論上はそうなります。私の母の理論なのですから、間違いはないでしょう」

   「我不知道。希瓦尔德说不会消失，但理论上是会的。那是我母亲的理论，应该不会有错。」

   「でもきっと、そんな事にはならないよ。君のお母さんの理論が間違っていて、君は平和になった未来に帰還するか、もしくはこのまま私の事務所で探偵をするんだ、ああいいね、それはいい。そうしなよ」

   「不过，我想事情不会变成那样。你的母亲的理论是错的，你一定会回到和平的未来，或是就这样在我的事务所当侦探。啊啊，不错呢，那样很好。你就那么做吧。」

   「……検討します」

   「……我会考虑。」

   マトイは絵美と目を合わせなかった、合わせられなかった。

   缠没有和绘美对上眼，无法对上眼。

   その希望の言葉は、覚悟を決めていた彼女にとっては必ずしも好ましくない言葉だ。

   那充满希望的话语，对已经做好觉悟的她来说，未必是她所期望的话语。

   未練を抱いてしまいそうになる言葉だ。

   是会让她产生留恋的话语。

   それでも、そうあって欲しいとマトイは──機械の身であっても──願わずにはいられなかった。

   尽管如此，缠还是——即使身为机械——无法不希望事情能如她所愿。

   そうして、最後の夜は更ふけていく。

   就这样，最后的夜晚越来越深。

   （消えたくないな）

   （不想消失啊。）

   鋼と信じた意志が、ほんの少しだけ揺らいだ。

   与钢相系的意志，稍微动摇了。

   この時代の、優しい人々と触れた為ために。

   因为与这个时代的温柔人们接触了。

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月４日、16時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月4日，16点00分。

   


   「人の気配がありませんね」

   「没有人的气息呢。」

   「この辺りはスラムもないからね。ほぼ無人だ」

   「因为这附近没有贫民窟，几乎没有人。」

   ベルトール、シルヴァルド、絵美、マトイの四人は、とある建物の前にいた。

   贝尔多尔、希瓦尔德、绘美、缠四人，站在某栋建筑物前。

   それが存在するのは外新宿の西部。旧世界の青梅おうめ街かい道どう沿い、旧荻おぎ窪くぼ駅えき周辺だ。

   那栋建筑物位于外新宿西部，旧世界的青梅街道沿线，旧荻洼站周边。

   言葉通り、周囲にヒトの気配はない。

   如他们所说，周围没有人的气息。

   外新宿である事に加え、開発事業が中止した事の煽あおりをうけ、開発が頓挫したオフィス街予定地のど真ん中である。

   因为是外新宿，再加上受到开发事业中止的影响，这里是开发受挫的办公街预定地的正中央。

   「この教会が……最後の犯行現場か」

   「这间教会……就是最后的犯案现场吗？」

   四人の目の前にあるのは、教会だ。

   四人眼前是一间教会。

   教会の屋根には六つ目の聖徴アミュレット。過去と未来の神、オロディクを祀まつった教会である。

   教会屋顶上有第六圣征。这是祭祀过去与未来的神・奥罗狄克的教会。

   「オロディク、時間を司つかさどるアルネス六大神の一ひと柱はしら……か」

   「奥罗狄克，司掌时间的阿尔内斯六大神之一……吗？」

   絵美は、白衣のポケットから昨晩浮うわ気き調査対象から貰もらった銀色の六つ目の聖徴アミュレットを無言で取り出し、交互に見た。

   绘美从白袍口袋中，默默取出昨晚外遇调查对象给她的银色第六圣征，交互看着两者。

   「間違いない、お母さんはここにいる」

   「不会错，妈妈在这里。」

   周囲はビルばかり。

   周围都是大楼。

   それも建築途中のものが放棄されていたり、長年耐寒領域結界ギリギリの厳しい風雨に晒さらされてボロボロになっていたりと、状態は劣悪だ。

   而且都是建筑到一半就遭到弃置，或是长年暴露在勉强能维持耐寒领域结界的严苛风雨中而变得破破烂烂，状态十分恶劣。

   「しかし、場違いじゃな……」

   「不过，真是格格不入啊……」

   「確かに、異様な光景ですね」

   「的确是异样的光景呢。」

   シルヴァルドの言葉に、ベルトールが頷うなずいた。

   贝尔多尔点头同意希瓦尔德的话。

   冷たく荒涼としたビルの森の中に、真新しい教会が一つだけあるというのは、ベルトールの言う通り異様な光景であった。

   在冰冷荒凉的大楼森林中，只有一间全新的教会，就如贝尔多尔所说，是异样的光景。

   「空間歪わい曲きょく反応あり。『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』のデータと照らし合わせると、異界で間違いなさそうです」

   「有空间扭曲反应。对照『食人苑』的资料，看来是异界没错。」

   「さて……穴蔵は竜の巣か」

   「那么……洞穴是龙的巢穴吗？」

   ベルトールが教会の扉に手をかける。

   贝尔多尔将手放在教会的门上。

   「竜ならここにおるぞ！」

   「龙的话就在这里哦！」

   「提言します。シルヴァルド、先程絵美が言ったのは予測ができない事柄の慣用句です。鬼が出るか蛇が出るかと同じような意味ですね」

   「提议。希瓦尔德，刚才绘美说的是无法预测事态的惯用句。和『鬼打墙』是同样的意思。」

   「……知っとるわ！」

   「……我知道啦！」

   「ここがきっとお母さんとの決着の現場。そして因果発生点の時刻から考えるに、恐らくここで起きる事の結果によって、滅びの未来が決定する。行こう」

   「这里一定是和妈妈对决的现场。而且从因果发生点的时刻来思考，恐怕会因为在这里发生的事，决定毁灭的未来。走吧。」

   絵美が先導して扉を開き、四人は教会の中へと足を踏み入れた。

   绘美带头打开门，四人踏入教会。

   中は異様な光景であった。

   里面是异样的光景。

   まず広さだ、中規模の公園くらいの面積がある。外側と内側で空間の広さに矛盾が生じているのは、異界化の特徴だ。

   首先，空间非常宽敞，面积有中等规模的公园那么大。外侧和内侧的空间大小产生矛盾，是异界化的特征。

   「──い」

   「——够。」

   中は非常に薄暗く、赤い絨じゅう毯たんと長椅子。床に設置された何本もの蠟ろう燭そくが、道を作っており、その一つが青い火を灯ともした。

   里面非常昏暗，有红色地毯和长椅。设置在地板上的好几根蜡烛形成一条路，其中一根蜡烛燃起蓝色火焰。

   「──ない」

   「——够。」

   連鎖するように、青い火が道を照らす。

   蓝色火焰连锁般照亮道路。

   「足りない──」

   「不够——」

   声が、聞こえた。

   听见了声音。

   声に視線が集まる。その先は、教会の中央を囲うように並べられた一人がけの椅子。

   视线集中到声音传来的方向。视线前方是围着教会中央摆放的单人椅。

   天井に描かれた六つ目の巨大な聖徴シンボルは、教会の中を見渡しているようだ。

   天花板上画的第六个巨大圣征，仿佛在环视教会内部。

   囲われた椅子の中心。

   围着的椅子中心。

   血の魔法陣が描かれた真ん中に、それはいた。

   在画着血之魔法阵的正中央，那个存在就在那里。

   「お母さん……」

   「妈妈……」

   「因果干渉値測定１００、時空枝変動率99％を維持。茶ちゃ畑ばたけエミリアを確認しました」

   「因果干涉值测定100，时空枝变动率维持在99％。确认是茶畑绘美莉亚。」

   全身に錆さび色の包帯を巻き、祭服を着た狐きつね型の獣人セリアン。

   全身缠着锈色绷带，穿着祭服的狐型兽人。

   魔眼オーナー連続殺傷事件の犯人。

   魔眼持有者连续杀伤案的犯人。

   《救世教会ギルド》のメンバー。

   《救世教会》的成员。

   茶畑絵美の父を殺した犯人にして、彼女の実の母。

   杀害茶畑绘美的父亲的犯人，也是她的亲生母亲。

   「お母さん！　ねえお母さん！　私だ、絵美だ！　少しでいい、話をさせて！」

   「妈妈！妈妈！是我，绘美啊！让我和你说说话！」

   エミリアは絵美の方へと顔を向け、口を開いた。

   艾米莉亚转向绘美，开口道：

   「足りないの……」

   「还不够……」

   蒐集家コレクターは嘆きの声を上げ、啜すすり泣なく。

   收藏家发出叹息，啜泣着。

   異様な光景だった。

   这景象十分异常。

   「まだ足りない、後少し、後少し、後少しなのに……」

   「还不够，还差一点，还差一点，还差一点……」

   「お母さん……もう、話は……」

   「妈妈……我已经……」

   「あら絵美。いたの、気付かなかったわ。久しぶりね、どうしたの？」

   「哎呀，绘美。你来了啊，我都没注意到。好久不见，怎么了？」

   「……っ」

   「……」

   絵美は、一歩下がった。

   绘美退后一步。

   それも仕方ないだろう。エミリアは狂気と正気の切り替えがシームレスすぎた。

   这也难怪。艾米莉亚的疯狂与正常切换得太过自然。

   安心させるように、ベルトールは絵美の背に手を添えて、支えとなった。

   贝尔多尔把手放在绘美背上，支撑着她，让她安心。

   絵美は頷き、エミリアを見据える。

   绘美点点头，直视艾米莉亚。

   「話を聞かせてもらえないか、お母さん」

   「妈妈，能和我说说吗？」

   「ええ、いいわよ絵美。私に答えられるものでしたら、なんなりと」

   「嗯，可以哦，绘美。只要是我能回答的，尽管问吧。」

   「まずここは、どういう場所なんだ」

   「首先，这里是哪里？」

   「ここは《錆色教会》。私の持つ魔導具マギノ・ガジェットが、蒐集家コレクターという器を得た事で異界化した結界です。普段は包帯の内側に閉じ込めているのですが、今は外側にひっくり返しています。不死でない私がこの過酷なクエストを達成するには、何よりもまず強きょう靭じんな生命力が必要だった。それを補う為に自ら異界を纏まとい、修正力による擬似的な不死になったのです」

   「这里是《锈色教会》。是我拥有的魔导具，因为得到了收藏家这个容器而异界化的结界。平时是封闭在绷带内侧，现在则是翻转到了外侧。不是不死之身的我，为了达成这个严酷的任务，首先需要的是强韧的生命力。为了弥补这一点，我裹上了异界，借由修正力获得了拟似的不死。」

   次に発する質問は、絵美にとって一番言葉として口にするのすら苦しいものだった。

   下一个问题，对绘美来说是连说出口都感到痛苦的问题。

   「……どうして、お父さんを殺したんだ？」

   「……为什么，要杀了爸爸？」

   「そうですね」

   「这个嘛。」

   エミリアは少し考え込み、口を開いた。

   艾米莉亚稍微思考了一下，开口道：

   「絵え美み、貴方あなたはトロッコ問題というものを聞いたことはありますか？」

   「绘美，你有听过所谓的电车难题吗？」

   「……大昔の思考実験だろう？　例えば五人と一人がそれぞれ暴走するトロッコの進路上にいて、自分が分岐器を操作できる。分岐器を操作すれば五人を救えるけど、一人が犠牲になる。積極的に助けるか、消極的に見捨てるか。そういう話だ」

   「……是很久以前的思考实验吧？假设五个人和一个人分别在失控的电车前进路线上，自己能够操作切换轨道的拉杆。如果操作拉杆，就能拯救五个人，但会牺牲一个人。是要积极地拯救多数人，还是消极地舍弃少数人。就是这样的问题。」

   「そう。私の前に分岐器があった。だからあのヒトを殺したの、だから私は殺し続ける必要があるの。愛するあのヒトを手に掛けた責任を取る必要がある。救う為に殺したの」

   「没错。在我面前有拉杆，所以我杀了那个人，所以我有必要继续杀人。我有必要为杀害所爱之人的行为负责。我是为了拯救而杀的。」

   「その言い方だと、まるでお父さんを殺す事で他に助かるヒトがいるみたいだ……」

   「听你这么说，简直就像是杀了爸爸，就能拯救其他人一样……」

   「ええ。私があのヒトを殺す事で必ず貴方は私を追ってくる。それがこの運命の出発点、一秭しの一の世を巡る事が私の使命。そうすれば、大勢のヒトが救われます。あのヒトは、その最初の一欠片かけらだったのです」

   「没错。我杀了那个人，你一定会追着我来。这就是命运的出发点，我的使命是让一秭之一的世界运转。如此一来，就能拯救许多人。那个人，就是最初的碎片。」

   「……お母さんは、魔眼なんて集めて一体何をしたいんだ！」

   「……妈妈，你收集魔眼到底想做什么！」

   「何って……え、私のやっている事は初めから一貫しています……」

   「做什么……咦，我做的事从一开始就很一贯啊……」

   絵美の言葉に、エミリアは心底から不思議そうな声を出した。

   听到绘美的问题，艾米莉亚发出了打心底感到不可思议的声音。

   


   「未来を見る事で人類を……世界を救おうとしているのですが……」

   「我想要通过预见未来，拯救人类……拯救世界……」

   


   それはあまりにも突飛な言葉。口調はまともなのに、この言葉が一番狂気を感じる程。

   这番话实在太过跳跃。明明语气很认真，但这句话却让人感到最疯狂。

   「世界を救う……？」

   「拯救世界……？」

   そう問うのはマトイだ。

   发问的是缠。

   「質問です。貴方は世界を滅ぼす為に動いているのではないのですか？」

   「提问。你不是为了毁灭世界而行动的吗？」

   「し、しし心外ですね……滅ぼすつもりなど毛頭ありません、むしろ真逆です」

   「这，这这这真是冤枉啊……我完全没有毁灭的打算，不如说正好相反」

   寂しそうに、エミリアは俯うつむく。

   艾米莉亚寂寞地低下头。

   「わ、わたた私は見てしまった、《救世教会ギルド》から授与された神の眼めで。全てが灰となる終わりの世界、滅びの未来を」

   「我，我我我我看到了。用《救世教会》授予我的神之眼，看到了一切化为灰烬的终结世界，毁灭的未来」

   「神の眼……？」

   「神之眼……？」

   「魔眼を集めていたのは神の眼によってより深く未来を見る為です。他の魔眼を取り込む事で神の眼は私によく馴な染じむ。だからより多くの枝の先を、多くの可能性をわた私ががが見て、選べるようになった。それは気が遠くなる程の数がありまままま」

   「收集魔眼是为了用神之眼看到更深层的未来。通过吸收其他魔眼，神之眼和我更加契合了。所以我能够看到更多的树枝前端，更多的可能性，能够进行选择。其数量多到令人难以置信」

   「絵美、下がっていろ」

   「绘美，你退下」

   ベルトールは一歩前に出た。

   贝尔多尔向前迈出一步。

   エミリアが再び狂気を纏ったのだ。

   艾米莉亚再次被疯狂所笼罩。

   頭を両手で押さえ、身体からだを大きく振るっている。

   她用双手按住头，身体大幅摇晃。

   「もう少し、もう少しで世界は救われるんです。でも足りないんだ。足りない、まだ、見えない……見えない救いが見えない……眼が足りないんです、もっと眼を食べなければ見えないんです、こんなに頑張っているのに」

   「再一下，再一下世界就能得救了。可是还不够。还不够，还看不见……看不见救赎……眼睛不够，必须吃更多眼睛才行，我明明这么努力了。」

   「やっぱ眼ぇ喰っとったんか。そんなに喰いたいなら自分の眼でいいじゃろ！」

   「你果然在吃眼睛吗？那么想吃的话，吃自己的眼睛不就好了！」

   シルヴァルドの言葉に、エミリアの動きが止まった。

   听到希瓦尔德的话，艾米莉亚的动作停住了。

   「自分……の？」

   「自己……的？」

   エミリアにハッとした表情が浮かんだ。

   艾米莉亚露出恍然大悟的表情。

   「ああ！　ああ！何故なぜ気付かなかった！　竜よ、ありがとう！　ありがとう！　そうだ！　そうですよ！　自分の眼、それはまさに盲点でした！」

   「啊啊！啊啊！为什么没注意到！龙啊，谢谢你！谢谢你！没错！就是这样！自己的眼睛，这真是盲点！」

   蒐集家コレクターは、自身の澄んだ蒼あお色いろの眼に指を触れた。

   收藏家用手指触碰自己清澈的苍色眼睛。

   「そうだ、最初からここにあったんだ」

   「没错，从一开始就在这里。」

   蒼色の眼が輝きと魔力を解き放った。

   苍色眼睛释放出光辉与魔力。

   眼から迸ほとばしる魔力を、マトイが観測する。

   缠观测从眼睛迸发的魔力。

   「あれは……！」

   「那是……！」

   その眼にエミリアは指を深く突っ込み、それと同時にマトイが声を上げた。

   艾米莉亚将手指深深插入眼睛，同时缠大喊：

   


   「大姉様から喪うしなわれた、もう一つの未アイ・オ来ブ・ジ・眼オロディク！」

   「从大姐头身上失去的，另一只未来眼！」

   


   鮮血が舞う。

   鲜血飞舞。

   三本の指を眼がん窩かの奥へ、奥へと進ませていく。

   三根手指不断深入眼窝深处。

   水音が教会の中に響く。

   水声在教会中响起。

   決定的なものを引き千切り、抜き出した。

   她撕裂、拔出了决定性的东西。

   エミリアの手には、己の眼が握られていた。

   艾米莉亚手中握着自己的眼睛。

   「どうして気付かなかったんだろう……今までここにあったのに」

   「为什么没注意到呢……明明至今都在这里。」

   宝石のようなそれを、蒐集家コレクターは口に運んだ。

   收藏家将那宝石般的物体送入口中。

   咀そ嚼しゃく、嚥えん下げ。

   咀嚼，咽下。

   一部始終を見て、呆あっ気けにとられていたベルトールがようやく口を開いた。

   贝尔多尔目瞪口呆地看着这一切，终于开口了。

   「あれは単なる狂気ではない」

   「那不是单纯的疯狂。」

   ベルトールは理解したのだ。

   贝尔多尔理解了。

   エミリアの持つ特性に。

   艾米莉亚所拥有的特性。

   「狂信だ。何か一つの目的に対する、異常なまでの」

   「是狂信。为了某个目的，异常的狂信。」

   「は」

   「哈。」

   獣人セリアンは笑った。

   兽人笑了。

   「はは」

   「哈哈。」

   抑えきれないというように。

   仿佛无法抑制一般。

   「ははははははははははははははははははははははははははは！」

   「哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   けたたましいまでの哄こう笑しょうが、静せい謐ひつな教会に反響する。

   响亮的哄笑在静谧的教会中回响。

   「視みえた……見えた見えた見えた見えた見えた見えた！　よ──────────うやく見えた！　ぃひ！　いひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ！　いぃ──────ひひひひひひひひひひひひ！」

   「看到了……看到了看到了看到了看到了看到了看到了！终——————于看到了！咿嘻！咿嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻！咿——————嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻嘻！」

   頭を搔かきむしり、両の腕を大きく広げる。

   她抓着头，大大地张开双臂。

   「我が宿願、我が悲願、達成される！　過去と未来の神、偉大なるオロディクよ！　我に収まりしその眼で我に未来を見せ給たまえ！　終世は今ここに降臨する！　ああ、だから貴方達、これより訪れる滅びの根源を倒し！　救世主になりなさい！」

   「我的夙愿，我的悲愿，达成了！过去与未来的神，伟大的奥罗迪克啊！请用我所拥有的那双眼睛让我看见未来吧！终世现在降临于此！啊啊，所以你们，打倒即将造访的毁灭的根源吧！成为救世主吧！」

   最後に。

   最后。

   「──絵美」

   「——绘美。」

   残った瞳でエミリアはじっと、自身の娘を見た。

   艾米莉亚用剩下的眼睛，直直地看着自己的女儿。

   


   「未来を頼みます」

   「未来就拜托你了。」

   


   そう言ってエミリアは倒れた。

   说完，艾米莉亚倒下了。

   大の字になり、魔法陣の中央に仰向けに倒れて。

   呈大字形，仰躺在魔法阵中央。

   「お母……さん……？」

   「妈妈……？」

   ピクリとも動かないエミリアを見て、絵美は呟つぶやいた。

   看着一动也不动的艾米莉亚，绘美喃喃说道。

   「蒐集家コレクター、エミリアの生命活動、完全に停止しています……」

   「收藏家，艾米莉亚的生命活动完全停止了……」

   エミリアを走査したマトイがそう報告した。

   扫描艾米莉亚的缠如此报告。

   「お母さんは何がしたかったんだろう……世界を救うだの、救世主だの……本当にこれで死んでしまったのだろうか」

   「妈妈到底想做什么……拯救世界、救世主……她真的就这样死了吗？」

   「気を落とすなとは言わん。其方そなたの望んだ決着ではないだろう。だがそれでも、一つの決着は付いたのだ」

   「我不会叫你别沮丧。这应该不是你期望的结局吧。但尽管如此，还是有一个结局了。」

   「……うん」

   「……嗯。」

   ベルトールは優しく、絵美の肩に手を置いた。

   贝尔多尔温柔地把手放在绘美的肩上。

   「まずはエミリアを弔ってやらねばな。マトイ、何か変化はあったか？」

   「首先得吊祭艾米莉亚才行。缠，有什么变化吗？」

   「時空枝変動率測定します。急速に減少中……90……50……」

   「测量时空枝变动率。急速减少中……90……50……」

   数字を言葉に出す度に、マトイの表情が明るくなっていく。

   每当说出数字，缠的表情就越来越开朗。

   


   「時空枝変動率、０％！」

   「时空枝变动率，0％！」

   


   時空枝変動率０％。

   时空枝变动率0％。

   それはマトイのクエスト達成を意味する。

   这代表缠的任务达成了。

   「これで未来が変わったって事か……？」

   「这表示未来改变了……？」

   「そういう事になります」

   「就是这么回事。」

   「一件落着じゃな！」

   「大功告成啦！」

   シルヴァルドが、喜びでベルトールの腹に頭突きをかまし、角が鳩尾みぞおちに食い込んだ。

   希瓦尔德开心地用头撞贝尔多尔的肚子，角刺进了心窝。

   「ですが……」

   「可是……」

   「ですがなんじゃマトイ？」

   「可是什么，缠？」

   「おかしいのです……未来が変わったのなら、因果の修正力で私もまた消えるはず……」

   「好奇怪……如果未来改变了，我应该也会因为因果的修正力而消失才对……」

   「あくまで理論上の話じゃろ？　マトイが消えんかったって事実だけで十分じゃ！」

   「那只是理论上的事吧？缠没有消失，光是这个事实就足够了！」

   「──いや、待ちたまえ」

   「——不，等一下。」

   口くち許もとに手を当てて考え込む絵美の顔に、深刻の色が浮かぶ。

   绘美把手放在嘴边思考，脸上浮现严肃的神色。

   それとほぼ同時に、ベルトールも眉根を寄せた表情を作っていた。

   几乎同时，贝尔多尔也皱起眉头。

   「絵美、其方そなたも気付いたか」

   「绘美，你也注意到了吗？」

   「ああ。何故お母さんは死んだんだ……？」

   「是啊。为什么妈妈会死……？」

   「どういう事じゃ？」

   「什么意思？」

   シルヴァルドの問いかけに、絵美が答える。

   绘美回答希瓦尔德的问题。

   「考えてもみたまえ、異界として元に戻るという特性で擬似的に再生する力を持った者が、何故目玉を抉えぐり出だしただけで死ぬ？」

   「你想想看，拥有以异界恢复原状的特性，拟似再生能力的人，为什么只被挖出眼珠就会死？」

   「それ自体が、蒐集家コレクターが死ぬ為ための真相に当たる部分じゃった、とか？」

   「会不会是这件事本身，就是收藏家死亡的真相？」

   「だとしてもだ、それならばこの教会が維持されているのもおかしい。もしも、もしもだ。お母さんの言葉が単なる妄言ではなく、全て意味のある言葉だと仮定し、蒐集家コレクターという異界を解明する事イコール大儀式の完遂だと解釈するならば……」

   「就算是这样，这间教会能维持到现在也很奇怪。如果，我是说如果。假设妈妈的话不是单纯的胡言乱语，而是全部都有意义，而解开收藏家这个异界的谜团等于完成大仪式的话……」

   「ならば、なんです？」

   「那又怎么样？」

   マトイの問いかけに、しかし絵美は独り言のように返答する。

   对于缠的疑问，绘美自言自语般回答。

   「マトイ君、私の因果干渉値はどうなってる？」

   「缠，我的因果干涉值怎么样了？」

   「──１００の、ままです」

   「——还是100。」

   「……ならば一つの仮説が立てられる。もしかしたらこの事件はまだ解決してないという仮説が──」

   「……那么，可以建立一个假设。这个事件或许还没解决——」

   そこでだ。

   就在这时。

   その場にいた全員の背筋に悪お寒かんが走った。

   在场所有人的背脊窜过一阵恶寒。

   「なんじゃ!?」

   「什么！？」

   シルヴァルドは姿勢を低くし、戦闘態勢を取る。

   希瓦尔德压低姿势，采取战斗态势。

   ベルトールもマトイも、すぐに動けるように距離を取りつつ警戒の姿勢。

   贝尔多尔和缠也拉开距离，摆出警戒的姿势，以便随时行动。

   中央にある蒐集家コレクターの死体に視線を向けたマトイが言う。

   缠看向中央的收藏家尸体，说：

   「中央の魔法陣がアクティブに、視覚センサから分析、これは……空間歪わい曲きょく反応……？」

   「中央的魔法阵启动了，从视觉感应器分析，这是……空间扭曲反应……？」

   景色が変わった。

   景色变了。

   エミリアを中心に、教会が急速に侵食されていく。

   以艾米莉亚为中心，教会急速遭到侵蚀。

   そうして現れる。

   然后出现了。

   立ち並ぶ巨大な柱。

   并排的巨大柱子。

   赤い絨じゅう毯たんの道。

   红色的绒毯道路。

   その先にある玉座。

   位于尽头的王座。

   その景色をベルトールは知っていた。

   贝尔多尔知道这个景色。

   「魔王城……」

   「魔王城……」

   そう、それはベルトールが五百年前に住んでいた居城。

   没错，那是贝尔多尔五百年前居住的城堡。

   地下魔王城逆天守玉座の間だった。

   地下魔王城逆天守王座之间。

   柱は何本も折れ、絨毯はボロ布となり、玉座は粉々に砕けている。

   柱子有好几根折断，绒毯破破烂烂，王座粉碎。

   まるで勇者グラムとの戦いの後の魔王城を、そのまま持ってきたかのようだ。

   简直就像把勇者古兰战后的魔王城直接搬过来一样。

   「もしやこれは……余の地下魔王城が異界化で再現された……？　エミリアがやったとは考えにくい、これは彼奴あやつの仕業ではなく、恐らく第三者の──」

   「这该不会是……余的地下魔王城因异界化而重现……？很难想象是艾米莉亚做的，这恐怕不是那家伙，而是第三者——」

   ベルトールの言葉を遮るように、マトイが叫ぶ。

   缠打断贝尔多尔的话，大叫：

   「空間歪曲反応増大！　この反応は、転移門ポータル!?開きます！」

   「空间扭曲反应增大！这个反应是转移门！？要打开了！」

   眼めだ。

   是眼睛。

   死亡したエミリアの身体の真ん中に、巨大な眼の形をした転移門ポータルが開いた。

   在死亡的艾米莉亚身体正中央，开启了一扇巨大眼睛形状的转移门。

   血ち飛沫しぶきと共に、眼を突き破って腕が生えた。

   伴随着血沫，手臂穿破眼睛长了出来。

   枯れ枝のように細く、そして節くれだった細腕。

   那是一只宛如枯枝般细瘦，而且关节突起的纤细手臂。

   ただ到底ヒトの腕ではない。

   但那到底不是人类的手臂。

   長く、そして大きい。

   既长，又大。

   腕を視認したマトイが叫ぶ。

   看见手臂的缠大叫：

   「あの腕……因果干渉値１００！　時空枝変動率０から０・０００００００００００００００００００００００１％に上昇……更に加速度的に上昇しています！　それにこれは……転移門ポータルから霊素エーテルが逆流……霊素エーテル時計同期……？　現在時刻──」

   「那只手臂……因果干涉值100！时空枝变动率从0上升到0・000000000000000000000001％……而且还在加速上升！而且这是……灵素从转移门逆流……灵素时钟同步……？现在时刻——」

   それは。

   那是——

   


   「──統合暦２１４９年!?」

   「——统合历2149年！？」

   


   ありえない事態に混乱したまま、しかしありのままの事実をマトイは告げた。

   尽管因为这不可能发生的事态而陷入混乱，但缠还是将事实原原本本地告知。

   「今この空間に流れ込んできている霊素エーテルは、五十年後の……私がいた未来のものです！」

   「现在流入这个空间的灵素，是五十年后的……我所在的未来的灵素！」

   ベルトールの直感が言っている。

   贝尔多尔的直觉告诉他。

   あれを出してはいけないと。

   不能让那个出来。

   「魔法陣ごと破壊する！」

   「连同魔法阵一起破坏！」

   ベルトールの言葉に呼応するように、シルヴァルドとマトイも駆け出す。

   仿佛呼应贝尔多尔的话，希瓦尔德和缠也冲了出去。

   ベルトールとシルヴァルドは魂こん魄ぱく兵装の鎧よろいを纏まとい、マトイは《グラガラッド》を起動。

   贝尔多尔和希瓦尔德身穿魂魄兵装的铠甲，缠则启动《格拉葛拉德》。

   しかし、すぐに全員の動きが止まる事になる。

   但是，所有人的动作立刻就停了下来。

   〝それ〟がエミリアの遺体を黒い炎で燃やし、一瞬で灰にし、その灰の中から湧き出てきたからだ。

   因为『那个』用黑色火焰烧掉艾米莉亚的遗体，瞬间将其化为灰烬，然后从灰烬中涌了出来。

   天を衝つくような、捩ねじくれた二本の角を持つ竜の頭蓋のような頭部。

   它有着仿佛要冲破天际，长着两根扭曲的角，宛如龙的头盖骨的头部。

   闇を剝いで仕立てたかのような外がい套とう。

   宛如用黑暗缝制而成的外套。

   影を染しみ込ませた体たい軀く、枯れ枝のように節くれだった四肢。

   染上影子的躯体，如枯枝般节节分明的四肢。

   竜の頭蓋の奥には、炎のように赫かく々かくと灼あかく燃える瞳が覗のぞく。

   在龙的头盖骨深处，可以窥见如火焰般熊熊燃烧的瞳孔。

   「不死因子パターン特定……あれは……」

   「不死因子模式特定……那是……」

   その姿を見たその場の全員が息を吞のみ、そして未来から来た最後の《勇者》はそれの名を呼んだ。

   看到那个身影，在场的所有人都倒抽了一口气，然后来自未来的最后一位《勇者》呼唤了那个名字。

   


   「終世魔王──ベルトール……」

   「终世魔王——贝尔多尔……」

  

 
  
   


   
    第四章　蝶のはばたき

    第四章　蝴蝶效应

   

   


   


   黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルドは見た。

   黑龙侯希瓦尔德看见了。

   終世魔王ベルトール。

   终世魔王贝尔多尔。

   全長五メートルを超える異形。

   全长超过五米的异形。

   未来での後、定命を皆殺すモノ。

   在未来的最后，将注定杀死所有生命。

   話には聞き、実際にこの時代でその力の一端ではあるが、ベルトールから直接目まの当あたりにし、戦った経験もあるシルヴァルドにはすぐにわかった。

   虽然只是贝尔多尔力量的一部分，但希瓦尔德曾经亲眼目睹、实际交手过，因此他立刻就明白。

   魔王ベルトール第二の形態すがた。

   那是魔王贝尔多尔的第二型态。

   今から五十年後の未来で人類を滅ぼすモノであると。

   是五十年后的未来，毁灭人类的魔王。

   「終世魔王ベルトール……どうして……」

   「终世魔王贝尔多尔……为什么……」

   マトイは理解が追いつかない、といった表情を浮かべる。

   缠露出无法理解的表情。

   「どうしてここに……？」

   「为什么会在这里……？」

   「余にはエミリアの亡骸なきがらから出てきたように見えたが、まさか彼奴が時を渡らせたのか……未来の余を。終世魔王ベルトールをこの時代に喚よび出す事こそがエミリアの大儀式の目的というわけか……人類を救うだの言っていた割に、とんでもないものを喚び出したな」

   「余看见他从艾蜜莉亚的遗骸中出现，难道是那家伙让他穿越时空的吗……将终世魔王贝尔多尔召唤到这个时代，就是艾蜜莉亚举行大仪式的目的吗……嘴上说要拯救人类，却召唤了不得了的东西出来啊。」

   「ちょ、ちょっと待ってくれ」

   「等、等一下。」

   と、言うのは絵え美みだ。

   绘美说。

   「未来のベルトール君と現在のベルトール君は一緒に存在できないはずでは……？」

   「未来的贝尔多尔和现在的贝尔多尔应该无法同时存在才对……？」

   「肯定です。そのはず……なのですが。こうして同時に存在しているとなると理論の方が間違っていたと考えるのが自然でしょうか……」

   「肯定。应该是这样……但是，既然像这样同时存在，自然会认为是理论有误……」

   終世魔王、その竜の頭蓋の口が開いた。

   终世魔王的龙头盖骨开口了。

   『どこだ、ここは……』

   『这里是哪里……』

   その声は音を伝でん播ぱさせているわけではない。

   那声音并不是通过空气传播的。

   霊素エーテルを震わせ、頭に語りかけるような声だ。

   而是震动灵素，直接在脑海中响起的声音。

   『時間に……齟そ齬ごがあるな。この霊素エーテル、２０９９年の末ではない。もっと早い段階……誰かが干渉したのか、我の因果に』

   『时间……有偏差。这个灵素，不是2099年末的。是更早的阶段……是谁干涉了我的因果吗』

   屈強な益荒男ますらおのようにも、貞淑な乙女のようにも、潑はつ剌らつな子供のようにも、病理に伏せた老人のようにも聞こえる声。

   那声音听起来既像强壮的男子汉，又像贞淑的少女，又像活泼的孩子，又像卧病在床的老人。

   竜の頭蓋の眼がん窩かの奥で燃ゆる双そう眸ぼうは、マトイを見据えている。

   龙的头盖骨眼窝深处燃烧着的双眸，直直地盯着缠。

   『我を喚び出した者がいる。未来を変えようと画策する者が。だが無駄だ、これくらいの例外はこの一秭しの旅路の中で幾度かあった。ここからまた滅ぼせば因果の辻つじ褄つまは合う。時空枝は依然として滅びに伸びている』

   『有人召唤了我。有人策划改变未来。但是没用的，这种程度的例外在这次一秭的旅途中已经发生过好几次了。只要从这里再毁灭一次，因果的逻辑就合乎道理了。时空枝依然向着毁灭延伸』

   「終世魔王……ベルトール」

   「终世魔王……贝尔多尔」

   マトイは終世魔王を睨にらみつけ、それに気付いた終世魔王も視線を合わせる。

   缠瞪着终世魔王，而注意到这点的终世魔王也回以视线。

   『ああ、其方そなたがこの時間軸に来た事で呼び水となったのか機械人形。成程、確かにこれは初めてのパターンだ』

   『啊啊，是你来到这个时间轴成为了导火索吗，机器人偶。原来如此，这确实是第一次的模式』

   「質問です。ワシントンのヒト達は……どうなりましたか」

   「提问。华盛顿的人们……怎么样了」

   『殺した』

   『杀了』

   マトイの問いに、あっさりとそう答えた。

   对于缠的问题，他干脆地回答道。

   『当然であろう？　それこそが我が本懐なのだから。鏖おう殺さつだ。一片の慈悲も容赦もなく、老いも若きも男も女も種も区別なく全て等しく鏖殺し、灰かい燼じんと帰きした。それこそが我が悲願である故に、魔王ベルトールを知る者はあそこにいない。《アインヘリアル》……実に脆ぜい弱じゃくな機械人形達であった。正真正銘、其方そなたが最後の《勇者》だ。せいぜい興じさせてみよ』

   『那不是当然的吗？那正是我的夙愿。杀光所有人。不带一丝慈悲，不分男女老幼，不分种族，一律杀光，化为灰烬。那正是我的夙愿，因此那里已经没有认识魔王贝尔多尔的人了。《埃尼西尔》……那群脆弱的机器人偶。你正是最后的《勇者》。你就尽管让我开心吧。』

   「姉様達を……皆を……！」

   「姐姐她们……大家……！」

   『そも、戦力的に我を倒せる可能性があるとすれば其方そなたか《剣聖》しかいないだろう。そして《剣聖》には腕はあっても武器がなく、其方そなたはこの時代にまで逃げてきた』

   『说起来，论战力有可能打倒我的，也只有你和《剑圣》了吧。而《剑圣》虽然有本事，却没有武器，你则是逃到了这个时代。』

   「違う！　私は逃げたんじゃない！　この時代から、未来を変える為ために……！」

   「不对！我不是逃！我是为了改变这个时代、改变未来……！」

   「落ち着けマトイ」

   「冷静点，缠。」

   シルヴァルドはマトイの肩を摑つかみ、宥なだめる。

   希瓦尔德抓住缠的肩膀，安抚她。

   「見え透いた挑発じゃ」

   「那只是显而易见的挑衅。」

   「……はい」

   「……是。」

   『黒竜侯シルヴァルド……そうか我に反旗を翻ひるがえすか』

   『黑龙侯希瓦尔德……这样啊，你要反抗我吗？』

   「当然じゃろ、お主の事なんか知らん」

   「那当然，我才不管你的事。」

   『まあいい、其方そなたの意思は然さ程ほど重要ではない。身体からださえあれば十分だ』

   『算了，你的意志并不重要。只要有身体就够了。』

   絵美が周囲を見渡しながら、ベルトールに喋しゃべりかける。

   绘美环视四周，对贝尔多尔说：

   「逃げ道はなさそうだ。そもそも逃してくれるかもわからないけど」

   「看来无路可逃了。虽然说，他也不一定会放我们逃走。」

   「そうだな。そして話し合いで解決するような雰囲気でもない」

   「是啊。而且现在也不是能靠沟通解决的气氛。」

   終世魔王は、それぞれに視線を向ける。

   终世魔王的视线一一扫过我们。

   『機械の《勇者》が一機、黒竜侯シルヴァルド。そして……』

   『机械《勇者》一台、黑龙侯希瓦尔德，以及……』

   絵美を一いち瞥べつする。

   他瞥了绘美一眼。

   『羽虫が一匹と──』

   『一只飞虫和——』

   ベルトールへ視線を移し、終世魔王は止まった。

   终世魔王将视线移向贝尔多尔，然后停住了。

   『──誰だ……貴様は』

   『——你……是谁？』

   表情の窺うかがい知れない竜の頭蓋。

   龙的头盖骨看不出表情。

   しかし声ははっきりと、終世魔王が動揺しているのが伝わってくる。

   但是声音清楚地传达出终世魔王的动摇。

   「見てわからぬか？　ならば聞かせてやろう！」

   「看不出来吗？那我就告诉你！」

   よく通る声で、ベルトールが宣言する。

   贝尔多尔以嘹亮的声音宣言。

   「魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。即すなわち余である！」

   「魔王贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特，就是我！」

   『ベル……トール……だと……？』

   『你说……贝尔多尔……？』

   「如何いかにも」

   「正是。」

   終世魔王の動きが固まった。

   终世魔王的动作僵住了。

   『……違う』

   『……不对。』

   その燃える双眸が、一層光を増した。

   他燃烧的双眸，光芒更加强烈。

   明らかな、燃え滾たぎるような怒気を孕はらんで、だ。

   明显地蕴含着熊熊燃烧的怒气。

   『ベルトールは我だ！　断じて顔も知らぬ貴様のような者などではない！　その名を騙かたる事など許されん！冒ぼう瀆とく、そう冒瀆だ！　その名を覚えているのは、我だけでいい！』

   『贝尔多尔是我！绝不是你这种连长相都不知道的家伙！我不允许你冒用这个名字！亵渎，没错，这是亵渎！记住这个名字的，只有我一个人就够了！』

   終世魔王に動きがあった。

   终世魔王有了动作。

   「我は──」

   「我——」

   燃え滾る怒りは鳴りを潜め、終世魔王が冷たい声で言う。

   熊熊燃烧的怒火平息下来，终世魔王以冰冷的声音说：

   「我は終世魔王ベルトール。人類を滅ぼし、そして世界を滅ぼす者だ。我はお前達の滅びでもある。抗あらがう事を許すが、戦うつもりがなければ──ここで死ね」

   「我是终世魔王贝尔多尔，是毁灭人类、毁灭世界的人。我也是你们的毁灭。我允许你们抵抗，但如果没有战斗的打算——就死在这里吧。」

   「構えろ皆の者……！」

   「大家准备应战……！」

   終世魔王が、魔力を起動した。

   终世魔王启动了魔力。

   


   「《滅デル──》」

   「《灭——》」

   


   その魔法が発動するよりも速く。

   在那个魔法发动之前。

   魔力の流れを可視できる絵美が叫んだ。

   能够看见魔力流动的绘美大喊：

   「来るぞ！」

   「要来了！」

   そう言葉を発したとほぼ同時。

   几乎在她这么说的同时——

   


   「《──閃レイ》」

   「《——闪》。」

   


   十二本の黒い閃せん光こうが、終世魔王の周囲から一斉に解き放たれた。

   十二道黑色闪光，从终世魔王的周围同时释放出来。

   それはベルトールが使う《滅閃デル・レイ》と同様の魔法。

   那是和贝尔多尔使用的《灭闪》相同的魔法。

   高圧縮された魔力を霊素エーテルに乗せて解き放つ基礎的な魔法を高度に発展させたものであり、射程、威力、速度に優れている。

   那是将将压缩过的魔力乘载在灵素上释放的基础魔法，经过高度发展而成的魔法，射程、威力、速度都十分优秀。

   それが十二本。

   而且是十二道。

   閃光が地を撫なで、爆発を引き起こしながら四方を破壊していく。

   闪光扫过地面，引发爆炸，破坏四方。

   ベルトールとマトイが絵美を庇かばう形で動き出す。

   贝尔多尔和缠为了保护绘美而行动。

   それよりも先に、シルヴァルドが何条かの閃光を閉じた前腕を盾にして受ける。

   在那之前，希瓦尔德以闭起的前臂为盾，挡下了几道闪光。

   「ちぃぃ……！」

   「啧……！」

   竜りゅう鱗りん効果で弾はじかれた黒の閃光がより細かい光となって周囲に拡散する。

   黑色闪光被龙鳞效果弹开，化为更细的光往周围扩散。

   黒の閃光が止やみ、腕から煙を立ち上らせながらシルヴァルドが後退した。

   黑色闪光停止，希瓦尔德的手臂冒着烟，往后退。

   「なんつー魔力放出量じゃ、儂わしの鱗うろこを貫通しおったぞ」

   「多么惊人的魔力释放量，竟然贯穿了我的鳞片。」

   シルヴァルドはヒトの形を取ってはいるが、その本質は竜だ。

   希瓦尔德虽然呈现人类的形体，但本质是龙。

   彼女の肌は竜の鱗と同等の性質を備えており、彼女の竜鱗は〝己を害するものを弾く〟という概念を纏まとった特別なものである。

   她的肌肤具备和龙鳞同等的性质，她的龙鳞是特别的，缠绕着『弹开危害自己的东西』的概念。

   通常の魔法では傷一つつかないシルヴァルドの鱗に、魔法だけで傷をつけたのだ。

   希瓦尔德的鳞片，一般魔法无法伤其分毫，但终世魔王只靠魔法就伤了它。

   「《滅閃デル・レイ》の術式を強引に魔力放出量だけで拡張している感じがするな……」

   「感觉像是只靠魔力释放量，强行扩张《灭闪》的术式……」

   ベルトールの分析に、シルヴァルドも概おおむね同意だった。

   贝尔多尔的分析，希瓦尔德大致上也同意。

   魔力放出量が高ければ高い程魔法の持つ術式の拡張に融通が利きく。

   魔力释放量越高，魔法的术式扩张就越有弹性。

   「おまけに再生も遅い」

   「而且再生也很慢。」

   言って、ガードした腕を掲げると、火傷やけどと魔力痕が痛々しく残っていた。

   希瓦尔德说着，举起防御的手臂，上头残留着烧伤和魔力痕迹，令人看了就痛。

   シルヴァルドには不死の特性である再生に加えて、竜の持つ再生能力も備わっている。

   希瓦尔德除了不死的再生特性之外，还具备龙的再生能力。

   そのため普通の肉体的損傷であれば瞬時に再生するのだが、終世魔王の攻撃は傷口の再生が非常に遅かった。

   因此，一般肉体损伤都能瞬间再生，但终世魔王的攻击，让伤口再生得非常慢。

   「何やら魔法にちょこざいなものを混ぜ込んでおるな。しかもめちゃくちゃ痛いぞ、泣きそう」

   「魔法里似乎混了什么小花招，而且痛得要命，我都快哭了。」

   たとえ首を切られようが心臓を潰されようが、それが単純な物理や魔法的な結果であるならば不死は痛みを感じない。

   就算被砍头、心脏被压烂，只要那是单纯的物理或魔法结果，不死就不会感到疼痛。

   不死性を脅おびやかすものではないからだ。

   因为那不会威胁到不死性。

   痛みを感じるとすれば、不死殺しに代表される不死の命を脅かす攻撃。

   会感到疼痛的，是代表不死杀手的，威胁不死性命的攻击。
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   つまり、《終世魔王》の魔法は、不死にも有効であるという事だ。

   也就是说，《终世魔王》的魔法，对不死也有效。

   「まさか彼奴あやつ、魔法で不死を殺しきれるとでも──」

   「难道那家伙，以为能用魔法杀死不死——」

   終世魔王の巨体がブレた。

   终世魔王的巨体晃动。

   シルヴァルドとベルトールの間に割って入るように、終世魔王の巨体が出現する。

   终世魔王的巨体出现，挡在希瓦尔德和贝尔多尔之间。

   「デカイくせに随分……！」

   「明明那么大只，动作却……！」

   「速い……！」

   「好快……！」

   終世魔王は、その手に持つ黒の特大剣を既に攻撃の状態に持っていっていた。

   终世魔王手中的黑色特大剑，已经进入攻击状态。

   狙いはベルトール。

   目标是贝尔多尔。

   大振りの目にも留まらぬ斬撃を、ベルトールは黒の魔剣、《ベルナル》で受け止める。

   贝尔多尔以黑色魔剑《贝纳尔》挡下那快得看不清的斩击。

   金属と金属がぶつかり合う甲高い音が鳴り響き、黒の魔力が炎のように爆はぜ──

   金属与金属碰撞的尖锐声响响起，黑色魔力如火焰般炸裂——

   「くっ……！」

   「唔……！」

   ──ベルトールの身体が吹き飛ばされた。

   ——贝尔多尔的身体被轰飞。

   既に強化の魔法を掛けていたベルトールであるが、終世魔王とのサイズ差、重量差、そして放出している魔力量の差は到底埋められるものではなかった。

   贝尔多尔已经施展了强化魔法，但终世魔王的体型、重量，以及释放的魔力量，都不是他能弥补的。

   結果、ベルトールはそのまま紙切れのように吹き飛ばされる。

   结果贝尔多尔就像纸片一样被轰飞。

   勢いは強く、

   力道很强。

   「姉上！」

   「姐姐！」

   その寸前。

   在那之前。

   ベルトールがシルヴァルドに向けて声を上げた。

   贝尔多尔对希瓦尔德大喊。

   「《死ねラス》！」

   「《去死吧》！」

   シルヴァルドが、咆ほう哮こうにも似た竜魔法をベルトールに向かって発動した。

   希瓦尔德朝贝尔多尔发动咆哮般的龙魔法。

   「何をやって──？」

   「你在做什么——？」

   シルヴァルドの意図がわからないマトイが、疑問の声を上げる。

   不明白希瓦尔德意图的缠，发出疑问。

   シルヴァルドの咆哮が直撃したベルトールの身体が、塵ちりとなって消えた。

   贝尔多尔的身体被希瓦尔德的咆哮直接命中，化为尘埃消失。

   


   ◆

   ◆

   


   絵え美みを守護するように立ち回りながら、マトイは見た。

   缠一边保护绘美一边战斗，同时看见了。

   シルヴァルドが発動した竜魔法は、魔力防御が低い者を塵と化す魔法。

   希瓦尔德发动的龙魔法，是将魔力防御低的人化为尘埃的魔法。

   対象はベルトール。

   对象是贝尔多尔。

   まだ魔法というものが一般的ではなかった太古であれば雑ぞう兵ひょうを散らすのに有効であったが、現在ではファミリアどころか簡単な魔除けアミュレットで対抗できる代物である。

   在魔法尚未普及的太古时代，这招用来驱散杂兵很有效，但现在别说是法米利亚，连简单的驱魔都能对抗。

   「何をやって──？」

   「他在做什么——？」

   マトイの疑問に結果が示した。

   结果回答了缠的疑问。

   ベルトールの身体が空中で塵となった。

   贝尔多尔的身体在空中化为尘埃。

   そのまま闇が集まるような蘇そ生せい反応の後に、ベルトールの肉体が復活、すぐに戦闘態勢へと移行する。

   接着在黑暗凝聚的复活反应后，贝尔多尔的肉体复活，立刻进入战斗状态。

   ベルトールは自身の魔力防御を解き、シルヴァルドの竜魔法を敢あえて受けたのである。物理的に吹き飛ばされて戦線を一時的に離脱するよりも、その場で死亡して復活した方が時間のロスが少ないという判断だろう。

   贝尔多尔解除自身的魔力防御，故意承受希瓦尔德的龙魔法。比起被物理性轰飞暂时脱离战线，当场死亡再复活，时间上的损失比较少，他应该是这么判断的。

   （だからと言って、そんな打ち合わせもなしに……!?）

   （就算这样，也没事先商量过……！？）

   数の有利を維持しなければパワーバランスが崩れ、即戦線が崩壊するだろうというのは終世魔王とこちらの戦力を鑑かんがみれば一目瞭然。

   不维持数量优势的话，力量平衡就会崩坏，战线立刻崩溃，从终世魔王和我方的战力来看，这是显而易见的事。

   今ベルトールが一時的にでも離脱すると、天てん秤びんが傾き、一気に押し潰されてしまう。

   现在贝尔多尔就算暂时脱离，天秤也会倾斜，一口气被压垮。

   それを防ぐための即死の魔法。

   为了防止这点的即死魔法。

   経験からくる機転と、それに即座に合わせる思考の柔軟さ。

   从经验而来的机智，以及能立刻配合的思考弹性。

   マトイは持っていないものだ。

   是缠所没有的。

   だが反省している時間はない。今のやり取りを学習しつつ、マトイも動く。

   但是没有时间反省。缠一边学习刚才的攻防，一边行动。

   「まずはその武器から奪わせてもらいます……！」

   「首先从武器开始夺走……！」

   マトイは《グラガラッド》で指を鳴らす。

   缠用《格拉格拉德》弹响手指。

   発動するのは《金属総そう攬らん》。

   发动的是《金属总揽》。

   それが仮令たとえ魔王の持つ武器であろうとも、金属であるならば支配下における絶対的な神しん威いの顕現。

   那是绝对的神威显现，哪怕是魔王持有的武器，只要是金属就会被纳入支配之下。

   しかし──

   然而——

   「効かない……!?」

   「没有效果……！？」

   ──効果がない。終世魔王の武器を操る事ができない。

   ——没有效果。无法操纵终世魔王的武器。

   終世魔王の剣も、魔法で擬似的に作られていようと金属という概念である以上は《金属総攬》の対象になる。神々の長子の神しん威いというこの世界の魔法的、物理的法則の上位に当たる概念であり、魔力や魔法で防げるものではない。

   终世魔王的剑，即便是用魔法模拟出来的，只要具有金属的概念就会成为《金属总揽》的对象。神明长子的神威在这个世界属于魔法、物理法则的上位概念，无法用魔力或魔法防御。

   「まるでこれは『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』の時に見た修正──」

   「简直就像在『食人苑』时看到的修正——」

   「分析は後にしろ！」

   「之后再分析！」

   ベルトールがマトイに叱責を飛ばしながら、彼女に向けて腕を伸ばす。

   贝尔多尔斥责缠，同时朝她伸出手。

   「《剣を空に！》」

   「《剑在空中！》」

   武装鋳造魔法によって、霊素エーテルで作られた十数本の剣がベルトールの周囲に展開される。

   武装铸造魔法在贝尔多尔周围展开十几把灵素剑。

   当然、何の魔法も付与されていない剣では終世魔王に傷一つ付かないだろう。

   当然，没有赋予任何魔法的剑无法伤到终世魔王一根寒毛。

   故に、それはベルトールが攻撃に使う為ためではない。

   因此，贝尔多尔不是为了攻击才创造这些剑。

   「マトイ！　使え！」

   「缠！用吧！」

   マトイが武器を創り出す素材として使うのだ。

   而是要让缠当成创造武器的素材。

   「助かります……！」

   「谢谢……！」

   マトイは魔法が使えない。

   缠无法使用魔法。

   そのリソースの大部分を《グラガラッド》の制御に使っているからだ。

   因为《格拉格拉德》的控制占用了她大部分的资源。

   故に仲間のサポートが必要であり、こういった金属がない場所ではベルトールのような多彩な魔法を使える味方がいる事で彼女の能力は十全に発揮される。

   因此她需要同伴的支援，在这种没有金属的地方，有贝尔多尔这种能使用多种魔法的同伴，她的能力才能得到充分发挥。

   指を鳴らし、剣の一本を操作。

   她弹响手指，操作一把剑。

   武装鋳造は、霊素エーテルを一時的に金属に置換して武装を造り出す。不安定故にその時間は短く、更に《グラガラッド》の効果を受けると情報量の少なさも相まって更にその時間は短くなる。

   武装铸造是将灵素暂时替换成金属，制造出武装。由于不稳定，持续时间很短，再加上受到《格拉格拉德》的效果影响，情报量少，持续时间就更短了。

   だから速度が命だ。

   所以速度是关键。

   叩たたき、触れる事で創り出すのは一本の槍やり。

   缠敲击、触碰，创造出一把长枪。

   


   「《ナルンバルド》！」

   「《奈鲁尼巴鲁德》！」

   


   オリハルコンで作られた赤槍《ナルンバルド》を、マトイは思い切り《グラガラッド》で殴りつけた。

   缠用《格拉格拉德》狠狠地敲击用山铜制成的赤枪《奈鲁尼巴鲁德》。

   不死を殺す槍は、光となる。

   杀死不死的长枪化为光。

   稲妻のような光と音を放ちながら《ナルンバルド》は一直線に終世魔王へと突き進み、その半身を大きく抉えぐり取とるように吹き飛ばした。

   《奈鲁尼巴鲁德》发出闪电般的光芒和声音，一直线地朝终世魔王突进，将他的半身剜去一大块，轰飞了出去。

   「やった!?」

   「成功了！？」

   「よーしよしよし、いいぞマトイ、流石さすがにこれは無事では……」

   「很好很好，干得好，缠，这下他不可能没事……」

   『無事では、なんだ？』

   『不可能，怎么样？』

   闇色の炎が魔王の吹き飛んだ身体からだを形作る。

   暗色的火焰形成魔王被轰飞的身体。

   炎が消えると、吹き飛ばされた半身が無傷で戻っていた。

   火焰消失后，被轰飞的半身完好无损地恢复了。

   「不死殺しでもあの再生速度とは、不死の力もどうなっとるんじゃ……!?」

   「连不死杀手都能以那种速度再生，不死之力到底怎么了……！？」

   そして終世魔王の魔法が発動する。

   然后终世魔王发动了魔法。

   「《獄炎ヴァン・ソレージア》」

   「《狱炎》」

   ベルトールが以前使った時のそれは、拳大の火球が着弾した際に炎の柱が立ち上るという魔法であった。

   贝尔多尔以前使用时，是拳头大小的火球命中时会喷出火柱的魔法。

   しかし終世魔王の《獄炎ヴァン・ソレージア》は違った。

   但是终世魔王的《狱炎》不同。

   全長五メートルの巨体が両腕で抱えて尚なお余る程の巨大な火球が終世魔王の眼前に出現、炎を圧縮するように、両の手を押し込む。

   全长五米的巨体用双手抱住都还有剩余的巨大火球出现在终世魔王的眼前，他像是在压缩火焰一样，将双手压进去。

   「あれまずいんじゃないかい……!?」

   「那是不是很不妙……！？」

   「絵美、後ろに隠れていろ！」

   「绘美，躲到后面去！」

   絵美を守るように、ベルトールが絵美の前へと出る。

   贝尔多尔为了保护绘美，站到绘美前面。

   遠く離れていても触覚センサが危険を知らせ、肌を焼く程の高熱が火球から発せられている。

   即使离得很远，触觉感应器也告知了危险，火球发出足以烧伤皮肤的高热。

   「私に任せてください！」

   「交给我吧！」

   マトイは即座に《金属総攬》によって空中に展開されている剣二本を一枚の金属板へと変化させ、続いて《黄金変成》を発動し、アダマント57％、オリハルコン42％、その他金属１％の合金へと変成。

   缠立刻将用《金属总揽》在空中展开的两把剑变成一块金属板，接着发动《黄金变成》，变成精金57％、奥里哈钢42％、其他金属1％的合金。

   『灰に帰れ』

   『化为灰烬吧。』

   マトイが新たな武装を創り出すよりも速く、終世魔王の腕の中で火球が弾はじけ、熱波となって発射された。

   在缠创造出新的武装之前，终世魔王手中的火球就先炸开，化为热波发射出来。

   熱波は破滅的な程の熱を伴いながら、終世魔王の周辺から一瞬にして広がる。

   热波伴随着毁灭性的热量，从终世魔王的周围瞬间扩散开来。

   マトイは熱波に飲み込まれる寸前、拳を金属板へと打ち付ける。《神域錬鉄》によって創り出すのは黒金の大盾。

   缠在被热波吞没的前一刻，用拳头敲打金属板。用《神域炼铁》创造出来的是黑金大盾。

   「《グラン・ドラグ》！」

   「《巨龙》！」

   マトイはベルトールと絵美を守るように前に出ながらその大盾を地面に突き刺した。

   缠为了保护贝尔多尔和绘美，将大盾插在地上。

   位置的にシルヴァルドが前に出ている為にカバーできない。

   希瓦尔德的位置在前方，无法掩护他们。

   「《燃えろゴ・アール》！」

   「《燃烧吧》！」

   シルヴァルドが迫りくる熱波に向かって黒炎を吐き出す。

   希瓦尔德朝逼近的热波吐出黑炎。

   魔力と炎をぶつけるシンプルにして強力な竜魔法だ。

   这是魔力与火焰碰撞，简单而强力的龙魔法。

   「なっ……!?」

   「什么……！？」

   だが純粋に放出される魔力量で、竜の黒炎が魔王の赤炎に飲み込まれた。

   但是纯粹以魔力量来说，龙的黑炎被魔王的红炎吞噬了。

   触れれば鉄も気化する程の熱波が黒炎ごとシルヴァルドを燃やし、大盾に迫る。

   一碰就会让铁气化的热波连同黑炎一起燃烧希瓦尔德，逼近大盾。

   それは巨人と英雄の時代の大災害、悪神の炎を防いだと言われる伝説の盾。

   那是传说中挡下巨人与英雄时代的大灾害——恶神之炎的盾。

   背後にいるベルトールと絵美を含め、守護している。

   守护着背后的贝尔多尔和绘美。

   「《聖域サンクチュアリ》！」

   「《圣域》！」

   更にベルトールの魔法が発動した。

   贝尔多尔也发动了魔法。

   「あの男の魔法を使うのは癪しゃくだが……！」

   「虽然用那个男人的魔法很不爽……！」

   苦々しい口調の彼が使ったのは、以前横浜市で勇者グラムが使った防御魔法だ。

   他用的是以前勇者古兰在横滨市使用的防御魔法。

   光の壁がマトイの盾の後ろに二段構えの防御として出現する。

   光之壁出现在缠的盾后方，形成双重防御。

   本来全周に展開される《聖域サンクチュアリ》を壁のように前面に集中させ、横浜市でグラムが使った時よりも更に強固な防御壁としている。

   将本来展开在全方位的《圣域》集中到前方，形成比古兰在横滨市使用时更坚固的防御壁。

   二つの壁が迫りくる炎を、完全にシャットアウトした。

   两道墙壁完全挡住了逼近的火焰。

   「まずい」

   「不妙。」

   しかし──

   但是——

   「効果時間が……！」

   「效果时间……！」

   素材の情報量が圧倒的に足りない為に、特殊な能力を使用せずとも《グラン・ドラグ》が存在できる時間は非常に短い。

   由于素材的资讯量压倒性不足，即使不使用特殊能力，《Grand　Drag》能够存在的期间也非常短暂。

   効果時間が切れ、盾が塵となり、《獄炎ヴァン・ソレージア》が《聖域サンクチュアリ》に襲いかかる。

   效果时间结束，盾化为尘埃，《狱炎》袭向《圣域》。

   「助手君！　割れる！　割れる！」

   「助手！要破了！要破了！」

   圧倒的な熱量の前で、光の壁に罅ひびが走る。

   在压倒性的热量之前，光之壁出现裂痕。

   熱波の勢いは衰えず、罅はどんどんと広がっていく。

   热浪的势头不减，裂痕逐渐扩大。

   「もう一度盾を──」

   「再用一次盾——」

   「間に合わん……！」

   「来不及……！」

   「《吹き飛べヴァ・ロール》！」

   「《吹飞吧》！」

   壁が破壊される直前、不可視の力が横合いから《獄炎ヴァン・ソレージア》を吹き飛ばした。

   在墙壁被破坏的前一刻，不可视的力量从侧面吹飞了《狱炎》。

   「姉上！」

   「姐姐！」

   シルヴァルドの竜魔法だ。

   是希瓦尔德的龙魔法。

   翼は焼け落ち、四肢は炭化しているものの、上半身を優先的に再生して援護したのだ。

   尽管翅膀烧毁，四肢炭化，他还是优先再生上半身进行掩护。

   「すまん再生に時間掛かった。喉が焼けて声でんかった」

   「抱歉，再生花了点时间。喉咙被烧伤，发不出声音。」

   「流石です姉上」

   「不愧是姐姐。」

   「助かりましたシルヴァルド」

   「得救了，希瓦尔德。」

   「ナイスすぎるよシルヴァルド君！」

   「太棒了，希瓦尔德！」

   「えへへ……そう褒めるでない……しかしなんじゃあの炎、儂わしの鱗うろこすり抜けてきたぞ。ヴィルムニルの炎より強いんじゃないかあれ、何度死んだかわからん」

   「欸嘿嘿……别那么夸奖老夫……不过那火焰是怎么回事，竟然穿透老夫的鳞片。那比威尔姆尼尔的火焰还强吧，老夫都不知道死几次了。」

   「姉上の鱗を抜けて殺し切るとは……」

   「竟然能穿透姐姐的鳞片，将你杀死……」

   しかし、とベルトールは続ける。

   「不过——」贝尔多尔接着说。

   「未来の自分とはいえ、自分の魔法をこうまで強力に使われると存外へこむな……！」

   「虽然是未来的自己，看到自己的魔法被用得这么强，还是挺沮丧的……！」

   「あの炎連打されると流石に厄介じゃな。幸い出は遅そうじゃから出される前に潰すしかないか」

   「那个火焰要是连发就麻烦了。幸好他似乎还没准备好，只能在他施放之前打倒他了。」

   「ですね。私も同意見です」

   「是啊，我也这么认为。」

   「何かおかしい……」

   「有点奇怪……」

   揺らめく陽炎かげろうの向こうにいる終世魔王を見ながら、絵え美みは呟つぶやいた。

   看着在摇曳的热浪对面的终世魔王，绘美喃喃自语。

   「どうした、絵美」

   「怎么了，绘美？」

   「助手君、あれは確かに君なのだね？」

   「助手，那确实是你的样子吧？」

   「ああ。言うなれば第二の形態すがただな」

   「是啊。说起来就是第二形态。」

   「何故なぜ、君はあの姿にならないんだ？　それともなれない理由があるのかい？」

   「为什么你不会变成那个样子？还是说有什么不能变成那个样子的理由？」

   「後者だ。余があの姿になるには条件が整っていない」

   「后者。朕要变成那个样子，条件还不齐全。」

   「だよね、そうなった時に新たな疑問が浮上してくる。何故終世魔王はあの形態すがたになれているのか？」

   「我想也是，变成那样时，新的疑问就会浮现。为什么终世魔王能变成那个形态？」

   「……流石だ名探偵。そして余はとんでもない大莫迦ばか者だ、すぐに至るべきだった」

   「……不愧是名侦探。而且朕真是个大蠢蛋，应该马上就能想到的。」

   ベルトールは己の顔を覆うように片手で強く叩いた。

   贝尔多尔用一只手用力拍打自己的脸。

   「余があの姿になれば筋力、技量、知力……ゲーム的表現をするならばステータスが飛躍的に上昇する。あれにも対抗できよう。しかし余があの姿になるには条件が二つある」

   「朕变成那个样子的话，力量、技巧、智力……用游戏的表现来说，就是能力值会飞跃性地提升。应该也能对抗那个。但是朕要变成那个样子，有两个条件。」

   それは。

   那就是——

   「霊素エーテル濃度と信仰力だ」

   「灵素浓度和信仰力。」

   ベルトールは、終世魔王の出方を窺うかがい、観察しながら続ける。

   贝尔多尔观察着终世魔王的动向，继续说：

   「どちらもあの形態へ移行、維持する為に必要なもの。だがここは地下魔王城の形を模しているとはいえ、霊素エーテル濃度は通常の空間と同等、特別濃いとは言えない。仮に霊素エーテル濃度関係なく形態変化する術すべを五十年の間に編み出していたとして、それでも信仰力が不要になるとは考えにくい」

   「两者都是为了转移到那个形态，维持那个形态所必须的。但是这里虽然模拟了地下魔王城的形态，灵素浓度却和普通空间相同，不能说特别高。就算他在这五十年间创造了与灵素浓度无关的形态变化术，也很难想象不需要信仰力」

   「……信仰力がベルトールという存在を確立させる為ためのファクターなのか」

   「……信仰力是确立贝尔多尔这个存在的因素吗」

   「左様。余は死後転生の魔法、《転輪の法メテノエル》習得によって魂の階位が変わった結果、信仰力の影響を強く受ける事となり、正と負の信仰力なくして力を得られなくなった。以前マトイが話していたが、五十年後の総人口は約百万、その全てが常に信仰を向けていてもこれだけ長時間の顕現を維持する事は不可能だ」

   「正是。余由于习得了死后转生的魔法《转轮之法》，灵魂的位阶发生了变化，结果受到了信仰力的强烈影响，没有正负信仰力就无法获得力量。以前缠说过，五十年后的总人口约一百万，就算所有人都经常向余献上信仰，也不可能维持这么长时间的显现」

   「今現在の信仰力はどうなっているのか？　という疑問もあるね。話を聞く限り未来の信仰力が現在にも繫つながっていた場合でも、現在の助手君と信仰力を共有していた場合でも、どちらにせよあの形態を顕現できないように思えるね」

   「现在信仰力怎么样了？也有这个疑问呢。听你这么说，不管是未来的信仰力延续到了现在，还是现在和助手君共享信仰力，不管怎样，都无法显现那个形态」

   「左様。あれは高い信仰力と膨大な霊素エーテルで根源的恐怖を纏まとった姿。信仰力と霊素エーテル、どちらが欠けても維持する事はできん」

   「正是。那是以高信仰力和庞大灵素缠绕着根源性恐怖的姿态。信仰力和灵素，缺少任何一方都无法维持」

   「恐怖を、纏う……」

   「缠绕着，恐怖……」

   「それにあの状態で使用可能な無宣言法を始めとした各種能力を使っていない等不可解な事が多すぎる。あるいは、使っていないのではなく使えないのかまではわからんがな」

   「而且，他没有使用在那个状态下能够使用的无宣言法等各种能力，这种无法理解的事情太多了。又或者，不是没有使用而是无法使用，这就不知道了。」

   そう、と一拍置いてからベルトールは続ける。

   「正是。」贝尔多尔停顿一下后继续说：

   「あれは存在自体が矛盾しているのだ」

   「那个存在本身是矛盾的。」

   「矛盾、ですか」

   「矛盾吗？」

   と呼応するのはマトイだ。

   呼应他的是缠。

   「確かに、時空魔導学の理論が正しいと仮定すれば、ベルトールと終世魔王の存在が両立している事自体がそもそも矛盾しています。ならあれは──」

   「的确，假设时空魔导学的理论正确，贝尔多尔和终世魔王的存在能够并存这件事本身，就是矛盾。那么那个是——」

   そこで終世魔王が動きを見せた。

   这时，终世魔王有了动作。

   「考えている時間は与えてくれないようじゃな」

   「看来他不会给我们思考的时间。」

   そう言ってシルヴァルドは大きく一歩前に出る。

   希瓦尔德说完，往前大大地踏出一步。

   「下がっておれお主ら」

   「你们退下。」

   シルヴァルドは両足を大きく開け、地面に手を付いた四足獣の姿勢を取り、尾を立てて翼を広げた。

   希瓦尔德大大地张开双脚，摆出四肢着地的姿势，竖起尾巴，张开翅膀。

   「小回りが効く身体じゃ埒らちが明かん、一気に踏み潰す！」

   「身体太灵活了，这样下去没完没了，一口气踩扁他！」

   そう言って、シルヴァルドは魔力を解き放つ。

   希瓦尔德说完，解放魔力。

   シルヴァルドは元々巨大な竜であり、竜化ドラゴンシフトならぬ《人化》の魔法──尤もっとも、魔法の仕組みは彼女自身もよくわかっていないが──で人間の姿になっているのである。

   希瓦尔德原本就是巨大的龙，是用《人化》魔法——虽然她自己也不太清楚魔法的原理——变成人类的。

   いくら魔法が霊素エーテルを操り物理法則を書き換えられるとしても、結局の所質量とは強さであるというプリミティブな方程式は生なま半なかに覆くつがえらない。

   就算魔法能够操纵灵素改写物理法则，质量等于强度的原始方程式，终究不是能够轻易颠覆的。

   竜の姿に戻る事で小回りが効かなくなるという欠点はあるものの、竜の巨体を抑えているリソースを他に回せるという事に加え、質量とリーチの圧倒的増加が戦闘に与える影響というのは甚だ大きい。

   虽然恢复龙形有动作变得迟钝的缺点，但能够将抑制龙形巨躯的资源挪用到其他地方，再加上质量与攻击范围的压倒性增加，对战斗造成的影响非常大。

   シルヴァルドが己に掛かっている人化を解いた。

   希瓦尔德解除了施加在自己身上的《人化》。

   『──ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

   『——吼啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！』

   爆発的な体積と質量が増加、蒸気のような霊素エーテルを纏いながら巨竜の姿に戻ったシルヴァルドが、大きく翼と顎を広げて終世魔王を食い殺しにかかる。

   爆炸性地增加体积与质量，缠绕着蒸气般的灵素恢复巨龙姿态的希瓦尔德，大大地张开翅膀与下颚，要将终世魔王一口咬死。

   その牙が、終世魔王に掛かるよりも先に──

   就在他的牙齿咬到终世魔王之前——

   


   『自ら的を広げるとは、愚かな』

   『竟然自己张开嘴，真是愚蠢。』

   


   ──終世魔王が魔法を発動した。

   ——终世魔王发动了魔法。

   『《封杭アゼルダ》』

   『《封杭》。』

   巨竜の眼前に、一本の長大な黒い杭くいが出現した。

   巨龙眼前出现一根又长又大的黑色桩子。

   杭はシルヴァルドの上顎から入り下顎を貫通し、魔王城の床へと繫ぎ止とめる。〝己を害するものを弾く〟鱗すら貫通するのは、終世魔王の規格外な魔力放出量故である。

   桩子从希瓦尔德的上颚进入，贯穿下颚，固定在魔王城的地板。连『弹开危害自己的东西』的鳞片都能贯穿，是因为终世魔王的魔力释放量超乎常理。

   『ガッ……！』

   『嘎……！』

   一本だけではない、無数の杭がシルヴァルドの翼や腕、巨体の全身を貫き、その動きを完全に封じた。

   不只一根，无数的桩子贯穿希瓦尔德的翅膀、手臂、巨躯全身，完全封住他的动作。

   『さて、まずは目め障ざわりな羽虫から潰すとするか』

   『好了，先从碍眼的飞虫开始碾碎吧。』

   終世魔王の巨体が霞かすみのようにかき消えた。

   终世魔王的巨体如雾霭般消失。

   「上です！」

   「上面！」

   マトイのセンサにはその動きが見えていた。

   缠的感应器看见了那个动作。

   終世魔王の身体からだが揺らぎ、瞬時に空中へと移動していたのだ。

   终世魔王的身体摇晃，瞬间移动到空中。

   「あれは、飛び陽炎かげろうか……！」

   「那是，飞翔阳炎吗……！」

   ベルトールがその技の名を叫ぶ。

   贝尔多尔喊出那个招式的名称。

   終世魔王が翔とんだ先は、絵美の頭上。

   终世魔王飞往绘美的头上。

   「《アルデバルド》！」

   「《北落师门》！」

   終世魔王と絵美の間に割り込んだマトイが創り出すのは不死殺しにして竜殺しドラゴンスレイヤーの赤剣。

   缠介入终世魔王和绘美之间，创造出不死杀手兼屠龙赤剑。

   終世魔王の腕を斬り飛ばすが、それでも止まる事はない。

   虽然斩断了终世魔王的手臂，但魔王并没有停下。

   《アルデバルド》にも当然不死の再生を阻害する能力が備わっている。にも拘かかわらずすぐに腕が再生する。

   《北落师门》当然也具备阻碍不死再生的能力，但手臂还是立刻再生了。

   『邪魔だ』

   『碍事。』

   腕を払う動作。

   手臂一挥。

   それにより魔力が放出された。

   魔力随之释放。

   何の魔法でもなく、圧縮されてもいない単なる魔力放出。

   不是任何魔法，只是单纯释放出没有经过压缩的魔力。

   それだけでマトイの身体は大きく吹き飛んだ。

   光是这样，就将缠的身体远远弹飞。

   終世魔王が黒の大剣を振り下ろした。

   终世魔王挥下黑色大剑。

   「絵美！」

   「绘美！」

   吹き飛ばされながら、マトイが叫ぶ。

   被弹飞的缠大喊。

   「ぃやらせるか！」

   「休想得逞！」

   少女の姿に戻った事で拘束から解き放たれたシルヴァルドが、横合いから終世魔王に襲いかかる。

   恢复少女姿态而从束缚中解放的希瓦尔德，从旁袭向终世魔王。

   「ちぇりあッッ！」

   「喝啊！」

   シルヴァルドの蹴りが終世魔王の腕を捉え、へし折り、吹き飛ばす。

   希瓦尔德的踢击命中终世魔王的手臂，将其折断、弹飞。

   終世魔王の返り血がシルヴァルドに掛かり、血は皮膚から彼女の体内へと入り込み、血管が浮かび上がる。

   终世魔王的血溅到希瓦尔德身上，血液从皮肤进入体内，血管浮现。

   「なっ……」

   「什么……」

   『《血をブラッド爆弾に・トゥ・ボム》』

   『《以血为炸弹》。』

   霊素エーテルが導火線の役割を果たし、シルヴァルドの体内に侵入した終世魔王の血液が着火、燃焼、激しい爆発を引き起こして、内側から膨れ上がりその肉体を粉々に砕いた。

   灵素发挥导火线的作用，侵入希瓦尔德体内的终世魔王的血液着火、燃烧，引发剧烈爆炸，从内侧膨胀，将肉体炸得粉碎。

   シルヴァルドが再生しながら自らの血煙から飛び出してくる。

   希瓦尔德一边再生，一边从自己的血烟中跳出来。

   「この前高たか橋はしから見せてもらったアニメで主人公の友人が内側から破裂するシーンがあったが、まさか儂がそれになるとは……」

   「之前高桥给我看的动画中，主角的朋友有从内侧破裂的场面，没想到老夫会变成那样……」

   「見事です。素晴らしいアシストでした、シルヴァルド。あれがなければ絵美がやられていたでしょう」

   「漂亮。真是精彩的助攻，希瓦尔德。要是没有你，绘美早就被干掉了。」

   「敵は強大。とはいえ、付け入る隙は必ずあるはずだ」

   「敌人强大。话虽如此，肯定有可乘之机。」

   シルヴァルドが前衛を張り。

   希瓦尔德担任前锋。

   ベルトールが補助し。

   贝尔多尔辅助。

   マトイが仕掛ける。

   缠发动攻势。

   個々の能力は言わずもがなだ。

   个别的能力自不用说。

   即席のパーティではあるものの、連携も申し分ない。

   虽然是临时组成的队伍，但合作无间。

   相手の苛烈な攻撃は凌しのぎ、こちらの攻撃を当てるという事に成功していた。

   他们撑过对手的猛烈攻击，成功让自己的攻击命中。

   結果だけ見れば、この戦法は実に効果的に機能していると言えよう。

   只看结果的话，这个战法可以说非常有效。

   唯ただ一ひとつ──終世魔王を倒しきれないという点を除けば。

   唯一的问题——就是无法彻底打倒终世魔王。

   終世魔王から距離を取ったシルヴァルドが苦々しい口調で言う。

   希瓦尔德和终世魔王拉开距离，语气苦涩地说：

   「なんぼなんでもおかしいじゃろ……！　マトイ、ちゃんと不死殺しの武器は機能しとるんじゃよな」

   「再怎么说也太奇怪了吧……！缠，弑死的武器有确实发挥效果吧？」

   「している……はずなんですけどね」

   「应该……有生效才对。」

   「マトイがそう言うなら間違いないんじゃろうが……それにしてもなんなんじゃまじで未来のベルトール。不死の力がいくらなんでもちょっと常識はずれすぎじゃろ」

   「既然缠这么说，那肯定没错……不过，未来的贝尔多尔，你到底是怎么回事啊？不死之力再怎么说也太超乎常识了吧。」

   「反省です……私、かなり自信なくなってきちゃいました」

   「反省……我越来越没自信了。」

   「其方そなたの責任ではない。余の《ベルナル・ディル》も何度か当てているが、あまり効いているようには見えないな……」

   「这不是你的责任。余的《贝尔纳尔・迪尔》也命中了他好几次，但看起来没什么效果……」

   四分割された終世魔王の身体が闇色の炎に包まれ、元の姿へと戻る。

   被四分五裂的终世魔王的身体被暗色的火焰包裹，恢复了原状。

   魔王と黒こく竜りゅう侯こう、そして未来の《勇者》。

   魔王、黑龙侯以及未来的《勇者》。

   いくつもの修羅場を潜った彼らをして、勝利という一粒の砂を砂漠の中で探すかの如ごとき不毛さを感じ始めていた。

   他们经历过无数的修罗场，如今却开始感受到，这场战斗就像在沙漠中寻找一粒沙子一样毫无意义。

   手応えがないというのは、彼らの肉体以上に精神を疲弊させていた。

   没有手感，比肉体更让他们的精神疲惫。

   このままではジリ貧だというのは、火を見るよりも明らかであった。

   再这样下去，情况只会越来越糟，这是显而易见的事实。

   


   ──勝てないかもしれない。

   ——或许赢不了。

   


   言葉には決して出さないが、だがそんな想おもいが仄ほのかに芽生えだしていた。

   虽然他们绝不会说出口，但这样的想法已经隐约在他们心中萌芽。

   『もう互いの力量差は理解しただろう？』

   『你们已经理解彼此的力量差距了吧？』

   終世魔王が言う。

   终世魔王说。

   竜の頭蓋が、不気味に笑っているようにも思えた。

   龙的头盖骨，看起来像是在诡异地笑着。

   『諦めよ。貴様らはよくやった。蟻ありが竜に挑み、勝てると思う者は誰もいないのだからな。我は何度でも、其方そなたらを討ち滅ぼそう』

   『放弃吧。你们已经做得很好了。毕竟没有人认为蚂蚁挑战龙会赢。我会一次又一次地消灭你们。』

   「あんにゃろ本物の竜相手に舐なめた口くち利ききすぎじゃ……」

   「那家伙面对真正的龙，未免太狂妄了……」

   忌いま々いましげにシルヴァルドは吐き捨てる。

   希瓦尔德忿忿不平地咒骂。

   『無謀でこそあれ、その勇気は讃たたえられるものだ。仮令たとえ蛮勇であろうともな』

   『虽然鲁莽，但那份勇气值得赞赏。即使那是匹夫之勇。』

   「いや、まだだよみんな」

   「不，还没结束。」

   終世魔王の言葉を遮る声があった。

   一道声音打断终世魔王的话。

   「もしかしたらわずかにも勝てないと思っているかもしれない。でもそんな事はない」

   「你们或许觉得胜算微乎其微，但没这回事。」

   そう断言するのは絵え美みだ。

   如此断言的是绘美。

   「若干だが、終世魔王の纏まとう魔力に翳かげりが視みえる。効いてないわけじゃない。確実にダメージは蓄積している。絶対の存在なんて絶対に存在しない、それは君達が一番よく理解している事だろう」

   「虽然只有一点点，但我看见终世魔王身上的魔力出现阴影。你们的攻击并非无效，确实累积了伤害。绝对的存在绝对不存在，你们应该最清楚这一点。」

   戦えないのに何を無責任な事を。

   明明无法战斗，讲这什么不负责任的话。

   そんな事を思う者は、この中には誰もいなかった。

   在场没有人这么想。

   「解決策は必ずある。だからみんな……頑張ってくれ」

   「一定有解决方法。所以……大家加油。」

   絵美の言葉に、ベルトールとシルヴァルド、そしてマトイが力強く頷うなずいた。

   贝尔多尔、希瓦尔德和缠用力点头回应绘美的话。

   「名演説だな、其方そなたの新しい才能を垣かい間ま見みれた」

   「真是精彩的演说，让我窥见了你新的才能。」

   彼女の言葉は、確実に三人を奮い立たせていた。

   她的话确实鼓舞了三人。

   


   そして、その時は訪れた。

   然后，那一刻终于到来。

   


   幾度目かの攻防が続いた。

   攻防持续了数次。

   効果がないと思われていた三人の攻撃で、遂ついに終世魔王に変化が起きた。

   原本以为无效的三人攻击，终于让终世魔王出现变化。

   終世魔王の纏う魔力に、はっきりと感じ取れる程の揺らぎが生じたのだ。

   终世魔王身上的魔力产生明显的动摇。

   それは、終世魔王に攻撃が通用している事の証明。

   证明攻击对终世魔王有效。

   勝利の可能性が提示されたのだ。

   胜利的可能性出现了。

   ──その代償として、終世魔王の指先から放たれた黒い閃せん光こうによって、マトイの右半身が消し飛ばされていなければの話だが。

   ——前提是，终世魔王的指尖射出的黑色闪光没有炸飞缠的右半身。

   


   「──！」

   「——！」

   ホワイトアウトした視覚が徐々にもとに戻る。

   一片空白的视觉逐渐恢复。

   「──い！」

   「——！」

   ノイズまみれの聴覚センサが徐々に回復してくる。

   充满噪声的听觉感应器逐渐恢复。

   マトイは、自身の置かれた状況を、仰向けになり、玉座の間の天井を眺めながら、鳴り響くレッドアラートを聞いて理解した。

   缠仰躺在地上，望着王座大厅的天花板，听着响个不停的红色警报声，理解自己身处的状况。

   『ダメージ甚じん大だい』

   『损伤严重。』

   『右腕部消失、再生不能』

   『右臂消失，无法再生。』

   『左さ眼がんセンサ破損、再生不能』

   『左眼感应器破损，无法再生。』

   『魔力漏出甚大』

   『魔力严重外泄。』

   『戦闘続行不能』

   『无法继续战斗。』

   『機能停止まで残り１０９秒』

   『距离机能停止还剩109秒。』

   マトイの視界内で、レッドアラートメッセージが続々とポップアップしている。

   红色警报信息在缠的视野内接连跳出。

   部位破損によって漏出していく魔力が、生成魔力を上回っていた。

   因为部位破损而外泄的魔力，超过机体生成的魔力。

   そしてそれまで消費した魔力の多さもあって、再生もままならない。

   再加上至今消耗的魔力过多，导致无法顺利再生。

   （っ……）

   （……）

   悪態を吐つく余力すら惜しい。

   连咒骂的余力都没有。

   機体への深刻なダメージ。

   机体受到严重损伤。

   残存魔力も尽きかけている。

   残存魔力也即将耗尽。

   「マトイ！」

   「缠！」

   ひび割れた視界に映るのは、マトイを抱きかかえる絵美の姿。

   在破碎的视野中，映照出绘美抱着缠的身影。

   涙を流しながら、必死にマトイの名を呼んでいる。

   她流着眼泪，拼命呼喊缠的名字。

   「絵美……状況を……」

   「绘美……告诉我状况……」

   「マトイ！　大丈夫かい!?動けるかい!?」

   「缠！你还好吗！？还能动吗！？」

   「否定です、難しいと分析できます」

   「否定，分析难以行动。」

   聴覚センサが戦闘の音を拾う。

   听觉感应器捕捉到战斗的声音。

   音の発生源では、ベルトールとシルヴァルドが終世魔王との死闘を繰り広げている。

   声音的来源，贝尔多尔和希瓦尔德正在与终世魔王展开死斗。

   マトイが脱落した事で、戦線の維持が非常に厳しくなっているのは明らかだ。

   缠的脱离，明显让战线的维持变得非常困难。

   それでもまだ保もっているのは、終世魔王の力が削られてきている証左でもあった。

   即便如此，战线还能维持住，也证明了终世魔王的力量正在逐渐削弱。

   （いかなきゃ、まだ、戦わなきゃ……）

   （必须去，必须继续战斗……）

   想いとは裏腹に、もうまともに機体は動かない。

   与想法相反，机体已经无法正常行动了。

   「マトイ……」

   「缠……」

   絵美が、マトイの篭手を握る。

   绘美握住缠的护手。

   篭手越しに、マトイは絵美の手を握り返す。

   缠隔着护手，回握住绘美的手。

   「ここで負けたら……意味がないのです。私が来た、意味が……」

   「要是在这里输掉……就没有意义了。我来到这里的，意义……」

   絵美がマトイの手を握る力が、強くなる。

   绘美握住缠的手的力道，变强了。

   「──ごめん」

   「——对不起。」

   そして謝った。

   然后她道歉了。

   涙を流しながら。

   流着泪。

   「ごめんね……」

   「对不起……」

   絵美のその美しい指に、涙が落ちた。

   泪水，滴落在绘美那美丽的手指上。

   既視感。

   既视感。

   それは彼女がこの時代に来る直前に見た光景。

   那是她来到这个时代之前看到的光景。

   マトイは理解した、確信した。

   缠理解了，确信了。

   この女性が、何者なのかと。

   这名女性，究竟是谁。

   同時、何故なぜ彼女の因果干渉値が１００だったのかという疑問にも解が出た。

   同时，为何她的因果干涉值是100的疑问也得到了解答。

   マトイは思う。自分の認識が誤っていたと。

   缠心想，自己的认知是错误的。

   因果干渉値とは、世界を滅ぼす者の値だけに非あらず。世界を滅ぼす未来へ至る因果に干渉する者の値。

   因果干涉值，并非只有毁灭世界之人的数值。而是干涉导致世界毁灭的因果的数值。

   彼女の数値が高いのも当然だ。彼女がいなければ、今の自分がこの過去に来る事もなかったのだから。それが間接的であろうと、彼女は確かに因果に干渉する者だ。

   她的数值高也是当然的。因为如果没有她，自己也不会来到这个过去。即便只是间接的，她也确实是干涉因果之人。

   だって、彼女は──

   因为，她是——

   「謝らないでください、絵美。それでいいのです」

   「请不要道歉，绘美。这样就好了。」

   彼女がここに来た意味。

   她来到这里的意义。

   何故自分がここにいるのか。

   自己为何会在这里。

   「この身を剣として世界を救う。私は……そういうヒトとして、生まれて来たのですから」

   「以己身为剑拯救世界。我……就是为此而生的。」

   誰かに決められた製造理由ではなく。

   不是被谁决定的制造理由。

   誰かに定められた存在理由ではなく。

   不是被谁决定的存在理由。

   自分で決定した、生存理由であると。

   而是自己决定的生存理由。

   このヒトを、このヒトの未来を、守る為ためなのだと。

   为了保护这个人，保护这个人的未来。

   「マトイ……」

   「缠……」

   それに、と言ってマトイは身を起こす。

   「而且——」缠说着，撑起身体。

   ゆっくりと、だが確実に。

   缓慢地，但确实地。

   「まだ……」

   「还有……」

   まだできる事はある。

   还有能做的事。

   まだやれる事はある。

   还有能做的事。

   「……私達の、未来のために」

   「……为了我们的未来。」

   死んでいる場合ではない。

   现在不是死的时候。

   死んでも役に立てと己を奮い立たせる。

   缠激励自己，就算死了也要派上用场。

   身体からだを少し動かす度に、魔力供給がされない生体金属フレームの末端が枯れ葉のようにボロボロと崩れていき、破壊された部位から液体霊素エーテルが溢あふれる。

   每次稍微动一下身体，没有魔力供给的生体金属框架末端就会像枯叶般逐渐崩落，液体灵素从被破坏的部位溢出。

   この機体からだではもう戦えないけれど。

   这架机体已经无法战斗了。

   この身体を使って戦う事はまだ、できる。

   但是，还能用这个身体战斗。

   「待って、何をするつもりなんだ」

   「等一下，你打算做什么？」

   絵美がマトイの篭手に縋すがりつくように、包むように握りしめる。

   绘美紧抓着缠的护手，包覆般地握紧。

   「今から私は、最強の武器を造ります。しかしそれは、並大抵の情報量の素材では十分な力を発揮できません」

   「我现在要打造最强的武器。但是，若没有拥有庞大情报量的素材，就无法发挥足够的力量。」

   「そんな武器になるような素材なんて……いや、それって……まさか」

   「哪里有能成为武器的素材……不，难道……」

   「はい。素材はここにあります」

   「是的，素材就在这里。」

   マトイの言葉の意図を察し、絵美の顔が青ざめる。

   察觉到缠的意图，绘美的脸色发青。

   「だめだ、そんなのは……何か、別の方法が……」

   「不行，怎么可以……应该有其他方法……」

   「ありません。これしかないんです。いえ、本当なら初めからこうしておくべきでした。私は希望に縋ってしまった。平和になった未来に帰る希望に、あるいは皆さんと一緒にこの世界で生きていく希望に」

   「没有，只有这个方法。不，其实我应该一开始就该这么做的。我太依赖希望了。依赖着能回到和平未来的希望，或是和大家一起在这个世界活下去的希望。」

   マトイの言葉を聞いた絵美はポロポロと大粒の涙を零こぼし、子供のように泣きじゃくる。

   听到缠的话，绘美扑簌簌地流下大颗泪珠，像个孩子般哭了起来。

   彼女は知っている。

   她知道。

   彼女は年齢の割に子供っぽい所がある事を。

   知道她虽然年纪大，却有些孩子气。

   「質問です。絵美が泣く合理的な理由がわかりません」

   「提问。我不明白绘美哭泣的合理理由。」

   「友達が命を捨てようとしてるのに……涙を流さない事があるかい……」

   「朋友正打算舍弃性命……怎么可能不流泪……」

   「──否定です。涙は不要と分析できます、絵美」

   「——否定。可以分析出不需要流泪，绘美。」

   マトイは、絵美の言葉を否定する。

   缠否定绘美的话。

   記憶領域にデータがあった。このようなやり取りをやった事があると。

   记忆领域里有资料。她曾经有过这样的对话。

   これはやり直しだ。

   这是重来。

   二度とそんな機会はないと思っていた、ありえないはずのやり直し。

   原本以为不会再有这种机会，不可能重来的对话。

   だから今度はきっと、上手うまく言葉にできる。

   所以这次一定能好好说出口。

   「私は、幸せです」

   「我很幸福。」

   もう優しく握り返せないけれど、心はきっと通じているから。

   虽然已经无法温柔地回握，但心意一定相通。

   「存在意義を立証する前に機能停止した姉様もいました。何も為なせなかったと失意ので中亡なくなったヒトもいます。博士ドクによって造られ、姉様達や他の仲間と戦い、そして今私は、ベルトールと、シルヴァルドと、そして絵美、貴方あなたと共に戦っている。私の存在意義を立証できるのです、それより幸せな事がございましょうか」

   「有姐姐在证明存在意义之前就停止机能。也有什么都没能达成就失意而死的人。我被博士制造出来，和姐姐们及其他同伴战斗，然后现在和贝尔多尔、希瓦尔德，以及绘美你一起战斗。我能够证明自己的存在意义，还有比这更幸福的事吗？」

   そう言って、マトイは笑った。

   缠说完，笑了。

   今度はきっと上手く言葉を伝えられたと、そう分析して。

   这次一定能够顺利传达话语，她如此分析。

   「私という《勇者》の信じる正義、それを全うできるのですから。泣かないでください」

   「因为我能够实现我这个《勇者》所相信的正义。请不要哭。」

   「……わかった」

   「……我知道了。」

   これは、消費魔力の多さ故に温存していたとっておき。

   这是由于消耗魔力过多而保留至今的压箱宝。

   


   ──自分は一振りの剣である。

   ——自己是一把剑。

   


   一本の槍やりである。

   一把长枪。

   一条の矢。

   一支箭。

   一発の弾丸。

   一发子弹。

   竜の牙、獣の爪。

   龙牙、兽爪。

   そういうモノだとマトイは自分を定義付けていた。

   缠如此定义自己。

   だけど、今はそういうモノではなく──一つの命として、戦いたい。

   但是，现在她想以一个生命的身份战斗，而不是那些东西。

   ヒトであって欲しいという、非合理を望む創造主の願いを擲なげうってでも、彼女は自身の使命を全うするのだ。

   即使要抛弃创造主希望她成为人类的不合理愿望，她也要达成自己的使命。

   その精神性そのものが、彼女が機械と魔法によって作られた存在を超越したのだという事に、彼女自身が辿たどり着つく事はないとしても。

   她本身不会察觉到，这种精神本身，让她超越了由机械与魔法所制造出来的存在。

   『機能停止まで残り10秒』

   『距离机能停止还有10秒』

   終しゅう焉えんへのカウントダウン。

   迈向终结的倒计时。

   彼女は涙を流さない、機械の身体に涙は存在しない。

   她不会流泪，机械的身体里不存在眼泪。

   だから目の端から溢れるこれは、ただの視覚素子レンズの洗浄液なのだ。

   所以从眼角溢出的，只是视觉元件的清洗液。

   「行って参ります、絵え美み」

   「我走了，绘美」

   「行ってらっしゃい、マトイ」

   「一路顺风，缠」

   マトイは頷うなずき、最後にこう告げた。

   缠点点头，最后如此说道。

   


   「──カワイイ私を生んでくれて、ありがとうございます」

   「——谢谢你生下了可爱的我」

   


   最高にカワイイ自分を誇示するように、横向きピースのポーズをキメて。

   她摆出一个侧着比V的手势，仿佛在夸耀自己最可爱的模样。

   だって彼女は──未来でマトイを生み出した、創造主おかあさんなのだから。

   因为——她是在未来生下缠的创造主。

   


   ◆

   ◆

   


   「ベルトール君！」

   「贝尔多尔！」

   悲痛なまでの絵美の叫びがベルトールの耳を打った。

   绘美悲痛的叫喊声传入贝尔多尔的耳中。

   泣き腫らし、だがもう涙を流さぬと決めた女の呼び声に振り向いた。

   他转头看向哭肿了眼睛，但已经决定不再流泪的女人。

   そしてベルトールは〝それ〟を見た。

   然后，贝尔多尔看到了“那个”。

   〝それ〟は地面に突き刺さっており、基底状態になっており、赤しゃく銅どう色の篭手が〝それ〟の柄を握っている。

   “那个”插在地上，处于基底状态，赤铜色的护手握着“那个”的柄。

   それで、全てを理解した。

   贝尔多尔因此理解了一切。

   「見せてもらったぞ、マトイ。魂の矜きょう持じと、命の輝きを……！」

   「我见识到了，缠。你灵魂的矜持，以及生命的光辉……！」

   ベルトールは告げる。

   贝尔多尔宣告。

   「認めよう」

   「我承认」

   一人の魔王として、その存在に敬意を表して。

   作为一位魔王，向其存在表示敬意。

   


   「貴様もまた──本物の勇者である」

   「你也是——真正的勇者」

   


   魔王は、赤銅色の篭手に手を差し込み、〝それ〟を引き抜いた。

   魔王将手伸进赤铜色的护手，拔出“那个”。

   


   ◆

   ◆

   


   勝負の天てん秤びんは終世魔王に傾いていた。

   胜负的天平倾向了终世魔王。

   唯一己を斃たおせる可能性のある《勇者》は倒した。

   唯一有可能击败自己的《勇者》已经倒下。

   残るは二人。

   还剩两人。

   裏切り者の黒こく竜りゅう侯こうと、■■だけだ。

   叛徒黑龙侯，以及■■。

   そこで終世魔王は見た。

   这时，终世魔王看到了。

   ■■が迫るのを。

   ■■逼近了。

   今までと相違する点があった。

   与之前不同的是。

   右腕にある黒の魔剣、これは先程と変わらない。

   右手的黑魔剑，与之前并无二致。

   ■■は銀の光を携えていた。

   ■■带着银色的光芒。

   その左腕には赤銅色の篭手、《グラガラッド》。

   左臂的赤铜色护手，《格拉葛拉德》。

   そして篭手には銀の聖剣が握られている。

   护手握着银色的圣剑。

   沈まず、翳かげらぬ銀の太陽。

   不沉，不暗的银色太阳。

   終世魔王は知っている。〝それ〟の名を。

   终世魔王知道，「那个」的名字。

   


   「──《イクサソルデ》」

   「——《伊古扎索德》」

   


   真なる勇者のみが持つとされる聖剣を、魔王ベルトールという対極の存在が握っていた。

   只有真正的勇者才能持有的圣剑，被贝尔多尔这个与之对立的存在握在手中。

   ■■が言う。

   ■■说道。

   「終わりにするぞ、終世魔王」

   「结束了，终世魔王」

   


   ──黒い風が吹いた。

   ——黑风呼啸。

   ベルトールは行く。

   贝尔多尔前行。

   右手には黒の魔剣、魂こん魄ぱく兵装《ベルナル》。

   右手黑魔剑，魂魄兵装《贝鲁纳尔》。

   左手には赤銅色の篭手、伝承執行兵装《グラガラッド》。

   左手赤铜色护手，传承执行兵装《格拉葛拉德》。

   そして錆さび一つない銀無む垢くの聖剣、伝承兵装《イクサソルデ》。

   以及无一丝锈迹的银色圣剑，传承兵装《伊古扎索德》。

   『何故なぜだ……』

   『为什么……』

   終世魔王が叫ぶ。

   终世魔王叫道。

   『何故貴様がそれを持っている！』

   『为什么你拿着那个！』

   剣が使い手たるヒトを選ぶ、それこそが聖剣たる条件である。

   剑会选择使用者，这是成为圣剑的条件。

   ヒトが、使う剣を選ぶのではない。

   人，不能选择使用的剑。

   そんな不遜を、その聖剣は決して許さない。

   这把圣剑，绝不会允许这种傲慢。

   伝説に曰いわく。

   传说中。

   聖剣《イクサソルデ》は真の勇者のみがその剣を抜けるという。

   圣剑《伊古扎索德》只有真正的勇者才能拔出。

   その条件はベルトールには合致しない。

   这个条件与贝尔多尔不一致。

   曖あい昧まい模も糊こな勇者という概念の定義は聖剣が定めるものであり、勇者グラムを選んだ聖剣は、絶対に魔王ベルトールを使い手に選びはしない。

   模糊不清的勇者概念的定义是由圣剑决定的，选择勇者古兰的圣剑，绝对不会选择魔王贝尔多尔作为使用者。

   しかし、《グラガラッド》。

   但是，《格拉葛拉德》。

   鍛冶神の金かな槌づちを篭手としたその神器の記憶を呼び出して創られた武装は、製作者特権として被造物の持つ使用条件や危険性を無視して自由に扱える。

   以锻造神的铁锤为护手的神器，其记忆被唤醒后创造出来的武装，可以无视被造物的使用条件和危险性，自由使用。

   今現在《グラガラッド》の所有権は、マトイからベルトールへと移譲されていた。

   现在《格拉葛拉德》的所有权，从缠转移到了贝尔多尔身上。

   つまりは──聖剣《イクサソルデ》の無制限使用を意味する。

   也就是说——意味着圣剑《伊古札索德》的无限制使用。

   


   「マトイ、その魂、使わせてもらうぞ！」

   「缠，你的灵魂，我收下了！」

   


   その聖剣の素材はマトイ自身。

   圣剑的素材是缠自身。

   彼女は、膨大な情報量を持つ彼女自身の身体からだを《イクサソルデ》として打ち直したのである。

   她将拥有庞大信息量的自己的身体重新锻造为《伊古札索德》。

   マトイという存在がこの奇跡を引き起こし、滅びの未来を覆くつがえす一手となったのだ。

   缠这个存在引发了这个奇迹，成为了颠覆毁灭未来的关键。

   『《滅閃デル・レイ》！』

   『《灭闪》！』

   終世魔王が十数の閃せん光こうを一本に集約し、極太の光線がベルトールめがけて直進する。

   终世魔王将十几道闪光汇聚成一道，极粗的光线朝着贝尔多尔直冲而去。

   ベルトールが一歩踏み出し、上段から振り下ろす黒の魔剣で閃光を受け流し、下段から掬すくい上あげるような銀の聖剣の一撃で閃光を切り裂き消散させる。

   贝尔多尔向前踏出一步，用从上往下挥舞的黑魔剑格挡开闪光，再用从下往上挑起的银色圣剑一击将闪光斩断，使其消散。

   『《獄炎ヴァン・ソレージア》！』

   『《狱炎》！』

   弾はじけた熱波が、全てを飲み込まんとばかりに襲いかかる。

   迸发的热浪，仿佛要吞噬一切般袭来。

   一歩踏み出し、魔剣の横よこ薙なぎの一いっ閃せんで熱波が弾け、消失する。

   贝尔多尔向前踏出一步，用魔剑横扫，热浪被弹开，消失。

   『《滅星デル・ステル》！』

   『《灭星》！』

   転移門ポータルの連続使用によって加速した巨大な黒い星が放たれる。

   终世魔王连续使用转移门，将加速后的巨大黑星释放出来。

   一歩踏み出し、聖剣によって縦に黒い星が両断され、消滅する。

   贝尔多尔向前踏出一步，用圣剑将黑星纵向斩断，使其消灭。

   《イクサソルデ》の持つ能力、《絶対斬撃》。

   《伊古札索德》所拥有的能力，《绝对斩击》。

   それはあらゆる事象を両断する力。

   那是将一切事物斩断的力量。

   五百年の昔、魔王ベルトールを滅ぼした光である。

   五百年前，毁灭魔王贝尔多尔的光芒。

   《グラガラッド》の能力は素材となった金属の情報量によってその持続時間が決定する。

   《格拉葛拉德》的能力持续时间，取决于作为素材的金属的信息量。

   聖剣《イクサソルデ》も、以前マトイが使った時はただの一振りで消滅していた。

   圣剑《伊古札索德》也是，以前缠使用的时候，仅仅挥舞了一次就消失了。

   だが、現在はマトイという存在を全て費やして得た情報量によって、大幅に持続時間が増加しているのである。

   但是，现在由于将缠这个存在全部消耗掉而得到的信息量，持续时间大幅增加。

   『我は……！』

   『我……！』

   終世魔王が黒の大剣をベルトールに振るう。

   终世魔王将黑色大剑挥向贝尔多尔。

   対し黒の魔剣と銀の聖剣を交差させ、終世魔王の大剣を切り飛ばす。

   贝尔多尔交叉黑色魔剑和银色圣剑，将终世魔王的大剑斩断。

   『我はまだ、滅びるわけにはいかんのだ！　あの方がいない世界になど、未来になど意味はない！　価値はない！　こんな世界、何度でも何度でも無量の彼方かなたにあろうとも、焼き払って灰にしなければならないのに！　それが！　あの方への弔いだというのに！』

   『我，还不能毁灭！没有那位大人的世界，没有未来，没有意义！没有价值！这种世界，不管多少次，不管多少次，哪怕在无量的彼方，都必须烧成灰烬！这明明就是！对那位大人的吊唁！』

   空間に歪ゆがみができ、穴が生まれた。

   空间扭曲，产生了洞。

   空間同士を繫つなげる転移門ポータルだ。

   那是连接空间的转移门。

   門を潜り、終世魔王は距離を取ろうと試みる。

   终世魔王穿过门，试图拉开距离。

   「《吹き飛べヴァ・ロール！》」

   「《吹飞吧！》」

   その身体からだが、吹き飛んだ。

   他的身体被吹飞了。

   『なっ……！』

   『什么……！』

   それは対象の力の向きベクトルを強制的に指定する黒竜の咆ほう哮こう。

   那是强制指定对象力量方向的黑龙咆哮。

   終世魔王と言えど、その咆哮に抗あらがう事はできない。

   即便是终世魔王，也无法抵抗那声咆哮。

   力の向きに飛ばされたのは終世魔王だけではなかった。

   被力量方向吹飞的不只是终世魔王。

   ベルトールもまた、その力の流れに乗って、終世魔王との距離を詰める。

   贝尔多尔也顺着那股力量的流动，拉近与终世魔王的距离。

   空中で体勢を整え、終世魔王に肉薄する。

   他在空中调整姿势，逼近终世魔王。

   『我は、私はああああああああああああああああああああああああ！』

   『我、我是啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！』

   そして、魔王ベルトールはその光の名を叫んだ。

   然后，魔王贝尔多尔喊出了那道光的名字。

   


   「《白天極光アルウィング》！」

   「《白天极光》！」

   


   その一閃を以もって、人類の未来を懸かけた戦いが決着を迎えた。

   那一闪，为赌上人类未来的战斗划下句点。

   雄ゆう渾こんであった。

   雄浑。

   魔王がその手に持つ白銀の剣から放たれた斬撃は、一条の光となって大気を切り、霊素エーテルを裂き、運命を断ち──未来から現れた魔王を斬った。

   魔王手中白银之剑所释放的斩击化为一道光，斩裂大气、撕裂灵素、斩断命运——斩杀了来自未来的魔王。

   終世魔王の巨体が崩れ落ち、地に伏せた。

   终世魔王的巨躯崩落，趴伏在地。

   静寂が、周囲を吞のむ。

   寂静吞没了周围。

   一人の勇者がその命をとして創り上げた白銀の剣がベルトールの手の中で崩れた。

   一名勇者以性命创造的白银之剑在贝尔多尔手中崩解。

   「マトイ……」

   「缠……」

   崩れた剣は銀色の光の粒となり、やがてそれも消えていった。

   崩解的剑化为银色光粒，最后也消失了。

   それは、一人の少女の魂の終わりを意味していた。

   那意味着一名少女的灵魂终结。

   「逝いったか……」

   「走了吗……」

   シルヴァルドはじっと、光の粒を見送っている。

   希瓦尔德目送着光粒离去。

   「はい」

   「是。」

   「武器として生まれ、兵器として殉じ……しかし、奴やつはヒトとして逝ったな」

   「生为武器，死为兵器……但是，她以人类的身份走了。」

   「……はい」

   「……是。」

   ベルトールは深々と頷うなずいた。

   贝尔多尔深深点头。

   確かにマトイの魂を感じていたのだ。

   他确实感受到了缠的灵魂。

   一機のマギノロイドは、一人のヒトとなり、《勇者》ではなく勇者と成ったのだ。

   一架魔导装甲化为一个人，成为真正的勇者，而非《勇者》。

   『まだだ……』

   『还没……』

   終世魔王の声が聞こえた。

   终世魔王的声音传来。

   傷つき、地に伏せても、尚なおもまだ滅びを迎えていない。

   即使伤痕累累，趴伏在地，他仍未迎来毁灭。

   聖剣による斬撃の痕あとは塞がっておらず、しかしまだ起き上がろうとしていた。

   圣剑的斩击痕迹尚未愈合，但他仍试图起身。

   『私はまだ、こんな所で……我は、余は、私は……』

   『我还没……我、吾、我……』

   「……なんじゃこいつ、まだ滅びんのか……」

   「……这家伙还没毁灭吗……」

   「流石さすがに消耗しすぎた……これ以上は……」

   「消耗太大了……没办法再……」
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   「大丈夫だよ二人共」

   「你们两个，没事的。」

   ベルトールより、シルヴァルドより、一歩前に出る者がいた。

   有人从贝尔多尔和希瓦尔德面前走出一步。

   「後は任せて欲しい、ここからは私の仕事だ」

   「之后就交给我吧，接下来是我的工作。」

   絵え美みだ。

   是绘美。

   目はまだ充血し、涙の跡も乾ききっていない。

   她的眼睛依然充血，泪痕也还没干。

   それでも彼女は前に進もうとしていた。

   尽管如此，她仍试图前进。

   「終わらせようか。私達の……推理劇場こたえあわせで」

   「就让我们……在推理剧场落幕吧。」

   言って、彼女は鹿撃ち帽を目ま深ぶかに被かぶった。

   说完，她将猎鹿帽压低。

   「結論から言おう」

   「先说结论吧。」

   倒れ伏した終世魔王を見ながら、絵美は言う。

   绘美看着趴伏在地的终世魔王说道。

   「ここにいるのはベルトール君、君の未来の姿ではない。いや、終世魔王ベルトールという異界を蒐集家コレクターのように纏まとい、ベルトール君の名を騙かたった別人物と言ったほうが正確かな。だから終世魔王の再生力は不死によるものではなく、異界が元に戻ろうとする修正力だ」

   「在这里的贝尔多尔，并不是你未来的模样。不，应该说他就像收藏家一样，搜集了名为终世魔王贝尔多尔的异界，假冒贝尔多尔的名字，这么说比较正确吧。所以终世魔王的再生力并非来自不死，而是异界试图恢复原状的修正力。」

   「……なんだと？」

   「……你说什么？」

   「私はずっと、終世魔王ベルトールは何らかの出来事で煌こう灼しゃく侯こうマキナを失い、その復ふく讐しゅうで定命を滅ぼそうとする未来のベルトール君だと思っていた……だがそうじゃなかった。統合暦２０９９年水精ウンディーネの月31日に滅びたのは煌灼侯マキナじゃなかったんだ」

   「我一直以为，终世魔王贝尔多尔是因为某种原因失去了煌灼侯玛姬娜，为了复仇而试图毁灭定命的未来的贝尔多尔……但其实不是这样。在统合历2099年水精月31日毁灭的，并不是煌灼侯玛姬娜。」

   「滅びたのはマキナじゃない……じゃと？　でもマキナは12ウンディーネの月31日からいなくなっとるんじゃろ？　それって滅びたって話じゃないんか」

   「毁灭的不是玛姬娜……？可是玛姬娜不是在12月31日之后就消失了？那不就是毁灭了吗？」

   シルヴァルドの言葉に、絵美は頷く。

   绘美点头回应希瓦尔德的话。

   「うん。私も今までそう思い込んでた。ベルトール君も指摘していた矛盾、霊素エーテル濃度と信仰力の話。それと時空魔法学的同一存在の矛盾、過去の自分と未来の自分は互いを認識できてないという話だね。五十年後の時空魔法学の理論が正しいか間違っているかは実際にはわからないが、正しいと仮定した時にこれら全ての矛盾が片付く一つの答えがある」

   「嗯，我之前也一直这么认为。贝尔多尔也指出的矛盾，就是灵素浓度和信仰力的问题。还有时空魔法学上的同一存在矛盾，也就是过去的自己和未来的自己无法互相认知的问题。虽然实际上不知道五十年后的时空魔法学理论是正确还是错误，但假设是正确的话，就能解释这一切矛盾的唯一答案。」

   そう言って、指を一本立てた。

   绘美说着，竖起一根手指。

   「それはとても単純だ。五十年後の未来において、既にベルトール君は滅びていて、ここにいる終世魔王ベルトールが全くの別人ならば、同一存在の矛盾は発生しない」

   「答案非常简单。只要五十年后的未来贝尔多尔已经毁灭，而在这里的终世魔王贝尔多尔是另一个人，就不会产生同一存在的矛盾了。」

   「……未来の余ではないのならば、一体誰なのだ、此奴こやつは」

   「……如果不是未来的余，那这家伙到底是谁？」

   「終世魔王ベルトールを名乗り、魔王という恐怖の象徴の異界を纏い、世界を滅ぼす未来を作り出した犯人は──」

   「自称终世魔王贝尔多尔，披着魔王这个恐怖象征的异界，创造出毁灭世界的未来的犯人——」

   絵美は、その名を呼んだ。

   绘美说出了那个名字。

   


   「──煌灼侯マキナ、君だろう」

   「——就是你，煌灼侯玛姬娜。」

   


   終世魔王の外殻が崩れた。

   终世魔王的外壳崩塌了。

   そしてベリベリと剝がれるように、歪み、消えていく。

   然后像剥落一样扭曲、消失。

   それは新宿地下街『塒ねぐら』にあった異界、『ヒト喰くい御ぎょ苑えん』でも見た真相解明による異界の解体反応。

   在新宿地下街“巢”里的异界“食人苑”里，也出现过这种真相被揭开后异界解体的反应。

   そこから出てきたのは、色いろ褪あせた薄紅色の瞳に白い肌、そして──黒炭のように黒く長い髪をした少女であった。

   从那里出现的，是一个有着褪色的淡红色眼睛和白皙的皮肤，以及——像黑炭一样黑色长发的少女。

   その身体は白炭のようにひび割れ、赤い炎が蛇の舌のように揺らいでいる。

   她的身体像白炭一样裂开，红色的火焰像蛇的舌头一样摇曳着。

   「マキナ……？」

   「玛姬娜……？」

   それはベルトールが知る六魔侯の一ひと柱はしら、煌灼侯マキナのカタチに非常によく似ていた。

   那和贝尔多尔所知的六魔侯之一——煌灼侯玛姬娜的外形非常相似。

   「当然この場にいる彼女は、今現在を生きている君達のよく知る煌灼侯マキナとは別の存在だ。ここにいる彼女は、『ベルトール君を失った未来』を辿たどった五十年後の煌灼侯マキナなのだから」

   「当然，现在在这里的她，和你们所熟知的煌灼侯玛姬娜是不同的存在。因为在这里的她，是经历了‘失去贝尔多尔的未来’的五十年后的煌灼侯玛姬娜。」

   「五十年後の……マキナだと……」

   「你说……五十年后的玛姬娜……」

   終世魔王──否いな、五十年後の未来から来た煌灼侯マキナは、ただ口を噤つぐんでいる。

   终世魔王——不，来自五十年后的煌灼侯玛姬娜，只是沉默不语。

   「不滅であるベルトール君に何が起きたかはわからない。だけど彼女は、君を失って定命を滅ぼすという手段を取った。私は彼女には会った事もないし、話した事もない。だが復活するともわからない主を五百年待ち続けた彼女には深い忠心があるというのはわかる」

   「我不知道不灭的贝尔多尔发生了什么事。但她因为失去了你，选择了毁灭定命的手段。我从未见过她，也没和她说过话。但我能理解，她对主人的忠心之深，让她持续等待了五百年，直到主人复活」

   絵美は悲しそうな表情を浮かべる。

   绘美露出了悲伤的表情。

   「きっとベルトール君を想おもう愛が、未来で君を失って人類を滅ぼす怒りに変わってしまったのだと、そう思うんだ」

   「我想，一定是她对贝尔多尔的爱，在未来因为失去了你而变成了毁灭人类的愤怒」

   「マキナ……」

   「玛姬娜……」

   ベルトールは、少女へと近付いてその身体を優しく抱きかかえた。

   贝尔多尔走近少女，温柔地抱住了她。

   ここにいるのはベルトールが死んだ五十年後の未来で、人類廃滅を行った人物。

   在这里的是贝尔多尔死后五十年后的未来，毁灭了人类的人物。

   現在に生きるマキナとは別の存在だ。

   和现在活着的玛姬娜是不同的存在。

   今ここにいるベルトールには関係がない。

   和现在的贝尔多尔没有关系。

   それでも、彼女をこんな姿にしてしまったのは、己のせいだという自責の念が彼の心を貫いていた。

   即便如此，贝尔多尔还是因为自责，认为是自己害她变成了这副模样。

   「私は……」

   「我……」

   掠かすれた声。

   嘶哑的声音。

   「私は……何度も繰り返していました。ヒトの悪意によって消された我が主を弔う為ために……復讐をする為に……人類を鏖おう殺さつし、その魂を焼却する事で時を繰り返し渡り、何度も殺しました……何度も……ただ殺す為に、殺しました」

   「我……重复了无数次。为了吊唁被人类的恶意抹消的吾主……为了复仇……我杀光了人类，焚烧他们的灵魂，重复着时间，杀了无数次……无数次……只是为了杀戮而杀戮」

   燃え尽きる前の蠟ろう燭そくの灯火のような声で、彼女は言った。

   她用燃烧殆尽前的蜡烛灯火般的声音说道。

   「私は全てを消し去りたかった。焼き払いたかった。灰にしたかった。燃やし尽くしたかった。ヒトも、記憶も、この世界の全てを……」

   「我想要消除一切。想要烧光一切。想要化为灰烬。想要燃烧殆尽。人类也好，记忆也好，这个世界的一切也好……」

   「そこまで……」

   「做到这种地步……」

   「ベルトール様のいなくなった世界になど、価値はないのですから……その名すら、全て燃やし尽くしたかった。ベルトール様がいなくなったのは世界のせいなのですから、燃える事が世界の贖あがないで、燃やす事がベルトール様への弔いなんです……」

   「因为贝尔多尔大人不在了的世界，没有任何价值……就连名字，我也想全部烧光。因为贝尔多尔大人不在了是世界的错，燃烧就是世界的赎罪，燃烧就是对贝尔多尔大人的吊唁……」

   呼吸は浅い。

   呼吸很浅。

   身体は罅ひび割われ、末端から灰と崩れていく。

   身体出现裂痕，从末端开始化为灰烬崩塌。

   それは滅び。

   那是毁灭。

   霊的死、不死の〝死〟の概念の現出である。

   灵之死，不死的“死”的概念的显现。

   「ああ、ああ、ベルトール様……私は……もう一度、貴方あなたを一目見たかった……ただそれだけで、よかった」

   「啊啊，啊啊，贝尔多尔大人……我……想再见您一面……只要这样，就够了」

   「余は、ここにいるぞ」

   「余就在这里啊」

   ベルトールの声は、慈いつくしみに溢あふれていた。

   贝尔多尔的声音充满了慈爱。

   「いいえ、いいえ、違います……貴方は、私の愛したベルトール様ではありません。そうであるならば、私が気付かないはずがないのですから。でも、ああ、だけど──」

   「不，不，不对……您不是我爱的贝尔多尔大人。如果是的话，我不可能没注意到。但是，啊啊，但是——」

   力なく、だが優しく、最も早はや光を映さない色褪せた瞳で見据え、彼女は微ほほ笑えんだ。

   她用无力但温柔，已经失去光彩的黯淡眼睛注视着贝尔多尔，微笑着。

   「ありがとうございます。貴方が私を殺してくれて。それだけで──私は救われた」

   「谢谢您。您愿意杀了我。光是这样——我就得救了」

   「誓約を結ぼう、マキナ」

   「玛姬娜，让我们缔结誓约吧。」

   崩れぬよう、慈しむよう、ベルトールは彼女を抱きしめる。

   贝尔多尔慈爱地抱紧她，不让她崩解。

   「余は二度と、そのような悲しみの淵ふちに立たせないと、誰でもない今此処にいる其方そなたに誓おう」

   「余向你发誓，余绝不会再让你陷入那样的悲伤深渊。」

   「嗚呼ああ……」

   「啊啊……」

   マキナは目を伏せ、舞い降りる雪の花のような儚はかなく美しい微笑みを浮かべた。

   玛姬娜垂下眼帘，露出如雪花飘落般虚幻而美丽的微笑。

   


   「よかったぁ──」

   「太好了——」

   


   吐き出したそれは、10の24乗の世界の重みから解放された一人の女の安あん堵どだった。

   她吐出的这句话，是来自一名从十的二十四次方的世界重担中获得解放的女子的安心。

   「ベルトール様……もう一度……貴方に……カレーを作って……あげたかったな──」

   「贝尔多尔大人……我好想……再为您……做一次咖喱——」

   あり得た滅びの未来を作り出した張本人。

   创造出原本可能毁灭的未来的罪魁祸首。

   五十年後の未来、統合暦２１４９年の終世魔王ベルトールと名乗ったマキナ゠ソレージュ。

   五十年后的未来，于统合历2149年自称终世魔王贝尔多尔的玛姬娜・索雷。

   彼女はベルトールの腕の中で、灰となって消えた。

   她在贝尔多尔的怀中化为灰烬，消失无踪。

   「……」

   「……」

   シルヴァルドは何も言わない。

   希瓦尔德不发一语。

   ただ黙って、義弟の背をじっと見ている。

   只是默默地看着义弟的背影。

   「これは……」

   「这是……」

   ベルトールの左腕に装着された《グラガラッド》が白い光の粒となって消えた。

   装在贝尔多尔左臂上的《格拉葛拉德》化为白色光点消失。

   それは《グラガラッド》の能力によって存在が耐えられなくなり、崩壊する反応とは異なる。

   这与《格拉葛拉德》因为无法承受其能力而崩解的反应不同。

   その光を見て、絵美が呟つぶやいた。

   绘美看着那道光，喃喃说道：

   「……未来が変わった事による、矛盾の修正……」

   「……因为未来改变，而修正了矛盾……」

   現在時刻、鷲獅子グリフォンの月４日17時36分。時空枝の分岐が確定する日時。

   现在时间，鹫狮之月4日17点36分。时空枝的分歧确定的日期时间。

   それは、未来が変わった事を意味していた。

   这意味着未来改变了。

   同時に、まるで未来が変わった事がトリガーであったかのように、異界魔王城もまた崩壊していき、元の風景へと還かえっていく。

   同时，仿佛未来改变是触发条件一般，异界魔王城也逐渐崩解，恢复成原本的风景。

   「ごめんね、ベルトール君」

   「对不起，贝尔多尔。」

   「何を謝る」

   「你为何道歉？」

   「君の目的だよ。結局お母さんから《救世教会ギルド》の情報は聞き出せなかったし……」

   「你的目的啊。结果还是没能从你母亲口中问出《救世教会》的情报……」

   「構わん。其方そなたが追い続けていた事件が解決した。それだけでよかろう」

   「无妨。你一直在追查的事件解决了。这样就够了。」

   「……解決、したんだろうか」

   「……真的解决了吗？」

   「したじゃろ」

   「解决了。」

   シルヴァルドが二人の横に並び立つ。

   希瓦尔德站到两人身旁。

   「一人の勇者の魂と、名探偵の推理によって未来は確実に変わった。それが解決でなくてなんだと言うんじゃ」

   「一名勇者的灵魂和名侦探的推理，确实改变了未来。这不叫解决，什么才叫解决？」

   「姉上の言う通りだ」

   「姐姐说得没错。」

   光が差し込む。

   光芒照了进来。

   ２０９９年の新宿市の光が。

   2099年新宿市的光芒。

   


   「滅びの未来など、余が許さん」

   「余不允许毁灭的未来。」

   


   未来が変わった世界へと、三人は回帰する。

   三人回归未来改变的世界。

  

 
  
   


   
    エピローグ　未来への〝未〟帰還

    尾声　归『未』的未来

   

   


   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月某日、某時刻。

   统合历2099年，鹫狮之月某日，某时刻。

   


   「一人の勇者の尽力によって、終世魔王ベルトールこと、あり得た未来に存在した煌こう灼しゃく侯こうマキナは討ち倒され、滅びの未来は回避された」

   「在一名勇者的努力下，终世魔王贝尔多尔，也就是存在于可能未来中的煌灼侯玛姬娜被击败，毁灭的未来得以回避。」

   安楽椅子に座った探偵は、他に誰もいない事務所で滔とう々とうと語る。

   侦探坐在安乐椅上，在没有其他人的事务所里滔滔不绝地说着。

   「全てを知るのは名探偵たるこの私と、助手たる魔王、そして竜の少女だけだ。余人は知る由よしもない。人類の終わりという大事件を解決した事など、世界中から称賛されて然しかるべきだと思うのだけれど、生あい憎にく誰も知らないのだから称賛してくれる者などいようはずもない。無名の英雄なんていうのは、実はありふれているのかもしれないね」

   「知道一切的只有身为名侦探的我、身为助手的魔王，以及龙之少女。外人无从得知。虽然我认为解决人类终结这种重大事件，应该受到全世界的称赞，但很不巧的是没有人知道，所以也不可能有人称赞我。无名英雄这种东西，或许其实随处可见呢。」

   乱雑に書類が散らばっていた机は、今は綺き麗れいに片付いている。

   原本文件散乱的桌子，现在整理得干干净净。

   ズボラな探偵ではあったが、ほんの数日で散らかす程ではない。

   虽然侦探很邋遢，但不会在短短几天内就弄乱。

   せっかく彼と彼女らが掃除してくれたのだから、しばらくは維持しようと心に誓う。

   难得他和她们帮忙打扫，我暗自发誓要维持一段时间。

   尤もっとも、酒の空き瓶は多少増えたがこれは仕方なかった。

   不过，酒瓶多少增加了，这也没办法。

   よくよく考えれば勇者に魔王に黒こく竜りゅう侯こうと随分豪華なメンバーが掃除してくれたものだ。

   仔细想想，勇者、魔王和黑龙侯这种豪华阵容竟然会帮忙打扫。

   「かくして、滅びの未来を巡った大事件は、誰にその結末を知られる事なく幕を閉じた」

   「就这样，围绕着毁灭未来的重大事件，在无人知晓其结局的情况下落幕。」

   しかし、と言って探偵は指を一本立てる。

   「不过——」侦探竖起一根手指。

   「まだ解明されていない謎がある」

   「还有一个尚未解开的谜团」

   『興味深いですね。その解明されていない謎についてお聞かせいただけますか？』

   『真是令人感兴趣呢。能请您告诉我那个尚未解开的谜团吗？』

   少女の声をした機械音声が、事務所に響いた。

   事务所里响起了少女的声音。

   「勿もち論ろんさ、聞いてくれ」

   「当然，你听好了」

   探偵は、声に向かって微笑んだ。

   侦探对着声音的方向微笑。

   まだ解明されていない謎、それは──

   尚未解开的谜团，那就是——

   「お母さんは、何故なぜ終世魔王を召喚したのか」

   「妈妈为什么要召唤终世魔王呢？」

   探偵は電子パイプ煙草たばこを咥くわえた。

   侦探叼起了电子烟斗。

   パイプからは、蒸気が燻くゆっている。

   烟斗里冒出了蒸汽。

   「母、エミリアが魔眼を蒐しゅう集しゅうし、儀式によって終世魔王を未来から喚よび出したのは間違いないだろう。だが何故、そんな事をしたのか？」

   「妈妈艾米莉亚通过搜集魔眼，借由仪式从未来召唤出了终世魔王，这点不会有错。但是，她为什么要这么做呢？」

   『何故なのですか？』

   『为什么呢？』

   「私は本当に、お母さんが真実を言っていて、世界を救う為に魔眼を集め続けていたのではないかと思う。お母さんは私達に終世魔王ベルトールを倒して貰もらう為に終世魔王をこの時代に召喚した……それで滅びを回避して未来を変えるつもりだったんじゃないかな」

   「我真心觉得妈妈说的都是真的，她是为了拯救世界才一直搜集魔眼的。妈妈是为了让我们打倒终世魔王贝尔多尔才把终世魔王召唤到这个时代……她应该是打算借此回避毁灭，改变未来吧」

   その声は微かすかに震えていた。

   他的声音微微颤抖。

   「ここからはお母さんや終世魔王の言葉から組み立てたものに、私の想像を交えた仮説になるから、そのつもりで聞いてくれ」

   「接下来的话，是根据妈妈和终世魔王的话所推导出来的，还加入了我的想象，你就当作是假设来听吧」

   『はい、わかりました』

   『好的，我明白了』

   探偵は呼吸とともに思考を整える。

   侦探调整呼吸，整理思绪。

   「結論から言えば、終世魔王こと、煌灼侯はなんらかの方法で時間を渡り、２０９９年の末から、２１４９年の末を繰り返していたんだと思う。つまりはループだ。お母さんはそのループを阻止する為に、凶行を繰り返し、その結果、鷲獅子グリフォンの月４日というそれまでとズレた時間に終世魔王を召喚した。そう、私達四人が揃そろっている鷲獅子グリフォンの月４日に。未来への分岐はマトイ君がこの時代に来た時点で変わっていたのかもしれないね」

   「从结论来说，终世魔王，也就是煌灼侯，是通过某种方法穿越时间，从2099年末到2149年末，一直在重复着这段时间。也就是循环。妈妈是为了阻止这个循环，才反复犯下凶行，结果，她把终世魔王召唤到了和之前的时间轴有所偏差的鹫狮子之月4日。没错，就是我们四人齐聚一堂的鹫狮子之月4日。通往未来的分歧，或许在你来到这个时代的时候就已经改变了」

   探偵は一端気の抜けたコーラで喉を潤し、仮説の展開を続ける。

   侦探用喝了一半的可乐润了润喉咙，继续展开他的假设。

   「思い返せば、お母さんはマトイ君と初めて会った時から意味深な事を言っていたし、その言葉は最初から真実しか喋しゃべってなかった可能性はある。今も真偽はわからない、お母さんの所業は絶対に許されないと思うヒトだっているだろう。それこそトロッコ問題の話だ」

   「回想起来，妈妈从第一次见到你的时候开始，就一直在说一些意味深长的话，而且她从一开始可能就只说真话。现在也还不知道真伪，应该也有人觉得妈妈的所作所为是不可原谅的吧。这就是所谓的电车难题」

   探偵の微笑は弱々しくなり、だが確固たる意志があった。

   侦探的微笑变得有些无力，但其中却蕴含着坚定的意志。

   「でも私は、私だけでもお母さんが世界を救ったのだと信じたい」

   「但是，就算只有我一个人，我也想相信妈妈拯救了世界」

   言って、絵え美みは自嘲気味に笑った。

   说完，绘美自嘲地笑了。

   「君はどう思う？マトイ」

   「你怎么想呢？缘」

   声の先、散らかった机の上、ミスリル製の六つ目の聖徴アミュレットの横。

   声音的前方，凌乱的桌子上，秘银制的第六圣徽旁边。

   小さな匣はこがあった。

   有一个小盒子。

   中身は当然、あのマトイではない。The OrAcleの試作品がインストールされたメモリーキューブだ。

   里面装的当然不是那个缘。而是安装了The Oracle的试作品的内存方块。

   『すみません。私には情報が足りないので、よくわかりません』

   『对不起，我手边的情报不足，所以不是很清楚。』

   キューブはＰＤＡと接続されており、音声はそこから発せられていた。

   方块连接着PDA，声音是从那里发出来的。

   「全く、もうちょっと可か愛わいげがある返答をしてほしいな」

   「真是的，真希望你能回答得可爱一点。」

   『了解しました。可愛げを学習致しますので例をお出しください』

   『了解。我会学习可爱，请提供示例。』

   「それじゃあまずはこれを覚えてくれ」

   「那你就先记住这个吧。」

   探偵は片手の指を二本立て、顔の横へと持っていく。

   侦探竖起两根手指，放在脸的旁边。

   そのまま立てた二本の指を開きながら逆サイドへスライドさせた。

   然后将竖起的两根手指张开，滑向另一边。

   横ピースだ。

   是横V手势。

   『それはなんですか？』

   『那是什么？』

   「五十年後の最新カワイイポーズだよ」

   「五十年后的最新可爱姿势。」

   『了解しました。五十年後の最新カワイイポーズを設定しました』

   『了解。已设定五十年后的最新可爱姿势。』

   あの日以来、彼女は人造精霊の設計を再びするようになっていた。

   从那天起，她又开始设计人造精灵了。

   元々彼女は人造精霊設計の研究者だったのだ。少しずつ、人造精霊に関しても人生のリソースを割こう、そんな気持ちになったのだ。

   她原本就是人造精灵设计的研究者。她开始觉得，应该一点一点地将人生资源分配给人造精灵。

   だが探偵を辞めるつもりもない、これはこれで楽しいからだ。

   但她也不打算辞去侦探的工作，因为这样也很开心。

   環境も、技術レベルも異なる。そうでなくとも、マトイと全く同じ存在には絶対にならないだろう。

   环境和科技水平都不同。就算不是这样，也绝对无法成为和缘完全相同的存在。

   煌灼侯のように。

   就像煌灼侯一样。

   それでもと、絵美は思う。それでも彼女の遺志を、彼女がこの世界を救ったのだという痕跡を未来に残せたらと願わずにはいられないのだ。

   即便如此，绘美还是这么想。即便如此，她还是忍不住希望，能将她的遗志，她拯救了这个世界的痕迹，留给未来。

   「未来は無限に続いているんだから──なんて、月並みな台詞せりふを自分が吐く事があるだなんて思ってもみなかったけど」

   「未来是无限延续的——没想到我居然会说出这种老套的台词」

   安楽椅子から、探偵は立ち上がる。

   侦探从安乐椅上站了起来。

   「でもその前にやる事がある。ベルトール君の依頼、《救世教会ギルド》に関する情報を集めないとね」

   「不过在那之前，我还有事要做。我得收集贝尔多尔的委托，《救世教会》的相关情报」

   探偵は行く。

   侦探出发了。

   「彼の未来の為ためにも、私が頑張らないと」

   「为了他的未来，我得好好努力」

   


   ◆

   ◆

   


   統合暦２０９９年、鷲獅子グリフォンの月５日、00時00分。

   统合历2099年，鹫狮之月5日，00时00分。

   


   新宿市内、ベルトール宅。

   新宿市内，贝尔多尔宅邸。

   リビングの扉が開かれると、二人の人物が足を踏み入れた。

   客厅的门被打开，两个人走了进来。

   一人は長い黒髪に背の高い美丈夫。

   一个是黑长直的高个子美男子。

   もう一人は長い黒髪をポニーテールに結い上げた美少女。

   另一个是把黑长直扎成马尾的美少女。

   「おっ、ベルちゃんとシル姉帰ってきた」

   「哦，小贝尔和希尔姐回来了」

   「おかえりー。そっちどうだった？」

   「欢迎回来。那边怎么样了？」

   そう迎え入れるのは、高たか橋はしと緋ひ月づきだ。

   迎接他们的是高桥和绯月。

   二人はだらしなくソファーに沈み込みながら、ベルトール達に視線だけ向けている。

   两人懒散地瘫在沙发上，只把视线转向贝尔多尔他们。

   リビングには、キッチンから芳かぐわしいカレーの香りが漂っている。

   客厅里，从厨房飘来了咖喱的香味。

   「私らも色々……本当に色々あったんだけど収穫としちゃゼロね」

   「我们也遇到了很多……真的很多事，但收获是零」

   「いやー大冒険だったねー。ヤクザ相手に大立ち回りしたり逃げ回ったり」

   「哎呀，真是大冒险呢。和黑社会大打出手，四处逃窜」

   「もー！　私が一番大変でしたよ！」

   「真是的！我才是最辛苦的！」

   頰を膨らませながら、ぷりぷりとキッチンでカレーを作りながらエプロン姿のマキナは怒る。

   穿着围裙的玛姬娜鼓着脸颊，气呼呼地在厨房做咖喱。

   「シルヴァルド卿きょうはベルトール様のところに行ってしまいますし、この無軌道少女二人のお守りをしないといけないのほんっと大変だったんですから！」

   「希瓦尔德卿跑去找贝尔多尔大人，我只好负责照顾这两个脱轨少女，真的累死我了！」

   「ちょっとマキナ！　高橋はともかく私は普通でしょ！　まとも枠よまとも枠！」

   「喂，玛姬娜！高桥就算了，我可是很正常的！我可是正常人！」

   「いーえ緋月も同罪ですー！　高橋が火なら緋月は油です！　緋月は単独だとまともなのに、高橋と合わさると様子がおかしくなるんですよね……」

   「不，绯月也是同罪！高桥是火，绯月就是油！绯月一个人的时候明明很正常，和高桥在一起就会变得很奇怪……」

   「おっと待ちなマキナ。シル姉がいたとして、戦力は増えてもお守りする相手も二人から三人に増えるだけだぜ？」

   「等一下，玛姬娜。就算希薇亚姐在，战力虽然会增加，要照顾的人也会从两个变成三个哦？」

   「くっ……確かに……ちょっとベルトール様聞いてください！　今回すっごく──」

   「唔……的确……贝尔多尔大人，您听我说！这次真的——」

   マキナの言葉を待たずに──

   玛姬娜还没说完——

   「──え？」

   「——咦？」

   ベルトールとシルヴァルドは、マキナの身体からだを抱きしめていた。

   贝尔多尔和希瓦尔德就抱住了玛姬娜。

   「わきゃきゃきゃ!?どどどっっどどどどどうしたんですかお二人共!?」

   「哇呀呀呀！？你你你你你你你们两个怎么了！？」

   「ただいま戻ったぞ、マキナ」

   「我们回来了，玛姬娜。」

   「え？　え？　え？　な、なんですか!?おかえりなさいませ!?」

   「咦？咦？咦？怎、怎么了！？欢迎回来！？」

   二人して、力いっぱいマキナを抱きしめる。

   两人用力抱紧玛姬娜。

   その存在を確かめるように。

   仿佛在确认她的存在。

   『私ら絶対お邪魔だから帰るわよ』

   『我们绝对会碍事，还是回去吧。』

   『合点承知でい』

   『了解』

   霊素エーテル通信ではなく、視線だけでそう会話した緋月と高橋は、抜き足差し足でこっそりと部屋から出ていく。

   绯月和高桥没有用灵素通信，而是用眼神交流，蹑手蹑脚地悄悄离开了房间。

   「あ、あの……お二人ともどうなさったのですか……？」

   「那、那个……你们两个怎么了……？」

   おたまを持ったまま、マキナは為なすすべなく為すがままになっている。

   玛姬娜拿着勺子，不知所措地任由他们摆布。

   「何も言うな」

   「什么都别说。」

   「別になんでもない。お主は黙って儂わしらに抱かれておればいいんじゃ」

   「没什么，你只要乖乖被我们抱着就好。」

   「どぅあ、抱かぁっ……!?」

   「抱、抱着……！？」

   ベルトールは、マキナの目を見ながら言った。

   贝尔多尔看着玛姬娜的眼睛说道：

   「誓うぞ、マキナ」

   「我发誓，玛姬娜。」

   あり得た未来で、彼女を狂気の果てに陥おとしいれたのは自分の責任だと、ベルトールは思っている。自分が弱いから彼女を悲しませた、自分が強ければ彼女にあんな事をさせなかったのにと。

   贝尔多尔认为，如果那个未来真的发生了，让她陷入疯狂是自己的责任。因为自己太弱，才让她伤心，如果自己更强，就不会让她做那种事了。

   だから誓約を結ぶ。

   所以他立下誓言。

   もう誰も悲しませないように。

   为了不让任何人伤心。

   知ってしまった未来には、絶対にさせないように。

   为了不让已经知道的未来发生。

   一人の勇者の魂を、無駄にしないように。

   为了不让一名勇者的灵魂白费。

   誓う。

   他发誓。

   


   「余は、強くなると」

   「朕要变强。」

  

 
  
   


   
    断章■■■■都市・渋谷

    断章■■■■都市・涩谷

   

   


   


   ──渋谷市。

   ——涩谷市。

   巨人の背骨と肋ろっ骨こつを天蓋にしたその地下都市ジオフロントに、二人の人物がいる。

   在这座以巨人背脊和肋骨为顶棚的地下都市，有两个人影。

   中背の男と、背の低い女だ。

   一个是中等身材的男性，一个是身材矮小的女性。

   並び、セントラルのスクランブル交差点で信号待ちをしている。

   他们并肩站在中央区的行人保护时相十字路口等待红绿灯。

   「案外楽勝だったな、今回の任務。結局回収できたのは大した力のない神秘だけど」

   「这次的任务意外轻松啊。虽然最后回收的只是没什么力量的神秘。」

   「肯定。《剣士ソードマン》と合流してクエスト達成が早まった。感謝している」

   「肯定。和《剑士》会合后任务提早达成了。感谢。」

   「ヘヘッ、たまには先輩として威厳見せねえとな。飯でも奢おごるか！」

   「嘿嘿，偶尔也得展现一下前辈的威严嘛。我请你吃饭吧！」

   ゼノールと《天使アンゼ》だ。

   是泽诺尔和《天使》。

   《天使アンゼ》は普段の格好のままだが、ゼノールはいつものＭＧを纏まとっていないラフな格好である。

   《天使》穿着平时的服装，泽诺尔则是一身轻便，没有穿着平时的MG。

   「《天使アンゼ》って渋谷来た事あんのか？」

   「《天使》你来过涩谷吗？」

   「ない。この任務が初めて」

   「没有。这个任务是第一次。」

   「俺は何度か来たことあるぜ。知ってたか？　この渋谷市、場所は名前の元んなってる渋谷区から随分離れてるけど、セントラルの街並みは旧世界のアースのもんとめっちゃ似てんだってよ」

   「我来过好几次了。你知道吗？这个涩谷市虽然离涩谷区这个地名的由来很远，但中央区的街景和旧世界的亚斯非常相似。」

   渋谷市の綺き羅らびやかな光の景色は、地下の暗さによく映える。

   涩谷市五光十色的灯光，与地下的黑暗形成鲜明对比。

   「肯定。現想融合ファンタジオン後、旧地名を冠した都市はその象徴的な建物や風景が再現ないしは似る傾向にある。それはその名の地名に住んでいた人々の無意識下の収しゅう斂れんだという説がある」

   「肯定。现想融合后，冠上旧地名的都市有重现或类似其象征性建筑或风景的倾向。有一种说法认为，这是居住在该地名地区的人们在潜意识中汇聚的结果。」

   「なんでえ……知ってんのかよ……つまんね……」

   「什么嘛……你早就知道了吗……真无聊……」

   「拗すねないで。そもそも私は人造精霊、情報の収集と精査は得意だから」

   「别闹别扭了。我本来就是人造精灵，擅长收集和精查情报。」

   信号が赤から青へと変わり、ヒトの波がどっと動き出した。

   信号灯由红转绿，人潮开始流动。

   「……」

   「……」

   スクランブル交差点のど真ん中で、急に《天使アンゼ》の動きが止まった。

   在行人保护时相十字路口的正中央，《天使》突然停下了脚步。

   「ん？　どした？」

   「嗯？怎么了？」

   ゼノールは振り返り、いつもと様子の違う《天使アンゼ》を眺める。

   泽诺尔回过头，看着样子与平时不同的《天使》。

   「先輩」

   「前辈。」

   「あんだよ」

   「干嘛？」

   「大切な事を、伝えなければならない」

   「我必须告诉你一件重要的事。」

   「え、な、何？　そういう言い方されるとめっちゃ緊張しちゃうんだけど俺。ドキドキ」

   「咦，什、什么？你这么说我会很紧张的。心跳加速。」

   ゼノールは緊張した面持ちで、両手を自分の胸に当てた。

   泽诺尔一脸紧张地将双手放在胸前。

   「その前に、私が抑制している降霊型執行兵装《明みょう星じょう》と、この器の本来の持ち主について聞いている？」

   「在那之前，你听说过我抑制的降灵型执行兵装《明星》，以及这个容器原本的主人吗？」

   「あー、《明星》の方はよく知らね。秋葉原で禍福女神捕獲作戦時に一瞬顕現しそうになって、既すんでの所で《無貌フェイスレス》が止めて大惨事を防いだのは報告で知ってる。お前の身体の持ち主の方は天てん忌き侯こうメイだろ、六魔侯の。そっちはまあぼちぼち知ってるよ流石さすがに」

   「啊——《明星》我不是很清楚。我只在报告中听说过，在秋叶原的祸福女神捕获作战时，它差点显现出来，被《无貌》及时阻止，避免了惨剧发生。至于你身体的主人，是六魔侯之一的天忌侯梅依吧？这个我倒是知道一些。」

   「肯定。この肉体は天忌侯メイのもの。私は不完全な《明星》を抑える枷かせの役割で、天忌侯メイの人格を元に学習、生成された疑似人格を走らせている人造精霊。五番目の託宣者アンゼにすぎない」

   「肯定。这个肉体是天忌侯梅依的。我是抑制不完全的《明星》的枷锁，以天忌侯梅依的人格为基础学习、生成的模拟人格，只是第五个托宣者。」

   「……その話あんま好きじゃねえって。お前はお前だろ。んで、それがどうしたって？」

   「……我不喜欢这个说法。你就是你。所以，那又怎么了？」

   「消えた」

   「消失了。」

   「何が？」

   「什么消失了？」

   珍しく言いづらそうに、一瞬《天使アンゼ》が沈黙した。

   《天使》罕见地沉默了一瞬，似乎难以启齿。

   「……この肉体に入っていた《明星》とメイ、二つの堕天使の魂の反応が消えた。今、私は空っぽになった天忌侯メイの器を操作している」

   「……进入这个肉体的《明星》和梅依，两个堕天使的灵魂反应消失了。我现在操纵的是天忌侯梅依空空如也的容器。」

   スクランブル交差点のど真ん中で、ゼノールの足が止まる。

   泽诺尔在行人保护时相十字路口的正中央停下了脚步。

   言っている意味を処理できず、脳がフリーズを起こした。

   大脑无法处理《天使》的话，陷入了宕机状态。

   


   「………………え？」

   「………………咦？」

   


   スクランブル交差点の喧けん騒そうが、二人を包んだ。

   行人保护时相十字路口的喧嚣包围了两人。

  

 
  
   


   
    あとがき

    后　记

   

   


   


   お世話になっております！紫むらさき大だい悟ごです！　今回あとがきのスペースが少ないぞ！

   承蒙关照！我是紫大悟！这次的后记篇幅很少哦！

   あなたがこれを読んでいるという事は無事この『魔ま王おう２０９９』の四巻が世に出ているという事でしょう！

   您能读到这篇文章，就表示《魔王2099》第四集顺利问世了吧！

   前回からまたちょっと期間が空いてしまって大変恐縮です。僕個人の作家として何かを発信する場を作ってない（平たく言えばＳＮＳアカウントを持ってない）ので、お待ちになってくださっている方に僕から執筆状況等をお出しできていないのは心苦しく思います。いやそういうのを表に出すのはどうなのみたいな話もありますしまあまあまあ。

   距离上一集又隔了一段时间，真是非常抱歉。由于我个人没有作为作家发表信息的平台（说白了就是没有社群网站账号），因此对于等待的读者无法提供执笔状况等资讯，让我感到很过意不去。不过也有人认为公开这种资讯不太妥当，所以就别计较了。

   しかし次は！　次は！　五巻はめっちゃ早くお会いできるはずですので！　信じて待っていてください！　信じられる実績が一片もないのは本当にお恥ずかしい限りですが！

   但是下次！下次！第五集应该很快就能与各位见面了！请各位相信我，耐心等待！虽然我完全没有值得信赖的实绩，真的非常惭愧！

   そしてアニメですよ！　もしかして四巻が出る頃には放送されてるんでしょうか!?

   还有动画哦！第四集出版的时候，说不定已经开始播映了呢！

   ＴＶアニメ『魔王２０９９』２０２４年10月放送開始です！　時期的にはもう放送されてそうだな！　是非！　よろしくお願いします！　みんなも一緒に盛り上げてねー！

   电视动画《魔王2099》将于2024年10月开始播映！以时间来说，好像已经播映了呢！请各位务必支持！也请大家和我一起炒热气氛哦！

   このあとがき書いてるの２０２４年の９月初頭なんでこれからまーじで楽しみです。それでよかったらあの……原作の方も……周りに布教とかしてくれたら……嬉うれしいな……。

   我是在2024年9月初写这篇后记的，接下来真的非常令人期待。如果可以的话……希望各位也能支持原作……向身边的人推广……我会很开心的……

   そして僕が原作を担当している『魔王２０９９』及び『断だん頭とう台だいの花はな嫁よめ』のコミカライズ、単行本発売中です！　こちらも是非！　よろしくお願いします！

   另外，由我担任原作的《魔王2099》及《断头台新娘》的漫画版单行本正在发售中！也请各位多多支持！

   ここからは謝辞となります。

   接下来是谢辞。

   クレタ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。お忙しい中本当に毎度毎度最高のものをお出しいただいて感謝が尽きません。

   クレタ老師，感谢您这次也提供了精美的插图。您在百忙之中总是能提供最棒的插图，实在感激不尽。

   担当編集者様、サブ担当編集者様。いつもご迷惑をおかけしております。ありがとうございます。油そば食べに行きましょう。

   责任编辑、副责任编辑，总是给你们添麻烦了。谢谢你们。我们一起去吃油荞麦面吧。

   アニメ関係スタッフ様、声優様。アニメ関係の資料に目を通したり、収録現場にお邪魔させていただいたりする度になんて僕は幸せな立場なんだろうと思うと同時に、毎回背筋が伸びる思いになります。今から放送が楽しみで仕方ありません。ありがとうございます。

   动画制作团队、配音员，每次浏览动画相关资料，或是到录音现场叨扰时，我都会觉得自己站在多么幸福的立场，同时也会觉得必须振作起来。我现在就非常期待动画的播出。谢谢你们。

   そして読者の皆様、今後とも、『魔王２０９９』をよろしくお願いいたします。

   最后是各位读者，今后也请多多关照《魔王2099》。

   それでは五巻でお会いしましょう！　おつ！

   那么，我们第五集再见！辛苦了！

   
    紫大悟

    紫大悟
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